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西暦 2054 年 、7 月 。 

地球 は 謎 の 異 星 文明 同 二 の 戦闘 に 巻き 込ま れ た 。 
地球 の 技術 水準 を 各 か に 超え た 兵器 に よ る 戦闘 。 
その 理由 も 知ら されない まま 、 地 球 は 忠 器 され 、 大 地 は 焦土 ご 化 し た 。 

事前 に 地球 圏 へ の 戦闘 の 波及 を 察 各 し て いた 統合 政府 は 、「 地 球 種 汎 移民 計画 」 を 発動 。 
世界 の 主要 都市 か ら は 数 多 の 恒星 間 移 民 船 が 飛び 立っ た 。 

45 億 年 の 間 、 生 命 を 育ん で くれ た 故郷 か ら の 脱出 。 

し か し 、 移 民 船 の 多く は 重力 凌 離 脱 の 最 中 に 貞 ち 落と され 、 無 事 脱出 で きた 船 は ご く 僅 か 。 
「 自 鯨 」 は その うち の - 一 隻 だ っ た 。 

地球 を 後に し 、 放 浪 の 旅 に 出 て 年 。 

地球 圏 で の 戦闘 か ら 幸 運 に も 生き 残る こと が 出来 た 白鯨 だ っ た が 、 

つい に 異 星 支 明 追 買 部 隊 に 見 つか っ て し まう 。 

軍 の 決死 の 応戦 と 、 一 人 の 英雄 の 活躍 に よっ て 追撃 部 隊 は 退け られ た が 、 

激しい 戦闘 で 自 鯨 の 主機 関 も 大 破 。 

航行 能力 を 失っ た 自 鯨 は 未知 の 惑星 の 重力 に 提 ま 0 り 、 船 体 を 崩 


壊 き 直 な が ら 隊 落し て いっ た 。 
を し て 、 二 ヶ月 が 継 っ た 一 一 。 Ed 
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叶 種 族 : 不 明 

還 性 別 : 女 

還 有 職 業 : ブ レイ ド 

時 年 齢 :28 歳 

還 ク ラス : フル メタ ル ジ ャ ガ ー 

コピ ニオ ジン : デス タメ ント TESTAMENT 


mm 声 優 : 森 島 法子 


ブレ イド の チー ムリ ー ダ ー の 1 人 。 沈着 冷静 で 、 的 確 な 判断 
力 と 洞察 力 を 持ち お 、 ブ レイ ド の メン バー た ちか ら 尊 敬 さ れ て 
いる 。 地球 で は 、 統 合 政府 軍 特 殊 作戦 車輌 教導 隊 ( 通 称 「 ドー ル 
隊 」) に 所 属し て お り 、 その 当時 の 階級 は 大 佐 。 NLA で は 統合 政 
府 軍 は 解体 され た た め 軍 の 階級 は 存在 し な い が 、 当 時 の 部 下 
だ っ た イリ ー ナ や グイ ン か ら は 、 尊敬 と 親しみ を 込め て 今 で も 
「 エ ル マ 大 佐 ] と 呼ば れ て いる 。 

主人 公 が 眠っ て いた 脱出 ポッ ド を エル マ が 発見 し た こと で 
本 作 の 物語 は 幕 を 開け 、 その 後 も 最 重 要 人 物 の 位置 を 占め る 。 

B.B. こ とし て の 体 は 地球 人 の も の だ が 、 実は その 正体 は 異 星人 
で あり 、 地球 種 汎 移民 計画 は 彼女 の 来訪 より 始ま っ た 。 


和夫 設 定 画 ①) < イラ スト : 田 中 久仁 彦 > 
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- 他 ) 
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まま の 。 (まう Ne 【 “ 2。 
と 4u 8 と ガ 8 サキ ャ フラ ン 、 
| 、 寒 宮 









ー ニ カク ハ と の 
や も > . 


っ いみ * 
\ 
人 チ E 才 旨 jp NN / bn 
名 を 紫乃 話し MWI て す の せ て あぁ 3? ヽ 、 
ン N レイ て 」 『 
と | ーーーーー /? 7 
リ ンー ゞ 
4 4 うな は 生 呈 jm - 
| 天 5 
N トー 一 て 」 『 | そ ネ テ ネ っ こ 
「W ご ZVLx よっ ルム ョ ルン アラ 
2 2 疾 を な か 央 >_ 


TAN、 ュ スラ 氏 4/ て 
N ン ジン ジ の aa 
プア 52 コッ キラ ュー 
! \ 
侍 相 ' の アァ 3 
と の えっ 





替 ラフ 画 (②) < イラ スト : 田 中 久 彦 > 







=wBay 人 
才 ゼ らい 誰 
ココ ゼ 代 せっ ト 
攻 o シ 体 . / デ 
号 。 才 葛 そ / ング 2 
光 品 2 析 叶 7 // 





い NN 
人 っ 世 2 4 散 ン レ 

外 及 < な < . 
欄 を が ぅ 沈ん と . 


中 潤 あ 柳 、 北 , を っ 、 


需 ラフ 画 (3) < イラ スト : 田 中 久 彦 > 





と (イリ リリ だ ルル / ア を に YYe1g<)| 
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需 エル マ の フェ イス 案 (① < イラ スト 風間 二 太 > 


て! こく 旅 和 ト レー つ %x 
悪人 









ぎく 記 
o 


て いく 到 党 9 < WU 20 の N 

dw っ 5 色 層 移 to が" 人 p 柳 c。 

は クシ 、 諸 て * e と ちっ 
アーー SN、 電 






7 ン 4 を oN ざい 7 


on て V マ 衣 受 。 


依 Se 共 < 
さい B。 

表 は > ぬ 起 @% う 
(下條 YY@ ゅ 字 -] ) 







と イイ リリ リ た ん ん / ア 、 人 BE 眼下 llsf 











エル マ 案 D 
ふわ ふわ の 綿毛 の よう な 髪 に 虫 の 泌 の よう に 
透明 な 耳 を し て いま す 。 柔らか い 光 に いつ も 
包ま れ て いま す 。 





エル マ 案 D 
化 の は な びら が 広がる よう な 形 の クリ スタ ル 
が 耳 に な っ て いて 内 部 を ライ ン 状 に 光 が 脈 動 
し て いま す 。 肌 は ラ の よう な キラ キラ し た 
便 質 な 美 し さ で す 。 


7 イリ リリ ルル: ア 、 人 TESSYSYegs 申 時 < の 目 り 157 


著 エル マ の フェ イス 案 (2) < イラ スト 塚本 陽子 > 


(057 擬 


Ca/aC7G/ 


需 エル マ の フェ イス 案 (③) 


光ファイバー の 様 な 
と コル ヒヨコ に く リ と ::p 中 9 の と つた 


肌 は 青 日 い 箕 き 通 つ た 様 な 
イカ の 様 な 感じ 。 


耳 部 か ら は 蝶 と 鳥 の 泌 を 定 し て どら で 割 つ 
/ 式 と すこ き ク 4 レグ の (ゆら っ 72M の ご 1 の 7g 
い 尽 くし て いる 。 素材 感 で 言い ます こと テ 
レシ ア み た いな 感じ で す 。 


エル マ 顔 案 F 


まる で 中 身 か ら の 光 が 
た lmrl の の と 7jJ の の / た うと 9 三 に 


三間 三 に I り M の 】 に きら の の) に ia2 
=【 の 9/ ち うら リア 介 @ の に > だ 


三 三 し ミ に を と ヨリ ゆこ と ゴ jJo カ (この jG 
も 避 も ふ の 一 枚 の 泌 根 の 様 な 
物 が 生え て いま す 。 


EEiIE を 2 モコ クレ ネッ ルン // 
7/ 客 触手 みた いな イメ ー ジ で 
エル マ 顔 案 G ( 閥 内 。 中 で は 光 の 粒子 が 行き 来 し て いま す 。 


護 @nO わ /g0e 告 [he SecretFile 言 Art of MIRA 





Ca/aC7G/ 


匠 エル マ の フェ イス 案 ④ 





光 の 結 昌 の よう な クリ スタ ル が 頭 部 と 胸 か ら 
に malRWJp 点 ぎ 。 pg の に ささ ッ 


7 し J/ ププ 主 lo コニー ビ ェ 5 どーー E ビーー こ モー ジー キー 三 和 と 
淡く P』 < り 月: し) 素肌 | に こ 送 月 な ホホ [ すす ング 時 ム の よ つ イマ に almkz 庁 / 』 し 


体 中 に 開 何 学 模様 の 光 が 明 減 し な が ら 流れ て いま す 


H/) 計 8 語 に Pay2 三 ゆ "* 考 必 還 と 
H 較 ソリ  」 | ノ ト | に 1 | が * 侵 稚 忌 回 中 


エル マ 案 H 





く イ ラス ト : 塚 


| 


昌子 > 


会 の 口 コ コ 様式 の 様 な 装飾 を 持つ 硬 
質 な 金属 と も クリ スタ ル と も 言え な い 
透き通っ た 金属 の 様 な 反物 質 維持 体 。 
その 中 に は 幾何 学 模様 の 粒子 が 行き 来 
し 、 流れ て いる 。 


目 は 瞳孔 や 虹彩 な ど な く 
不安 定 な 光 の 波 が 
噴水 を 上 か ら 見 た 様 な 
感じ で 興 か ら 湧 き 出 て 
いる 感じ で す 。 


1 こり 17A コ ンー ング 


) こち ら は 反物 質 維 持 体 が クリ スタ ル の 
用 様 な 感じ で す 。 こ ちら 全体 的 な カラ ー 
イメ ー ジ が 白 な の で す が 、 オ ー ロ ラ の 

様 な 色合い で 美 し さ を 表現 。 





< イラ スト : 風間 雷太 > 


リリ リヒ ん ん 人 ESYSYedgs) 申 に 写 298 の 明り 57 パパ 


1@/4 だ 7Z2(9 の 4 に ) 6 


圭 エ ル マ の スー ツ の デザ イン 画 


7 リリ リビア 人 SYSYdgsial に 王 2a9o 引 sf で 





肛 ベ ルト に 隠れ て る 部 分 





雪 Ca/aC7G/ 得 


7 リリ だ ん ルル ア 、 人 ESYSYdgsl に 王 AYaWeo) 邊 ls7 パ 


グラ ナダ 標準 と 同じ グロ ー ブ 











田 胸 の 前 の アー チバ パー 
ツ の 内 側 、 お っ ぱい の 
下 な ど 、 透 明 ビ ニー ル 
が 浮い て いま す 。 



















Ca/aC7G/ 


圏 へ ヘル メッ ト の 角 は 左右 非対称 で 左 が 長 
い 。 冬 に 構え た と き に 左 の セン サー が 敵 
に 向き ます 。 ヘ ル メ ッ ト か ら 生 える ケー 
ブル は 二 本 。 ロ ング へ アー の 印象 を 与え 
ます 。 チョ ー カ ー は 普段 も その まま 。 


aa。 罰 ピ ンク 色 部 分 は 透明 ビニ ー ル が 覆っ つて いま す 。 


旧 議 ビーー ル に は モー ルド が 入っ て いて 存在 感 を 出し ます 。 


較 定 袋 で す 。 
右 の 様 な 定 首 に 
\ 装甲 の 案 も 有り 。 


で イリ リリ だ ルル アテ 人 Estdgs 邊 に ao) 邊 57 


圏 前 腕 部 分 は 女性 用 
ノー マル パイ ロッ ト 
スー ツ と 同 レダ す 。 





一刀 こと 脇差 し 
刀 の 形 は 抜刀 用 加速 モー 
ター に な っ て いま す 。 腰 
フレ ー ム の カラ ビ ナ 部 分 
に マウ ント し ます 。 





















Ca/aC7G/ 


較 へ ルル メッ ト オ ー プ ン 時 グ 


シン 


// 
1 い 


$ 
M 
N る シ プ グ 画 入 の エマ ー ジ ェ ン シ ー タ ク 
の 2 グ ノノ) は 33 称 で 二 枚 。 フロ ント 
3 。 の アー チ 状 バーツ ご と 剥き 取 
グン る 仕様 な の で 使う と お っ ぱい 
ゥ ンジ マ NN が 見 えま す 。 
SNSN 
画 析 柄 ア ー マ ー “ 
シル エッ ト を 面白 くす る 為 に ング て 
付け まし た 。 左側 で 刀 が マウ し 多 と 


ント され て いる 部 分 に ぷら 下 ジリ 
が っ て いま す 。 居 合い 抜刀 の 


リル ジ 
構え 時 に 敵 に 時 す 部 分 を 護り ( / グ ルン 


3 
アプ 、HJ 
ます 。 モ ーション で 不都合 で 。4 ヾ S 匠 
そう で し た ら オ ミッ ト し ます 。 思 












田 背 面 ク リン ナッ プ 中 

バッ ク パ バック は 首 の バー ツ が な いこ と 、 お 尻 の 
スタ ビラ イザ ー は フィ ン が 長く な っ て いる こと 
の ら 点 が ノー マル パイ ロッ トス ー ツ と 違い ます 。 


圏 バ イザ ー を 上 げた 退 間 チラ 
見 えす る 耳 を ぴく ぴく させ る 
と 可愛 いと 思い ます 。 


較 へ ヘルメット オー プン 時 





一 フ ルフ ェ イ ス 時 の 耳 の 位置 較 フ ェ イ ス オ ー プ ブン 時 の 
耳 の 位置 警戒 モー ド 


披 れ て 立ち 上 が っ て いま す 。 










間 
IN 


ゆ 

2 や 

M 元 / 
7 4 較 通 常 の 耳 の 位置 
ペ 


、 ノ = 


田 ノ ー マ ル バイ ロッ トス ー ツ と 


< くく 
違っ て あご の 所 も 透け て いま 圏 バ ー ツ が 下 を くぐっ て Y ( NN 較 腔 装甲 の 割れ 方 。 


す 。 体 と の 連続 感 を 出す 為 。 連続 し て いる イメ ー ジ 。 f / N 内 側 と 外側 で フィ ン の 
| 大 き さ が 違い ます 。 
/ 
アプ の ツール 






一 工 マ ー ジ ェ ン シー タグ は 





胸 装 甲 の 下 を くぐっ て 左右 で 軸 
が っ て いま す 。 肩 と お 腹 の 前 の 田 太 も も と 同じ 色 で は 無く て 
V 「 黒 緑 」 と 繋が っ て は 居 ま せん が 黒色 に な る の が いい か と 
グラ フィ ックス と し て は 連続 し 
た も の と し て 扱っ て 下さ い 。 





で 77 リリ だ 7 ルル ア 人 BEStEdgs 邊 に 写 a oi 邊 ls が 
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徐 エ ル マ の パイ ロッ トス ー ツ 案 (②) < イラ スト : 租 谷 興 一 (CHOCO) > 


ング 価 圏 カラ ー 案 C 





N ここ 

IN ささ ッ 次 ー 
ーー SS どっ いい 
グ 


ゃ ご 
こ hb 天 い 


NN 
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人 e 補 
問い MM 
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NN 
N 
N 


ト こ ベー ンーーー デ 
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SN 人 計 
(| 人 
NN 2 








C/a/ac7e/ 


和夫 エル マ の パイ ロッ トス ー ツ 用 標準 武装 案 < イラ スト : 雪 全 真 - (CHOCo) > 





一 武装 は 劇 中 いろ いろ 変わ る と 思い ます が 、 デフ ォ ル ト の イメ ー ジ と し て の 武装 で す 。 
主 に 全体 の シル エッ ト を 整え る 為 に つん つん し た 形状 に な っ て いま す 。 


田 騰 差し の マウ ンタ は 
本 刺 よ り も 内 側 を 向く 様 に 
披 れ て 配置 され て いま す 。 








圏 ク ナイ ガン : 制式 ハン ドガ ン の アン ダー レイ ル に 
可動 式 の ナイ フ を 付け て いま す 。CQC の 構え で 待ち ます 。 
ナイ フ を 動か さ な い と マグ チェ ンジ 出来 ませ ん … 








田 忍 者 ソー ド じ ゃ 無く て 






裏側 は 手 裏 語 ディ ス 
ベン サー に な っ て いま す 。 
上 下 か ら 取 り 出 せま す 。 










還 刀 と 脇差 し 
両方 の 博 が 一 体 化し て いま す 。 


圏 | ポリ ゴン 
手 裏 刻 


の ト ノ 
/ っ 
ゲ に ここ NS 
較 制 式 ハン ドガ ン e / レ 人 " 


の 後部 は コッ キン グイ ンジ ケー タ に 圏 ス トラ イク ヘッ ド に な っ て いま す 。 ヾ さ 
な っ て いま す 。 ポリ ゴン 表現 が 難し か っ た ら オ ミッ ト し て 下さ い 。 


1. 較 腰 を 落と し て 構え 。 


等 エル マ の 抜 有 シー クエ ンス 案 
格 槽 アー マー が 敵 側 を 向き ます 。 


く イ ラス ト : 麦 谷 興 一 (CHOCO) > 


田丸 者 モチ ー フ の ハズ で すけ ど 、 
居合 いで 抜 妃 し ます 。 





ら . 較 萌 [ 居 合 ラ ンチ ャ ー」 を 左手 で 握る 。 
親指 の ボタ ン を 押す と ロッ ク が 外れ て 
刃 が 出 ます 。 

コン デン サ に チャ ー ジ 開始 。 













3 画 人 差し 指 の トリ ガー を 押す と 
リニア レー ル が 刀身 を 押し 出し ます 。 
火花 が 飛ぶ と カッ コイ イ け ど 、 

米 軍 空 母 の リニア カタ パル ト は 
火花 が 飛ば な いよ う で す 。 


っ 





7 ルリ リ だ いし ア 、 人 EXcie1gs)| 








和夫 私 服 案 < イラ スト : 琶 全 興 - (CHOcO) > 


国 守 水着 
これ くら い イ ン パ クト が 無い と 喜ば れ な いか も 。 
較 ブ プラ イベ ー ト ーー オ フィ スワ ー ク 服 細 の つなぎ 目 は あく まで 隠し ます 。 






誠 ン 


を デ 


NN 






較 下 着 
ロー ライ ズ シ ョ ー ツ + ガ ー タ ー ベ ルト スト ッ キ ング 。 
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@ Ca/acfe/ 2 





徐 エル マ の マン ト 案 。 < イラ スト : 雪 谷 興 一 (CHOCO) > 









較 了 エマ ー ジ ェ ン シ ー タ グ を 出す スキ マ ) 


グ 


田 胸 元 を 見 せつ つ コ ン デ ン サ を 
隠し ます 。 胸元 の バー ツ に 厚み が 
ある の で コー ト の 上 か ら は 
巨乳 に 見 えま す 。 





| / W (7) MJ 


癌 ガー リー の ー プ 

な で 肩 シ ル エ ッ ト に な り ま す 。 
プリ ー ツ に 入っ た ステ ッ チ と 胸元 の 
リボ ン が チャ ー ム ポイ ント 


田 カ ラス スタ イル コー ト 
ひら ひら の 帯 で 構成 。 腕 が 動か し や すい か も 。 
帯 の 先端 は 発光 塗料 で 暗闇 で 残像 を 残し ます 。 


田 カ ラス スタ イル コー ト 後 ろ 
基本 的 に 前 後 対称 構造 で す 。 
お 尻 バ イン ダー に 干渉 する 帯 を 
クロ ス し て まとめ て いま す 。 





の 7 イリ リリ と 7 ル アテ 、 人 Be に YYegs 邊 に 王 SYaWeo) 邊 5 





067 


寺 真 エ ル マ の スー ツ 案 


EXeno め り /ggeX 生 TheSecret File 計 Art of_MIRA 














人 設定 画 ①) < イラ スト : 田 中 久仁 彦 > 


Ca/acC7G/ 


1 イル リリ だ が ルー ア 、 和 を 当 目 








mm 種族 : 地 球 人 
還 性 。 別 : 女 

mm 有職 業 : ブレ イド 
年 齢 :13 歳 


還 ク ラス : シー ルド バト ラー 
ユニ オル : チー ムズ 
還 声 依 : 伊 瀬 者 也 


フル ネー ム は リン リー・ ク ー。 ブ レイ ド の メン バー で 、 
メカ ニッ ク を 担当 し て いる 。 若い な が ら も 機械 工学 に 長け 
て お り 、 ド ー ル の 開発 も 手がけ る 天才 少女 だ 。 明る い 性 格 
で 、 誰 で あっ て も 分 け 隔 て な く 接する 。 亡き 両親 の 遺志 を 
継い で 、 ド ー ル を 飛行 させ る た め の フ ライ ト ユ ニッ ト の 開 
発 に 力 を 注い で いる 。 テス ト パ イ ロ ッ ト と し て 協力 し て く 
れる ダグ に は 、 多大 な 迷惑 を か け て いる よう だ 。 

ミラ で 出会っ た 原 住 民 で ある ノ ポ ン 人 の タツ と は 名 コ 
ン ビ で 、 一 緒 に いる こと が 多い 。 








Ciaracfer / プ 








ww 設定 画 ② く イ ラス ト : 田 中 久仁 彦 > 





n ら で > で 記 呈 1 と A+ ォ ム イト IID / 
tcSSYcYe1g<) 選 = ム 人 )f.IVIIR 





と 7 リリ リル に ア 、6 











の araC 7e/ 。 結 


ヘア ピン は GPS みた いな 
機能 あり 、 と か 。 

ゼノ ブレ イド みた いな 
デザ イン モチ ー フ と か 。 


筑 設定 画 < イラ スト : 田 中 久仁 彦 > 





@/ だ 7Z27 の 4:)4 





等 私 服 案 





圏 け サク ラバ 中 装備 リン Ver. 


7 イリ リリ だ ルル テア 人 IE:dgo に 計 ao 


( あご 十 還 @ C/a/ac7e/ 選 



















還 種 " 族 : ノ ポン 
呈 性 別 : 男 
m 職 業 : リン の オト モ 
生年 千 13 歳 
= 声優 : 阪 口 大 助 
惑星 ミラ で 出会っ た ノ ポ ン 人 の 少年 。 グ ロウ ス 
の 基地 に 捕らえ られ て いた と ころ を 助け た こと が 
さっ つか がけ で 、NLA で 保護 する こと に な る 。 天真 細 
漫 、 純 真 無垢 で 、 何 も 考え て いな いよ うに 見 える が 、 
時 々 、 妙 に 上 か ら 目 線 で モノ を 言う こと が ある 。 り リ 
ン と 非常 に 伸 が よく 、 一 緒 に いる こと が 多い 。 た だ 
SE し 、 リン か ら は し ょ っ ちゅ うう 食材 扱い され て いる 。 
アジ ア あ た 少し 厚 と eo な ee 
ン 」 を 率い る リー ダー ・ 力 力 は タツ の 母親 で 、 幼 い 
弟妹 が ら 5 人 いる 。 
メガ ネ 外 す と 、 
ノ ポ ン の デフ ォ ル ト 目 
N 。 の NN に 
人 の プ ) い 
で や に ここ ーー ウラ 
ター 
の A、、/ 『^ 
表現 的 に 可能 で あれ ば … 
需 設 定 画 ① 
ゼノ ブレ の 「 リ キ 」 の 武器 その まま 
デー 
ズバ oe ーーーーーーー gaTEESEEREYSME7 き 




















6 デ - で 、 デベ 、. 
に 作 の / だ 7Z( み (7) テー ズバ ト 、 デー 
・ 叶 製 粗 め の な めし 
チ ・「 顔 っ ぽく 」 見 える 
育 負 い 紐 は 、 表現 的 に 無し で ok で す 
「 パ カ パ カ 」 の 接合 部 揺れ で 口 が パカ パカ 開き 方 イメ ー ジ (ゲー ム 内 で は 無い ? ) 
野菜 勘違い ? mm 
みこ 
で 7 リリ と // み 全 aENStEYeigs 昌 に 写 N8o 邊 lls7 パ - テー バ 069 





ペ 070 ょ 


等 設定 画 ② 


【 タ ツ 】 リ ュ ッ ク 無 し 











= 作 の 77Z(g( に 6 








(7 ルリ リピ ルル ん ア 、 人 を 当 BESY2Yegs 自 司 に 0aWeo) 目 5 の パパ 


= 作 の / だ 7 だ (の ( テー マズ テー 













ノ ポ ン 族 製 の 手紙 。 張 り 紙 な ど に 
使わ れ た りす る こと も ある 。 装 飾 
が 施さ れ た ちょ っ と 塁 まっ た 仕 
様 。 間 の 紙 は 交換 可能 で 何 度 で も 
繰り 返し 使え る 。 


【 タ ツ 】 服 





木 の 皮 を 
鞭 し た 紙 
裏 は ザラ ザラ 


横 か ら 見 る と 置き や すい よう に 裏 が 
水平 に な っ て いま す 


ーーー 


ノ ポ ン 文 字 サ ンプ ル 
葉っぱ と 渦巻 中 心 の 文字 で す 


の まあ 
の いて 人 


タツ 】 フ ー ド 下る し 





【 タ ツ 】 服 裸 【 タ ツ 】 こ ん が り サ ンプ ル 





で 7 リリ リル ん: ア 人 邊 eSYEYegsi 邊 品 に 王 20a oi 上 lsf パ 








Ca/ac7G/ /@ 記 記 議 
















還 種 族 : 地 球 人 

生 性 別 : 女 

有職 業 : ブレ イド 

mm 年 人 齢 : ら / 歳 UPNTT 加 応 CI 画 TO) 二 


ク ラス : サイ シー カー 改 
昌 ユニ オン : イン ター セプター 


mm 声優: 高森 奈緒 


地球 に いた 頃 は 統合 政府 軍 特 殊 作 戦車 輌 教導 隊 
に 所 属し て お り 、 エ ル マ の 部 下 で あっ た 。 ミ ラ に 
や っ て き て ブレ イド の 一 員 に な っ た 今 で も エル マ 
を 慕っ て いて 、 尊敬 を 込め て 「 エ ル マ 大 佐 ] と 呼ん で 
いる 。 男勝り の サバ サバ し た 性 格 の 持ち 主 だ が 、 惑 
星 ミ ラ に 住む 人 々 を 守る と いう 使命 感 に あふ れ て 
いる 。 

同じ チー ム に 所 属し て いる 後輩 の グイ ン と 行動 
を 共に し て いる こと が 多い 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 








信 ラフ 画 < イラ スト : 田 中 久仁 彦 


髪 を バサバサ に し て 、 エル マ と の 違い を 強調 し た 髪型 元 デ ザイ ン を イメ ー ジ し た 髪型 












と 1 イル リリ リビア を 当 BERNSYSYegsi 邊 品 : 王 2YaWe) 目 ET 












Ca/ac7e/ 用 


7 ルリ リル: ア 、 人 ENYSegs 邊 IE 写 2Yao 目 lg パパ 








Ca/ac7G/ / 








ーー 


昌和 種族: 地球 人 
還 性 別 : 男 
呈 騰 業 : ブレ イド 


昌 年 。 齢 :224 歳 0DNTTT 加 (CGI 画 TOY 記 
な ウス. 六 ラ イカ ガッ 

コー オジ : イシ ター セツ ター 

是 声 優 : 中 村 修 一 





イリ ー ナ こと 同じ く 、 地球 に いた 頃 は 統合 政府 軍 特 
殊 作 戦車 輌 教導 隊 で エル マ の 部 下 で あっ た 。 イリ ー 
ナ と 同様 に 、 エルマ を いま で も 「 大 佐 」 と 呼び 慕っ て : 
いる 。 また エル マ と 同様 に 慕い 尊敬 し て いる イリ ー 
ナ を 守れ る 男 に な り た いと いう 気持 ち で いる が 、 そ 
れ に ふさ わし い 実 力 に は 至っ て いな い 。 

まっ すぐ で 正義 感 が 人 一 倍 強 い 。 や や 天然 な と こ 
ろ が あり 、 若 さゆ え の 和 失言 も 多い 。 





和夫 設定 画 ① < イラ メト: 田中 2 彦 > 





替 ラフ 画 < イラ スト : 田 久仁 彦 > 





イイ ルリ リリ だ いん: ア 、 人 当 BESYSYgs 邊 司 Is 計 











Ca/aC7G/ 








く 
ID 
hw 
V 


等 設定 画 ② 





C/a/acr7e/ っ 請 識 














司 種 族 : 






還 性 別 : 男 
還 職 業 : ブレ イド 
還 年 箕 :30 歳 



















呈 ク ラス : ブラ スト フェ ン サ ー 改 
表 が 7 ジウ ワウ ァ ラ ンチ 
年 声 優 : 小 山 力也 


さ メ 〒 リ ロー 





-7v 層 0 


戦闘 技能 全般 に 秀 で て いる ブレ イド で 、 特に ドー ル の 操縦 に 長 
け て いる 。 見 た 目 は いか つい が 、 け っ こう いじ られ や すい 性 格 。 
特に リン に は よく いじ られ て お り 、 ド ー ル フラ イト ユニ ッ ト の 試 
験 飛行 に 駆り 出さ れ て は 、 ひど い 目 に 遭わ され て いる 。 

地球 時 代 は 統合 政府 軍 特 殊 作戦 車輌 教導 隊 で エル マ の 部 下 
だ っ た が 、 ミ ラ に 来 て か ら は 良き 同僚 と いっ た 関係 。 ラオ と は 米 
国 陸軍 時 代 か ら の 戦友 で 、 気 の 置 け な い 間柄 だ 。 











イイ リリ リヒ に に ア ( 





atcsstsiegsi 自 呈 に 写 2Nagei 目 ME7 パ 


| 
「 





の 4 だ 74<7( つ 6 











彦 > 


ラス ト : 田中 久仁 


等 設定 画 ② < ィ 


と 
< で 
0 
L 
の 
に 
※ 
いり 
で 
いい 
ーー 
に 
e」 
に 
いり 
逐 








に 設 定 画 ① < イラ スト : 田中 久仁 彦 > 


C じ カ g/C7G/ 





17 リリ リヒ が / ア 、 人 を 当 ESSTcYe1g<) 邊 | 


中 















た ae6) 自 5 パパ 


種族: 地球 人 
mm 性 別 : 男 

還 職 業 : ブレ イド 
mm 年 。 齢 31 歳 





天 ク ラス : ロ ング ラン サー 
還 ユニ オン : パス ファ イン ダー PA SI 装 0 問 R 
還 声 優 : 有 藤原 太 治 


ブレ イド の チー ムリ ー ダ ー の 1 人 で 、 そ び 戦 闘 能 
力 、 判断 能力 は エル マ か ら も 一 目 置か れ て いる 。 ま 
た 、 射 撃 の 腕 は ブレ イド 随 一 。 容姿 や 言動 か ら 、 と 
も すれ ば 冷徹 な イメ ー ジ を 持た れ が ち だ が 、 意外 と 
気 が 利 く 一 面 も あり 、 心 の 底 に は 熱い も の も 持っ て 
いる 。 ダグ と は 米国 陸軍 時 代 か ら の 戦友 。 

異 星人 同士 の 戦乱 に 巻き 込ま れ て 消 減 し た 地球 
に 妻子 を 残し て きた こと で 、 心 に 暗い 感情 が 渦巻 い 
て いる 。 その 思い は 異 星人 、 さ ら に 地球 を 見 捨て て 
生き 残っ た NLA の 人 々 に 対し て も 向け られ て ……。 


Ca/ac7G/ 厚 





ww 設 定 画 (②) < イラ スト : 田 中 久仁 彦 > べく 






と の 77 リリ だ いん / ア 人 BEStsYdgs 引 に 計 S0a eo) 目 り 5 パパ 












ど CDaracfor 







設 定 画 < イラ スト : 田 中 久仁 彦 > 


還 種 族 : 不 明 

還 性 別 : 男 

昌 有 職 業 : 風 来 坊 

恒 年 齢 :?2?297 

クラス : シー ルド バト ラー 改 
還 ユニオン : 風来坊 


mm 声 優 : 置 鮎 龍 太郎 


夜光 の 森 で の 任務 の 途中 で 出会っ た 、 惑星 ミラ の 
先住 民 と 自称 する 謎 の 多い 異 星人 。 人 類 の 美的 セン 
ス か ら 見 る と か な り の 美形 だ が 、 ひ よう ひょう と し 
た 物言い と 人 な つっ こい 性 格 の 持ち 主 だ 。 博識 ゆえ 
に 、 ナギ や ヴァ ンダ ム か ら の 信頼 は 厚い 。 

ノボ ポン 人 に 自ら 作っ た 発明 品 を 売り 歩い て 生活 
の 糧 と し て いた が 、 NLA に 移住 。 ある 出来 事 を きっ 
か け に 露店 を 開く こと に な る 。 地球 の デー タベース 
か ら 学 ん だ と いう 間違っ た 故事 成語 を 駆使 し 、 怪し 
げ な 商品 を 売り さば いて いる 。 








777 リリ ピア 人 を 委 BatcsStsielgsi 当 司 1( に 20a8eoi 明 5 が 












ブ Ca/2C7G/ 展 3 テー ベ < ャ ー ず 
「 
リ / 1 メ 


夫 ラフ 画 (①) < イラ スト : 田 中 久仁 彦 > 






\ ツ ノン ふ 民 の そ /g 、 
付 : 侍 之 何 直 か 
ほえ ヤ 沿 ヵ . 


の 






LtR 2,? 


し で や. とく? み 4 雪 、 


イ %/ コ カフ た KN 






も っ ルレ て メン ルー 


需 ラフ 画 (② < イラ スト : 田 貴彦 > 


7 リリ リピ ルル テア 人 当 BtESYEYeigs 引 品 ( に 2 





082 


wa デザ イン 案 ① < イラ スト : 塚本 陽子 > 


ルー / ル ・ シ ルフ ェ A 案 
人 間 の 頭 回 に あたる 部 分 が 柔らか な 鱗 が 重 
な っ て 角 の よう に な っ て いる 以外 は 、 か が な 
り 人 間 に 近 い 顔 つき で す 。 宇宙 服 で は な く 
皮 や 布製 の 軽装 を し て いま す 。 調子 の よさ 
そう な 笑顔 が 似合う イケ メン で す 。 





Ca7gC76/ 


ルー / ル ・ シ ルフ ェ 経過 
ゆっ た り と し た 布 と 皮 の 服 を 着 て いま す 。 


及 は ほとん ど 真 っ 白 で 薄く 毛細 血管 が 
透け る よう な 、 人 で は な い 有 雰 囲 気 で す 。 









ルー / ル ・ シ ルフ ェ B 案 


陶器 の よう な 質感 の 肌 に 立派 な 角 の ある 神秘 的 な 
雰囲気 で す 。 悪魔 っ ぽい イメ ー ジ を 入れ て み ま し 
た 。 見 た 目 は 若い の で す が 老 人 の よう に どこ か が か 遠 
く を 見 る よう な 悟っ た 表情 で 、 あ まり 感情 が 読み 
取れ な い 感 じ で す 


ーーーー で 7 リリ リヒ ル ん ア 、 人 EStEidgsl に 写 2aWo) 和 5Y パ ーー 













作 の / だ 7Z/ の (7 





質 デザ イン 案 (②) < イラ スト : 塚本 陽子 > 


ルー / ル ・ シ ルフ ェ て C 案 

ワイ ルド な 雰囲気 の 陽気 な 異 星人 で す 。 
うつ っ すら と 全身 に 硬い 毛 が 生 えて いて 、 
力強い 目 を し た ライ オン の よう な が な メージ で す 。 





ルー EE 案 

謎 の 商人 的 な あや し い 雰 囲 気 の 異 星人 で す 。 
赤黒 い 肌 に 金 の 刺青 や 装飾 が 似合う 

少し 高 責 な 気配 を 感じ させ る 男 で す 。 


ルー / ル ・ シ ルフ ェ PD 案 


虫 類 タ イプ の つる っ と し た 異 星人 で す 。 
曰 い つろ こ 状 の 肌 を し て いま す が 顔 つき は すっ 
さり と し て 理知 的 な 雰囲気 を し て いま す 。 


で 7 リリ リル ん 人 BatEYedg 引 に 写 パ ao の ls7 パ 093 芳 



















Ca/ac7G/ // 







還 種 族 : ク リュ コー 

還 性 別 : 女 

還 肛 業 : ブレ イド 

生年 和 齢 :15 歳 ズ 


績 の ラ 素 : サ イジ シー カー 改 
WW ラン PU レグ 
還 声 傷 : 佐 膝 有 聡美 


2 


クリ ュー 星系 の 異 星人 で 、 ガウ ル 人 で ある ロッ ク 
の 保護 者 的 存在 。 温厚 で 責任 感 が 強 ぐ 、 面 倒 見 が い 
い 性 格 で 、 戦い を 嫌う つう ロック が 戦場 に 出る こと の な 
いよ うに 、 常に 気 を 配っ て いる 。 

ロッ ク と 共に ミラ へ 漂 利 し た が 、 ロッ ク を 狙う グ 
ロウ ス に 追わ れ て 逃げ 回 っ つて いた 。NLA に 保護 さ 
れ て か ら は 、 ロッ ク を 再び 危険 な 目 に 遭わ せな いよ 
うに と 上 自ら が ブレ イド と な っ た 。 











ア デー 
アル 


ANN 
ング -] ーー で < 


ア 
さ 





と の 7 リリ リビア 、 を 当 Betssstsielgsi 自 品 に 計 2NaWe) 自 ET 








」 
ま 
| 
| 


1@94 だ 7Z2(99 4 に) 6 





焦 ラフ 画 < イラ スト : 田 中 久 彦 > 








tof MIRA 
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偽 デザ イン 画 < イラ スト : 風 章 太 > 


7 リリ リピ だ いし に ア 、( 








の / だ 7Z27 の (7 27) 









ロッ ク の 故郷 で 採れ た 石 で で きた 
ン エ イメ アップ ネッ クレ ス し て ます 
少し 垂れ た 大 き な 
ライ トブ ルー の 目 












// 作 グ " / / 1 
イグ NN AN 
ん ナー ノダ い 
区 SN 4 / イ や / アノ / た < < 
ee 6 ん 7 p 
いい ・ を 


Ti 





メラ フラッ ジュ ユエ ア ッ プ 各 の " ' NN 1 ィ SW 9 NX 

セリ カイ ラス ト で す 。 MY 1 “ バ - 電 
セリ カ 私 服 
曰 の ふん わり 系 


ロッ ク と お 昼寝 ワン ピー ス 


素 定 に サン ダル 


や ぃ p 邊 思 。 
4h 張 いあ 5 6e SN っ 。 
や や 屋 ! い 日 コラ ェ ス た 2 の まう 。 “ 
朋 ふ と りあ > ぎ エ ML フ 耳 。 
し も とこ 1 
要素 は 来 を た た う て い 3 。 


ー 77 リ リヒ ルル: ア 人 ENTEYegs) 上 に 写 S0aWo 目 57 パ - 


08/ 上 


ルーペ ま 作 の /E7Z( の (7 





エエ sd だ 月 を Ge が に 
る uc さく W、 \ ツ と イ - し に さ W た 重工 しい 


ン ーー NN 
4 も 
| 1 い N さ 
/ ふ 
NN、 NN 

















いさ ざ づ や \\ 0 
9 - パ シレ "7 


か ら c 


人 旧 。 


< イラ スト : 風間 雷太 > 







Dw に 包 大き 時 
い A W 
いい U Na ド -. 太 と ょ か =、 


6 容 . 


セリ カ 案 D 
少し 気 の 強 そう な 元気 な 娘 で す 。 則 
ロッ ク の 上 で 揺 ら れ て も 楽し ん で 等 デザ イン 案 ③ 


し まい そう な 身軽 な イメ ー ジ で す 。 


隠れ て いた と き は フー ド で 
顔 を 隠し て いた り 。 


色白 な 肌 に 黒目 が 大 きい 青い 瞳 が 
印象 的 な 雰囲気 で す 。 


く イ ラス ト : 塚本 陽子 > 


0898 一 系 ー Xeno ゎ /ggeX 告 The Secret File 寺 Art of MIRA 





合作 の / た 7 だ (の (に) 













セリ カ 案 E 


黄 緑 が か っ た 透け る よう な 肌 と 
点 わ ふわ の 薄い 布 が 体重 を 感じ 
させ な い 人 妖精 の よう な 娘 で す 。 


く イ ラス ト : 塚本 陽子 > 





< イラ スト : 塚本 陽子 > 


る ふゆ 生 ロー し 
n\ 年 喜 。 


さらし なん 本 


や や イン と ( 休 っ 
や 
要 _- 第 5 株 
・ 、 9- 才 RE 。 そっ フ 
も ちぃ ば Wo NN 「 も 『。 SKb り 知 け た 
の 人 


衣 ゃ 甘い 、 ふ 。 


セ ゆ 補 で 


く イ ラス ト : 風間 雷太 > 
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ざ C/a/aC7G/ に 






ュー シヤ 
で いい いい 
人 = へ ラン 
生 種 族 : ガ ウル ーー 信和 に う 
半 に 0。 生コン ーー SSN の こ 、 9634 
還 騰 業 : 作 業 員 / ル レグ ン ぐ へ 。。 沿 、 ルル グ つい ヽ 
硬 年 齢 '229 メン ング の マー ジン N ヾ N / 1/ //、 プ 人 \ っ 2 徐 
9 1 - ター ペー: 9 SN N が の | アー ヤッ 












シン 一 
= 声優: 山本 和 下 アン レ タン ンー ーー プ て へ NN/( 前 
の @ み SN つい 


セリ カ と 共に グロ ウス か ら 逃 げ 回 っ て いた ガウ 
ル 人 の 少年 。 体 は 大 きい が 中 身 は まだ 子供 で 、 セ リ 
力 を 姉 の よう に 慕っ て いる 。 彼 を 戦闘 に 利用 し よう 
と する グロ ウス に 狙わ れる が 、 本 人 は 戦い が 大 の 苦 
手 。 エ ル マ チ ー ム に 助け られ て NLA に 住む よう に 
な っ て か ら は 、 その パワ ー を 生か し て 工事 現場 の 作 
業 貞 と し て 働い て いる 。 


い へ AO \ 重 M 
y の 鍛 S、 る 半 





伯 ラフ 画 < イラ スト : 田 中 久仁 彦 > 







よう | - 
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マ 
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レノ 夫 
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で 77 リリ た が し: ア 、 人 tcsStsegsi 自 品 : 守 20aWeo) 目 ls 
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@ C/aacre/ 必 





ロッ ク E 案 
遮光 器 土 仙 モ チー フ の イメ ー 
ジ で す 。 と に か く 重 そう な 金 



















属 に 不思議 な 模様 が ざっ し り ロッ ク F 案 
装飾 され て いま す 語 _ 
レノ 時 CE 上 真っ黒 な 機械 の 体 に 醒 い 巨人 の 頭 が 
乗 つ か っ て いる 、 見 た 目 は 兵器 らし い 


恐ろし げ な 雰囲気 で す 。 中 身 は た ま に 
駄洒落 や 皮肉 を 言 言う つよ うつ な 人 泊 の さ 
が 詰まっ て いま す 。 





、 


デ 、 
< 


< イラ スト : 塚本 陽子 > 





塚本 陽子 > 








S ご く イ ラス ト 


ロッ ク じ いち ゃ ん こと 擦 (セリ カ ) の よう な 
少し ほのぼの と し た 雰囲気 で す 















ロッ ク 全 身 ー ツ 状態 下 に ピタ ッ と し た ス 
その 上 に ご て ご 員 9 し て aa ep 
付い た バト ルス ーー 
体型 は ゴリ ラ に 似 て いま す 。 肌 質 は カエ ル の 肌 っ ぽい 。 
ゴリ ラ が 二 足 歩行 し て いる 
様 な イメ ー 2 ンス 
筋肉 は あり ます が 
少し ゆる い 
体型 し て いま す 


op いつ も は 体重 を 支え る た め に 
脚 短め 。 膝 を 少し 曲げ て ます 。 < イラ スト : 風 問 軍 太 > 





ロッ ク 顔 アッ プ 案 


1 に ささ っ を さっ が 


硬質 な 部 分 。 
SN 4 


表情 を つけ る た め に 硬い 部 分 と 柔らか 
め な が 部 分 を 分 け て み ま し た 。 目元 口元 
に も | し dst の Cc と さら っ 】「=E 5 っ 7 
た 生 : さ (中 三 E づ 4 レン ク の ar の どら 】 
めく の | 三 IS の の に 49】 5 の / た さり の / の < イラ スト : 風間 電 太 > 





ー (リリ リル ん ん テア 、 條 ME ド Tedgl に 王 2aWoi 引 ls の パ ーー 








志 Ca/gC7G/ 和民 


た ちち 4 し た だ た ン ラン 
ビ ト ン は 青い 筋 を 通っ 


KG に マテ 4【 き と レミ っ ル 8 どこ) 


ジテ ーー に 
クア イケ ク > 9 よう な 『 性 
ジン 追 19。 
2 グッ ンタ 





ン ンジ と デー で ン 
。 グー 0 
プス ーー ロ 邊 p 共 款 
へ ミノ ムゲン テ ( 、、 和 Lzvaa ふ で ま S 
さぶ = さ ・ > 王 nkn し も 4 ec /77 レ いや i 6 構 う と お クタ / ン ピ CO 
>EF33 ググ 人 ルル レデ ミ A な 府 せ 。 を 貯め て いる た め 
oo メタ ボ っ ぽい 
体型 
ロッ ク 全 身 ロッ ク 普 段 彰 こそ Na ー| ュ ス 感 に プ 
A ょ コ こ ゃ 丘 丘 に らら ムレ と ム っ っ 有 訂 4【 の の) S 々 じ に 
全体 的 に 震 の よう な 肌 質 ガウ ル 族 の 重力 を 操る 能力 が 作動 する と パー カー 5 





の ーー ズル マッ プ で カシ カシ 体 に 走っ つて いる ライ ン が より 発光 する 。 ( 顔 を 隠し た り 出 来る よう に 。) 


や っ て し まっ て 下さ ざい 臣 ら く グ ラビ トン の 粒子 が ほ と ば し り 半 リ ング 状 の も の は 
それ が 光 と な っ て いる と 思わ れ ま す 香 セリ カカ の 


シー ト ベ ルト 








腰 、 腕 の 関節 部 分 は 細く な っ て いま す 。 遮光 器 士 偶 の 様 な 鎧 を 着 少し ロッ ク バ ンク な 感じ で 
た 時 に シル エッ ト が 出る か な と 思い ます 。 腕 は 大 きめ と の オー 黒 レ ザー の 様 な 素材 に シル バー アク セ サ リ ー。 
ダー で し た の で バラ ンス を 考え て 脚 も 大 きく し て あり ます < イラ スト : 風間 雷太 > 


『 


【 ロ ッ ク 案 】 田 イ メー ジ は 熊 バ イ + カ ] 田 防 弾 板 を 野戦 服 の 上 に まい て 


_I て 
生物 兵器 な ら ば 直 体 に 防弾 板 だ け の が ワイ ルド ? 攻 4 に ビュン を 


本 2 
の 感 | 


を 到 。 - 騙 ふい てる 
ーー っ で や M ゅ がく て て てこ w に 


シレ ビュ ッ ト 伴 て らし 折 
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し ee。 ce か びく に る 
ご き 坦 (た も \ あ する し いと な の" 
きゃ 率 ゞ で 婦 お てい ぃ も. (6 3 た 9 ) 
、 ゆ の 過 


< 一 を 3 キム で さき 間 モ を し E& て より かる う 
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(っ rc と そく) 信和 .| 秩 " Neo NN hw 
せき 。 た が る も る y 條 くい EC 
ィ - は 、 ふ ? sa > 1 い トク / 5 
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4 せ て が や 入っ ao 
や = 及 半 
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ー で 7 リリ リル アテ 、 人 Bet: ま STcidgsi 引 に 写 a9o 引 lsf パ ー 





< く イラスト : 風間 雷太 > 








Ca/acC7G/ 


需 設定 画 (①) < イラ スト : 田 中 久仁 彦 > 


昌和 種族: 地球 人 

時 性 別 : 男 

昌 有職 業 : 暫定 自治 政府 軍務 長官 
年 。 齢 :57 歳 


ジウ ラス : ジェ ネ ラ ルソー ド 改 
品 ユニ オン : 暫 定 目 治 政府 軍務 長官 
m 声 優 : 菅 生 隆之 


恒星 間 移 民 船 [白鯨 ] の 元 船長 で 、 現 在 は NLA 暫 定 
自治 政府 軍務 長官 。 ダグ 以上 の いか つい 容貌 で 取っ つ 
き に くく 見 える が 、 実は か な り フ ラン ク な 性 格 で 、 す 
べ て の ブレ イド た ち を 温か く 見 守っ て いる 。 

合い の 達人 で 、 戦闘 能力 は 実は ブレ イド 随 一 と い 
う 噂 。 ヴ ァ ン ダム と は 地位 や 立場 を 越え た 、 気 の 置け 
な い 友 人 と いう 関係 だ 。 





7 リリ リビア を 当 BtssStsYelgsi 自 品 l【< 守 / 








伯 設定 画 (②) < イラ スト : 田 中 久仁 彦 > 


@ C/a/ac7e/ 大 





夫 ラフ 画 < イラ スト : 田 中 久仁 彦 > 
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和 爾 設定 画 (男性 ) < イラ スト : 田 中 久仁 彦 > 


| AVRTARK ALE SA し みん 



















プレ イヤ ー の 分 身 こ な る 主人 公 を 
本 作 で は 「 ア バタ ー」 と 呼ぶ 。 本 作 の 主 
人 公 は 記憶 を な くし て お り 、 目 分 の 名 
前 以外 の こと は 則 い 出せ な いと いう 
設定 だ 。 

キャ ラク ター メイ キン グ で は 、 男女 
それ ぞ れ 14 種 類 の プリ セッ ト さ れ た 
フェ イス か ら 1 つ を 選び 、 肌 や 髪 の 
色 、 目 や 上 暗 の デザ イン 、 メ イク な ど を 
選ん で カス タマ イズ で きる 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ーー ニー ニー デー ーーーー ーー ニーー ニ ーー 


7 リリ リピ に に ア 、( 





(⑨4 だ 7Z-( の (=) 











和 設定 画 (女性 ) < イラ スト : 田 中 仁彦 > 
| MK EE 64| 4 
[Av4Tas TA)E 朋 | 


イリ リリ ビリ ルル アテ 人 EYEYegs 邊 に 写 0aWoi 邊 lgf パ 








て > え 3 @ Ca/ac7e/ 居 


















m 種 。 族 : 地 球 人 

呈 性 別 : 男 

思 有 職 業 : ブレ イド 司 令 官 
呈 年 。 和 世 :485 歳 


mm 声 優 : 玄 田 哲 草 


ブレ イド の 司令 官 。 以前 は 白鯨 で 技師 長 を 務め て 
いた が 、 ミラ へ 不時着 し て ブレ イド が 組織 され た と 
き 、 司令 職 へ 就く こと に な っ た 。 豪放 項 落 と いつ 言 
葉 が 服 を 着 て 歩い て いる よう な 人 物 で 、 誰 に 対し て 
も 傍 若 無人 な と ころ が ある の が 玉 に キズ 。 だ が 、 情 
に 厚く 、 下 の 者 の 面倒 見 は いい 。 リン が 何 度 失敗 し 
て も ドー ル の フラ イト ユニ ッ ト 開 発 を 続け られ た 
の は 、 ヴァ ンダ ム の 支え に よる と ころ が 大 きい 。 


勢 ラフ 画 < イラ スト : 田 中 久仁 彦 > 
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切 C カ arac7e/ の 3 上 上 且 3 上 











倫 ラフ 画 < イラ スト : 田 中 久仁 彦 > 





市 民 衣装 案 「 ス ー ツ 」 その 他 


mm 種族 : 地 球 人 

mm 性 別 : 男 

m 有 職 業 : 暫定 自治 政府 行政 長官 
mm 年 秋 :65 歳 


m 声 優 : 沢 木 郁也 


元 は 米国 国防 相 の 官僚 で 、 その 後 、 大 統領 補佐 官 を 歴任 。NLA に 暫定 目 
治 政府 が 誕生 し た 際 に は 行政 長官 に 就く 。 多数 の 利益 の た め に は 少数 の 犠 
牧 を いと わな いと いう 考え の 持ち 主 で 、 人 情 宜 の ナギ と は 対立 する こと 
が 多い 。 情 を 無視 し た 考え 方 か ら イ リー ナ や グイ ン に は 嫌 わ れ て いる が 、 
ロッ ク が NLA に 居住 で で る よう 計ら うと いっ た 優し い 面 も ある 。 





リリ ん みみ 信 ME だ Eggoa 引 [: 号 ーーーーー 703 





@ Caracrer 2 議 ポ 泊 泊 示 





呈 種 族 : フー ス 
寺 性 別 : 男 

還 騰 業 : 位 兵団 頭目 
mm 年 。 師 :30 歳 


還 声 傷 : 稲田 徹 


独 目 の 技術 体系 や 文明 を 持ち お 、 か つて は 一 
大 勢力 を 誇っ て いた ラー スズ 人 だ が 、 グ ロウ ス 
の 策略 に よっ て 零落 。 王 族 で あめ る ガ ・ デ ル グ 
は 民 を 生き 延び させ る た め に グロ ウス に 備 兵 
と し て 雇 わ れる 道 を 選ん だ 。 剣 術 の 達人 で 、 
非常 に 優れ た ドー ル の 使い 手 で も ある 。 

地球 人 と の 出会い を へ て グロ ウス と 祝 を 
分 か ち 、 現在 は NLA と も 友好 関係 を 築い て い 
る 。 正 々 堂々 と し た 勝負 を 好み 、 策 賠 を 嫌 つ 、 
まさ に 「 武 人 」 だ 。 
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1 @ Caracre/ の 半 ーー 


6 
ん 1 = 種族: 


時 性 別 : 


/ 【 ケチ m 有職 業 : デル グ の 側近 
画 年 齢 : 7 歳 


mm 声優: 渡辺 明 /5 


2 


対 MI 


ガ ・ デ ル グ に 幼い 頃 か ら 仕 えて いる 副官 。 常に 主 
君 で ある ガ ・ デ ル グ の こと を 考え 、 冷静 沈着 に 行動 
する 。 夏 黙 か つ 目 己 主 張 を し な い 、 副 官 の 鏡 の よう 
な 女性 だ が 、 ガ ・ デ ル グ と の 会 話 で は 感情 を ちら り 
と 見 せる こと も 。 





一 0 で 7 リリ リア 人 EN に 計上 ET で ー 705 
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(@/ だ 7Z27 の 4:) 6 





ミル ーー 軸 
ルク ザー ル 全身 脳みそ 状 の 皮膚 に 枚 わ れ た 宇宙 人 で す 。 ー ーー ' 
両生 類 の よう な 水中 で も 生活 で きそう な エラ や 手 の ヒ レ が あり ます 。 ベイ ラス ト ・ 塚本 陽子 > 





体温 を 下げ る 為 の ご っ つい 冷却 装置 を 
胸 に 取り 付け て いる イメ ー ジ で す 。 


体液 を 冷や す 為 の 肉 の ヒレ 状 器 官 が 
育 中 に あり ます 。 


4 


下 に は 厚手 の シル ク の ロー ブ の よう な 
ゆっ た り と し た 服 を 着込ん で いま す 。 


時 種族: 不明 

昌 性 別 : 男 

mm 有職 業 :229 
生年 師 :?229 
加 声 優 : 和 石塚 運 昇 


惑星 ミラ で 地球 人 と 敵対 し て いる 異 星人 組織 「 グ 
ロワ ウス 」 の 指揮 官 。 巨 大 な 星 間 連 合体 で ある グロ ウ 
ス の 中 で は いち 指揮 官 に 過ぎ な いよ うだ 。 地球 人 を 
| サマ ー ル の 未 商 」 と 呼ん で 忌み 嫌い 、 そし て 同時 に 
ぶれ て も お り 、 地球 人 を 根絶 や し に し よう と する 。 


= (リリ リア 條 ESYEYgsi 和 に 詞 2Yao 和 ls パパ 











ルク ザー ル ロ 内 設定 





※ 歯 は 便 質 化 し た 皮膚 の よう な イメ ー ジ 


ルク ザー ル 案 A 


ツノ ガエル 類 の よう な シル エッ ト の 頭 部 に 複数 の 甲殻 類 の 脚 を 持っ た 巨 
体 の 宇宙 人 で す 。 皮 膚 は 両生 類 よ り ト カゲ に 近い ガサ ガサ と し た 厚い 皮 
を し て いま す 。 


等 デザ イン 案 -。 
ルク ザー ル 案 B 脳 の 表面 の よう な ぶよ ぶよ と ルク ザー ル 案 C 
クタ 2 し た 皮 膚 を し た な り の 巨体 の 
宇宙 人 で す 。 ぶ る ぶる 反 膚 を 
揺らし な が ら 動 く 姿 が か な り 


気持 ち 悪 い イ メー ジ で す 。 





昆虫 タイ プ の 宇宙 人 で 
す 。 カ マキ リ の よう な 
細長 い 華 著 な 体 を し て 
いま す が 目 つき は 鋭く 
知 的 な 雰囲気 で す 。 


ー リリ と (ん: み 全 MESYSdgsial: 二 Aoiyllsf パ ーーーーーーー 
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和 m 種 族 : 
mm 性 別 : 
呈 有職 業 : 
和 mm 年 稚 : 
時 声 優 


不明 
女 

全便 
の の 


本 名 陽子 


夜光 の 森 に あつ っ た ライ フ ポ イン ト を 破壊 し た グ 
ロウ ス の 幹部 。 頭 部 の 触 柳 に 数 万 の 発電 板 を 持っ て 
お り 、 強烈 な 放電 を 行う こと が で きる 。 非常 に 残忍 
な 性 格 で 、 戦い を 好 ん で いる 。 


Ca/2C7G/ 











く イ ラス ト : 塚本 陽子 > 





Xeno ゎ /gdeX TIheSecret File ミ Art of MIRA 


ゲー ティ ア 案 A 

SM の 女王 様 然 と し た 雰囲気 の 女性 で す 。 
ボン デー ジ の よう な 締め 付け 感 の ある 
鮮やか な 紫 の スー ツ を 着 て いま す 。 

スー ツ の 技術 は 主人 公 達 の 文明 に 近い で す 。 


クリ ュー と 同じ 耳 を し て いま す が 
肌 は 鉛 色 で す 。 





く イ ラス ト : 塚本 陽子 > 


派手 な メイ ク や 
ポ ボディ ・ チ ェ ー ン ピア ス な ど 
少し バン ク な 要素 も 


ベイ ラス ト : 塚本 陽子 > 


貸 デザ イン 案 
ゲー ティ ア 5 頭 部 変更 案 _ 何 か が 電撃 強化 の 為 の 装置 を 頭 部 に 装着 し て いま す 







頸 部 に は イカ 類 の よう な 模様 を 足し ます  。 





、 








が Cl 2 ン っ NN 
se (NN 





ア Ca/acC7G/ 」 


ゲー ティ ア 案 B 

ニュ ー ハ ー フ の よう な ガタ イ の 大 女 で す 。 

白 と 黒 の ギラ ギラ し た スー ツ を 着 て いま す 。 

クリ ュー の よう な 獣 タイ プ の 耳 を し て いま す が 毛 は な く か わり 
に 硬い 突起 や 爪 が まばら に 体 を 覆っ て いま す 。 


クリ ュー の 突然 変異 種 の イメ ー ジ な の で どこ か が 普通 で 
は な い 人 危な い 有 雰囲気 で す 。 性 的 な も の は あい まい で ク 
リュ ー の 男 と 女 両方 の 特徴 を 持っ て いま す 。 


ギャ グ に な ら な い 程 度 に 
お か まっ ぽく て も 面白 いか も 
し れ な いで す 。 


ーーー イリ リリ だ ん ん 人:Stcogsi 引 に 王 SaWo 和 ils パパ 


ゲー ジイ ナカ ラー ラマ 
衣 の ある 褐色 の 肌 に 
銀 。 
4 グ 
パ M7 肌 に は セ ピ ッ ク 族 の よう な 
> | 硬化 し た 斑点 模様 







の 2@⑯ 


黒人 の モデ ル の 様 に 
ほん き ゅ ぼ ほん 


銀 の 様 な メタ ル 素 材 と 
メタ リッ ク な 素材 の タイ ツ 等 で 
派手 且つ 攻撃 的 な イメ ー ジ に 。 


路 出 多め 


ムチ を し まう ケー スバ パーツ 


ムチ は ビー ム サ ー ベ ル 

の 様 な 感じ で 馬 鞭 の 様 な 
も の か ら 長 いも の に まで 
変形 可能 。 また 本 数 も 

増やせ た り ? 





黒人 枠 が 少な い の で 
ゲー ティ ア を 黒く し て み ま し た 


ピン ヒー ル 
ベイ ラス ト : 風間 雷太 > 


て 暗殺 な ん か も 得意 





(@4 に 7Z2/9 の 4 に )6 


: 不明 
・ 女 
1 が 生 各 
v の の 


・ 小松 由佳 


グロ ウス の 幹部 で 、 NLA を 襲撃 し 、 白 樹 の 大 陸 で 
巨大 試作 兵器 『 ズ ・ バ ハッ グ 」 で エル マチ ー ム を 襲っ 
た 。 激しい 気性 と 執念 深い 性 格 で 、 何 度 も 自分 に 煮 
え 湯 を 飲ま せ た エ ル マ チ ー ム を 恨み 、 つけ 狙う 。 


暇 な 時 は 
ナイ フジ ャ グリ ング 


重力 を 操り ナイ フ を 
華 租 に 飛ば し て 攻撃 


の 


く イ ラス ト : 風間 雷太 > 


クン 
の 
ょ 


黄色 の 部 分 は ザラ メ の 様 な 
質感 の 光沢 の ある 素材 


シリ ンダ ー に は 
イケ ナイ お 薬 が 
入っ て いま す 


ピア ス し まく り で す 


目 は くわ ! っ と の ラク 、 ミト の ) 申 【27 の に 
黒い 部 分 は 光沢 の ある 2 「 50 Me 
是 り Ap】 に 4 内 1 の Ap た マル | に だめ 】 SR た さす 7/a ww に パ 古 に も ピア ス が っ つり アイ ライ ン 


目 は 現 垢 色 の 
狂 三 | 口元 は 常 に ニヤ ニヤ 


IESjlulX の と Y ひ )) 
白目 部 分 は 赤い リー テー 


黄色 の アイ シャ ドウ に レー 


ee クン の 


も 


ヘッ ド バ パー ツ か ら は 
イヤ ホン が 繋が っ て いる 


(ルリ リル / ア 人 MESTSegsi 上 に: 写 2Naoi 和 lsf パ 





Ca/acC7G/ 4 


ナイ フ は 背中 に 8 本 に し まし た 。 
グラ ビ テ ィ バ ワー で フレ ア み た い に 
発動 し た ら か っ こい いか な と 


ホル ダー パー ツ 装 区 時 


リー ズ 頭 部 バリ エー ショ ン 


く イ ラス ト : 風間 雷太 > 


リー ズ 全 身 カ ラー ララ 


こ 7 リリ だ ん / ア 人 ESYEYegs 引 に 王 SaWo 邊 ls ーーー 





オレ ンジ の 発光 部 分 は 
パワ ー を 増強 する フォ トン が 
seta まる の と の ) 


く イ ラス ト : 風間 雷太 > 


:・ 不明 

・ 男 

nw 

が ーー 

・ 長崎 高士 


リー ズ と コン ピ ビ を 組ん で 常に 共に 行動 する 、 巨 
大 な 体 を 持つ グロ ウス の 幹部 。 生 身 で あり な が ら 、 
ドー ル を 超え る パワ ー を 誇る 。 全身 を 分 厚い 鐘 で お 
お っ て お り 、 篤 実 的 な 打 た れ 強 さ を 誇 る 。 


C カ ga/C76/ 


非 戦闘 時 は 
の 4 ウル 。1 9 の に ささ < 


委 の 問 や 先端 に は 
細か い 八 ケ 状 の 毛 が 生 えて いる 


77 リリ ヒバ ん に ア 、 人 を 当 BEStEYeigsi 引 品 I に 写 2Ya 8eo) 自 5 の 


金色 の 部 分 は 
パワ ー を 増幅 する よう な 
そん な 機械 装甲 


金 と 真 氏 の 間 の 様 な 
質感 の バ パワー 増幅 器 


と の ゆ 1942】 に * 
こん な 感じ 





(@/ だ 7Z2(974<) 6 


ダ ガ ン 口内 設定 


武 准 は こん な 感じ の 
アッ クズ 状 の 両刃 か ら 
に の に ショク に 4 の 


G ) の に 変化 す d る 


ば バー だ ロン と 
トリ カ ガ カ (で つて へ 


い 王 っ と し た 部 分 は 装甲 で は な く 
身 部 分 機械 ぼ い 感じ で は な く 
ブ ト ムシ の 甲殻 の 様 な 質感 


背中 の 増強 パー ツ の 一 部 が 書 還 
侯 を 収め る ホル ダー に な っ て いる 生 


ご プ 


手 は こん な 感じ で す 


7 リリ リ と ん ん / ア 人:SYSYeg3 引 (に 守 2N8go 引 = 








@ Caracr7er の 





イイ リリ リヒ に ん 人 に tcidgsi 邊 に 計 SaWo 引 llsf パ 





2 





ジコ ンク 





ーー (リリ リヒ ん ん 人 Mt に Stdgs 引 に 王 20ao 和 ls が ー 775 


776 


7 Cg/aC7G/ 








で 7 リリ リ だ ん: ア 人 RSYSiodgsi 申 に 989eo 邊 sf 


/ Ca7aC7Gr の 





で 7 リリ リ た ん ん / ア 條 ESYEYegs) 目 に ao 上 り 5 が 





Ca7C7G/ 』 


778 71777 リリ ピル し: ア , 和 を 委 ItsRStsieigsi 折 滞 【s2Y88o) 目 5 








雪 Ca/8aC7G/ 


震 ルク ザー ル 





ーー で イリ リリ と ヒア 、 人 IIERSYEYg 邊 に 王 2Y8o 和 lis パパ ーー mm 779 ま 














bu の 


男 | ブレ イド | 53 


バス ファ イン ダー 所 属 。 コロ ンダ スチ ー ム リー ダー。 


婦 研究 員 | 30 


植物 に つい て 研究 し て いる 学者 。 や た ら 植 物 の 所 持 に 
執着 し て いる 。 


家 ブレ イド ドー 池 品 
ラン ド バ ン ク 所 属 。 人 一 倍 異 星人 を 毛嫌い し 、 
エイ リア ン と 呼ん で いる 。 
【- ヨ 男 | ブレ イド | 43 


パス ファ イン ダー 所 属 。 ラ オ が リー ダー を 務め る チー ム 
べ リ サル ダ の メン / リ で ーー。 生 真 面目 な 男 。 


・ 三 メカ ニッ ク | 83 
ドー ル を 愛す る メカ ニッ ク 。 
| っ 1 作業 員 | 41 
工業 エリ ア で 働く 作業 員 。 過去 に は 白鯨 の 建造 に 
携わっ て いた 。 
問 男 | ブレ イド | 38 
アー ムズ 所 属 。 ドー ル の テス ト パ イ ロ ッ ト 。 
合 な 上 SF 
ブレ イド 達 に 人 気 の ウ ェ イ トレ ス 。 
門 男 | 研究 員 | 35 
異 星人 達 の 身体 の 仕組 み に つ いて 研究 を 
続け て いる 。 
英 男 | ブレ イド | 48 
デス タメ ント 所 属 。 アー ミー ピザ の 常連 。 
門 ー 生 ブレ イド | 19 
コレ ペデ ィ ア ン 所 属 。 ロス コル チー ム の メン / \ 一 。 
癌 男 | ブレ イド | e5 
コン パニ オン 所 属 。 
| 男 | ブレ イド | 2e5 


コン パニ オン 所 属 。 映 画 や 漫画 に 出 て くる よう な 正義 の 
味方 に 幼い 頃 よ り 憧 れ 続け て いる 。 


3 事務 員 | ge 


少女 気 綿 の 抜け な い メ ン テ ナ ンス セン ター の 職員 。 
し か し 愛 婚 が あり 、 患者 た ちか ら の 人 気 は ある 。 


女 | ピザ ショ ッ プ 店 員 | 22 
アー ミー ピザ で 働く 。 店 長 の シゴ キ に 耐え な が ら も 、 
大 好き な ビザ を 作っ て いる 。 




















『-』 女 | カウ ン セ ラー 


| 還 ア 
辛い 状況 の 中 で も 、 スポ ー ツ を 積極 的 に 
楽し ん で いる 。 
に 男 | ブレ イド 8 


イン ター セプター 所 属 。 自ら の 肉体 に 自信 を 
持っ て いる 。 


3 義 : 4 ブレ イド | 28 


ラン ド バ ン ク 所 属 。 儲け 話 に 目 が な い 、 荒く れ 者 の 
ブレ イド 。 


緒 間 | ブレ イド | 20 


パス ファ イン ダー 所 属 。 ラ オ が リー ダー を 務め る チー ム 
べ ベリ サル ダ の メン バー。 お 調子 者 。 


女 | ブレ イド 土 官 | 34 


表沙汰 に は で き な い よう な モー リス か ら の 勅命 
受け て 、 ブレ イド 達 に 任務 を 伝え る 謎 多き 存在 。 


1 本 d ブレ イド | 282 


コン パニ オン 所 属 。 市 民 か ら の 信頼 は 厚く 
「 街 の 親切 さん 』 と 呼ば れ て いる 。 


トコ 男 | メカ ニッ ク ト 


ドー ル の 修理 を 主任 務 と し て いる 。 真面目 な 
メカ ニッ ク 。 


尼 】 女 | ハウ スキ ー バ パー | 46 


住宅 エリ ア で 植物 の 手入れ を し て いる 。 手軽 に 楽しめる 
ー 年 草 が 好き 。 


ぎ 大 | 技術 者 | g8 


最 先端 の 技術 を 身 に つけ た 技術 者 。 ブレ イド を 
バカ に し て いる 。 








男 | ブレ イド | 28 


ラン ド バ ン ク 所 必 。 不 真 面 赴 な ブレ イド 。 


男 | . ブ レイ ド 職 員 | 68 


アー ムズ カン パニ ー に 企業 を 誘致 する 職務 を 担う 。 


女 | ブレ イド ト ぐ 二 


イン ター セプター 所 属 。 喧嘩 っ 早く 男勝り な 性 格 だ が 、 
密か な 恋 心 を 抱い て いる よう だ ……。 


男 | 事務 員 | ge5 


スト レス 発散 の た め 、 仕事 の 合間 に スポ ー ツ を 
楽し ん で いる 。 


安 | 技術 者 [2 
アー ムズ カン パニ ー か ら 、 武器 や ドー ル の 開発 を 
依頼 され て いる 開発 主任 。 
【 男 | 殺人 犯 | ?229 


マー ドレ ス の 両親 を 殺し た 殺人 犯 。 





男 | ブレ イド | 半 


| 


ヴァ ンチ 所 属 。 チー ムイ エー ガー の メン / 【 一 。 


Mi 


男 | ブレ イド | 30 


パス ファ イン ダー 所 放 。 フロ ンティア ネッ ト を 駆使 し て 
金儲け に 床 走 し て いる 。 





男 | ブレ イド | 26 


イン ター セプター 所 属 。 原生 生物 を 撃退 する 任務 に 
手こずっ て いる 。 





ーーーーーーーーーーーーーーーー 


男 | 技術 者 | 245 
工業 エリ ア を 整備 する 現場 監督 。 
に | ブレ イド | 84 


コン パニ オン 所 属 。 思い 込み が 激しく 、 週 に 一 度 は 
誤認 東 捕 を し て 怒ら れ て いる 。 


男 | ブレ イド | 40 
イン ター セプター 所 属 。 若い プレ イド に 
手 を 焼い て いる 。 


女 | アパ レル ショ ッ プ 店 員 | 23 


NLA 商 業 エ リア の アバ レル ショ ッ プ で 店 員 を 
し て いる 。 


二 - 』 ブレ イド | 36 
テス タメ ント 所 属 。 エル マ 達 の こと を 噂 で 
聞い て いた 。 
[-』 男 | ブレ イド | 紀 芝 


コレ ベ ペディ アン 所 属 。 チー ムリ ー ダ ー。 メン バー を 
まとめ る の に 苦労 し て いる 。 


上 > 


凍 ・ 1 ブレ イド | eo 


コン パニ オン 所 属 。 ブレ イド の 同僚 と お 付き 合い 
し よう か どう か 悩ん で いる 。 


男 | ブレ イド | 30 


バン ク 所 属 。 用 心 棒 の よう な 副業 を し て いる 。 
い 主 は 、 ノ ポ ン の ザ ザ ザン 。 


| 
調 


女 | 暫定 自治 政府 職員 | 37 


オン で 解決 し きれ な い 厄 介 な も め 事 を 
役割 を 担う 。 


/ 
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1 
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男 | メカ ニッ ク | 27 
NLA の 各 設 備 点検 を 主任 務 と する メカ ニッ ク 。 


男 | メカ ニッ ク | ge5 


ドー ル の 修理 を 主任 務 と し て いる メカ ニッ ク 。 


男 | ピザ ショ ッ プ 店 長 | 36 


アー ミー ピザ の 店 長 。 パ ウエ ルオ リ ジ ナ ル の グレ ネー ド 
ピザ が 自慢 だ が 、 店 は 閑古鳥 の よう だ 。 


男 | ブレ イド | 38 
レベ ディ アン 所 属 。 ロ スコ ル チ ー ム メン バー。 へ リ の 


滴 日 
勤 
ト 
日 
り ) 


女 | ブレ イド | 29 


アー ムズ 所 属 。 カン バー チー ム の メン バー。 グ ロウ ス 兵 
に 舞 わ れ 、 ドー ル を 捨て て 逃げ たよ つと し た が 死亡 。 


男 | ブレ イド | 29 


コン パニ オン 所 属 。 ウェ スト ゲー ト 警 備 担当 。 


男 | ブレ イド ト | 。 (人 
コン パニ オン 所 属 。 夜 の 警備 を 担当 し て いる 。 


2 | ブレ イド | 2 


アヴァ ラン チ 所 属 。 チー ムイ エー ガー の メン バー。 


iL 


凍っ デザ イナ ー | 22 


流行 に 倫 感 な 今風 の 女の子 。 熱し や すぐ 冷め や すい 。 























男 | 研究 員 | 35 


新型 の デー タプ ロー ブ を 開発 し た が 、 白鯨 の 墜落 に 
より 、 手元 が ら 全て 失わ れ て し まっ た 。 


男 | ブレ イド | 23 


アー ムズ 所 属 。 カン バー チー ム の メン バー。 試作 兵器 の 
媒 発 に より 死亡 し た 。 





Ni 


| 詩人 | 28 


NLA で 詩 を 読み 、 日 銭 を 得る 男 。 





男 | NLA の 死神 | ??29? 
NLA の 死神 を 名 乗る 謎 の 人 物 。 ロブ スタ ー の 
ぬい ぐる み を 街中 に ば ら ま いた 。 
緒 男 | 元 ブ レイ ド | 4 
フォ ス ダ イ ク た ち を 稚 し て 得 た ホワ イト ゴー ルド が 入っ た 
金庫 を 守っ て いる 。 
想 明 | 中 業 。 | 48 





商品 の 売れ 行き を 知り た く て 、 ショ ッ プ 街 に 出没 する 
サク ラバ 重工 の 営業 。 


区 | 宗教 家 | ge7 


「 奇 跡 の 神 』 と いう 存在 を 信じ 、 教え を 広め て いる が 
誰 に も 相手 に され て いな い 。 


8 技術 者 | 28 


兵器 開発 技術 者 。 アラ ン と 共に 研究 に 励む 。 





男 | ブレ イド | 26 


パス ファ イン ダー 所 属 。 コロ ンダ スチ ー ム メン バー。 
や る 気 に 実力 が 伴わ ず 隊 長 に 怒ら れ て ば か り い る 。 


男 | ブレ イド | 28 


パス ファ イン ダー 所 属 。 コロ ンダ スチ ー ム メン バー。 
軽口 ば か り 叩 いて いる が や る 時 は や る 男 。 


女 | 秘書 | 28 


社長 秘書 を 務め る 女性 。 先見 の 明 が ある 様子 。 


女 | ブレ イド | 26 
ラン ド バ ン ク 所 属 。 地球 で は 生物 学科 の 助教 授 


だ っ だ 。 


女 | 会 社員 | 28 





非 戦闘 クル ー。 未完 成 の 街 に 不満 を 持っ て いる 。 


女 | カワ フェ 店 長 | 8e3 


若い が 優秀 な カフ ェ の 店 長 。 年 上 の バイ ト よ り 遥 か 
に し っ つかり し て いる 。 


男 | 作業 員 | 50 


作業 員 。 親分 気質 で 、 若い 人 間 に 慕 わ れ て いる 。 


男 | 技術 者 | 35 
何 か 暗 い 情念 を 感じ させ る 男 。 
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初期 イメ ー ン 画 





惑星 ミラ に お ける 地球 人 類 唯 一 の 拠点 。 も と は 
地球 を 脱出 し た 移民 船 | 白鯨] の 居住 ユニ ッ ト だ っ 
た が 、 ミ ラ を 発見 し た 際 の 戦闘 に よっ て 船 は 大 破 。 
居住 ユニ ッ ト だ けが 切り 離さ れ 、 地 表 に 不時着 し 
た 。「 ブレ イド エリ ア 」| 商 業 エ リア ]」|「 工 業 エ リア 」 
[住宅 エリ ア 」、 そ し て の ち に 加わ っ た 「 マ ・ ノ ン 
宇宙 船 エ リア 」 に 分 か れ て いる 。 地 球 と 変わ ら ぬ 
街並み が 再現 され て お り 、 故 卿 を 失っ た 人 々 の 心 
を 癒し て いる 。 
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一 NLA 外観 ゲー ト ラフ 案 01 


太 I/ ア イマ 








田 NLA 整 備 エ リア 入口 リフ ト ・ 定 場 デ ィ テ ィ ー ル 







中 


地形 の 形状 に 合わ 
せ て 高 さ ・ 位 置 調 
整 お 願い し ます 





等 隔離 格納 庫 
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田 フ レイ ド 上 層 ブレ イド ホー ム ビ ル _01 


ェ 宮 


ーー pveg 2 時 eg 


計 「 





壁 や 天井 、 床 に 立 


体 投影 ライ ト と に ここ つり NLA クラ ン ブ ー ス 二階 


台座 が 倒れ る と 同時 に 
天井 も 開き セン サー が 出る 


壁 が 倒れ て 台座 に 


コン トロ ー ル タッ チバ ネル 
台座 に 格納 され て いる 


震 フィ ギュ ア 





吊 ) 








幸 フレ イド ホー ム 外 観 初期 イメ ー ジ 画 





需 クエ スト ボー ド 周 辺 初期 イメ ー ジ 画 
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カウ ント ダウ ンタ イマ ー 案 A 





一 NLA 管理 棟 
山 
] 
4 
、 生 、 
は 
病 “ | 。 
J “ 
す いい | 
AS 個 く イ ラス ト : 松本 秀幸 > | immi ll 
La 


1 計 11 1| 半 昌 」 
中 心から 光る バル ス が 広がり ます 。 

危険 な 状態 に な る ほど 、 バ ルス は 
トド 速く な り 、 全 体 の カラ ー も 赤 系 に 
' 変わ っ て いき ます 。 





カウ ッ ド ダウ シン タイ マー 案 B 





較 シ ョ ッ プ 端末 案 ( 対 話 型 端 末 ) ・ シ ョ ッ プ アバ ター を 投影 、 も し く は AH で 表示 

・ NPC と 同様 に 話し か ける こと で ショ ッ プ と し て 機能 

- 常時 キャ ラ 表 示 で は な く 、 一 定 距離 に 入る まで は 商品 を 投影 
・ 他 の キャ ラ と 区 別 の 為 、 半 透 明 も し く は べた 塗 ト ゥ ー ン 表現 が 必要 か も 
-・ ゲ ー ム を 進め る と カス タマ イズ 要素 と し て 萌 キ ャ ラ な ど に 変更 可能 





ー デ ュ ア ルス クリ ー ン 型 


・ 手 前 が イン ナー 時 、 奥 が ドー 
ル 時 と 切り 替え て 表示 

・ ら つの スク リー ン を 移動 す 
る 際 に アバ ター が 物理 的 に 
移動 する よう な 動き だ と 面 
白い か も 
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KK 720 まみ 


圏 ワ ー ク ス 上 層 義 体 メ ン テ ナ ンス ビル 





・ ビル の 断面 は 基本 長方形 で す が 基 礎 層 以外 、 緩く 斜め に テー パー 
入っ て いま す (※ 八 角形 の 感じ で 。) 

・ 屋上 の へ ヘリポート は 高層 タイ プ の み (※ 低 層 の ほう は 排気 ダク ト 
等 で 埋め て くだ さい ) 

・ 窓 が 必要 な 場合 は スリ ッ ト 状 で 部 分 的 に 入れ て くだ さい (※ 現 代 
の ビル の 様 な 広い 面積 の 窓 は な し ) 

・ ビ ピル 形状 の バラ ンス 及び 高低 差 は モデ ル 上 で 調整 お 願い し ます 。 

・ 壁面 に 文字 や マー ク 等 が 必要 な 場合 は 適宜 入れ て くだ さい 








圏 NLA 大 型 ク レー ン 基部 が 半球 状 に な っ て お り 
クレ ー ン 本 体 は 水平 を 保ち ます 









圏 NLA 高 染 の 柱 デ ィ テ ィ ー ル 








人 トキ ャ ッ ト ウ ォ ー ク と か が つい て た り 
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較 フ レイ ド 下 層 ドー ル ハ ン ガ ー01 





田 NLA 車 用 ドー ルト レー フー _01 田 大 型 キ ャ リア ー 


一 NLA ドー ル 試 験 場 内 部 ラフ 案 01 





リリ リヒ // ア み 全 Bi に SEIioga に 写 Sasollsf パ 
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\ プ 
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筐 小型 VTOL 


Xa 
本 
固 


離陸 時 は 車輪 と 機銃 を 上 に 


一 小型 ヘリ (ペー ス 機 体 . ロー ビジ カラ ー( 仮 _) 


念 機体 の バー ス 参 考 と し て 。 
・ ベ ル シ リ ー ズ (407 等 ) と 同 サ イズ の 小型 へ り リ と し て 
・ キ ャ ピン 内 は スモ ー ク ガラ ス に て 現状 見 えま せん 。 
・ キ ャ ビン 内 は 参考 まで に シー ト は 前 後 ら x ら 

・ 民間 、 商用 、 公用 等 の 用 途 別 バリ エー ショ ン あ り 。 







・ テー ル ラ ン デ ィング ギア (アー ム 可 動 式 ) 


| 2 ーー 衝 フロ ント ハッ チ ( 開 閉 は ガル ウィ ング 式 ) 


_ og 
と NNN 


ン 。 で に と NN 


「 航行 灯 ( 赤 ン 点 源 * や NN 、 
さ ヽ 、、 ヽ 
X 
・ キ ャ ラク ター 対比 
・ 左側 の 脚 (省略 図 ) 


一 VTOL 案 : 資 材 運 搬 用 (水陸 両用 ) 


・ 両 細 に 可動 メイ ンジ ェ ッ ト エ ンジ ン ら 2 基 と 四隅 に 姿勢 制御 用 サブ ロー ター4 基 
・ 水上 で は 両 が 90 度 (画面 手前 方 向 に ) 回 転 し て 喫水 線 以下 が 水中 に 入り 両 翼 内 部 の スク リュ ー で 移動 
・ 艦橋 を 除く 本 体 の 前 後 左右 対称 、 両 細 が 左右 対称 な の で テク スチ ャ が 約 半分 で 済む 


魚雷 管 ハ ッ チ の よう な も の 
が 開き 内 部 に 水 を 取り 込み 
スク リュ ー を 使っ て 排出 す 
る こと で 推力 を 得る 


{下部 は 船底 形状 


Pom と 17 リル リリ ルル テア を 当 TSStEYegsi 申 1 に 52Ya9o 牛 5 が 





跳ね 上 げ る 





圏 NLA 軍 用 装甲 車 ( ベ ー ス 車両 ) 01 - リヤ の ルー フ 上 に 装備 を 追加 可能 で す 。 
( 例 : 機 久 、 ミ サイ ル ラ ンチ ャ ー、 ロ ケッ 
ドラ ジジ デ ャ ー、 レー ダーetC) 






田 NLA 軍 用 ジー プ 01 












・ 荷台 に 武器 あり の 場合 
(レー ザー ガン タイ プ の 砲 座 等 ) 





・ フ ロン ト の ガー ド 無 し 参考 

(実際 に 動く シー ン は 無い と 思 
いま す が ガ ー ド は 上 下 に 可動 す 
る イメ ー ジ で す 。) 





(グリ ルプ モー ルプ ホイ ー ル etC) 


・ ド アラ ンプ (ホワ イト ) 
シア ンプ  ※ タ ッ チ セン サー で す 。 


圏 ミ ニ (コン パク トカ ー・ ベ ー ス 車両 ) 02 





の 
ノン バ 懲 / 
- ヘッド ライ ト 

-・ サ イド マー カー( オ レン ジ ) ED 
- ホ イー ル の ライ ト テー 
(発光 部 : 内 側 の 外  . リ ヤ 駆 動 バ パネ ル ラ 

周 プ スリ ッ ト ) イト (イグ ニッ ショ ー 

ン ON で 発光 ) の ピク の 








-・ ド アハ ンド ル ( タ ッ チ セン サー) ・ 八 イマ ウン トス トッ プラ ンプ 


・ バ ッ ク ラ ンプ 





・ ホイ ー ル 形状 は 乗用 車 
(セダン タイ プ ) と 同じ で す 。 


田 ト レー ラー( ベ ペース 車両 )_02 


・ フ ロン ト ガ ラス 形状 概略 ( 合 農 ) 


※ O 
前 一 | ※ や や 溢 曲 し て いま す 。 
ーーー ーーー で ーー 





・ 牽 引 す る カー ゴ 部 は 別 の コン テ ナ 等 も あり ます 。 
また コン テ ナ 表面 の マー キン グ や ロゴ も 各種 バリ エー ショ ン あ り 。 


・ ドア ハン ドル (タッ チバ ネル ) 
へ ご ・ サイ ド マ ー カ ー 









コジ ォ ン ジラ シ ジ 
・ ヘ ッ ド ライ トノ ター ン ラ ンプ 


・ 八 イマ ウン トス トッ プラ ンプ ( 赤 ) 


= ・ サ イド バイ ザー の 裏面 参考 
・ フ ロン トピ ラー の 断面 は 対 め の テー バー ら 


・ ホ イー ル は 乗用 車 と 共通 
(※ ス ケー ル 違 い ) 


・ リ ヤ フ ォ グ ( 赤 ) 


・ イ グ ニ ッ ショ ン 連 動 の シャ シー ラン プ 





・ ブ レー キラ ンプ (上 = 赤 / 下 三 栓 ) 


・ 窓 る く バ ネル に 終 め の ウェ ッ ジ ライ ン 


- 77 リリ だ ん: ア 人 BE に 計 N89o 引 llsf パ ー 729 


ビニ ー ル の 反 和 杖 
《 や や 光沢 ) 
アス 


よう な 光沢 


前 後 の パ ー ツ ど ち 
ら も 更 肪 素材 で す 


- つ が ーー ペー ーー 








だ 男 


il 
対 


人 工 筋肉 の 上 に 白い 樹脂 素材 (つう つっ すら 透け て 見 える ) が 

アバ ター 受 破 損 部 "の つか っ て いる サー ジ カ ル な イメ ー ジ 。 
表面 に 白い 血管 が (人 工 皮膚 の 生育 用 と か ) 計 っ て いて 
ちょ っ と 生物 風 < 






需 BL.AD.E. と ユニ オン の ロゴ デザ イン 案 





H.。。 the 
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ee 間 黒焦げ で ほとん ど わ か ら な いよ うに 





田 バ ス フ ァ イン ダー 圏 イ ンタ ー セ プター 


る 6 


田 ア ヴァ ラン チ 圏 コン バニ オン 





Avalanche 


較 地 球 種 汎 移民 計画 








イリ リリ と ルル テア, 人 BEtcidgs 旧 呈 に 訪 20aWo 旧 ls が 


時 デー タプ ビブ 








較 バ イル バン カー 
・ ドー ル の 肩 に マウ ント 状態 で 地面 に 立て て 使用 






ー グ リッ プ 収 納 
! グ リッ プ 展 開 





1 マウ ント バー ツ の 軸 帽 が 本 体 横 の 溝部 分 に 入り 本 体 が スラ イド 、 回 転 す る 
ー 下 の も う 一 本 の 軸 は 同じ く 本 体 横 の 溝 に 入り 本 体 の 回 転 を サポ ー ト する 


詳 パ イル バン カー: ギ ミッ クイ メー ジ 


・ 肩 の マウ ント に 装 意 し た 状態 か ら 、 引き 出し 、 地面 に 立て て 使用 
ー イ ン パ クト 時 に ギミック バー ツ が 地面 か ら 放 射 状 に 突き 出る イメ ー ジ 





1 一度 水 平 に 、 前 に 引き 出し て か ら 回 転 し て 立て る 1 設置 時 1 強力 に 反発 し あう 磁力 、 又は 埋 管 な どの 爆発 で 打ち 込む 
ー 上 自転車 ラッ ク の 上 段 の イメ ー ジ ー 設 定 の み の 問 題 、 エ フェ クト の 見 栄え が 良い 方 で 


この ら 点 間 の 反発 (磁力 も し く は 爆発 ) ハン マー 下部 は レー ル 上 を スラ イド し ます 
に よっ て 打ち 込む . 












ここ で ドー ル の 肩 に マウ ント 


騙 ここ は マー ク で は な く 
電極 の イメ ー ジ で す 


サイ ド グ リ ッ プ は 設置 ・ 使 用 時 以 
ア 外 は 折り た た ん で ます 


737 上 





圏 ブ レイ ド タ ワ ー 大 型 ビ ジョ ン (Ver. 襲 撃 時 ) 


TO や や また いさ (すい まつ nc hm や や や ご や 


2 ヨリ マト 人 パ 邊 ヨ ニ jl 


PP プー ニコ デ ーーー で いつ で = ココ (すい JJ で ーー ーー デニ デニ デー デー デーー ーー 


| 


| ヨコ に に 7 さて] 生ま 9 1 守 パ ) 半 に 1 ヨコ ェ に ミ 
THIS IS NOT AN モ EXE ロビ ISE ! 


グ Pa ん 、 ( 
CUDE: ア アア B 和 


CUDE Z ノ ノラ 5 


し 所 日 し ADE ME 
本 |、 肖 ココ >: 


mm や で やこ や や や や や や や や や や ド を = TE バラ B+ つつ デン 


ENIEIM1Y へ ピ 


っ "プー コー デー コー コー コー ニー デニ デニ デー ニ デ ーー デー ご か いつ ビ (つい ドニ マデ 人 すず 。 に Y < 
ま デ 】 





一 警告 看板 


PE ぴぴ PPE よ ぴ PE ぱ ま PBP NIIE SEEPSS 当 当 球 長 本 SS SS 


ーー 中 MIERGENICY_  - ぁ s 


4 ] ーー デーーー デ ーーー ーー ーー 
ショ 7 る 感じ で 配置 で す が ュ ニ オン 通り は 何 も な いと ころ に 浮い て いて も OK で す 
1 ・EMERHGENCY の 点 減 @・ し まし ま の スク ロー ル 2・ 後 ろ の 看板 の スク ロー ル 









田 交 差 点 に 置か れる リン グ 状 モニ 
上 の 横長 看板 を リン グ 状 に し た も の プラ ス 名 
地 の 被 害 情報 を 伝え る モニ タ 





カメ ラ か が から の 画像 テク スチ ャ 


ニニ BI 1 





田 襲 撃 時 アイ コン 素材 な ど 








DANG 通路 に 置か れる 非 
の 5 ェ ー と Ar ン 
ニー ン 通路 の 両側 に 等 間隔 て ーー れ ま す 
究 式 財 主 ロロ 穫 に に 記 は は 困 ス ママ ク で [ 1 - 
『 き 止ま り 等 に 貼ら れる マー ク た き さ は 人 間 く らい で 


〇 


| ツン ム ロト NIIIGG | 
ご づ 。 Safety gate SG_2 is destloyed 
(2)< Fire broke out at C-4 C-3 日 -4 
4。Auto-turret OS - OB disarmed 


ト 対 
人 粗 





CC の アニ メー ショ ン 内 容 
1 3 シュ 
ど ! ト の スク ロー ル : NLA の 被害 状況 ログ 、 と いう 設定 
9 アイ コン の 異常 事態 が 頻発 し て いる と いう 設定 。 A る アイ コン が ラン ダム に つい た り 消 えた り 
4 余裕 が あり まし た ら 文 字 の スク ロー ル な ど 





732 ーー 7 リリ リア 人 EtEiegsi 引 に 王 2Nawoiyllsf パ - 





人 
接 
家 
ra 
⑯ 
信 
拉 
ンー 
く 
収 
0 
V 


シ 画 


圭 NLA 初期 イメ ー 








NLA 商業 区 周辺 





NLA スタ ジア ム 周 辺 


ビル 群 


ンタ ー 


NLA セ 


で 7 リリ リ た ん ん みみ 條 ESYSYdgs) 引 に 王 20a9o) 邊 sf 


ブレ イド た ちの 精力 的 な 調査 に 
よっ て 、 この 時 に は 5 つの 大 陸 が ある 


ーー ンー / こと が 判明 し て いる 。 まず 、 NLA が 不 
ノ , ツ \ ーー 時 着 し た 場所 が 「 原 初 の 荒野 ] だ 。 その 


西 に は 、 巨 大 な 樹木 が 生い茂る |「 夜 光 
の 森 」 が 、 東 に は 砂塵 が 吹き 荒れ 、 時 
こ 雷 が 降り 注ぐ [忘却 の 荒野 ] が ある 。 
そし て 北 に 進む と 、 巨大 な 植物 の 化石 
の よう な 「 白 樹 の 大 陸 」 と 、 溶岩 が 流 
る 大 地 と 謎 の 遺跡 が 広がる 「 黒 鋼 の 大 
陸 ] へ と た どり 意 く こと が で きる 。 





辻 脱出 ボッ ド の 墜落 地点 初期 イメ ー ン 画 


武 脱出 ボッ ド 設定 画 





ペー スキ ャ ンプ の フラ ッ グ デザ イン 案 


UMS 
etc 0 


2 





piweWghhamtlihAibm 


上 て 








トー 








・ バ リヤ 発生 塔 ea 
・ 施設 裏側 参考 





・ 施設 の エン トラ ンス 


の 浄水 機能 (淡水 化 ) を 有する 設備 棟 と 管理 制御 棟 の ある 施設 と し て 。 
貯水 ブー ル は 3 面 あり 、 
外周 に 鉄 棚 、 角 に 光学 バリ ヤ 発 生 器 の ある 鉄塔 が ある 。 
バリ ヤ は 台形 状 に 外周 を 覆う 仕様 で 触れ る と 可視 化 で きる タイ プ を 想定 し て いま す 。 
NLA へ の 送水 管 は 地 中 に 埋没 され て いま す 。 





7 ルリ リロ が た: ア を 当 BITERSYSYdgs 邊 時 1s2YaWo 目 ET パパ 





舗 夜光 の 森 初期 イメ ー ン 画 








需 ノボ ポン の 家 デザ イン 案 
ノ ポ ン フ ラッ ペ ハ ウス 


ノボ ポン の 組み 立て 式 キ ャ ラバ ン 。 いざ と いう 時 に は ば らし て 運ぶ 。 

1 階 が 店 舗 、 ら 階 が 生活 棟 、 階 は 貯蔵 庫 等 と 役割 が 分 か れ て いる よう 。 
役割 に 応じ て 形 も 微妙 に 違う 。 

彼ら の 嗜好 で 着 彩 が な され て いる が 、 

別に か き 氷 を 模 し た わけ で は な くそ う 見 える だ け 。 

近く に コン テ ナ が 山積 み に な っ て いた り ヒ ッ ポ が 係留 され て いた りす る 


ロー 何 か の 革 ? で 作ら れ て いる 。 
非常 に 丈夫 な が ら も 和 柔軟 性 も ある 素材 






窓 は 何 か の 素材 を 利用 し て いる 模様 


煙突 。 先 は 革 の よう な も の で 作ら れ て いる 
ーー | 


= ーー ヒッ ポ に つい て いる 皮 袋 と 同じ 。 
目印 ラン タン 。 以 外 と 高度 な 技術 力 が 覗 える 。 内 容 物 は 不明 
勿論 拾い 物 か も し れ な い | 


の デ 


不思議 な 足場 は 金属 抽 





何 か の 毛 で 作ら れ た 土台 
ふわ ふわ し て 柔らか そう 





Ns 金属 プレ ー ト 部 分 は 無骨 な が ら も 細やか な 手入れ が 
行き 届い て いる 。 それ な り に 使用 感 や 経年 劣化 は あり 


等 忘却 の 渓谷 初期 イメ ー ジ 画 等 忘却 の 渓谷 の 遺跡 設定 画 
で ee あく まで イメ ー ジ な の で ここ まで ご ちゃ ご ちゃ し た 感じ じゃ な く て も い 
いで す : 実際 の モデ ル の 印象 を 重視 し 調整 し て いた だ ける と 有難 いで す 。 









較 外 倍 


・ 入 り 口 付近 の ライ ン の 参考 で す 
わか り 辛 いと 思い ます が この よう な ライ ン が 入っ て いる 壁 が 
ミラ 荒野 2 : 巨大 な リン グ が 地面 に つき ささ っ て いる 景観 。 巨大 な も の が 転がっ た 後に 谷 が で きた … 的 な 雰囲気 。 風化 し て いる イメ ー ジ で す 。 な の で 溝 な ど は あま り 目 立た な い 、、、 


側面 の ディ ティ ー ル な ど は 正面 に 合わ せ て 調整 し て いた だ 
きた いで す 。 
風化 し た 感じ が 出 て いる と 良い と 思い ます 





で イリ リリ と 7 ソル ア 、 全 ESYSYegs) 自 司 I に 写 2YaWo 邊 ME が 








筐 黒 鋼 の 大 陸 初期 イメ ー ジ 画 
旧 ラ ー ス 星 





浮遊 し な が ら 採掘 ポイ ント を 探す 7 \ 


「\ バイ プ ブ が 携 ら な いよ うに 重力 制御 装置 を 取り 付け て いる 









巻き 取り 式 (掃除 機 の よう な ) 





N 
多重 ドリ ル 兼 エネ ルギー 注入 口 


の レー ツ NSS 
KC マグ 2 ッ ン 
Se た Crー ェ rm 
N 【 和 # 
|/ 背 
と ゅ 1 





く イ ラス ト : 株 式 会 社 草 難 > 


・): 株 式 会 社 7: と っ 











736 ー で リリ リヒ / ソ / ア 人 BEtEYdgsi 昌 に 計 2aWoiylls の 1 ー- 


1 まし 
開 陸 機 構 を ほのめかす 部 分 。 
| ハッチ が 左右 に 開閉 する の で 


ッ ア 人 馬 浴 装 到 が れ な ん か が あり ます 


ーー c へ 





く イ ラス ト : 株 式 会 社 草 難 > 


元 ネタ 


! 星団 グロ ウス と は 違っ た ライ ン 、 若干 ファ ンタ ジー ? 








水平 で は な く 、 

斜め に 重なり 合う よう に 
配置 され て いて 、 
重なっ て も ぶつ か り ま せん 。 





内 側 に 引っ 送 あ の ⑳ ま 時 拒 才 軸 を 支点 に 
お お よそ 9@ 度 回 転覆 話 壁 の 内 出 に すう ぼり 収納 され ます 。 


固守 器 寺 位 3 逆 汗 S 押 商 





で イル リリ だ ん / ア を EStcYogs 邊 汗 98Weo) 肖 ls7 





73 ア 
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・ 色 味 や 形状 な ど 
作り や すい よう に 
調整 し て も ら っ て 
構い ませ ん 。 





・ 入り口 部 分 の 構造 な ど 
超 て きとう な の で 
サン プル モデ ル な ど を の 


見 つつ 調整 し て も ら え る と 
有難 いで す 。 











al 


に 











・ 窓 
それ っ ぽい ライ ン に 
調整 し て いた だ きた いで きす 』 





後ろ 部 分 の 足 は こん な 感じ に な っ て いる 想定 。 
ケー ブル な ど で ご ちゃ ご ちゃ し た 部 分 と 
大 きく て シン プル な 壁面 で 構成 


一 汎用 の 入り 口 と し て 現状 は 
丸っこい 感じ で ネタ 出し し まし た が 
合わ な けれ ば こん な 感じ で 適当 に 
カク カク し た も の で も いい で す 

お 任せ し ます 





一 照明 な ど ネ タ 





田上 物 謎 オブ ジェ ネタ だ し 


較 了 硝 問 埋め る 箱 
Or 建物 








ーー で リリ リル ん ア 人 ESYdg 邊 呈 【 に : 王 289o 邊 sf 一 








圧入 り 口 付 近 ネタ 簡素 





圏 バ リ ケ ー ド ? て き な ネ タ 


圏 バ イア ス 野 営 地 巨大 アン テ ナ ? サ ー バ ー? 
ケー ブル な ど が いく つも 

つなが っ て いる 。 

周り の コン ソー ル な ど に 

つなが っ て いる 。 

色 味 な ど お 任せ し ます 


較 椅 子 or 台 

















超 簡易 版 


少し 豪華 版 





田 樽 、 箱 的 な も の ン 
、 
デフ ィ ニ ア の 石碑 デフ ィ ニ ア の イメ ー ジ に あわ せ て 可 
女性 的 な 化粧 品 の ビン の よう な イメ ー ジ 生 人 の 剖 乏 
(文様 は ひび 割れ で は な く 磨 いた 石 に 早 っ て あり ます ) 遺体 に 校 を まき つけ 
海底 の 泥 な ど で 固め 
乾燥 させ た オブ ジェ 。 
遺体 は 取り 外し た の ち 
時 立て か け て 墓標 と 光る 石 で 装飾 。 


ZY い ヽ みた いな 。 


2 今 
ZZ みず cwy> や ざす 
こう 全 ツマ 


デフ ィ ニ ア 文 字 ? | 
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まう 


セン ムラ ルフ ラプ ブ 


田 セ ント ラル ライ フ 01 外観 全体 イメ ー ジ 






[2 ご. 〇 セン トラ ル ラ イフ 外観 に 3 か 所 ある ゲー ト ( 構 造 は 共通 で す )。 

し > で ゲート 手 前 に 開 錠 用 の 認証 端末 装置 あり 

ンー ンダ” |  ※ エ ル マ 達 が 入る ゲー ト の み ゲ ー ト の カラ ー リ ング を 変更 予定 で す 。 
ーー (モデ ル の 見 た 目 で 調整 予定 ) 





7 ノノ デ 


ーー 
- 1 た あど 
ーー 一 :』/ が 


ス 













NLA に 住む 地球 人 た ち 全 員 の 肉体 が ある 、 最 も 重要 な 施設 だ 。 工 
ル マ た ち ブ レイ ド が 惑星 ミラ を くま な く 調 査 し て いた 最大 の 目的 
が 、 不 時 意 時 に 行方 不明 と な っ て いた ここ 「 セ ント ラル ライ フ ]」 を 発 
見 する こと だ っ た 。 だ が 、 つ い に こ の 場所 へ と た どり 着い た エル マ 
た ち が 、 その 内 部 で 目 に し た も の は ……-。 
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ン 電 み 


震 ライ フ デザ イン 案 
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詳 デ ー タ ルー ムイ メー ジ ボ ー ド 


一 エル マ の カプ セル 


較 セ ント ラル ライ ブフ 中 央 部 





(リリ リヒ ん / み 信 に だ Tdg 引 に 写 20a9oiyllsf パ 





惑星 ミラ で 地球 人 が 出会い 、 や が て NLA で 共に 暮らす こと に な 
る 異 星人 た ち 。 こ の 量 の 原 住 民 で ある と いう ノボ ポン 人 と 、 偶 然 こ 
の 星 へ や っ て きた マ ・ ノ ン 人 以外 は 、 地 球 人 を 狙 つ 敵 対 勢力 「 グ 
ロウ ス 」 に 所 属し て いた 、 元 「 敵 ] だ 。 


符 ノ ポ ン 設定 画 
一 男性 追加 服 B 


9 ぁゃ 


田 女性 素 体 


ハイ ビス カス の 花 飾 り 


一 女性 追加 服 B 


較 ボン ポン ニッ ト 











アク に や アナ ンー の を 5 た ーッ パ 


S っ ゃ ' ゃ 
ね る 人 っ 
っ ゃ 


(7 リル リリ だ いん た ア を 当 lcSYsidgs) 引 品 に 王 SaWeo) 肖 la 












































ノボ ン 携 帯 端末 案 
友好 条約 の 親 書案 ノ ポ ン が 他 種族 の 携帯 端末 を ガワ だ け 付 け 替 えて 利用 し て いる 敵 
NLA と ノ ポ ン の 間 に 結 ば れ た 友好 条約 の 親 書 。 未 装置 。 多分 安物 。 意図 し た の か し て いな い の か 、 まる で ロロ リ ポッ 
地球 製 で NLA の シン ボル マー ク が あし ら わ れ て いま す 。 プ キ ャ ン デ ィ の よう な 見 た 目 を し て いる 。 物 理 ボ タン は 無く 音声 
金属 製 の ノー ト に 紙 が 貼り 付け られ た つく り で 水色 の ポイ ント は 発光 し 認識 する タイ プ の 模様 
て いて 、 磁石 の よう な 役割 で す 。 
※ シ ン ボ ル マ ー ク は 仮 で す 
ノ ポ ン 文 字 サ ンプ ル 。 
葉っぱ と 渦巻 中 心 の 文字 で す 
ら @⑳⑪ 計 質感 は キャ ン デ ィ 。 
そ 突 際 は 謎 の 物質 (多分) 
左 は ノ ポ ン 語 。 
適当 に それ っ ぽく 適当 に それ っ ぽい 文体 で 。 
英語 で す が 読め な い 方 が いい と 思い ます 
使用 中 の 様子 
で か で か と ノ ポ ン の 手形 が つい て いま す 。 
マン ガチ ッ ク で OK 有 P 
荷物 バン ド 
丈夫 な 厚手 の 植物 繊維 の 布製 。 
コン テ ナ を 乗せ る た め の ク ッ シ ョ ン 
な めし 革 の ベル ト 
敷物 
人 染め た 植物 織 維 の 丈夫 な 反物 
ノ ポ ヒッ ポ 案 
な めし 革 を 重ね た バッ ド 。 丈夫 
荷物 運搬 用 に 飼い 慣 ら さ れ た ワイ ルド ヒッ ポ の 一 種 。 
素 体 は 基本 的 に ワイ ルド ヒッ ポ と 共有 
拾い 物 の コン テ ナ な ど を 活用 
た だ し 細目 に メン テ ナ イ ス さ れ て お り 
比較 的 綺麗 な 状態 
食糧 サッ ク 
動物 の 内 岩 を 加工 し た 貯蔵 サッ ク 。 
主 に 食料 や 飲料 が 入っ て いる 
口 の 中 は あま り 湿 潤 で は な く 、 意外 と 快適 空間 
( ノ ポ ン が 口 の 中 に 乗っ て いる と いう 設定 ) 


たく ) 
ーー で 7 リリ リ と たい ん: ア 人 etENStcieogs 引 に 王 パ aoyllsf パ ーー Zn あー て 
5 の 








ゴー グル : 左右 の ダイ アル を 
操作 する と 、 な ん 
か いろ いろ 見 れる 


ヘル ズ メット : アル ミ 削 り 出 し の よう な 質感 ? ( 服 と 一 緒 ) 
あえ て プラ スチ ッ ク に し て も いい か も 


・ 白 い ク リア な プラ スチ ッ ク 。 
表面 に 所 属 団体 の ロゴ が 表示 され る 


リュ ッ ク : ほし いも の を 自動 的 に 
取り 出し て くれ る リュ ッ ク 
し ゝ 夕 ) 


4 と 緒 に ト ポ が ま 2 


の a 本 
4 (等 詩 和 ) \、 ュ ァ な すり 








腕輪 : 自転 車 の ロッ ク 
の よう に 模様 を 
合わ せな いと 外 
れ な い 
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若者 服 : そこ そこ お し ゃ れ 





了 O o 培 人 3 くぎ) 





箸 オル フェ 設定 画 











興奮 し た り 怒 っ た りす る と 
歯 ( 左 右 の あご ) を カチ カチ する 
(※ 要 する に 昆虫 と 同じ ) 


世 外 ( 三 本 く らい 骨 が ある と 
AUD) が ひっ きり な し に ちょ 
居 ち まで 動く イメ ー ジ 









田 会 話 デ バイ ス (音声 会 話 
を し な い 種 族 用 に 会 話 灰 発 
の バタ ー ン で 表す < 還 寺 
な …) 


頭 部 色 、 模様 バリ エー ショ ン 
一 判 こ 潤 通 の 


金属 バー 懇 






国 鈍 い 光 沢 の 金属 
虫 の 甲羅 の よう な 文様 が 浮か ん で いる (バン プ で 
掘ら ず に スペ キュ ラ の み で 表現 し て くだ さい ) 


国生 き 物 由来 の 物質 で つく っ た 布 。 
ゴム の よう な 質感 で 伸縮 性 あり 


軒 装 を モチ ー フ に し た 装飾 。 
模様 が 替え られ る よう に な っ て いる 


等 ザル ボッ ガ 設定 画 


一 外見 コン セプト …: 汚 染 除 去 作業 者 。 つなぎ を 着 て いる せい で ずん ぐり お むっ くり な 体型 で す 


画 汚 染 除去 時 に 使う 器具 
祭 器 の 色合い が 濃い た め 彼 ら 本 来 の 技術 レベ ル よ り も 低い 、 古い 時 代 の も の を 使っ て いる 


還 汚 染 ア ラー ム 

汚染 の 値 を あら わす モニ タ を 胸部 
に イン プラ ント し て いる 。 汚染 度 
が 高い ほど ステ ー タ ス と か が 。 


較 タ レク : 浄化 され た 物質 の タン ク 
ここ 人 


( UTAー() 宙 Y 
/ 民 1 ラバ い て < b Ci ! 












に 」 た 4 し 1 こ ず / ョ ーー で ご 
ーー ア ん 。 N / 
還 フ ィ ル タ ( | | [( 「 「 
【 し / ) 
い WV / 
\ 1 
NN / 
較 汚 染物 質 の ディ スポ ー ザ ブル タン ク 
ペイ ント は 危険 物 を あら わす マー ク 
【 素 顔 】 


アル ビ ノ の 深海 生物 の よう な 顔 。 半 透 
明 っ ぽく テク スチ ャ を 描い て ほし いで す 


一 手甲 : 汚染 除去 装置 の 握り と 直 
結 し た チュ ー ブ が 腕 を 伝っ て 汚 
染物 質 を 背 胡 に 送り 込ん で いる 








| メカ 部 分 ベー ス 
較 服 光 沢 ー ス 
開 BE ペース 


議 且 ( イ ビン グ 部 分 (グロ ー?) 





で 7 リリ だ ん ん / ア 人 BESTEidgsi 旧 に 写 SNao 引 lis が パ ー 


745 


震 バイ アス 


ーー )ーーーー< 
ナー の 
い 
) リ ーー 
1 
た 款 7246 St 






















は 入 5 か うと て 


で こぶ に wu 
6 NS 
ケー 
っ ) 
か 
し っ 
十 
「 


は 


2 の 人 AN ん 愉 9?、 く らむ 


0 1 


/ < 人 ・ 剛 骨 


ww 一 き 尺 す ) と 


の 












不思議 な 力 を 持っ た サポ ー 
ター 的 な も の (た だ の デザ 
イン で す ) 


プ つ ニー テーー 
5 


昆虫 の 皮 で 作っ た 服 ( で きた ら 
左右 非対称 の 模様 に な る と …) 


と ころ どこ ろ 綿 が 入っ て いる 





7 リリ リヒ に ん ア 、 人 を 委 BtcRStcieogsi 邊 に 計 2aWeo) 邊 lg7 パ ーー 


ーー ミル デコ 
等 フー ス 設定 画 
立 を か ふつ た 足軽 の イメ ー ジ で す 


南部 鉄 の よう な 質 感 


























光沢 の すく な い 鈍 い 人 金属 


機能 性 の な い 
動 カ バイ ブ - 


北沢 の ある 金属 で す 
表面 は ざら ざら )。 
うっ すら 反射 が 
入っ て ます 


ここ は 金属 


模様 は こん な 
バラ ンス で 適当 に 
お 願い し ます 

(小手 デザ イン 

は 左右 対称 で す )。 
凸 部 が 暗く 塗ら れ て 
いる 感じ で す 












耳 の 角度 と か 大 き さ を 
3 人 バター ン く らい 
も ち た いで す 


ラー スズ 男性 の 定 軽 に 対し て 
女性 は 隠密 の イメ ー ジ 








商 申 ほ は メッ シュ 無し 
東生 に 得 わ れ て いま す 


ウェ ッ ト ス ー ツ の 衣 議 門 / 
うっ すら し わ の 愉 卒 成 過 





フェ イス ガー ド ぱ 着脱 本 

ひつ っ かき 攻撃 や 
穴 掘 わな ど に 役立つ 
パワ ー グ ロー ブ 





FRP の よう な 
光沢 の ある 素材 








内 側 は エッ チン グ バ パー ツ を 
張っ た よう に な っ て いま す 


ジャ ミン グ 装 置 
(ある 怪獣 の 耳 の よう に 
ひら ひら 回 転 する ) 







寺 フォ ルト ゥ ン 設定 画 












- ボ ディ スー ツ は 少し 透明 で 
部 分 的 に 肌 が すけ て いま す 


2 
ェ がい 講 や 。 誠 
いい 





バッ ク バ ッ ク の 
バリ エー ショ ン 





イリ リリ ヒル しん ア 條 に EYEdg: 邊 に 計る os 





ん O ee | 本 作 で 確認 で きる 宇宙 船 は 、 白 鯨 を 含め て 
アス ! ン 4 種 。 物 語 の 中 で は 詳し く 語 られ る こと の な 
4 い 、 これ ら の 姿 を じっくり 堪能 し て ほし い 。 


但 白 鯨 設定 画 








ーー ニー ーー つこ ーー 於 
6 の て > 、* 』 


0 スズ に て ここ Co 殺 に ン ュー の Onewixm ッ - = こす 。 
NN 生 OPPcrK パ <r。 に _ が > 、。 避 電 4 6 う |r [ まこ つけ いか し に 
こ ンー ス る )) 記 1 4 トロ て コ 


等 白鯨 の 居住 ユニ ッ ト 設定 画 


人 @ 速 く か ら 見 た と き は この よう な 感じ で 鈍く 発光 し て いる 


*・ ベ ルト が 無い 方 が すっ つき りす る か も 、、、、 


s ベ ルト が ゆっ くり 回 転 し て いて も 良い か も し れ ま せん * 白 鯨 と の コネ クト 部 分 
NLA 自 体 浮い て いま す が 、 


下 で も 支え て いる イメ ー ジ で す 。 
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坦 クロ ウス の 母艦 


艇 橋 の ディ ティ ー ル 


側面 上 面 
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ヽ ニル ビー 
等 マノン 船 設定 画 
族 宇宙 船 
r ク ノロ ジー を も つ マ ・ ノ ン 人 の 船 
マ ・ ノ ン 人 の 意匠 の 特徴 で ある 金色 の 流線型 と 
積層 状 の 黒い 質感 の 対比 が 特徴 


ョ クジ ノ 
フ 


度 


で ナ r 
「 語 ] リ 守 < 


< 


| 


黒い バー ツ 上 に は ご く 小 さい ア 
ン テ ナ 、 レ ー ダ ー 等 、 適宜 に ぎ や 
か し と し て 配置 し こく だ さい 


表面 

複数 の バネ ル が 繋ぎ 合わ され て いる けど 継 
ぎ 目 は 近付く と うっ すら わか る 程度 (バネ ル 
ご と に 微妙 に スペ キュ ラ 感 が 異な る )。 設 定 
画 で 実線 で 描か れ て いる と ころ は 溝 に な - 
て いて 黒い 地 が 見 えて いま す 





750 - イリ リリ と ルル ア , 人 ERSYEYegs 申 に 5496) 明 57 パ 





マ ・ ノ ン 宇 宙 船 リン グ 

画面 興 に ある 曖 茶 羅 の よ 
うな 機構 で 三 層 くら い の 
円 盤 が 重なり な が ら 回 転 
し て いま す 





マ ・ プ ジン 人 の オー バー テク ノロ ジー で 作ら 
れ た 空間 は 一 見 し て 神殿 の よう な 荘厳 な 雰 
囲 気 。 彼 ら の 洗練 され た 科学 技術 に よる 意 
匠 は その 機能 や メカ ニズム を 容易 に 想像 さ 
せな い 。 中央 に 重要 な 機関 とこ 思しき 物体 が 
浮い て お り 前 後 の リ ング と ビー ム に より 接 
続 し て いる が 、 こ うい う も の を 無頓着 に 生 
活 圏 に 露出 させ て いる の も また マ ・ ノ ン 人 
の 不可 解 な 感覚 を 表し て いる 。 


アー チ 状 の 曲線 で 構成 され た 天井 。 素 材 自体 が 焼 光 を 
発する 


マ ・ ノ ン 船 テー ブル & イ ス 案 





2F ラウ ンジ ? 部 分 

黒い 部 分 生生 TOS - 
rl 光る 床 ( ア ン ビ エン ス が 80 く らい で グロ ー が 出 まく る ほど 光っ 

宇宙 船 外装 や メカ 部 分 と 違い 表面 平滑 に 樹脂 PEPS 

コー ティ ング され て いま す 


ワー プ ポ ー タ ル 案 











ミア タク 1 バビ ウェ タ 半 示 
船内 に お か れ て いる 端末 。 プレ イヤ ー は アク セス 不可 








アル ンプ 9 [ソニ ピン ん 





無重力 状態 で 三次 元 的 に 組み 合わ せ て 


フレ ー ム の み 
使用 され て いる が 船内 で は 普通 に 床 に 転 が さ れ て いる 









凹 ス クリ ー ン に 立体 
映像 が 結 像 され ます 





か ら 外 殻 が 接合 部 ジョ イン ト 
割れ ます 普段 は 閉じ て いる 


放 介 


浮遊 し て いま す 
無重力 状態 で は トラ ス 状 に 結合 し ます 


ー と で 7 リリ リ だ ルル: ア , 人 BERSYEYegs) 邊 計上 lgft ー 757 








替 OP ム ー ビ ー に 登場 し た 謎 の 宇宙 船 


トラ トラ 」 
詩 紀 立 


罠 部 分 は 全体 的 に 光 の 点 が サイ ド を 流れ て いま す 。 


エネ ルギー チャ ー ジ 


ゴー スト 大 。 光 の イメ ー ン 
| 応 の 山 


頭 部 の リン グ に エネ ルギー を た め 
て 発光 し ます 

ナチ ャ ー ジ が 溜まる ご と に 発光 部 分 
が 徐々 に 広がっ て いき 、 

最終 的 に は 両方 の リン グ が 明る く 

光り ます 


貞 体 部 分 の ゴー スト ら 体 の 腕 は 触れ る よう な 触れ な いよ 
うな 距離 で す 


ーーーーー で 7 リリ リ と ん / ア 人 EtSdgs 邊 に 写 208Wo) 朋 ET ー 





と 4 
設定 カラ ー 
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ーー テア マニ デ テ ゃ の ュー 


LE | 
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ーー 
ee 
ーーー スー シー: 
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ーー デー ーーー 
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Mans 

し Ws アー テッ 
ーー テー キー デーーー 
っ ーー ュー 


ーー 
aa 
ron 
し expo 
ーー ニーーーー 
"デー ャ ーーー 
ーー ニー ニー デーー 


: 
い 


7 リコ の だ / ル 4 アイ リリ 年 の の /////// 
チズ ナグ ラム 
大 リ スム 9 


0 普 で 掲 こと あの ンク ゆ 
と さい |L2 登録 時 の も の 。 


に | 料理 人 | 53 


レス トラ ン で 料理 を 振舞 っ て いる 。 


【-』 男 | ブレ イド | 86 


イン ター セプター 所 属 。 イリ ー ナ チー ム の メン バー。 


- 設 ブレ イド | gg 
イン ター セプター 所 悦 。 





男 | 販売 員 | go 
幾 細 な 青年 。 様々 な 芸術 に 通じ て いる 。 
区 男 | メカ ニッ ク | 5e 





それ な り の 地位 に ある が 、 常 に 現場 に 出 て いた い 生 委 
の 技術 屋 。 





に ブレ イド | 中 7 
イン ター セプター 所 履 。 オー ルト の チー ム メ ン / バー。 
グロ ウス に よっ て 殺さ れ た 。 

4 ブレ イド | 26 





ー ム ズ 所 属 。 カ ン バ ー を リー ダー と する チー ム に 所 属 
て いる 。 


ご 





男 | ブレ イド | gg 


コレ ベベ ディアン 所 属 。 グイ ン の 後 足 で 猫 が 好き 。 


| ブレ イド | gg 


コレ ベ デ ィ ア ン 所 属 。 言葉 蛋 い は 乱 異 だ が 、 お 節 介 で 
人 柄 は いい た め 、 損 な 仕事 が 回 つて くる 。 


婦 2 2 ドー | gs 


コレ ベ デ ィ ア ン 所 展 。 一 匹 狼 の た め 、 他 の ブレ イド と 
チー ム を 組む こ と は 無い 。 


交 3 な 本 ンー5E- 1 - る 3 


商業 エリ ア で お 菓子 作り を し て いる 。 少し 気 が 短 い が 、 
基本 的 に は 面倒 見 が 良い 。 





男 | ブレ イド | 84 


パス ファ イン ダー 所 属 。 他 の チー ム に 遅れ を 取ら れ ま い 
と 焦っ て いる 。 





男 | 元 ブ プレ イド | 35 
世間 と の 関わ り を 絶っ て いる 男 。 


男 | 暫定 自治 政府 行政 長官 | 65 


多数 の 利益 の 為 に は 少数 の 犠牲 も 大 わ な い タ イプ 。 
人 情 派 の ナギ と は 度々 衝突 する 。 





婦 " 1 ブレ イド | 26 
コレ ベ デ ィ ア ン 所 属 。 ネ イサ ンチ ー ム メン バー。 姉 御 肌 
で 数 々 の 若い プレ イド に 芋 わ れ て いる 。 











四 男 | ブレ イド | 34 


パス ファ イン ダー 所 属 。 ラ オ が リー ダー を 務め る チー ム 


ベリ サル ダ の メン バー。 無口 な 男 。 


= 男 | 悪 生 テ イラ ー | 53 


貞 敷 舞 Ce 金 が 全て だ と 考え る が 、 
ー 文 無 


区 男 | ブレ イド | gg 


コン バニ オン 所 属 。 要 穴 を 制圧 する 先発 隊 と し て 
向かっ た が 、 情報 が 洩れ て 返り 討ち に あっ た 。 


| 男 | "ブレ イド 土 官 | 29 


融和 派 と し て 異 星人 と の 対話 的 交流 を 訴え る 。 モー リス 
の 支持 者 。 


し 男 | ブレ イド | 35 


コン パニ オン 所 属 。 見 た 目 は 筋 信 隆々 だ が 、 
心 は 乙女 。 


【 男 | ブレ イド | 35 


コン バニ オン 所 属 。 見 た 目 は 筋骨 隆々 だ が 、 
心 は 乙女 。 


女 | 廃棄 物 処理 課 主任 | 30 


廃棄 物 処理 課 の 主任 。 持ち 前 の 能 天気 ご を 武器 に 、 
その 激務 を 乗り 切る 。 


夫 女 | カフ ェ 店 員 | 25 


バリ スタ を 目指 し て いる カフ ェ 店 員 。 な ん で も か ん で も 
破壊 し て し まう 特性 を 持つ て いる 。 


に 3 3 ブレ イド | 43 


バス ファ イン ダー 所 属 。 コロ ンダ スチ ー ム を 実質 的 に 
取り まとめ て いる 有 能 な 副 隊長 。 








男 | ブレ イド | 78 
ド バ ン ク 所 属 。 


マ 


女 | アパ レル ショ ッ プ 店 長 | 43 





店 の 若い 子 か ら 母 の よう に 難 わ れ て いる 。 





| 技術 者 | ge 
クー ル な ドー ル 研 究 開発 者 。 





男 | 作業 員 | 86 
工業 エリ ア を 整備 する 作業 員 。 
「 女 | 技術 者 | 2a1 
住宅 エリ ア の イシ ュ メ ル ヒ ルズ で シェ アハ ウス を 
し て いる 。 
座 2 露天 商 | 26 





ブレ イド の 夫 が 外 で 手 に 入れ て 来 た 珍し い 物 を 
売っ て いる 。 


男 | ブレ イド | 24 
アヴァ ラン チ 所 属 。 士官 学校 で ボ ゼ に 師事 し た 。 


男 | 教会 管理 人 | 47 
住宅 エリ ア に ある 教会 の 運営 を 取り 仕切 る 男性 。 


男 | ブレ イド | 24 





アー ムズ 所 属 。 気弱 な 青年 。 


隔 男 | ブレ イド | デ 


アヴァ ラン チ 所 属 。 ワ ン の チー ム メ ン バ ー。 グ ロウ ス に 
舞 わ れ 死 亡 。 


二 に 3 研究 員 | 27 


ミラ の 水源 を 確保 する た め に 作ら れ た 、 研究 チー ム の 
一 軸 。 退 始 深い 性 格 。 


1 ブレ イド | gg 
ラン ド バ ン ク 所 属 。 金 の 亡者 。 
に 男 | ブレ イド | 36 


コレ ベ デ ィ ア ン 所 履 。 資源 運搬 を 請け 負う こと が 多い 。 


男 | ブレ イド | gg 


パス ファ イン ダー 所 属 。 チー ムリ ー ダ ー。 慎重 な 男 。 


男 | ブレ イド | 37 


コン パニ オン 所 属 。 NLA 内 の 警備 が 主 な 任務 だ が 、 
他 チ ー ム の 護衛 に 付く こと も ある 。 


ジ ポ プ 大 で 


T 


女 | キャ ラバ ン リ ー ダ ー | 44 


夜光 の 森 の ドド ン ガ ・ キ ャ ラバ ン に いる タツ の 母親 。 


と = 左 商人 | 38 


商品 を 仕入れ 、 納 品 する 運び 屋 ノ ポン 。 責任 感 は ある が 、 
少し 気 が 弱 い 。 


女 | キャ ラバ ン リ ー ダ ー | 28 
白 樹 の 大 陸 の ド バ パー ン ・ キ ャ ラバ ン で リー ダー を 
し て いる 。 
語 計 証 男 | ヵ カカ 0 息子 | 9g 


タツ の 弟 。 お 話 を 考え る の が 好き で 、 本 に し て 
売り 出し て いつ か 大 儲け し よう と 考え て いる 。 


ーー 


| 立候補 者 | 33 
異 時 人 代表 選 に 立候補 し た ノ ポ ン 。 ノ ポ ン の 
ノ ポ ン に よる ノ ポ ン の た め の 政 治 が 目標 。 
| 拉 -。 商人 | 26 


怪し げ な 商売 を し て いる ノ ポ ン 。 


馬 


男 | カカ の 加 子 | 11 


タツ の 弟 。 いつ も 寝 て いる 上 に 、 寝言 が 激しい 。 


男 | カカ の 息子 | 12 


前 


タツ の 弟 。 タツ より し っ かり ちゃ っ か り し て いる 。 


男 | 商人 | 40 
金貸し も し て いる ノ ポ ン 。 
ンー 拉 語り ベ | 27 
ノ ポ ン の 伝承 を 伝え る の が 役目 だ が 、 お か し な や つと 
思わ れ て いる 。 
4 男 | 食料 ? トド 


バイ アス 人 に 食料 と し て 備 花 さ れ て いた ノ ポ ン 。 


ナー 


ンー 
男 | 商人 | 19 


大 偽 け する た め に NLA へ 来 た 。 





男 | 情報 屋 | 66 
この 道 50 年 の 腕利き 情報 屋 。 金 に が め つ い 。 


女 | 商人 | ge0 





の ん びり 屋 だ が 責任 感 は 強く 、 商売 に 誠実 。 





Es 男 | キャ ラバ ン リ ー ダ ー | 26 


忘却 の 渓谷 ドリ アン ・ キ ャ ラバ ン の リー ダー。 金 に 
が め つ し 


= 一 
の 9 





男 | 商人 | 45 


妻 の ママ ナ と ミラ 癌 地 を まわ り 、 珍し いも の を 
売り 歩い て いる ノ ポ ン 。 


男 | 商人 見 習い | 13 


タツ が ブレ イド で 大 活躍 し て いる と いう 噂 を 聞き 、 ま だ 
一 人 前 の 商人 で な いこ と に 焦り を 感じ て いる 。 


4 
に 





に 。 女 | 商人 | 43 


白 樹 の 大 陸 に ある ノ ポ ン の キャ ラバ ン で 、 加地 か ら 
取り 寄せ た 様々 な も の を 売っ て いる 。 





ー コ ・ 精霊 


ノ ポ ン の 間 で 伝説 と な っ て いる 精 寺 。 どう いう 
存在 な の か は 一 切 謎 。 


= 女 | 商人 | ee 


黒 鋼 の 大 陸 で 、 何やら 怪し い 取引 を し て いる ノ ポ ン 。 


普段 は 黒 鋼 の 大 陸 の キャ ラバ ン で 商売 し て いる 。 


だ * 男 | 精霊 


ノ ポ ン の 間 で 伝説 と な っ て いる 精霊 。 どう いう 
存在 な の か は 一 切 謎 。 


7 。 膝 粒 精霊 | ggg9 


ノ ポ ン の 間 で 伝説 と な っ て いる 精霊 。 どう いう 
存在 な の か は 一 切 謎 。 


し 本 長老 | gg 


ノ ポ ン を まとめ る 長老 だ が 、 適当 な 所 が 多い た め 、 
あま り 信頼 は され て いな い 様 子 。 


、 宮本 了 -7m 


お 客 さ ん が な か な か 来 な いと ころ で お 店 を 開い て 
し まっ た こと を 、 少し 後悔 し て いる ノ ポ ン 。 


ーー 
3 お | 衝 


ノ ポ ン の 間 で 伝説 と な っ て いる 存在 。 どう いう 
存在 な の か は 一 切 謎 。 


E ほ 基 参謀 | 23 


黒 鋼 の 大 陸 ド ロン ゴ ・ キ ャ ラバ ン の 参謀 。 リー ダー の 
パワ ハラ に 日 々 、 苦し め ら れ て いる 。 


| ggg9 





商人 | 24 


| 9999 








| ggg9 
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ルリ リヒ に に 生ま 1 コ の 4 さあ 21g き の 才 だ 


とべ た 








物 。 つが い を 中 心 と し た 十 数 匹 の 群 を 形成 する 。 性 折 
は 狂 猛 で 、 集団 で 狩り を 行う 。 つの 群 が 広大 な 縄張り を 持ち 、 侵 
入 し た 別 の 群 と は 激しい 戦い に な る 。 リ ー ダ ー 逢 い に 敗 れる な ど 
、 の 理由 か ら 群 を 離れ 、 単 体 で 行動 する 個体 も いる 。 は ぐれ 個体 は 仙 
62 える こと が 多く 、 凶暴 に な っ て いる た め 非 常に 危 凍 で ある 。 「 





の 


食べ られ る も の は 何で も 食べ る 雑食 性 の 動物 。 他 の 生物 が 口 に し な い 腐 肉 な ど を 漁っ て いる 
姿 が よく 見 られ る 。 一 雌 一 雄性 で あり 、 ある 程度 成長 し た 幼 獣 が 両親 の 子育て を 手伝う た め 
血縁 で 構成 され る 小 規模 な 群 で 行動 し て いる 。 員 覚 が 非常 に 鋭く 、 隠 れ た 獲物 を 見 つけ 出す 
こと を 得意 と する 。 非常 に 執 訪 深く 、 逃 げた 獲物 を 執 効 に 追う こと も ある 。 獲物 の 骨 は 巣 ま 
で 持ち 帰り 、 餌 を 得 ら れ な い 日 が 続い た 場合 に それ で 負え を し の ぐ 。 





需 ペッ カー 





で リリ リル ん ア 人 SYSYdgs) 上 (に 写 20aWo) 邊 5f パ 





直 トル ト 


肘 を 張る と 肉 っ ぽい 部 分 が 
広がる よう に 動く と うれしい 


U ! る 、 

人 )2 
ッ 

っ まっ 

ぃ ) 


十 数 匹 の 群 で 行動 する 社会 性 動物 。 も っ と も 強い メス が リー ダー と な り 、 集 

団 で 狩り を 行う 。 リ ー ダ ー が 死亡 し た 場合 は 、 長 女 が リー ダー を 引き 継ぐ 。 
メス の 方 が 体 は 大 きく 、 群 の 中 で オス の 序列 は 低い 。 リ ー ダ ー が 死亡 し た 時 、 

は am EE 群 に 1 匹 も メス が いな い 場 合 、 も っ と も 体 が 大 きい オス が 数 か 月 の 期間 を 

イメ ー ジ 的 に すご く 皮 の 厚い カエ ル と いう か が 、 り 克 虫 類 っ | い 方 が いい で す 。! き 1 

エイ リア ン 的 、 と 言え ば いい の か も し れ ませ ん が 5 経て メス 化し 、 次 の リー ダー と な る 。 





頭 内 部 は つる っ と し た ゼリー 状 。 
内 側 で バリ バリ と 電気 信号 が 流れ て いる 感じ 。 
プル プル し て いそ う で す が 表 面 は ガラ ス の よう な 人 硬 さ 










全身 が 筋肉 質 、 体 表 に は ぬめり が あり 不快 感 の 強い 見 た 目 。 


替 ウニ コル 


草 や 、 柔 ら か い 木 の 皮 を 好 ん で 食 
べ る 。 オス は オス 同士 、 メス は 幼 掴 
と 群 を 形成 する 。 オ ス の 群 は 縄 震 
り を 持っ て お り 、 他 の 群 と 激しい 
縄張り 争い を 行う 。 メス の 群 は 、1 


年 程度 の 子育て が 終わ る と 解散 す 

る 。 その 直後 に 繁殖 期 が 訪れ 、 周囲 

に Sea で も っ と も 広い 縄張り を 持つ オス 
胸部 で 苦 え て いま す 。 群 と ハー レム を 形成 する 。 喉 袋 を 


伸縮 させ 、 複 雑 な 音 を 出す こと が 
で きる 。 音 に は 個性 が あり 、 大 規模 
な 群 に いて も メス は 子 を 見 分 ける 





章 食 動物 な の で っ 
帳 袋 で 少し 温和 な 顔 で す 。 こ 選 が で きる 。 

コロ コロ コロ と いう 

音 を 出し て 警戒 や 


仲間 こと コミュニケ ーション を と り ま す 。 


どん な と ころ も し っ か り と 噛む よう に 
足 は 鋼 状 に 。 


< イラ スト : 風間 雷太 > 




















お 腹 、 脚 の 一 部 以外 は 
鱗 に 徐 われ て いて 
結構 硬い で す 。 


角 部 は 装飾 の た め に 


高値 で 売買 され る 足 重 品 。 


堪 エク ウス 


日 中 は 年 齢 で 分 けら れ た 小 規模 な 群 で 行動 し 、 夜 に 
な る と 大 規模 な 群 を 形成 し て 過ごす 。 春 か ら 夏 に か 
け て 子育て を する 時 は 、 あ ら ゆ る 小 群 が 協力 を す 
る 。 非 常に 警戒 心 が 強 く 、 甲 高い 鳴き 声 を 使い 群 同 
士 で 外敵 の 情報 交換 を 行う 。 外 敵 に 襲わ れ た 場合 、 
繁殖 能力 を 失っ た 年 長 の 群 が 陣 と な り 、 年 少 の 群 を 
助け る こと が ある 。 


お 用 周り の 柔らか い 部 分 は 
絹 模 様 が うつ つっ す ら と 
あり ます 。 


< く イラ スト : 風間 雷太 > 


ーー で イ リリ リ だ リア 人 Bstegs 邊 呈 I に 王 Sao) 邊 ls こ 
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< く イ ラス ト : 塚本 陽子 > 


稼 イム プレ カ 


単独 行動 を 基本 こす る が 、 縄 張り は 持た な い 。 胸腔 か ら 奇 
妙 な 音 を 出し 、 他 個体 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取る 。 そ の 
音色 が 良い ほど 優れ た 個体 と 判断 され る 。 音 で 連携 を 取り 、 
協力 し て 狩り を 行う こと も ある 。 雌 雄 の 区 別 は な く 、 繁 殖 
期 に 相手 が 見 つか ら な い 場 合 は 単 為 生殖 を 行う 。 子 育て を 
する 時 の み 小 規模 の 群 を 作り 、 子守 歌 の よう に 音 を 鳴ら す 。 
その リズ ム は 群 ご と に 異な っ て いる 。 


符 良 性 の 動物 。 知能 は ゴリ ラ と 同 程度 。 オ ス 1 頭 、 メ 
ス 複 数 の 群 を 形成 する 。 オス の 個体 は 凶暴 だ が 、 痛み 
を 避け る 傾向 が あめ る た め 、 自分 より 強い と 判断 し た も 
の は 襲わ な い 。 群 同士 が 遭遇 する と 争い に な る 。 それ 
を 防ぐ た め 、 別 の 群 を 発見 し た オス は まず 遠 咲 え を 
行う 。 目 分 の ほう が 弱い と 判断 し た 個体 は 道 を 変え 
る が 、 ど ちら も 譲ら な い 場 合 は 、 命 の か か っ た 激しい 
当 いと な る 。 メ ス は 勝利 し た オス に つい て いく た め 、 
リー ダー が 強い 群 は 大 規模 な も の と な る 。 





島 が 止ま っ て いた りす る 


ンー の ん びり し た 雰囲気 で す 





レ 











体 か ら 角 まで 全身 樹皮 の よう な 皮膚 で す 。 





日 当たり の いい 場所 に は 
屋久 島 の コケ の よう な 植物 が 生え て いま す 


頭 に も 花 が 生え て いま す 


日 や 黄色 の 花 が 咲い て いま す 。 





く イ ラス ト : 塚本 陽子 > 








KR 7598 ー 7 リリ だ ん ん / ア 人 ESTEYegs 引 に 王 2Ya9o 引 ys が 


等 ドッ トム 


角 か ら 大 気 中 の エー テル を 吸収 し 、 さ 
ら に 共生 関係 に ある 植物 か ら 光 合成 の 
エネ ルギー を 受け 取っ て いる 。 そ の た 
め 、 少 量 の 草 と 水 の み で 生き て いけ る 。 
光合成 を 行う た め 、 日 中 は 日 当たり の 
良い 場所 に いる こと が 多い 。 夜 は 小 規 
模 な 群 を 作り 、 交 代 で 見 張り を 行い 、 
周囲 を 警戒 する 。 群 の 絆 は 強く 、 葬 儀 
も 行う 。 満月 の 夜 、 湖 や 川 に 死ん だ 個 
体 の 角 を 捨て 、 群 全体 で その 水 を 飲む 。 
生ま れ た ば か り の 幼 獣 は 植物 と の 共生 
関係 に な っ て いな いた め 、 親 が 自分 の 
植物 を 株 分 け す る 行為 が 行わ れる 。 


替 ケル ウス 


大 量 の 植物 を 消費 する 草食 動物 。 大 
気 中 の エー テル を 吸収 、 体 内 に 蓄積 
し 、 外敵 へ の 攻撃 に 使用 する 。 身体 を 
複 つ 植物 に 見 える 箇所 は 、 擬 態 の た 
め に 変異 し た 外 骨 格 と 毛皮 で ある 。 
業 に 見 える 部 分 は エー テル で 作ら れ 
て お り 、 そ の 輝き が 激しい 個体 ほど 
強く 、 子 を 残し や すい 。 非 常に 長命 で 、 
年 を 経る ご と に エー テル 操作 に 長け 
て いく 。 その た め 、 も っ と も 長寿 の 個 
体 が 群 の リー ダー と な る こと が 多い 。 





普段 は 閉じ て 編ん で いる 角 は 、 
攻撃 時 に は 持ち 上 が り 袋 が 開く 。 





N、 


ペー で ト 、 角 の 中 は 袋 状 に な っ て お り 、 
光る 胞子 の 様 に 光 が 蓄 えら れ て いる 











育 中 の 氏 は 木 の 枝 が 絡 
ん で いる 様 な 感じ で す 。 


ヒゲ の 長 さ で 歳 が わか | 
り 、 長 老 し ベル に な る 
と 定 元 まで に 達し ます 。 


欠か ら は エネ ルギー で 
形成 され た 葉っぱ の 様 
な 光 が な っ て いる 。 


青黒 い 模様 の 部 分 か ら 
は 細い 水晶 の 結晶 が 生 
えて いる 。 


走る 時 も 歩く 時 も 音 が な い 。 


ラン 
く イ ラス ト : 風間 雷太 > 人 | 


ミラ フ の 草原 地帯 に 生息 する 雑食 性 の 動物 。 オ ス は 気性 が 荒く 、 近 付く も の に 襲い か か る 。 
メス は 比較 的 温和 だ が 、 子育て を し て いる 際 は オス と 同様 の 気性 と な る 。 繁殖 期 に オス 同 
士 で 争う 際 は 頭 の コブ を ぶつ け 合 う 。 コブ が 潰れ た 方 が 負け で ある 。 潰れ た コブ は 一 年 を 
が け て 成長 し 、 次 の 繁殖 期 に まで は 元 に 戻る も 。 メス の コブ は 栄養 を 溜め 込む こと を 目的 と 
し て お り 、 子 育て の 際 に 徐々 に 消費 され て いく 。 








等 オウ ィ ス 


ミラ フ の 草原 に 生息 する 草食 獣 。 大 規模 な 群 を 形成 する 。 全 身 を 覆 
つう も は 硬く 、 一 部 は 鎧 状 に 変異 し て お り 、 身 を 守る の に 役立っ て 
いる 。 性格 は 非常 に 大 人 し く 、 腫 病 で 、 自 ら 戦い を 仕掛 ける こと 
は な い 。 特 徴 的 な 球状 の 尻尾 を 持つ 。 尻 尾 は 他 の 場所 と 違っ て 柔 
ら か い 。 多 く の 餌 を 食べ て いる 個体 ほど 尻尾 の 毛皮 が 上 質 で あり 、 
優れ た 個体 と 判断 され る 。 


ー (7 リリ だ ん // み 條 ES に 写 2Y89o 引 ys 





く イ ラス ト : 風間 電 太 > 





0 三 4 
ルー て 759 テー 
ーー て 入 一 て 


- 放 Z277 グ 馬 ) わ = (6 そ や {《 
NM 4 R 
た で 


筑 ミレ ザウ ロ 


ミラ の 生物 の 中 で 最大 級 の 体 を 持つ 。 長 く 発達 し た 鼻 を 自在 に 動か し 、 巨 木の葉 か ら 、 地 ン 
面 に 生え た 草 ま で 食べ 尽く す 。 飲み込ん だ 植物 は 胃 の 中 に ある 石 で すり 潰し て 消化 する 。 

体内 に は 巨大 な 気 典 が あり 、 見 た 目 よ り 体重 は 軽い 。 成 獣 が 他 の 生物 か ら 朋 わ れる こと は 
めった に な く 、 自ら 攻撃 を する こと も な い 。 た だ し 、 幼 獣 を 狙う 外敵 は 存在 する た め 、 常に 
数 匹 の 成獣 が 守っ て いる 。 体 が 大 きす ぎる た め 抱 卵 が で きず 、 地熱 を 利用 し て 卵 を 温め る 。 








シュ モク ザ メ の よう な シル エッ ト の 偽 の 頭 部 
は 、 虫 の 触角 や ゾウ の 鼻 の よう な 器官 で す 。 舞 
ん だ り 吸 い 込 ん だ り 柔 ら か い 動 き を し ます 。 


< く イラスト : 塚本 陽子 > 


震 レグ リー 


巨大 な 体 の 全身 に ある 孔 か ら エ ー テ ル を 吸収 し 、 エ ネル ギー と し て いる 。 水 は 毛 
細管 現象 を 利用 し て 足 先 か ら 吸 収 す る 。 頭 に 見 える 部 分 は 、 敵 を 騙す た め の 偽 物 
で ある 。 重要 な 結晶 器官 が 、 そ の 奥 に 隠れ て いる 。 偽 の 頭 の 存在 に よっ て 、 か つて 
は レグ リー に 強力 な 外敵 が 存在 し た こと が 分 か る 。 現在 は 脅威 と な る 外敵 は 存在 
し な い 。 卵 を 体内 で 温め 、 化 させ て か ら 幼 獣 を 産み 落と す 卵 胎生 で ある 。 
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等 スト ルッ ト 





偽 の 頭 部 を 破壊 する と 

薄い 皮膚 に 覆 わ れ た 柔 

ら か そう な 本 当 の 頭 部 

が 出 て きま す 。 
育 中 の 震 の よう な 突起 が 開い て 中 か ら 筒 状 の 上 空 に 向かっ て エネ ルギー に 包ま れ 
器官 が 出 て きま す た 岩 を 発射 。 ホー ミン グ し た り 着地 


点 で 爆発 し た り し ます 。 
ハ 





ベイ ラス ト : 小城 宗 志 > 


短 状 器官 は 柔らか い の で 好き 
な 方 向 へ 発射 で きま す 。 
ミラ の 南方 大 陸 各 地 に 生息 し て いる 。 只 が 非常 に 発達 し て お り 、 


頭 部 を 緒 い 、 さ ら に 角 の 役割 も や 果たし て いる 。 主食 は 昆虫 類 で 
あり 、 鋭 い 路 を 使っ て 外 骨 格 を 買 く 。 一 雌 一 雄 の ペア で 行動 す 
る こと が 多い 。 どら 年 に 一 度 、 排卵 を 行い 、 その 年 に 排卵 を 行わ な 
い 近 親 の ペア と 共同 で 子育て を 行う 。 卵 は 大 きく 、 美味 の た め 、 
それ を 狙う 外敵 は 多い 。 











針 の よう つ な 筋肉 を 使っ て 地上 を 疾走 する 。 
村 と 共に 目 も 退 化し て お り 、 吊 覚 と 超 音 
波 を 使っ て 獲物 の 位置 、 地 形 を 把握 する 。 
雌雄 同体 で あり 、 初 冬 の 1 週間 に で きる 
だ け 多 く の ベ ア を 作り 、 大 量 に 排卵 する 。 
卵 は 沼地 の 地面 に 埋め て 放置 する 。 初 春 
に 映 化 し た 幼体 は 成体 に な る まで 沼地 で 
過ごす 。 成体 に な っ て も 乾燥 に は 弱く 、 毒 
素 を 含む 体液 で 身 を 包ん で いる 。 


首 の 汰 は ふわ っ と し て いま す 。 ク ジャ ク の 首 か ら 
腰 汰 の イメ ー ジ 。 色 の 雰囲気 も クジ ャ ク 系 


育 中 は 細か な 羽毛 系 


SN 


超 剛 の 集合 し た トサカ 。 鉄板 
が スラ イス で きる くら い 硬 い 


和夫 パラ コ 

肉食 性 の 恐竜 型 生物 。 木 々 に 身 を 隠し て 獲物 を 待ち 構え 、 強 萌 な 
足 を 使っ て 一 気 に 接近 し 捕食 する 。 自分 より も 強い 生物 に 襲わ れ 
た 時 は 胃 石 を 勢い よく 吐き 出し 、 相 手 が 居 ん だ 隙 に 逃げ 出す 。 性 
別 年 齢 の 関係 な く 数 体 の 群 を 形成 する 。 繁 殖 期 に は いく つか の 
群 が 集 まり 、 そ の 中 で ペア を 形成 する 。 ペア に 漏れ た 個体 は ヘル 
パー と し て 子育て を 手伝う 。 


トサカ 破壊 。 普通 に も げ る 







イリ リリ だ ん ルル ア 、 人 lectegs 引 に 王 <Ya og が パ 



















圭 リュ オス 


腹腔 に 圧縮 され た 可燃 ガス を 溜め る 器官 が あり 、 口 や 背中 に ある 排 
気筒 型 の 角 か ら 災 と し て 放出 する こと が で きる 。 肩 や 尾 か ら 突 出す 
る 骨 は 獲物 を 串刺し に する 際 に も 使用 され る 。 獲 物 は 、 口 か ら 出す 
災 で 焼い て か ら 食 べ る 。 オ ス は 基本 的 に 単体 で 行動 し 、 繁 殖 期 は メ 
ス の 群 に 加わ る 。 こ の 時 、 も っ と も 力 の ある オス だ けが 群 に 入る こ 
と が で きる 。 オ ス 同 士 の 争い が 命 の 取り 合い に な る こと は な く 、 排 
気筒 か ら 出す 災 の 大 き さ で 優劣 が 決ま る 。 


て っ べ ん の 発光 球 は 内 部 が 一 部 露出 し て いる 部 分 みた い 
な 感じ で す 。 背 が 高い の で 普通 は 狙え な い が 壊 す と レア 
ドロ ッ プ みた いな ? 攻撃 に 使っ て も OK で す が 





育 中 サイ ド の 発光 は 内 部 が 薄く 光っ て る 
感じ 。 後 ろ に 向け て アニ メー ショ ン な ど 
が ある と いい か も 


肩 の 赤い 部 分 は 不透明 な 害 っ ぽい 質感 。 
反射 率 は 高め で も いい か も し れ ま せん 


壌 ノ フォンテ フ 

アメ フラ シ に 似 た 海洋 生物 で あっ た 
が 、 地 上 に 進出 し 、 巨 大 化し た 。 ル メ 
デル と は 共通 の 祖先 を も つ 。 海 に 流す 
よう に し て 大 量 の 産卵 を 行う 。 幼 体 は 
四肢 が 生え そろ っ た 段階 で 陸 に 上 が 
り 、 成 体 の コロ ニー に 加わ る 。 海中 に 
いる ころ の 幼体 は 、 毒 を 持っ た 海藻 を 
主食 と し て お り 、 内 臓 に 毒 を 溜め 込む 。 
その た め 、 幼 体 が 外敵 に 狙わ れる こと 
は な い が 、 成長 する に つれ 毒素 は 弱 ま 
る 。 成体 の 肉 は 柔らか く 美 味 の た め 、 
外敵 は 多い 。 


お 用 に 揺れ 、 膨らみ モー ショ ン が 欲し いで す 


アク イラ 


ミラ の 上 空 を 舞う 巨大 な 鳥 。 長 大 な 角 を 使っ た 突撃 で 獲物 を 
器 刺 し に する 。 ま た 、 育 坦 か ら 可燃 物質 を 角 先 に 送り 込む こ 
こと で 爆発 を 起こ すこ と も 可能 。 爆 破 に よっ て 獲物 は バラ バラ 
と な る 。 そ の 肉片 を 狙っ た 生物 が アク イラ を 常に 追い か け て 
いる 。 崩 は 死ぬ まで 成長 する た め 、 そ の 長 さ で 年 齢 が 分 か る 。 
和楽 殖 期 に は オス が 木 の 枝 な ど を 利用 し た 複雑 な 巣 を 作り 、 そ 
の 出来 案 え を 見 て メス が 交尾 相手 を 選択 する 。 


(リリ リル ん ん / ア 人 BESTSYegsi 邊 に 計 2aoi 和 lsf パ 





需 ハス タラ 


・ エ ネル 菌 (飛ば す ) 






鋼鉄 の よう に 硬質 な 骨格 を 持つ 巨 島 。 ' 保有 の SS 
滑空 し な が ら 獲物 を 探し 、 見 つけ る と 2 ! 
ー 気 に 降下 し て 角 で 仕留め る 。 角 で の ・ 宇宙 カビ ・ 宇 宙 菌 リプ の 
攻撃 を 外し た 場合 、 背 喪 に 溜め た 体液 ーー 


を 吹き ぎ か け 、 そ の 頻 い を 辿っ て 執 効 に 
狩り を 続け る 。 狩 り は 数 日 続く こと も 
あり 、 生 候 域 を 大 きく 離れ る こと も 珍 
し く な い 。 卵 は 地熱 を 利用 し て 温め 、 
抱卵 は し な い 。 繁殖 期 は 群 を 形成 し 、 
集団 で 卵 の 警護 、 雛 鳥 へ の 餌 や りな ど 
を 行 つ 。 








の 
< 


< イラ スト : 小城 志 > 






替 ウス ペル 


洞窟 に 生息 する 巨大 な コウ モリ 型 生物 。 完 全 な 夜行 性 で 日 中 は 洞窟 で 眠り 
夜 に 狩り を 行う 。 視覚 で は な く 、 超 音波 に よる 反攻 定 位 で 周囲 の 情報 を 得る 
巨大 コロ ニー を 形成 し 、 洞窟 の 天井 を 埋め 尽く すこ と も ある 。 床 は 糞 に 塗れ 、 
それ を 栄養 源 と する 小型 の 昆虫 な ど が 集まる 。 糞 は 臭い が 非常 に 強く 、 外 英 
を 寄せ 付け な い 効 果 が ある 。 雑 食性 で 、 あ ら ゆ る も の を 口 に する 。 体内 に は 
経 困 が 繁殖 し て お り 、 牙 な どか ら 感 染 す る 。 肉 は 臭く 、 食用 に は 適さ な い 








等 トレ ドム 

陶器 の よう な 体 を 持つ 飛行 生物 。 両 
の 吸収 器官 か ら 、 大 気 中 の エー テル を 
吸収 し て 頭 部 に 蓄積 する 。 そ の エネ ル 
ギー を 放出 し て 外敵 と 戦う 。 群 を 守る 


た め 、 自爆 する こと も ある 。 エー テル 濃 羽 の 先 に 発光 する 宝石 の よう な 





度 に より 個体 数 が 大 きく 変動 する 。 エ ー パー ツ 。 そ れ 以 外 の 表面 は ちょ っ 
テル が 濃い 時 に メス が 単 為 生殖 で メス と ザラ ザラ (鶏卵 の 殻 ぐら い 


を 生み 続け る 。 群 の 個体 数 が 一 定 を 超 
える と オス が 生ま れ 、 有 性 生殖 が 始ま 
る 。 単 為 生殖 で 生ま れ た 個体 は 吸収 能 
力 が 低い た め 、 エ ー テ ル 濃 度 が 下がる 
と 死亡 し 、 有 性 生殖 の 個体 が 生き 残る 。 


- 7 リリ リ だ ルル / ア 人 EStYdgs に 写 パ asoiylls7 パ ー 763 








等 ルト ル 


細 周 り に ある 宰 状 の 骨格 を 動か し ドリ ル を 形作る こと が で きる 。 外 敵 と の 戦い と 
果 を 作る 際 に 使用 する 。 雑食 性 で 、 普段 は 河 に 潜り 、 魚 ・ 貝 な ど を 食べ て いる 。 ド 
リル で 作っ た 上 巣 は 地下 深く まで 広がっ て お り 、 十 数 体 の 群 で 暮らし て いる 。 巣 の 
入口 に は 常に 数 匹 の 見 張り が お り 、 後 定 で 立ち あがっ て 警戒 行動 を 続け る 。 刺 毛 
を 抜く 加工 を 施し た 毛皮 は 柔らか く 、 保温 性 も 高い 。 






















等 メ ピ テス 

鋭い ゴ と 爪 を 持っ て お り 、 性 質 は 独 猛 で ある 。 数 種類 の 体液 を 配合 し 、 猛烈 な 悪 邊 
を 持つ ガス と し て 尻 か ら 放 ち 、 外 敵 を 撃退 する 。 付着 し た 臭い は 数 か 月 の 間 、 消 え 
る こと は な い 。 発情 期 は オス の 毛 が 生 え 変 わり 、 非常 に 派手 な 外見 に な る 。 子育て 
は メス の み が 人 行い 、 地面 に 細長 い 巣 を 掘り 、 幼 獣 を 守る 。 巣 の 入口 に は 体液 を 散布 
し 、 脂 臭 で 外敵 を 退け る 。 


レン 1 カリ 


7 あ リ 
信和 -2W 7 


※ 親 指 の 大 き な 爪 は 踊る 時 カス タネ ッ ト の よう に 打ち 付け て 鳴ら し ます 


載 サル ター ト 


標高 の 高い 場所 に 生息 する 飛べ な い 鳥 。 水 中 の 魚や 甲殻 類 を ラッ パ 
状 の 口 で 吸い 込む よう に し て 捕食 し て いる 。 知 能 レ ベル は 比較 的 高 
く 、 個 体 に よっ て は 好戦 的 で ある 。 繁 殖 期 に な る と オス は 目当て の 
メス の 前 で ダン ス を 行う 。 七色 に 変化 する シャ ボン を 空 に 噴き 出し 、 
それ が 降り 注ぐ 中 、 踊り 狂う 。 優れ た ダン ス を 行え な けれ ば 繁殖 が で 
き な い た め 、 若 い オ ス は 年 長 の オス に 弟子 入り し て 技術 を 学ぶ 。 弟 
子 が シャ ボン を 吹き か けた り 、 鳴 き 声 で 合 の 手 を 入れ た り し て 、 師 
匠 の 求愛 を 手助け する こと も ある 。 独 り 立 ち し て も 師弟 関係 は 一 生 
続く た め 、 第 子 は 年 老い た 師匠 の 世話 も 行う 。 
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時 


筑 クラ ー ラ 

サル ター ト と 同じ 祖先 を 持つ 近 種 。 性質 は 温和 だ が 、 天 候 の 影響 を 受け て 凶暴 
化す る こと が ある 。 サ ルター ト と 同様 に 独特 の 求愛 の ダン ス を 行う が 、 ク ラー 
ラ の メス は オス が 集め て いる 財産 も 重視 する 。 オ ス は 繁殖 期 ま で に 宝石 や 、 鉱 
物 、 奇 妙 な 形 の 石 な ど を 胸部 の 球体 に 溜め 込む 。 求愛 ダン ス の 最 中 に オス は 贈 
り 物 を メス に 放り 投げ る 。 メ ス が 贈り 物 に 気 を 取ら れる 間 に ダ ンス を し な が ら 
距離 を 縮め 、 メ ス の 元 ま で た どり 着け た ら 求 愛 成功 と な る 。 贈 り 物 が 気 に 食 わ 
な い 場 合 、 メス は 猛烈 な 勢い で 走り 去る 。 
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等 ヒッ ボ ポ 

水辺 に 生息 する 草食 動物 。 1 日 の 大 半 を 水 の 中 で 過ごす 。 オス 1 頭 、 メ ス 複 数 の 
群 で 生活 し 、 オ ス は 縄張り を 持つ 。 縄張り に 侵入 し た 相手 に 対し て は 激しい 攻撃 
を 加え る 。 子育て 中 の メス も 幼 獣 を 守る た め に 他 生 物 の 接近 に 敏感 に な る 。 草食 
動物 だ が 、 外 瑞 を 撃退 する た め の す 、 角 な ど が 発達 し て お り 、 ト 下手 な 肉食 動物 よ 
り も 危険 で め ある 。 ノ ボ ポン に よっ て 家畜 化 さ れ 、 荷 物 の 運搬 な ご ど に 利用 され て いる 



















需 クロ ゴス 


ミラ 各地 に 生息 する 大 型 水棲 生物 。 凶 暴 で 荒 々 育 鮨 は 1 枚 ] 枚 独立 し て 動い て ほし いで す 。 
し く 、 満 腹 の 時 で すら 近く に いる 他 生 物 を 舞う ace 

こと が ある 。 一 方 、 同 属 内 で 交戦 する こと は 非 
常に 稀 で あり 、 社 会 性 が 強い 。 つ が いで 子育て 
を 行い 、 メ ス が 抱卵 し て 化 し た 幼体 を オス が 
口 の 中 に 入れ て 守る 。 こ の 期間 は 、 メ ス は 通常 
時 より さら に 凶暴 に な り 、 視 界 に 入る 生物 を 襲 
い 続 け 、 オ ス と 幼 獣 の 餌 を 確保 する 。 あ る 程度 
まで 成長 し た 幼体 は 親 の 元 を 離れ 、 別 の コロ 
ニー を 目指 し て 旅立っ て いく 。 


※ 背 鱗 や 尾 か ら 電 撃 と か 考え まし た が 、 グ イラ 
な ど と か ぶる 気 が す る の で 、 痛 中 の 穴 か ら 酸 液 
と が か で いい か も し れ ま せん 





背中 後ろ に 水中 呼吸 の 為 の 鯉 が 露出 し て いま 
す 。 恐 らく 水中 で の 姿 を 見 る 機会 は な い の で 陸 
に 出 た 状態 の 塊 っ ぽい 感じ で 






尻尾 は 骨 を 多め に 入れ て よく 動く 
よう に し て ほし いで す 。 







背中 の フィ ン は 骨 を 仕込 ん で くだ さい 。 背 中 の 
郊 も 揺 ら せ る よう に な っ て いれ ば より 良い で す 





生ま れ て か ら 死 ぬ ま で の 間 、 成長 を 続け る 叱 虫 類型 生物 。 寿命 も 数 百年 と 長く 、 
最終 的 に は 特 メー トル を 超す ほど に な る 。 文 物 に 含ま れる 様々 な ミネ ラル を 栄 
養 源 こ と し て いる が 、 上 自分 の 成長 の た め 、 積 極 的 に 他 生物 も 捕食 する 。 そ の 食 飲 
は 死ぬ まで 尽き る こと は な い 。 充 分 な 栄養 を 獲得 する と 脱皮 を 行う 。 自 分 の 抜 
け 殻 を 食べ た 後 、 す ぐに ら 回 目 の 脱皮 を 行う こと も ある 。 体 の サイ ズ で 優劣 が 
決ま る た め 、 同 属 で 争う こと は 少な い 。 繁 殖 も サイ ズ が 大 きい オス が 優先 され 
る た め 、 体 の 小さ い オ ス は 繁殖 活動 に 参加 せ ず ひたすら 捕食 行動 を 続け る 。 
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り 生 物 。 育 中 か ら 出 る 終 を 使っ て 樹 か 





実に 擬態 する 。 気づか ず に 近寄っ た 
か り 捕 食す る 。 強 力 な 毒 を 持っ て お り 、 
た な 生物 を 捕食 する こと も ある 。 幼体 
生ま れ て すぐ に 糸 を 伸ばし 、 風 に 
移動 する 。 幼体 一 度 に 数 寺 匹 生ま れ 
生き 残れ る の は 10 匹 も いな い 














等 バク ルス 


主 に 海辺 に 生息 する 蟹 に 似 た 生物 。 非 常に 頑丈 な 皿 
を 持っ て お り 、 口径 の 小さ い 銃 弾 を 跳ね 返す ほど 
巨大 な 灸 は ドー ル の 装甲 を も 斬り 肌 に NO デー 
ル の 泡 を 吐き 出し て 敵 を 攻撃 する 。 繁 殖 期 の メス 
は 卵 が 一 定 の 大 き さ に 成長 する まで 用 に 抱え て お 
さ 、 新 月 の 夜 に 海 へ 流す 。 この 時 、 地域 一 帯 の メス が 


海岸 に 集まる た め 、 あ た り に バグ ルス が ひし めき 和合 


| 


= 昨 JM/ 上 呈 レナ チェ 
つ 共 様 な 京 と な る 





夫 ヴァ サル ト 
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替 ガル カス 


誠に 擬態 する 巨大 甲虫 。 獲物 を 追い 、 捕 食す る こと が 不得 手 な た め 擬 態 し た 次 
で 待ち 続け る 。 水 分 が 遷 し た 環境 で は 、 そ の まま 乾 眠 状 態 と な り 、 雨 が 降る 
まで 数 百年 曽 え る こと が で きる 。 た だ し 、 乾 眠 状 態 か ら 上 手 く 復帰 で きず 死亡 
する 個体 も 少な く な い 。 死骸 は 完全 に 岩 と 同化 し て し まう 。 

















普段 は よく 似 た 岩 の 間 で じっと し て いま す 


石灰 質 の 硬 そ うな 体 表 。 ま ん ま 震 石 系 で す 。 脚 な ど に 生え て いる 
植物 は ダミ ー で は な く 本 物 、 大 小 い くつ か 生やし て 自然 に 。 





夫 ボル ン テ 


主 に 湿度 の 高い 場所 に 棲息 し て いる 。 洞窟 の 天井 や 、 浮 遊 岩 に 張り 付い て 泌 か 
ら 鱗 粉 を 空気 中 に ば ら ま く 。 鱗 粉 に は 特殊 な フェ ロモ ン が 含ま れ て お り 、 ウ ス 
ペル 属 の オス を 誘引 する 効果 が ある 。 引 寄 せ た 獲 物 に 飛び か か り 、 鋭 い 鎌 で 捕 
食す る 。 泌 は ある が 、 飛 行 能力 は 低い 。 飛 行 時 に 隙 が 生ま れる た め 、 高 所 か ら 
の 滑空 や 洞窟 の 天井 に 掴ま る 際 な ど 、 限定 的 な 状況 で し か 使用 し な い 。 


需 アル ダレ 

樹木 や 岩肌 に 質感 を 似せ た 外 骨 格 を 持ち 、 木 の 枝 
な ど に 擬態 する 。 気づか ず に 接近 し た 生物 を 前 脚 
の 鎌 で 仕留め る 。 尾 の 先端 に ある 把握 部 は 、 木 の 幹 
を 掴ん で 擬態 する 時 に 使用 する 他 、 交 尾 の 時 に メ 
ス の 生殖 器 を 固定 する 際 に も 使わ れる 。 卵 は 植物 
の 種子 に 似 た 形状 、 幼 虫 は 細長 い 紐 の ひよ うな が 形状 
を し て いる 。 サナ ギ に な る まで は 木 に 絡ま り 、 葛 の 
擬態 を し て いる 。 


で イ リリ リル / ア 人 BetENSYEYegs) 邊 品 に 写 2Y8o 目 ls が 





雷 タ ペ ン タ 


上 を 上 げた 状態 。 


普段 は 口 が 隠れ て いる ルン 
ーー の 


グ 
と 4 
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地面 に 潜り 込み 、 擬態 し た 甲 紀 部 分 だ け を 忠 出 させ て 獲物 を 待つ 。 甲羅 に 
植物 を 生やす た め 、 幼 虫 が 木 に 体 を ぶつ け て 種子 を 落と す 行 動 が 見 られ 
る 。 繁殖 期 に な る と オス は 体 色 を 真っ 赤 に 変え て メス に 発見 され や すく 
する 。 結果 、 外敵 か ら も 見 つか りや すく な っ て し まっ 。 外敵 か ら の 攻撃 を 
防ぐ た め 、 変色 時 期 は 森 に 生え る 毒 茸 を 主食 と し 、 体内 に 毒素 を 蓄積 させ 
る 。 真っ 赤 な 体 色 は 、 毒 を 持っ て いる こと の アピ ー ル で も ある 。 


キノ コ は 半 透 明 で ほん わ 
か 光っ て ます 。 


載 ロロ ング 


砂地 に 体 を 埋め 、 獲物 が 近寄る の を ひたすら に 待つ 。 代謝 効率 が 非常 に 良 
く 、 数 か 月 の 絶食 が 可能 で ある 。 縄張り を 持ち 、 近く に 別 の 個体 が いた 場 
合 は 、 先 に 見 つけ た 側が 移動 を 行 つ 。 育 中 の 茸 は 擬態 と 防御 を 兼ね て お り 、 
攻撃 を 受け る と 毒 胞子 を まき 散ら す 。 また 、 繁殖 期 に は オス の アピ ー ル ポ 
イン ト と も な り 、 生やし て いる 茸 の 種類 や 色 に よっ て 魅 力 が 決ま る 。 


目 は 存在 し ませ ん 。 






手 脚 の サイ ド に は 瑞 環 くべ らい の 


硬化 し た 波打つ っ た キノ コ 部 手足 の 先 は 弱点 の 様 に 、 水 


が その 内 部 を 流れ て いる よ 
ベイ ラス ト : 風間 雷太 > うに 光 が 通 っ て いま す 。 


需 フラ ッ タ 

洞窟 や 、 岩 陰 な ど 光 の 当たら な い 場 所 を 好む 。 他 の 生物 
の 食べ 残し や 、 糞 な ど を 主食 と し て いる 。 自 分 より も 小 
さい 生物 に 対し て は 独 猛 で 、 集 団 で 豚 いか か る 。 光 が 当 
た ら な い 場 所 で は 活動 的 に な り 、 自 分 より 大 きい 生物 に 
襲い か か る こと も ある 。 群 の 仲間 と 食料 が ある 場所 の 情 
報 交換 を する な ど 、 社会 性 を 持っ た 生物 で ある 。 





で イリ リリ だ ルル アテ 人 litedgs 邊 (に 計 2a 6o) 邊 5 の 


等 アビ ス 

政 に 似 た 生態 を 持つ 。 他 生物 に 近づき 、 体 液 と 共に エー 
テル を 吸収 し て 生き て いる 。 届 と 異な り 、 オ ス も 他 生 物 
か ら エ ネル ギー を 吸収 する 。 卵 は ヴァ サル ト な どの 巨大 
甲虫 の 体 に 産み 付け る 。 遇 化し た 幼虫 は 宿主 か ら エ ネル 
ギー を 吸収 し な が ら 成 長 。 幼 虫 は 体液 を 吸う 代わ り に 自 
分 以外 の 寄生 体 を 殺す こと で 、 宿 主 に 利益 も 与え て いる 。 
ある 程度 成長 し た と ころ で 糞 と 共に 宿主 の 体 か ら 抜け 出 
し 、 サナ ギ を 経て 成虫 と な る 。 







] 匹 の 女王 を 頂点 に 大 規模 な 群 を 形成 する 。 産卵 に 特 化し た 女王 
は 巨大 な 体 駆 を 持ち 、 巣 の ある 地下 か ら 動く こと が で き な い 。 餌 
の 捕獲 、 幼 虫 の 育成 は すべ て 労働 役 で ある メス が 行う 。 ま た 、 プ 
ラッ タ の 巣 を 襲い 、 奪 いと っ た 卵 か ら 生 まれ た 個体 を 奴隷 と し て 
扱う 。 プ ラッ タ は 女王 の 記 部 か ら 分 泌 さ れる 蜜 の 中 毒 と な り 、 死 
ぬ ま で 巣 の 拡張 、 防衛 、 清掃 な ど に 使役 され る 。 


埋 パピ ビリ オ 

巨木 の 樹液 や 軍 な ど を 長く 伸び た 口 で 吸い 取る 。 樹液 に 毒素 
を 持つ 植物 を 好み 、 体 内 で 毒素 を 分 離し て 忠 に 溜め る 。 敵 に 
対し て 毒液 を その まま 吐き か ける 他 、 激 し く 発 光 す る 鱗粉 に 
も 毒素 が 含ま れ て いる 。 成 虫 と 異な り 幼 虫 は 非常 に 地味 な 姿 
を し て お り 、 木の葉 に 擬態 する 。 


【 0 時 


砂 を 飲み 込み な が ら 地 中 を 進 
み 、 同 時 に 飲み 込ん だ 生物 を 
消化 する 。 視 覚 は 失わ れ て い 
る が 、 触覚 が 発達 し て お り 、 地 
上 の 振動 を 感じ る と 飛び 出す 
習性 が ある 。 その た め 、 デー タ 
ウ 4 昌 に ウル 2 すう に の 7 タウ ルッ 
イン ダー が 何人 も 犠牲 と な っ 
て いる 。 地 中 移 動 時 、 飲み 込ん 
湖 の 水辺 な ど に 生息 。 頭 部 を 地面 に 埋め る こ だ 土砂 を 肛門 か ら 放 出す る が 、 
と で 花 に 擬態 する 。 目 分 より 小さ い 生 物 が 近 ミラ ニウム な どの 鉱物 は 体内 
付い て きた 時 に 反応 し 、 捕 食す る 。 十 数 体 の に 溜め 込む お 。 サ ブ エ ル が 通っ 
群 全体 で 擬態 する こと で 、 花 畑 を 形成 し 、 近 た 後に は 団 粒 構造 が 形成 され 、 
寄っ て きた 大 型 生 物 に 一 気 に 有 襲い か か る こと 土壌 が 改良 され る 。 

も ある 。 擬態 に より 十分 な 餌 が 確保 で き な い 
合 は 夜間 に 行動 し 、 動 物 の 死骸 や 糞 な ど を 
食べ る 。 





で イリ リリ だ ルリ / ア 人 EYEdg 和 に 王 2YaWoj 邊 ls 





77Z0 。』 


1 0 
マ テ * _ 
4 < 


起 ティ ダー ラ 

大 気 中 の エー テル を 吸収 する こと で 、 生 命 を 維持 し て い 
る 。 エネ ルギー を 節約 する た め 、 動き を 止め て いる こと が 
多い 。 非常 に 長命 の た め 、 生殖 を 行う の は 十 数 年 に 一 度 で 
ある 。 幼 虫 の 間 は 地 中 で 活動 し 、 木 の 根 か ら 樹 液 を 吸う 他 、 
接触 し た 有機 体 も 捕食 する 。 気性 は 大 人 し い が 、 縄張り 意 
識 は 強く 、 エー テル 場 を 乱す 相手 に は 攻撃 を 行う 。 












堪 マン ダ 
強い 脚力 を 生か し て 敵 に 飛び か か り 、 バ イル バン カー に 似 た 前 脚 を 獲物 
に 撃ち 込む 。 前 脚 に は 神経 毒 が あり 、 獲物 は 体 が 痺れ て 動け な く な る 。 非 
常に 独 猛 で 、 目 に 付い た 獲物 に は 次 々 と 豚 い か か る 。 獲 物 は 巣 に 持ち 帰り 、 
自分 が 空腹 に な る まで 放置 する 。 繁殖 期 に は 専用 の 堅 導 を 作り 、 そこ に オ 
ス が 獲物 を 詰め 込み 、 メス が 排卵 を 行う 。 オス の 価値 は 詰め 込ん だ 獲物 の 
数 で 決ま る 。 幼 虫 は 腐 肉 を 食べ な が ら 成 長 し 、 1 か 月 ほど で 外 に 出 て くる 。 


坦 ギラ ファ 

触 腕 の 先 に ある 口 か ら 、 石 や 生物 、 マ グマ な ど を 手当 た り 次 
第 に 吸い 込む 。 吸 い 込ん だ 物質 を 体内 で 電気 変換 し て 活動 エ 
ネル ギー と する 他 、 外 敵 へ の 攻撃 に も 使用 する 。 体 液 が 強い 
酸性 で ある こと に 加え 、 体 内 に 無数 の 細菌 を 保有 し て いる た 
め 、 ギラ ファ を 好 ん で 捕食 する 生物 は 存在 し な い 。 繁殖 期 は 、 
足 を 伸び 縮み させ る 奇妙 な ダン ス を 行い 、 求 愛す る 。 メ ス の 
触 腕 の 先 か ら 卵 を 受け 取っ た オス が 体内 で 子供 を 育て 、 鍛 化 
し た 幼体 は オス の 崩 部 を 食い 破っ て 外 に 出 て くる 。 


内 の 様 な 外 殻 と 半 透 明 な 殻 の 間 
に 薄い 皮膚 が 張っ つて いま す 。 後 
ろ の 方 ほど 薄く な っ て いま す 。 
臓器 の 表面 の 様 な 嫌 な 質感 













上 半身 の 硬質 殻 は 骨 っ ぽく て OK で 
す 。 あ ん まり 顔 っ ぼく し て マヌ ケ に 
な ら な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 
帯電 エフ ェクト 有 ? 

出来 な いな ら 無 し で も 。 殻 
自体 が エネ ルギー を 帯び た 
感じ に な っ て いれ ば 


半 透 明 ( ほ ぼ ク リア ) な 硬質 の 殻 
か ら 内 部 の 器官 が 見 えて いま す 。 
形 は ラム ズ ホ ー ン 系 。 ぼ ん や り 


光っ て いて ほし い wW フォ リウ ム 


巨大 な 花 に 擬態 する 昆虫 型 生 物 。 ま っ た く 動 か ず に 獲物 が 花びら 
に 触れ る の を 待ち 構え る 。 獲物 が 触れ た 瞬間 、 強力 な 酸 を 獲物 に 吹 
きか ける 。 群生 する 花 に 見 せる た め 、 複数 の フォ リウ ム が 1 か 所 に 
固まる こと も ある 。 産卵 は 擬態 対象 の 植物 に 行う 。 芋 躍 型 の 幼虫 
が 、 成虫 の 体 に 張り 付い て 擬態 の 協力 を する こと も ある 。 





触覚 2 謎 器官 。 

グ ネ グ ネ し ます 。 
先 っ ぽ に 口 の 様 な 穴 が 
あり ガス を 噴出 し ます 


伸縮 する 謎 中 
ゼリー の 様 


和夫 クル スタ 


フォ リウ ム の 近 種 。 ミラ の 北方 大 陸 に 群生 する 植物 に 擬 
態 す る 。 花弁 状 の 器官 で 大 気 中 の エー テル を 吸収 し 体内 
に 溜め 込む 。 仲間 意識 が 強く 、 群 を 守る た め 、 強力 な 外 
英 に 対し て 自爆 攻撃 を 行う こと が ある 。 産卵 は 空中 か ら 
水面 に ば ら ま く よ う に し て 行う 。 句 化 し た 幼虫 は 泥 に 隠 
れ 、 腐 肉 な ど を 食べ な が ら 成 長 す る 。 





(イリ リリ だ ルル / ア 人 ttegs 邊 に 写 208Wo 邊 5 の 





寺 ルキ オラ 














口 を 大 きく 広げ 、 エー テル を 吸収 し て 活動 エネ ルギー と す 
る 。 飛 行 に 使う エネ ルギー を 節約 する た め 胴 体 上 部 が 空 
洞 と な っ て お り 、 そこ に 比重 の 軽い ガス を 溜め て いる 。 労 
力 な し に 浮 遊 し て いら れる た め 、 地 上 に 降り る こと は な 
い 。 繁殖 、 子 育て も 空中 で 行う 。 幼体 は 空洞 と な っ て いる 
胴体 上 部 の 中 に 生ま れる 。 半年 か け て 成体 と な っ た 後 、 母 
親 の 体 か ら 飛び 立つ 。 この 時 、 母親 の 体 か ら ガ ス を 貰っ て 
いく 。 気性 は 荒く な い が 、 身 を 守る 際 に は エー テル を 使っ 
た 強力 な 攻撃 を 行う 。 


香 ミレ ペー ダ 

身 を くね ら せ 、 空 中 を 浮遊 する ムカ デ 型 巨大 生物 。 非常 に 凶暴 で あり 、 体 が 傷つい て も 
逃げ る こと は 絶対 に な い 。 視界 に 入っ た 生物 に 次 々 と 舞い か か り 、 巨大 な 口 で 地形 ご と 
噛み 砕く 。 無数 に ある 巨大 な は 死ぬ まで 伸び 続け 、 その 長 さ を 調整 する た め に 岩 に 噛 
み 付 く 習 性 が ある 。 結果 、 体 内 に は 様々 な 鉱物 が 溜まっ て お り 、 買 重 な 玉石 が ミレ ベー 
ダ の 死骸 か ら 発見 され る こと も 珍し く な い 。 








の で イリ リリ だ ルル ア 人 ESYEYogs 邊 に 時 48 の ) 肖 /574 





















圭 ロフ ィ ル 


鱗 が 装 申 の よう に 人 硬い が 、 あ まり に も 人 硬く 発達 し 
すぎ ざた た め 、 動き を 阻害 し て いる 。 捕食 活動 は 夜間 
に 行い 、 触覚 の 先端 を 光ら せ 、 寄っ て きた 生物 すべ 
て を 飲み 込む 。 目 分 と 同等 以上 の サイ ズ を 持つ 敵 
に 対し て は 触手 の 光 を 明 減 さ せ 、 提 乱 し つつ 、 素早 
く 伸 びる 尻尾 で 攻撃 する 。 メ ス が 産卵 し た 卵 を オ 
ス が 口内 に 含ん で 口内 保育 を 行う 。 この 間 、 オス は 
捕食 活動 が 不可 能 と な る 。 メ ス か ら の 食料 供給 が 
滞る と オス は 幼魚 を 飲み 込ん で し まう . 


生物 を と りあ え ず 飲み 込 も や うと する 。 そ の 生物 が 毒 を 持っ て いた 場合 な 
ど ご は 胃袋 ご と 吐き 出す 。 胃 袋 は 海水 な ど で 洗 っ て か ら 元 に 戻す 。 頭 に あ 
る 触角 や 体 の 発光 器官 で 仲間 と の 交流 を 行う こと が で きる 。 産卵 期 は 触 
角 の 先端 か ら メ ス が フェ ロモ ン を 出し 、 オ ス が それ を 元 に メス を 探し 出 
す 。 産卵 は 大 量 に 行わ れ 、 卵 は その まま 放置 され る 。 生存 する 個体 は 非常 
に 少な い 。 た だ し 、 成 角 と な る と 天敵 が ほぼ いな く な り 、 寿命 は 長い 。 














と て の 


クラ ゲ の 触手 が 光 に 当たっ た 時 の 様 に 虹 色 に チロ 


中 と op 胡 あの)/al 95774 っ) の 1 の 72 マ の に る 





替 クイ ラフ 
頭 部 に 特徴 的 な ら 本 の 触 腕 が ある 。 ま た 、 目 が 複数 存在 する こと で 広範 
囲 の 視 究 を 持っ て いる 。 触 腕 は 獲物 を 押さ え 付 ける 他 、 体 内 に ある 発電 
難 紀 で 発生 させ た 電撃 を 放つ 際 に も 使用 され る 。 放 電 で 痺れ させ た 相手 
を 大 き な 口 で 飲み 込む 。 幼 魚 は 成魚 と まっ た く 異 な る 形状 を し て お り 、 
毒 を 持つ 崎 型 生 物 に 擬態 し て いる 。 これ は 、 幼魚 の 体 が 小さ く 、 外敵 を 撃 
退 す る 十分 な 発電 を 行え な いた めで ある 。 


等 トリ ズ モ 

常に 電電 し て いる 巨大 魚 。 弱 い 電 流 を 大 気 中 に 放電 する こと で 周囲 の 獲物 を 見 つけ 
出し 、 触手 の 先端 か ら 強 力 な 電流 を 放つ て 仕留め る 。 その 後 、 巨大 な 曰 歯 で すり 潰し 
な が ら ゆ っ くり 食べ る 。 体 は 柔らか く 。 骨 も 自在 に 曲がる た め 、 狭い 場所 に も 強引 に 
侵入 する こと が 可能 。 幼魚 は イワ シ の よう に 巨大 な 群 を 形成 し 、 集団 行動 を 行う 。 夜 
空 で トリ ズ モ の 群 が 強弱 に 発光 する 様子 は 幻想 的 で ある 。 


(リリ リル ん ん ア 條 IESYEIgl: 写 ao 邊 ls が 


載 デル ビ ヌ 


頭上 部 に ある ジェ ッ ト 器 官 か ら 空気 を 吸い 込み 、 後 方 に ンジ 
向かっ て 噴射 する こと で 空中 を 高速 で 移動 する 。 空 気 と 
同時 に エー テル を 吸収 し 、 思 に ある 砲 口 か ら 放 つこ と が 
で きる 。 数 匹 単位 の 群 で 、 戦闘 機 の よう に 編隊 を 組ん で 行 
動 す る こと が 多い 。 獲 物 を 見 つけ た ら 、 遠 距離 か ら 砲 撃 後 、 
突撃 し て 角 で 止め を 刺す 。 元々 は 海 に 生息 し て いた が 、 背 
ビレ が 異常 発達 し た ジェ ッ ト 器 官 を 得る こと で 、 空 へ と 
進出 し た 。 産卵 は いま だ に 海中 で 行わ れ て お り 、 繁殖 期 に 
な る と 一 斉 に 海 へ 飛び 込ん で いく 姿 を 見 る こと が で きる 。 





































と 
テー 


く イ ラス ト : 塚本 陽子 > 


等 ル メ デル 


アメ フラ シ に 似 た 軟体 生物 が 進化 し 、 魚 に 似 た 形状 と な っ た も の 。 
殻 が 進化 し た 角 で 大 き な 獲 物 を 仕留め る 。 背 中 に 発光 する コブ が あ 
り 、 そ れ を 機 軍 の よう に 撃ち 出す こと も で きる 。 コ ブ は エー テル で 
満た され て お り 、 接 触 す る と 爆発 する 。 体 は 柔らか く 脆 い が 、 再 生 
能力 が 高く 、 相 な ど が 欠損 し て も 時 間 が 経て ば 復活 する 。 幼 体 の 頃 
は 要 が 小さ く 、 飛 行 で き な い た め 海 中 で 岩 に 張り 付き 、 苔 な ど を 振 
り 取 っ て 栄養 と し て いる 。 成 長 し て いく に つれ 細 と 角 が 発達 し 、 1 
年 ほど で 成体 と な る 。 


乾 バラ エナ 

体液 を 背中 の 巨大 胞 で 気化 。 それ を 風船 の よう に 使っ 
て 空 へ 進出 し た クジ ラ 型 生物 。 基本 的 に は ゆっ くり と 
移動 し て いる が 、 記 部 に ある 孔 か ら ガ ス を 噴出 する こ 
と で 高速 移動 も 可能 。 遠 距離 か ら 超 威力 の 追撃 砲 を 放 
つこ と で 外敵 と 戦う 。 特定 の メス と の 夫婦 関係 を 一 生 
続け 、3 年 に 一 度 繁 殖 を 行い 、1 匹 の 子 を 育て る 。 子 
育て は 夫婦 で 協力 し て 行う 。 普段 は 比較 的 温厚 な 生物 
だ が 、 子育て 時 に は 気性 が 荒く な っ て お り 、 共生 関係 
に ある 生物 も 捕食 され て し まう 。 稀 に バラ エナ が 死ん 
で も 巨大 胞 が 壊れ ず 、 何 年 も 空中 を 漂う こと が ある 。 
浮島 と な っ た そこ で は 独自 の 生態 系 が 生ま れる 。 


後ろ の 8 枚 の フィ ン を 
ゆっ くり と 優雅 に 動か 
し な が ら 浮 遊 し て いる 


ング 


く イ ラス ト : 風間 埋 太 > 


雷 フリ キオ 


大 気 中 の エー テル を 取り 込み 、 噴出 する こと で 飛行 する 巨大 魚 。 浮力 を 得る た め 、 大 きく 膨らん 
だ 腹腔 を エー テル ガス で 満た し て いる 。 背部 に 存在 する 巨大 な ソナ ー 器 官 を 使い 、 周囲 の 情報 を 
詳細 に 把握 する 。 指向 性 の 音波 を 集中 させ る こと で 獲物 を 不 活性 化し 、 動き の 乱れ た 隙 に 近付い 
て 捕食 する 。 動 き は 鈍重 で あり 、 捕 食 も 乱雑 で ある 。 そ の た め 、 獲 物 の 横取り や 、 食 べ こ ぼ し を 狙っ 
た ル メ デル が 何 匹 も 腹部 に 張り 付い て いる こと が ある 。 


で イリ リリ だ アア 人 EYEeg 旧 に 王 0a9ollsf パ 


雪 プル モー 


原始 的 な 白光 生命 体 と 共生 し て お 
り 、 そ れ を 明 減 さす る こと で 他 の 個 
体 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 行う 。 戦 
闘 能力 は 低く 、 明 減 に よっ て 他 生 物 
の 脳 を 活性 化 、 あ る い は 不 活性 化 さ 
せる 程度 で ある 。 し か し 、 追 いつ め 
られ る と 自爆 する こと も ある 。 光 合 
成 に よっ て エネ ルギー を 得 て い る た 
め 捕食 の 必要 が な く 、 他 生物 を 攻撃 
する こと は 少な い 。 繁殖 は 年 に 一 度 、 
晩夏 の 新 月 の 夜 に 行わ れる 。 繁殖 場 
所 は 大 陸 に 数 か 所 し か な く 、 数 十 万 
の ブル モー た ち が ひ し めき 合い 、 明 
滅する 様子 を 見 る こと が で きる 。 


(イリ リリ だ ん: ア 、 人 を 当 BYegsi 邊 に 計 2aWeoi 上 肖 ls の 


需 ナル キー 


他 生 物 を 利用 し て 繁殖 を 行う 寄生 生 

。 空 に 浮か ん で いる クラ グ 型 の 成 
体 が 他 生 物 に 胞子 状 の 卵 を 擦り 付 
ける 、 あ る い は 上 自爆 に よっ て 卵 を 拡 
英 さ せる こと で 増殖 する 。 他 生物 の 
体内 で 生ま れ た 幼体 は 、 ゆ っ くり と 
宿主 の 体 を 食い 尽く す 。 宿 主 が 死に 
至 つ た と ころ で 体 か ら 抜 け 出 し 、 胞 
を 膨らませ て 空 に 浮か び 上 が る 。 こ 
の よう に し て 多く の 場合 は 単 為 生 殖 
で 数 を 増やす が 、 幼 体 時 に 別 の 個体 
と 遭遇 する こと が 稀 に あり 、 そ の 際 
は 幼体 同士 で 有 性 生殖 を 行う 。 遺 伝 
子 交配 の 結果 で ある 卵 の 生存 を 優先 
する た め 、 生 殖 を 行っ た 幼体 は 宿主 
の 体 か ら 出 て 、 死亡 する 。 
















捕食 する 時 は 中 心 に あ 
る 口 を ぐ わ っ と 伸 ば 
し て 丸呑み する 。 





坊 ナグ ァ ダ 


ミラ 最大 の 軟体 生物 。 自ら 移動 する こと は な く 、 近く を 通っ た 生物 を 捕食 対象 と する 。 長い 体 
を 縮め な が ら 対 象 と 同時 に 周囲 に ちあ る も の すべ て を 吸引 する 。 そ し て 有機 物 も 無機 物 も 関係 
な く 、 強力 な 酸 で 消化 し て し まう 。 繁殖 の 際 も 移動 を 行わ ず 、 満月 の 夜 に 大 量 の 卵 と 精子 を 空 
に 向かっ て 飛ば す 。 卵 の ほとんど は 、 それ を 狙っ た 他 生 物 に 捕食 ぐれ て し まう 。 数 万 分 の 1 の 
確率 で 受精 に 成功 する が 、 幼体 は 非常 に 小さ く 、 外敵 が 多い 。 細胞 の 発電 板 を 利用 し た 放電 に 
より 外敵 を 撃退 する が 、 成体 まで 生き 残る 個体 は 非常 に 少な い 。 
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需 アン ギィ ス 


龍 に 似 た 巨大 な 生物 。 複数 の 触手 を 持つ 。 触手 の 先端 に は 口 が あり 、 自律 的 に 動い て 獲物 を 捉 
える 。 非 常に 長い 休眠 期 の 間 は 、 マグ マ 流 の 奥底 に いる た め 、 減 多 に 姿 を 見 る こと は で き な い 。 
活動 期 に は 異常 な 食欲 を 見 せ 、 周 囲 の 一 帯 の 生物 を ひら すら 捕食 する 。 寿命 は 千年 近く あり 、 
個体 数 も 少な く 、 また 活動 期 が 一 定 で な いた め 、 繁殖 は 百年 に 一 度 程度 し か 行わ れ な い 。 


<: 写 2ago) 和 ls 
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ベイ ラス ト : 小城 圭 志 > 


需 マル ナー ク 


非常 に 好戦 的 な 人 種 。 出 身 星 
で ある ワイ ラン は 惑星 規模 の 
内 戦 に より 崩壊 。 グ ロウ ス に 
所 属し て いた 者 た ち だ けが 生 
き 残 っ た 。 戦 闘 以外 に 興味 が 
な く 、 母 星 で は 軍事 技術 だ け 
が 突出 し て いた 。 独自 の 多 神 
教 を 信仰 し て お り 、 そ の 主神 
は 生死 を 司る 幕 場 の 神 で ある 。 
敵 を 倒し 主神 の 元 へ と 送る こ 
と が 坦 い と され て お り 、 そ の 
数 に よっ て 死後 の 世界 で の 地 
位 が 決定 され る 。 常 に 戦場 に 
身 を 置く た め 、 備 兵 と し て 渡 
り 歩 く 者 も 多かっ た 。 種族 内 
の 階級 は 、 成 人 の 儀式 で ある 
決闘 の 結果 で 決ま り 、 そ の 後 
は 戦果 で 変動 し て いく 。 平均 
寿命 が 短い た め 、 人 間 に 比 べ 
る と 成熟 が 早い 。 


= (リリ リ だ ん ん 人 EYEYg 引 引 に ao 邊 ls が = 






























寺 シル ー ス 


ベイ ラス ト : 塚本 陽子 > 





筑 ミル サー ド 

百 素 で 構成 され た 機械 に 近い 人 種 。 痛覚 を 任 
意 に 遮断 で きる た め 、 戦 闘 に 対す る 恐怖 が な 
い 。 近接 戦闘 力 に 優れ 、 グ ロウ ス で は 要 人 暗殺 
な ご ど を 担っ て いる 。 出身 星 で ある ベ ド ウィ で は 
少数 の ミル サー ド が 圧倒 的 大 多数 の 異 星人 奴 
隷 を 支配 し 、 専制 政治 を 行っ て いた 。 狩猟 を 神 
聖 視 し て お り 、 現在 に お いて も 近接 武器 の み で 
大 型 生物 の 狩り を 行う 。 こ の 風習 が 近接 戦闘 
の 強 さ の 理由 で も ある 。 反射 神経 の 鋭さ か ら 
非常 に 優れ た ドー ル 搭 乗 者 と な る 個体 も いる 。 


森林 地帯 に 生息 する 巨大 な 二 定 動物 。 知能 は 高い が 、 言語 を 持つ ほど で は な い 。 共生 関係 に あ 
る 木 の 光合成 、 大 気 中 の エー テル を 呼吸 時 に 吸収 する こと で 活動 エネ ルギー を 得 て い る 。 た だ 
し 、 成 長 丈 中 の 幼体 や 、 怪 我 な ど で 体力 が 低下 し て いる 場合 は 果実 や 葉 な ども 食べ る 。 小 規模 
な 群 を 形成 する こと が 多く 、 仲 間 を 守る た め 外 敵 を 排除 する 。 背中 の 木 に 鳥 や 昆虫 が 巣 を 作る 
と 。 それ を 守る よう な 行動 を 見 せる こと も ある 。 





く イ ラス ト : 風間 雷太 > 

















辺 グラ ー ス 
溶 娠 地帯 に 生息 する 巨大 な 二 足 動物 。 熱 に 対し て 強力 な 
耐性 を 持っ て お り 、 溶 者 の 中 に 入り 込ん で も 平気 な ほど 。 
目 ら の 体内 に も 溶 震 を 取り 込ん で お り 、 そ れ が な く な る 
と 活動 に 支障 を きた す 。 溶 者 を エネ ルギー に 変換 し て い 
る た め 、 その 他 の エネ ルギー 源 は さほど 必要 で は な い が 、 
他 生 物 を 捕食 する こと も ある 。 そ の 場合 、 溶 者 で 生物 の 
体 を 溶かし な が ら 飲 み 込 ん で いく 。 縄張り 意識 が 強く 、 
侵入 者 に は 容赦 な く 襲 いか か る 。 縄張り 争い は 長 時 間 に 
及ぶ ぶた め 彼 ら が 争っ て いる 姿 を 見 る こと は 難し く な い 、。 


く イ ラフ スト : 風間 雷太 > 
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埋 ガー ド マ シ ン 
オル フェ こと 地球 人 が 共同 開発 し た 警備 用 ロボ ッ ト 。 水源 施設 
の 防衛 を 目的 と し て 製作 され た 。 外 見 は 地球 人 の 思考 を オル 


フェ な り に 考慮 し た デザ イン と な っ て いる 。 中 身 は オル フェ 
の 独 智 が 詰まっ た 高 性 能 な 機体 。 
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ィ の 、 


央 


田 巨 大 レー ザー ソー ド 
部 位 破壊 で きま す 。 









/ エネ ルギー バッ ク の 
アス よう な も の で す 


※ 円 角 部 分 常時 回 転 





ジ w 
用 e 


・ 関節 は ボー ル を 覆っ て る 感じ で す 


筆 ベル デ 


グロ ウス が 開発 し た 人 型 ロ ボッ ト 。 拠 点 警備 な ど に 使用 され る 他 、 
単純 な 機械 整備 作業 な ど に も 活用 され て いる 。 両 手 に 備わっ た レー 
ザー 兵器 を 使っ た 狭 所 戦闘 に 優れ 、 対人 戦闘 で 活躍 する 。 自己 の 破 
壊 が 免れ な い 場 合 は 、 自爆 する こと で 敵 を 巻き 込 も うと する 。 


N 
ヘン 


・ ソ ー ド 発生 部 分 。 
厚み が あり ます 





替 ベル デ ロ 


ベル デ が 乗り 込み 操作 する 移動 砲台 。 市 街 地 戦闘 な ど 、 大 型 兵器 が 侵入 不可 能 な 場所 で の 
歩兵 支援 を 目的 に 設計 され た 。 ベル デ が 破壊 され た 場合 、 敵 と 認識 し た 物体 を 執 協 に 攻撃 
し 続け る 状態 と な る 。 別個 体 の ベル デ が 乗り 込む と 再 制御 が 可能 。 装甲 は 厚く 、 敵 に 撃破 
され た 場合 に は バリ ケー ド と し て 活用 する こと も で きる 。 
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夫 ガル ドラ 

可変 機構 を 備え た 空戦 型 巨 大 有人 機 。 巡航 
形態 で は 高速 移動 が 可能 。 ドー ル 形 態 で 
は 機動 性 が 低下 する が 、 火 力 は 飛躍 的 に 
上 昇 す る 。 両 腕 側面 に 展開 され る 主 兵 装 
は 、 ピ アシ ング ビー ム 、 トル ネー ドク ロー、 
ヒュ ー ジ ミサ イル 、 クル ー ドリ ボル バー の 
4 種 が 存在 する 。 各 主 兵 装 の 設計 思想 は 
まっ た く 異 な る が 、 換装 が 可能 な た め 、 ガ 
ルド ラ シ リ ー ズ 全体 の 汎用 性 は 高い 。 


廃 熱 時 に 伸び ます 





高速 回 転 し ます 


【 ジ ャ ミン グ 部 位 正面 】 
ラフ で す が 、 この よう な 構成 


坦 クオ ー 


味方 機 へ の 支援 を 目的 と し て 開発 され た 無人 機 。 小 隊 以 上 で の 運用 を 基本 と し て 
いる た め 、 単 体 で の 戦闘 力 は 高く な い 。 情 報 処理 シス テム 『 ド ミナ 」 で 得 た 敵 情報 
を 味方 機 に デー タリ ンク する こと で 、 小 隊 全 体 の 戦力 を 上 昇 さ せ する こと が で きる 
また 、 再 生 用 ナノ マシ ン を 散布 する こと で 味方 機 の 簡易 修復 を 行う こと も 可能 
ら 機 の ミサ イル ボッ ド を 装備 し て お り 、 対人 戦闘 に は 十分 な 火力 を 持っ て いる 。 








埋 メー ツウ 


ミラ で 発掘 され た 謎 の 無人 器 。 グ ロウ ス の 技術 で も 解明 で き な い 生体 
金 属 で 作ら れ て お り 、 サ イズ に 個体 差 が ある 。 製 造 技術 の 解明 は 進ん 
で いな い が 、 研 究 中 の 偶然 に より 制御 に 成功 し た 。 以 後 、 主 に 拠点 警護 、 
物資 運搬 に 利用 され て いる 。 電 波 に よる ジャ ミン グ や 、 天 候 の 影響 を 
受け づら いた め 、 ミラ 全土 で 運用 が 可能 。 
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筑 クム ー バ 


グロ ウス の 量産 型 ドー ル 。 あ ら ゆ る 局面 に 対応 する た め 、 汎 用 性 を 重視 し て 設 
計 さ れ た 。 地 球 文明 の ドー ル と 同様 に 武器 を 換装 する こと で 、 異 な る 役割 を 果 
た すこ と が で きる 。 固 有 武 装 に は 頭 部 の 高 出 カ ビー ム 兵 器 が ある 。 ま た 、 鉄 状 
の 両手 を 使っ た 近接 攻撃 で 敵 の 装甲 を 斬り 裂く こと も 可能 で ある 。 様 々 な 要求 
を 満た す た め 、 搭 乗 者 環境 は な い が し ろ に され て お り 、 長 期 作戦 に 従事 し 後遺 
症 が 残る 者 も いる 。 


田 星 団 グ ロウ ス 武 器 マル チ プ ルレ ー ザ ー( 背 中 武器 ) 


イリ リリ だ いた に に ア 、( 


旧 【s) 


Ysiegs3 自 司 【< 


Ai 


tO 


{_ MIRA 


追加 装備 例 
装備 で 個体 毎 に 変化 を 。 出来 れ ば デカ ー ル も 。( こ この 
武器 は イメ ー ジ で す 。 デ ザイ ン 画 は な い の で 使え そう 
な も の を 適当 に アレ ンジ し て くだ さい ) 








くき 3 つ 足 タイ プ > 
足 が 大 き な 鋼 爪 状 。 空 中 で は 束ね て 人 魚 っ 


『W ぼ ぽく ? 腕 は ベー ス の クロ ー ア ー ム の 上 


に ご て ご て 追加 武装 。 追 加 武 装 に は 個体 
毎 で 変化 を 。 エネ ルギー の ライ ン は 5 本 。 
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ガル ドラ シリ ー ズ を 強化 発展 させ る こと を 目的 に 設計 され た 巨大 有 
人 機 。 ガ ルド ラ と 同様 に 両 肩 の 主 兵 装 を 換装 する こと で 、 多 様 な 局 
面 で の 連用 が 可能 と な っ て いる 。 主 兵 装 に は 、 ハ ハイパー レール キャ 
ノン 、 マキ シマ ム ミ サイ ル 、 ナ イト ケイ ジ の 3 種 が 存在 し 、 新た な 兵 
輩 も 開発 中 で ある 。 重力 下 に お ける 戦闘 を 考慮 し 、 脚 部 が 存在 する 
が 、 宇宙 空間 に お いて は 取り 外し て 運用 する こと も で きる 。 












雷 セル ン 


グロ ウス の 攻撃 空母 。 戦 略 重 要 拠 点 の 上 空 
に 待機 し 、 そ の 防衛 を 担う 。 最 大 40 機 の 
ドー ル を 格納 する こと が 可能 だ が 、 攻 撃 も 
重点 を 置い た 設計 と な っ て いる 。 主 砲 に よ 
る 個 撃 は ドール 1 個 小 隊 を 壊滅 させ る 威力 
を 持ち お 、 エ ネル ギー 弾 を 上 空 へ 放ち 雨 の よ 
うに レー ザー を 降ら すこ と も 可能 。 また 、 静 
止 軌道 上 の 攻撃 衛星 と デー タリ ンク する こ 
と で 発動 する 不可 避 の 攻撃 を 持っ て いる 。 





目 が 赤く 光っ て る の は 一 か 所 (正面 )/ だ け で す 
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、 ww ヅ ッ ター 
拠点 の 警備 に 特 化し た 小型 無人 機 。 球 体形 態 で 巡回 し 、 視 覚 、 振 動 感 知 、 レ ー ダ ー で 索敵 
を 行う 。 戦 闘 時 に は ボディ を 展開 し 、 四 定形 態 と な る が 、 戦 闘 力 は そこ まで 高く な い 。 味 
方 を 呼び 寄せ 、 支 援 し 、 本 体 の 損傷 が 激しく な る と 自爆 を 行う 。 デ ザイ ン 、 動 作 に 愛 嬉 が 
ある た め 、 玩 具 と し て 小型 化 さ れ た も の が グロ ウス 内 で 流通 し て いる 。 愛 好 者 が 多く 、 玩 
具 用 の 本 体 プ ログ ラム は 独自 進化 を 遂げ て いる 。 





I 
N 
に 


ここ が 起動 時 に 光り ます 





【 腕 】 
普段 は 水生 生物 の 触手 か 何 か の 様 に ゆ 
ら ゆ らし て いる 。 指先 か ら ビ ピー ム ? 


【 砲 塔 
全 方 位 に 攻撃 で きる ビー ム 砲 塔 。 


ミラ で 発掘 され た 謎 の 巨大 無人 機 。 グ ロウ ス の 技術 で も 解明 で き な い 生体 金 
属 で 作ら れ て お り 、 サ イズ に 個体 差 が ある 。 製 造 技 術 の 解明 は 進ん で いな い 
が 、 研究 中 の 偶然 に より 制御 に 成功 し た 。 極め て 高い 戦闘 能力 を 持っ て お り 、 
重要 拠点 の 警備 に 使わ れ て いる 。 周 囲 の 重力 を 操作 する 機能 を 持ち 、 敵 へ の 
攻撃 に 使用 する 他 、 移動 時 に も 利用 し て いる 。 
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等 ンク 

グロ ウス の 目 律 型 砲 台 。 優れ た 索敵 機能 を 持つ 。 また 、 装甲 が 非常 に 厚く 、 真 
正面 か の ら の 撃ち 合い で は 無類 の 強 さ を 誇る 。 対人 、 対 地 、 対空 な ど 、 目的 に 応 
じ て 両 腕 部 の 主 兵 装 を 換装 する 。 過去 の 戦い で は 、 火力 を 補う た め に 宇宙 空母 
の 甲板 に 数 白 台 が 配置 され た こと も あっ た 。 な お 、 この 作戦 は コス ト 的 な デメ 
リッ ト が 大 きす ぎ た た め 、 失敗 と され て いる 


寺 キマ エラ 


セン トラ フル ライ ン 制 御 シ ステ ム の 暴走 に より 、 原 形質 溶液 か ら 作 られ た 怪物 
様々 な 遺伝 情報 が 交じり 合っ た た め 、 異形 の 容 を し て いる 。 
















= つ 目 キ ャ ノ ピ ー 
窓 の キワ 付近 は 人 微 発光 
アー まき 


笠 川 
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振る 々 る 上 ニナ rf 大 
具 季 (の よ つ な 軸 滞 


ミラ で 発掘 べ れ た 謎 の 無人 器 。 グロ ウス の 技術 で も 解明 で き な い 生体 金属 
で 作ら れ て お り 、 サイ ズ に 個体 差 が ある 。 製造 技術 の 解明 は 進ん で いな い 
が 、 研究 中 の 偶然 に より 制御 に 成功 し た 。 以後 、 主 に 制空権 の 維持 に 利用 
され て いる 。 重力 を 操作 し て 飛行 を 行っ て いる た め 、 地球 文明 の 戦闘 機 で 
は 考え られ な い 和 柔軟 な 動き が 可能 。 


⑳ と =,、。。、、 ポ に 皇 に _ 





"ノノ クル テア ィ メッ トム た 。 













圭 イエ ギラ ス 

外 宇宙 で 発生 し た 超 生 命 体 。 周 囲 一 帯 の エー テル が 枯 潟 する ほど 
の 吸収 力 を 持ち 、 背 中 の 角 に 溜め た エー テル を 使っ て 恒星 間 を 移 
動 す る 。 た どり 着い た 惑星 に 存在 する 生物 を 食い 尽く し 、 破 壊 衝 
動 を 満た すま で 環境 を 破壊 し た 後 、 別 の 惑星 へ 向かう 。 同 属 が 遭 
遇 し た 場合 は 激しい 戦い と な り 、 そ の 舞台 と な っ た 惑星 の 環境 は 
完全 に 破壊 され る 


784 一 で ルリ リル ん ア 、 人 ESYEIdgsi 邊 に 写 298o) 旧 ET ーーーーーー 


く イ ラス ト : 小城 守 志 > 





で 7 リリ と ん / ア 信 有 MESYSIdgsia: 王 20857 


替 テレ シア 

命 を 統べる 者 、 と 呼ば れる 超 生命 体 。 不浄 な 生命 を 刈り 取る ミラ の 守 
護 者 と 考え られ て いる 。 大気 中 の エー テル を 巨大 な 細 に よっ て 増幅 さ 
せ 、 操 る 。 他 社 の 思考 を 読む と も 言わ れ て お り 、 い まだ か つて テレ シ 
ア を 敬 し た も の は 存在 し な い 、。 


部 位 破壊 一 覧 


Xeno り /geX TIheSecret File ミ Art of MIRA 








7 リリ リア 人 EN に 守 く ao 上 llsf パ 





ーーーーー ーー ーーーーー ーー ーー ーー- - - Wasmesms 


A/C77 た /76777 ル 


※ 用 紙 サ イズ の 都合 で 立て 膝 に し て ます が 地上 で は 尻餅 姿勢 を ベー ス に お 願い し ます 。 










ガン ポッ ド 
レー ザー と か 光 物 系 






バイ ル 
突撃 、 串刺し 一 吸収 、 地面 倒し 一 地 
月 、 と か 、 も し く は ライ フル と か 。 


バブ ル ガ ン 
吐 、 吸 、 毒 、 シ ョ ッ ト ガ ン と か 、 








! 
NN 脚 は 軟体 金属 





1 


ー ヘ KA 必 


軸 







踊り 周り 射撃 、 し が み 付 き 自 爆 、 
と か 、 対人 兵器 ? 





光子 魚 電 口 


殴る と きだ け 球 が 出る 、 エネ ルギー 光 グ ル グ ル 開閉 ふた 無し 、 フ ラッ シュ だ け ( 魚 ソー ド 
解り に くけ れ ば 省略 で 。 - 草 - 因 は 流体 板 を 骨 通 する 想定 で )。 町 る 、 新 疫 波 、 攻 撃 弾き 、 と か に 。 
は 適当 に 増やし て も OK で す 。 ムチ の 様 な 柔軟 性 有り 。 
コッ ク ピ ッ ト ハ ッ チ の 開閉 
パイ ロッ ト を 飲み 込む 様 な 感じ で 






電撃 (レー ザー で も 可 ) 請 識 記 
中 一 長 距離 向き | 








く イ ラス ト : 鈴木 康 士 > 


自 トゥ ルド ウゥ ウール 


侯 わ な い 時 は 失 に 油 当 に 基き つけ 高 出力 の 反応 炉 に より 、 超 重 装甲 、 超 重 装備 を 実現 し た グロ ウス 製 の 特殊 ドール 。 全 
身 に 搭載 され た 様々 な 特殊 兵器 は 、 ミ ラ に お いて メニ ツウ な どの 異 文明 の 機体 を 研究 
する 過程 で 開発 され た 。 威力 だ け で な く 電 子 妨害 な どの 副 次 的 効果 を 重視 し た 設計 と 
な っ て いる 。 水 隊 両 用 機 で あり 、 機動 性 に お いて は 水中 の 方 が 優れ て いる 。 





788 ーーーーーー と で イリ リリ だ ルル: ア 、 和 を 当 BI【EKSYSYegs 自 品 I【27AYaWe の 1 自 /574 


儀 手 
伸縮 可能 。 先 端 の 黄 玉 で 物 
体 を 吸着 する 。 


く イ ラス ト : 鈴木 康 士 > 


と イイ リリ リ だ いん: ア 、 人 を 当 BatEStegs 邊 司 1 に 王 aWo) 邊 sf 













> 
NN 
拡散 粒子 砲 ? 6 > 
射撃 前 に 周囲 の 短 2 
冊 装 甲 は 展開 。 ンタ (っ う 12 ン 






25m 程 度 を 起 定 首 の - 





固体 の 光 モ ノバ ー ツ 。 用 途 は 適当 に 、 反 
物質 を 覆う ペー ル と 関連 付け れる と 幸 
い 。 登場 時 は 無し で も 良い か も 。 生成 基 
部 は 記 装 甲 の 上 を 自由 に 移動 可 。 











トコ 
エネ ルギー バイ バス は 
脈 打 つ 、 出来 れ ば 、、 








指 ソ ー ド 
光 モ ノ な の で 大 き さ は 自在 に 
変化 。 普 通 の ドー ル の 攻撃 な ら 
指 一 本 で 受け 止め る 、 そ ん な イ 
メー ジ も 。 






爪 
下方 の 敵 を 掴む 





需 アル マン ダル < イラ スト : 鈴木 康二 > 
ッ ン 


異 文明 ドー ル と の 交戦 を 目的 と し て 開発 され た 高速 機動 型 ドー ル 。 運動 性 を 生か し 
た 近接 攻撃 を 得意 こす る が 尾部 に マウ ント され た ら 機 の ドロ ー ン に より 遠 距離 戦 
も こなす 。 機動 性 を 重視 し た た め 、 や や 装甲 は 薄い 。 また 、 装 甲 を パー ジ す る こと 
で 高 出力 の ビー ム 兵 器 が 使用 可能 に な る な ど 、 搭乗 者 の 技量 に よっ て 戦力 が 大 きく 
左右 され る 。 機体 操作 の 難易 度 の 高 さ ゆえ 搭乗 適格 者 が 少な く 、 量産 化 に は 至っ て 
いな い 。 搭乗 者 不定 を 解決 する た め 、 人 工 知能 に よる 機体 操作 の 研究 が 進ん で いる 。 





790 ーー 寺 777/ ル 人 盾 IESTEYci 引 に 計 2Ya9 の ls が 





大 型 の 光 弾 等 を 発生 ? 
攻撃 前 に 天 面 に 光輪 を 着け 
る と 良い か と 。 


ミサ イル (or レー ザー) 発 射 品 


ゾ ソード を さら に 大 きく する に は 指 
を 水平 に 揃え 一 本 に 統合 、 と か 。 





く イ ラス ト : 鈴木 康 士 > 


7 リリ リ だ ルル テア 、 全 ESYSdgs 引 に 写 Sa Woi 和 llsf パ 





替 ヴァ サラ 

ラー ス 文 明 独自 の テク ノロ ジー で 設計 され た ドー ル 。 次 元 推進 装置 を 腰 に 搭載 し て いる 。 頭 部 に は 氏 的 
な 意匠 で 長髪 に 似 た 冷却 機構 を 備え 、 高 出力 ビー ム 兵 器 を 口 基 に 持つ 。 さ ら に 両 腕 部 に 振動 ワイ ヤー、 
腰 に は 2 対 の ビー ム 砲 が 固定 武装 と し て 装備 され て いる が 、 ガ ・ デ ル グ は 両 肩 に 装備 され た 実体 剣 を 
好 ん で 使用 する 。 腰部 に 装着 され て いる 高 出力 の 大 は 天候 に まで 影響 を 及ぼ す 。 












ガ ・ デ ル グ 専 用 ドー ル 

装甲 は 分 厚く 、 甲 表 の 様 な 曲面 が 多い 印象 で 。 ラ ー ス 

系 ドー ル の 特徴 付け と し て 組紐 状 の 金属 ケー ブル こと 、 

装甲 面 の 一 部 に 浮き 彫り 装飾 を 入れ た いと 思い ます 。 | 


組紐 や 浮き 彫り は ノー マル マッ プ 等 で 立体 感 が ある と 
嬉し いで す 。 


後ろ 髪 ( 冷 却 機構 ) の 長 さ は 
都合 の いい 様 に 伸び 縮み で 。 


10m 程 度 を 想定 







ム 砲 
て の 中 に あり 。 
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く イ ラス ト : 鈴 木 康 士 > 


大 語 
儀礼 的 な 装飾 が 施さ れ た 宝剣 風 。 
コ の 字 に 展開 し 業火 を 吐く 、 と か 。 








ーーーーー 二 時: ナ 、 條 ESYEYogs 当 に 計 2Y8 Wo) 目 5 












装甲 裏 に 手 可 刻 と か 。/ イ ツー 


ん 





姿勢 恨 く どっ し り 構 えた ヒト 型 シ ル エ ッ ト 。 大 石 内 蔵 助 の 様 に 。 異 
星人 メカ らし さ は 関節 や 手 等 を 異質 で 。 肩 に 沢山 の 放熱 塔 と 、 大 き ーー 和 
な 八 力 マ 状 の 脚 部 装甲 が 特徴 。 生 ( 5 軸 昌 科 


v アミ い 】 
Wi' へ 人 
8 2 > 
由 い 








2 









く 待機 形態 > 面 具 (マス ク ) 






野営 地 等 で 。 こ の 状態 で 浮遊 飛行 可 。 長 戦闘 開始 時 に は 開口 軒 
い 後 胃 は 光背 ( 後 光 ) の 様 に 円 形 に 。 床 作 し 迫力 と 熱気 上 昇 。 






l (椅子 ) は 腰 の 装甲 か ら 展 開 。 野 太刀 は 肩 


に 装着 。 
くっ 














ロジ カル ドラ イブ の 
一 部 機関 。 








/ 


4 
入 






武器 案 (3 
略 ラー ス の 大 剣 。 切 っ 先 か ら は 業火 を ーー 


ーー (リリ リ だ ん ん / ア 人 leEStEegsi 引 に 計 2a9o 引 lis が ー 793 


載 デ ヴ ァ ・ カ カラ 


人 型 へ の 簡易 変形 機構 を 持つ ラー スズ 文明 の ドール 。 ヴァ サラ な どの 指揮 官 機 の 支援 を 目的 に 開発 され た 。 機体 中 
央 に ある 大 口径 ビー ム 砲 が 特徴 。 巡航 形態 で の 遠 距離 戦 を 得意 と する が 、 ド ー ル 形態 で は 格闘 戦 も こなす 。 両 肩 
に 搭載 され た 振動 ワイ ヤー で 目標 を 捕縛 する 他 、 再 生 用 ナノ マシ ン を 散布 する こと で 軽微 な 損傷 を 復元 する こ 
と も で きる 。 また 、 巡航 形態 時 は 育 部 に ヴァ サラ を 載せ て 高速 移動 が 可能 で ある 









装甲 は 分 厚く 、 甲 責 の 様 な 印象 で 。 ディ テー ル は 同文 明 
の ドー ル ・ ヴ ァ サ ラ と それ な り に すり 合わ せ て 。 よく 訓 
練 さ れ た 兵士 らし い 動き が 似合う つか と 思い ます 。 









手首 
ヴァ サラ 謙 価 版 的 、 似 た 
ライ ン で 指 は 短く 関節 
も 減ら し て 





膝 は 逆 関節 可動 で は 


く イ ラス ト : 鈴木 康 士 > あり ませ ん 。 





《 792 テー で 77 リリ と ん の 仙 IIERScYelgci 引 に 王 A89 の lis が ーー 





等 カカ ラ 


さす 股 

突き 出し 径 制 し て 相 
手 と 距離 を 取り 格闘 
戦 を 避け る 。 


ベイ ラス ト : 鈴木 康 士 > 


中 一 遠 距離 支援 向き の 量産 機 。 定 軽 十 忍 び の イメ ー ジ 。 ガ ・ ボ ウ 機 
は 装飾 や ベイ ント 変更 で 

ぐ く 人 型 形態 > 

8m 程 度 。 本 体 正 面 の ビー ム 砲 に よる 水平 射撃 が 得意 。 格闘 向き で 
は な い が 、 それ な り に 身 の こ な し 良く 立ち 回 り ? 





7 リリ リア 、 信 EYE に 計 8o の /lg7t - 795 


796 





等 バハ ッ グ 

グロ ウス 最大 の 可変 型 ドー ル 。 足 と 本 体 を 畳み 込ん だ 円 盤 形 態 で は 重力 操作 に よる 飛行 が 可能 。 基本 的 に は 制空権 確保 後 の 
拠点 制圧 兵器 と し て 設計 され て いる 。 機動 力 は 低い が 、 頭 部 に は 大 型 荷電 粒子 砲 、 尾部 に は アン チマ テリ アル 兵器 グン グ ニ 
ルキ ャ ノン が 搭載 され て お り 、 火力 は 申し 分 な い 。 加え て 円 盤 前 方 に 超 強力 な 主砲 を 持つ 。 その 威力 は 白鯨 を 落と すこ と が 
可能 な ほど 。 これ ら の 兵 装 に より 、 単騎 で ドー ル 4 個 中 隊 規 模 の 戦力 を 持っ て いる 。 


巨大 ドー ル 形 態 

情報 密度 は 主砲 、 足 関節 、 上 半身 に 集中 する 印象 で 。 砲 
台 や 足場 等 、 付 属 バ ー ツ の 配置 は ゲー ム の 都合 に 合わ せ 
て 調整 し て 頂け れ ば と 思い ます 。 















ヽ 吉 ミー> ペー 、 K ーーー - ざ 


ws 
NN で < と 
ドーミー で キー pa ンク 
クト Oe め いい で へ: ^ - め 
ドア - ューー ここ トッ で 

9 に ] に ンーW AZ7 メ 
SM NN ペッ 
マン に こ 箇 < 
26 







ね じ の 様 に 出し 入れ 。 


方 向 は スラ イド 開閉 4 
で シャ キッ と 。 
ーー の が 





上 か ら 見 る と 円 
形 。 足 は 放射 状 
に は えて ます 。 


< イラ スト : 鈴木 康 士 > 





と で 7 リリ リヒ いし: ア 、 を 当 BecRstsiegsi 自 品 【:STaWe)i 邊 llE7 パ 








5 物 、 頭 部 UP 
本 る WS まち 炎 、 つる っ と し た 輪郭 。 複眼 は 
YY グラ ス 内 に 思 型 の 多面 体 。 










に 
NASN の 


NNSSS 
SN 


本 体外 部 の 通路 


< イラ スト : 鈴木 康 士 > 





77 リリ ルル: ア 、 人 ESYEYogs 引 に 計 288e) 目 人 





人 1RA ミ 馬 滞 還 還 還 


円 朋 形 態 





変形 後 の こ の 面 が な だ ら か な 曲 
面 に な る 様 に お 願い し ます 。 法 
線 の 調整 も 必要 ? 





< イラ スト : 鈴木 康 士 > 


変形 動作 イメ ー ジ (円 盤 ユ ドー ル ) 





格納 時 の 関節 の 苦し い 部 
(④ 分 は 蛇腹 で な ん と か : 
足 基部 が 展開 。 足 さら に 伸ばし 、 円 盤 の くぼみ 上 体 の 基部 に あたる 円 盤 の 天 面 腕 と 上 体 の 各 パー ツ 展 開 し た り 
に 埋まっ て た 上 半身 起こ し 。 ご と 回 転 。 腹 の 球体 関節 も 回 転 。 折っ た り 。 主砲 、 正 面 向 き に 。 
最後 に 腕 の 膜 が 出現 。 





ベイ ラス ト : 鈴木 康 士 


798 ーー 二 克 で 7 リル ル アテ 人 tegs 引 < 写 2Ya8o) 目 ME の 
















トラ イデ ント 発射 部 
55 コー ド の 様 に 
5 足 歩行 可能 。UFO 風 な 形態 に 変形 。 内 蔵 兵 器 wm ド の 様 
多数 。 腹 下 に は 爆撃 口 な ど 。 円 盤 天 面 で の 戦闘 
を 重視 。 弱点 以外 は 堅 定 な 装甲 イメ ー ジ 。 有 い 


= 、 0 
ググ 


ピン ジン oo 







天 面 で の 戦闘 時 は 上 体 を 
起こ し た 感じ で 。 腕 曲げ 






は 殴り 攻撃 時 の み が 良 い 
か も 。 


: 抽 






6 







や デ 
















銀色 の 質感 も 
は 歪む 感じ に 。 _ _ 敵 5 代 舞 較 較 較 較 衛 が 突出 する とか. 






る て で < ト ご 





トラ イデ ント イメ ー ジ 
1 m て ら m ぐ らい ? お 任 
せ 。 起爆 時 に 橋 光 。 





Xeno わ /ggeX TheSecret File 言 Artof MIRA 


穫 ウィ ー タ 


く 格闘 形態 >※ ラ フ で す 

主 な 変更 点 : 痛 中 に 大 型 の 機関 を 追加 。 

※ 用 紙 の 都合 で 「 高 機動 形態 の デザ イン 画 」 と 
若 十 縮 尺 が 違っ て ます 。 


頭 部 補 定 を 後ほど 追加 予定 。 














W/ > 
ンス パ 


マグ 


| 。 
% 
ーー マグ テ 

た 

AN ヾ パ 


ブレ ー ド ( 光 物 ) ol ' 
必 間 する と シー ルド ュ シ シグ 、 
。 "ご アグ 


ビー ム 面 性 。 






凸 型 に 変形 。 回 転 も 反転 ? 
エネ ルギー も 反転 し 空間 に 
作用 と か する と …… で …… 


ー ザ ー 砲 ? 
全 指 先 は レー ザー 砲 ? レー 次 2 / 


形 で 基本 形 。 








7/ ぐ 御 神体 形態 起動 中 > 肖 | 

燈台 の 様 な イメ ー ジ で 。 発光 
は 払 か に 立ち 昇る 様 な 。 浮 I 
遊 、 接地 どちら で も 。 

ーー スリ ー プ ブ 中 は 発光 を 抑え る 

刀身 は 発光 金属 っ ぽく 、 不 透明 。 等 で 。 5 


人 類 、 グ ロウ ス 勢 力 と 異な っ た 技術 
で 作ら れ た 究極 の ドー ル 。 本 体 は 
ダー クマ ター で 形成 され て いる 。 機 
体 全 体 で 周囲 の ダー クマ ター を 取り 
込む こと で 、 地 球 製 ド ー ル と は 比べ 
物 に な ら な い 出力 を 得 て いる 。 余剰 
エネ ルギー で ダー クマ ター を 物質 化 
し 、 大 型 ミ サイ ル や 自律 型 随伴 攻 撃 
機 を 生成 する こと が 可能 。 搭 乗 者 の 
ーー 能力 に より 一 度 に 生成 で きる 数 が 増 
人 。 減 す る 。 ル ク ザ ー ル は 本 来 の 性 能 の 
りり 309% 程 度 し か 活用 で き て いな い 。 真 

の 搭乗 者 は ルク ザー ル が 「 あ の 方 」 と 

< イラ スト : 鈴木 康 士 > ー Ye te と | 呼ぶ 人 物 で ある 。 


と っ 


MP 


赤色 は 抜刀 時 に 4 短 ぐ 剣 形態 / 収 刀 中 > 


発生 され る 部 「 22 ウィ ー タ の 痛 ( 腰 ? ) 
分 。 攻 撃 技 に 合 面 に マウ ント する 隙 
わせ て 剣先 を 適 の 形状 。 

当 な 変形 等 ご 自 
由 に 。 













ーー 200. あ ーー リリ リ と に 人 BEEStgecill に 王 A89 の ls が 


状況 に より さら に 巨大 化 も OK。 





肩 砲台 が 展開 し て 背面 用 
ガン アー ム に 。 


SS 
N 
っ デーン ン 


< く イ ラス ト : 鈴木 康 士 > 


で 7 ルリ リル ア 、 人 EStEIdgs 引 に 王 ao) 上 り ET 





207 間 











レレ 計 千早 形態 時 の 素 体 


rr 
ン j シ / 7 
人 
抽 寺 / 
ア : 
7 2 





指 、 ど 関節 で 六 本 。 









指 部 分 、 独 立 し て ~ 


レー ザー ビッ ト [ 
し て も いい で す 
壊れ て も 再生 。 


中 
SN ] SS 
や 麗 
陸 、 / 吹 店 
ミコ っ 
| 補導 | 
ふつ こ 操 じ 
ご 墨 削 師 天 で 
負 玉 四 居間 
8 8 
宙 葉 6 し うっ 后 訪 < 
加 じ ハハ ジン / の だ 
* ママ 
/ ( 
V 





G 表 
じ o 念 ) 士 
つ リリ 琶 。 で 
紙 牙 二 匠 / 
N Il し 咽 G 
16 操 場 (n 
に 芝 地 6 6 
慎 で 
G 5 

秦 和 [ 





8m( 並 ドー 


く 高 機動 形態 一 本 体 部 分 > ッ ※ ラ フ で す 。 
ル ) が この 編 で す 。 





く イ ラス ト : 鈴木 康 士 > 





サイ ズ 30 一 40m を 想定 


て 
テ 
マ 


イリ ルリ リル / ア 、 條 BatERSYcYogs 自 品 I【 に 








攻撃 ネタ 案 
ぐ 高 機動 形態 編 


・ サ ー チ アイ ( 膝 の 球体 ) 


ター ゲッ ト を ロッ ク す る 球体 。 ロ ッ ク さ れ た PC は 集中 的 に 攻撃 ご され る . 
サー チア イ を 破壊 する と ロッ ク 解 除 。 サ ー チ アイ は 時 間 で 再生 。 解 除 す る 


毎 に 本 体 か ら 離 れ て 逃げ 回 る 、 と か 。 
片目 ずつ 時 間 差 破壊 や め 、 バリ ヤー 付 き の 仲間 を ロッ ク さ せる 、 


攻略 


いり U | 


#SV 服 人 
王 」N 端 は 
N 


\ づ 党 

計る 

答 融 

閣 作 の 

き 古 員 
寸 


: 三 ザ イル 
科 指 の 先 に 大 型 の ミサ イル を 生成 、 
発射 。 爆発 \ は スプ レッ ト ド ( 長 時 間 攻 


攻略 と 人 y 半 が 重要 ? 


・ 定 で の 店 み 人 砕き 
攻略 : 距離 を と る 。 雑魚 敵 を 引き 
付け 、 身 代わ り に し て 掃討 する の 


いこ 


に も 
・ 分 身 生 成一 大 爆発 (大 技 ) 


索 体 の 分 身 を 複数 体 生 成 し 分 身体 
と 円 陣 を 組み ー、 恒 星 作 り 一 肥大 
化 一 圧縮 一 超新星 爆発 まで と か が 発 
生 の 超 遅 い 超 大 爆発 

攻略 : 爆発 前 に 分 身 を 出来 る だ け 


破壊 し 爆発 の 威力 を 下げ る な ど 





ジン 


| 先 の 案 G を 元 に アイ デア 調整 中 。 


《 高 機動 形態 〉 
格闘 形態 と 変化 つけ る た め 素 
3 に の KS の と さ の /= で 


4/4 


ブー スタ ー ノ ズル 位置 


素 体質 感 暗 1 < 有機 系 > 
流動 組織 や バー ツ 疹 着 等 少し 
気持 ち 悪い 系 

22 徹 
ど 
5 ア 
に 日 に PM22. くし 





く イ ラス ト : 鈴木 康 士 > 





7 リリ リヒ ルル に ア 人 BeESYEYegs) 引 品 に 写 20a9o 目 57 


か た まり 感 左 意 詩 


=- ワ ーー アボ モモ 表 リー 全う ハイ キ キ ーー レヒ ィ ナ バ 
(の あか ゆか る 3 0 放 こ と の 』 ヒ し 3 
ー フ 


ュ ワ ロエン 品 E へ ムー / ユ の OL こ 
・ YYN21 間 人 避 全 旋 rh』i い 
逢 T ン ズ + ' / プ 1 ウロ ェ to | 中 


・ 機 動 形態 片腕 に アー ク 大 剣 を 振り 回 する コン テ ナ か ら の 特殊 攻撃 


て ー アト 


・ 飛 行 形態 移動 攻撃 く 素 体 か ら の 


・ 


展開 し 接地 で きる が ホバー 移動 。 


破壊 分 解 。 爽快 感 。 
も どん どん 凶悪 に 。 


威 の リビルド 能力 一 集中 攻撃 や 大 技 で 叱 出 し た リ ビ ル ドコ ア を 


く イ ラス ト : 鈴木 康 士 > 


ー 7 ルリ リリ た ん ん / ア 人 ETEYgs 旧 1: 写 Ya9o 邊 sf 





く 鈍 重 タ イプ > 
先日 の 案じ を 素 に 入 型 を 強調 し た も の 。 な ん だ か が 力士 体型 に ・ 


部 位 破壊 し た く な る 箇所 は 、 複数 の 義手 、 主 村 、 頭 部 、 背部 の 巣 、 プレ ー ド 。 


ドー ルウ ィ ー タ : イメ ー ジ 守 E 

く 機 械 王 タ イプ > 

本 体 は 動き 含め 機械 や ロボ ッ ト ら し いか っ こよ さ で 。 大 きく 広げ た 伸縮 式 の 腕 が 主 梶 で 
す が 肩 下 バ イン ダー で 6 本 腕 の よう に も 。 


く 錬 金 術 師 タイ プ > 
装飾 に も 見 える 巨大 な 黄金 装甲 で 尊大 に 。 素 体 フレ ー ム は 牧 打 つ な ど 少し 有機 的 な 印象 も 


ンジ バブ シル クー ム 


( 攻 ) リ ビル ドス ピア 
ざ な が ら 一 金 術 


< な 7 ンー ( 攻 ) メ ガト ン リ ビル ド バ ン チ 
な ぐっ た も の が 黄金 に ? (スピ ー ド ダウ ン を 付加 ) 


リン グ 状 の ビー ム が じょじょに 膨張 


大 型 ブ ー ス ター 付き メカ 系 ぐ 系 体 全 開 タ イプ > 
出来 る こと が 少な そう で 懲 妙 な の で 保留 中 球体 フレ ー ム を 全開 に し た 異色 案 。 ロー ド 風 な マン トシ ル エ ッ ト 
二 信 羽織 装甲 。 高 機動 で 格 本 旨 も 得意 。 


く イ ラス ト : 鈴木 康 士 > 


7 リリ リア 人 に Stdgs に 玉 S0a%o/llsf 





胸 部 展開 キミ ッ ク 
内 部 に レー ザー ? 





原形 質 溶液 に 落ち た ラオ 、 ル ク ザ ー ル が 無数 の 生物 
と 混じり 異形 化し た 存在 。 ラ オ と ルク ザー ル の 意識 
が せめ ぎ 合 っ て いる 。 


206 あー ゴ ー 7 リリ た ん ん / み 信 MESTEYgilE 写 aoallsf パ 1 ー 





詳 細 追 加 : 体 家 に うっ すら 血 
管 の よう な も の が 走っ て い 
る 。 生 物 兵 器 の イメ ー ジ で 、 
ちょ っ と ダイ アグ ラム の よう 
な 幾何 学 風 に 見 える 。※ あ ま 
り 目立た な く て OK で す 





一 左手 ルク ザー ル 人 砲 
発射 時 に 腕 の フィ ン が 開き 隙間 か ら 光 が 漏れ る 












較 フ ェ イ ス オ ー プ ン 








(リリ ヒル ん うみ 全 ESYYdgil(: 写 aoayllsf パ 














| 時 
リア ル な カラ ス の 泌 


2 ー イ 












誠 の 字 いて 


ロジ カル ドラ イブ マス ト の 展開 
用 途 が 有り そう で し た ら 仕 込ん 
で 下さ い ( ご 特殊 攻撃 、 長 距離 
ジャ ンプ 、、 と か )。 内 部 パーツ 
は より エイ リア ン 的 メカ で 。 


同心 円 の 積層 構造 


長い ! ロジ カル ドラ イブ マス ト 
戦闘 時 に 邪魔 な 様 で し た ら 、 
関節 入れ る な り 、 分 離し て 
遠隔 兵器 に する と か が 。 





腕 は 肩当 て の 下 に 
署 ん で ます 。 展開 動 
作 は 優雅 な イメ ー 
ジ で 。 


WW 
デー スケ ー ト の ブレ ー 


壁 や 空間 も 自由 に 滑走 、、 出 来 た ら いい 


な 。 歩行 時 は ヒー 










く 手 首 砲台 の 攻撃 案 > 


の 編隊 攻撃 一 弱く と も 束ね れ ば 何と や ら ? 
ピン 


オー ルレ ンジ 攻撃 - ロ ジ カ ル ド ライ ブ で 
転送 移動 

































レー ザー あや と り 一 網状 の トラ ッ プ 等 。 









能力 増幅 器 
金属 が 複雑 に 絡み 合わ さっ た 球体 。 
超 ハ イ テ ク で 超 高 質量 。 

能力 増幅 以外 の 用 途 案 

・ 質量 弾 と し て 直接 上 ぶつ ける 

・ 破壊 され る と 能力 ダウ ン 

・ 圧 縮 起爆 させ 小 ブ ラッ ク ホ ー ル 化 。 




















マン ト 状 の 装甲 
> そこ そこ 厚み 有り 。 袖 。) 
に あたる 部 分 は 季 軟 性 
の 有る 金属 。 内 面 の ゴ 
チャ メカ は 増幅 器 の 一 
部 で も あり ます 。 

















通常 ドー ル よ り 小 さい で す 。 


ド 仕様 上 問題 あれ ば 指 伸 し 等 で 。 





し を 出し て くだ さい 。 


く イ ラス ト : 鈴木 康 士 


と で イル リリ リピ に に ア 、 人 を 委 





マ y< 
。 マ 
> 需 ニー ルネ ー ル 
コッ ク ピ ッ ト 
顔 割 れ 展開 。 入 り 口 は 狭 
く 身 軽 な 人 物 で な いと 入 
れ な い 感 じ 。 
8m 程 度 を 想定 
光 モ ノ 3 本 の 輪 
や 
シン ン ン と 
使い 捨て の ロッ ド 
(パン ツァ ー フ ウス ト ) バ 
効果 毎 に 数 種類 ? 
鈍器 と し て も 使用 可 。 
Al ン 
や っ 5 め 、 
ググ N | // 
デー プ 
いい 
ー ズ 208 うー- ズ 
Ak、、 も 7 2 


移動 時 (も し く は ロジ カル ドラ イブ の 駆 
動 率 に 合わ せ て ) マ ント か ら 鱗 粉 光 を だ 


し た り 、 と か 。 





く イ ラス ト : 鈴木 康 士 > 





< く イ ラス ト : 鈴木 康 士 > 





1 イリ リリ ビル ルー ア 、 人 を 当 BtcRStYog3 引 に 記 20ao 邊 sf パパ 


| 


] 


ーー ペデ ーー の ーー ヤ 


pm 


の の だ 4 イア イリ 年 の の ////// 
ビア ショ ンプ / 
ルン ムク 














ヒー 提 は | カカ の 娘 | 10 


タツ の 妹 。 くい し ん ぼう だ が グル メ で は な い の で 、 
何で も か ん で も 食べ られ る 胃袋 を 持っ て いる 。 





に っ 女 





| 


商人 | 84 


NLA へ 商売 に 来 た キ ャ ラバ ン の 一 和 内 。 夫 に 構わ れ 
すぎ て 困っ て いる 。 






: < リ 見 張り 番 | 4 


球 鋼 の 大 陸 ド ロン ゴ ・ キ ャ ラバ ン で 見 張り を し て いる 
肉体 派 ノ ポン 。 実は 弱い 。 
















男 | 技術 者 | go 


科学 者 と し て は ドク ターB を 坦 敬 し て いる 。 近 くに いて 
必死 に 、 その 優れ た 技術 を 学ん で いる 。 





半 | お 嬢 欄 | 
最近 お し ゃ れ に 八 マ ッ た お 嬢 さま 。 






油 爆 


商業 エリ ア で 資材 管理 の 効率 化 を 図っ て いる 。 


作業 員 | g7 




















半 | 技術 者 | 28 
兵器 開発 に 従事 し て いる 技術 者 。 

女 | 無職 | 33 
旅 好き で 、 数 多く の 星 を 旅 し て きた 。 色んな 異 星人 と 
友達 に か なり た いと 思っ て いる 。 

男 | 無職 | g7 





陽気 な マ ・ ノ ン 人 。 nA 
ぷら らし て いる 。 


3 女 商人 | g3 = 男 | 長老 の 側近 | 30 合 と 無職 | 80 こり < 福間 技術 者 | 25 


ミラ アニ マル コレ クシ ョ ン に 八 マ りす ぎ て 、 ご 飯 も 食べ ら 
れ な いく らい お 金 が な く な っ た 。 


ノ ポ ン に は 珍し い 超 マジ メ で 実直 な 性 格 。 長老 の 
側近 で 、 ノボ ン の 不正 を 取り 締まる 。 


特に 仕事 も せ ず 、 ぷら ぶら し て いる 。 


地球 人 の 見 た 目 や フ ァ ッ ショ ン に 憧れ 、 自分 で も 
誠 て みた いと 思っ て いる 。 


| 加 生 較 ig | 還 王 eee | 還 ig |” 間 ig 


NLA に 来 た キ ャ ラバ ン の リー ダー。 妻 の こと を 心 の 底 
か ら 愛 し て いる 。 


ミラ アニ マル コレ クシ ョ ン の コレ クタ ー。 


改造 する の が 大 好き な 技術 者 。 


に ノン 人 。 そ れ な り の 技術 者 で も 


『 。 臣 19 。 臣 = 回 > 研究 者 ら 5 穫 宣 自称 警備 員 26 


OO 
NLA に 来 た 。 


ーー Se 
こと が 多い ノ ポ ン 。 


の ノ 0 cine 
いる 。 


マノン Eo 手 。 ーー 
いな い の に 、 マ ・ ノ ン 船 を 警備 し て 回 っ て いる 。 


| まそ 無職 | 822 に 女 1 お 嬢 欄 | 16 肥 直 男 | 技術 者 | 38 | 男 | 技術 者 | 44 


めちゃ くち ゃ 身体 は 大 きい が 病弱 。 


財力 を 活か し 、 欲 し いも の を 全て 手 に 入れ て きた ノ ポ ン 
の お 嬢 様 。 


何で も 加工 で きる 腕利き の 職人 。 


忘却 の 渓谷 で 発見 され た マ ・ ノ ン 人 の 一 人 。 


『 。 と 選 召使 い = 回 " 技術 長 ーー 技術 者 45 


技術 者 マ ・ Se gate 


あや し げ な 物 を NLA で 売り さば いて いる ノ ポ ン 。 マジ メ 








男 





| キャ ラバ ン リ ー ダ ー | 18 


黒 鋼 の 大 陸 、 ドロ ン ゴ ・ キ ャ ラバ ン の リー ダー。 横暴 で 
ワガママ な 所 が ある 。 









ポポ 
お 娠 様 
大 金持ち の 大 商人 の 娘 。 
男 | 風来坊 | s5 
ミラ の 謎 を 知る よう な 大 げ さ な 口 ぶり を する が 、 実は 


何 も 知 ら な い 普 通 の ノ ポ ン 。 








NLA に 来 た キ ャ ラバ ン の 召使 い を し て いる 。 











男 | 長老 の 側近 | 30 


ノ ポン の 長老 の 側近 。 長老 を 末 履 し て いそ う で 
し て いな い 。 





is Go 






女 





工業 エリ ア で 鬼 監督 の 元 、 作業 を 行う 。 サポ リ 魔 。 


作業 員 | so 









女 





働く の が 嫌い な マ ・ ノ ン 人 。 


無職 | 2 


= 男 | 商人 | 2a1 | 男 | ルー の 店 の 店 員 | 24 の 半 し | 技術 者 | gg 


ニオ の 商売 仲間 。 





ルー の 店 で 働い て いる マ ・ ノ ン 人 。 






男 





| 


謎 の 腹痛 に 苦し ん で いる マ ノン 人 。 


技術 者 | 





マ ・ ノ ン 船 の 外装 を 補修 し て いる 技術 者 。 マ ・ ノ ン 人 の 
中 で 最も 運動 神経 が いい 。 






女 | 宗教 家 | ge 


マ ・ ノ ン 人 に は 縁 の な か っ た 神 と いう 概念 に 興味 を 
持っ て いる 。 


し 。 還 生 GIEm し jioeoer | 還 較 Cgg | ga 


ラー 世界 各地 を 夫 の トー トン と 旅 し て 
回 っ て いる 


グラ ナダ - GG に 所 属し て いる マ ・ ノ ン 人 。 


分 か ら な い 事 は と こと ん 追求 する マ ・ ノ ン 人 の 医師 。 





食べ る こと が 大 好き な マ ・ ノ ン 人 。 ピザ が 大 好物 で 、 
頭 か ら 難 れ な い 様 子 。 


ca 世 ら 3 き 居 技術 者 53 婁 技術 者 30 の 


ツ ム ジ の 弟分 。 Po 
ちょ っ ぴり 大 人 な ノ ポ ン 。 


リー 技術 は 確か 。 
に ド ハ マ り 中 だ が 、 熱い も の は 苦手 な 猫舌 。 


ミラ アニ マル コレ クシ ョ ン の コレ クタ ー。 cns 
強い 興味 を 持っ て いる 。 


ミラ ニウム を 換金 する 装置 を 開発 し て いる 。 


ca 男 | ブレ イド 舞 数 し | 男 | ブレ イド | 25 了 . 男 | 技術 者 | ag 合 女 | 仕分 け 係 | ge 


コレ ベ デ ィ ア ン 所 属 。 一 撮 千 金 を 求め て NLA に 来 た 後 
ブレ イド に な っ た が 、 未だ 苦労 し て いる 。 





タツ の 妹 。 sn on 
し て いる 。 


ョ ゴジ パニ オン 所 属 。 AS ノン 人 初 の ブレ イ 選 


毎朝 、 ROSE・ 人 
いる マー・ ノ ン 人 。 


修理 を 請け 負っ て いる マ ・ ノ ン 人 。 技術 力 は 高い が 、 
地球 人 を 嫌っ つて いる 。 


地球 人 に 協力 的 で 、 様々 な 技術 を 教え て いる 。 


マ ・ ノ ン 船 で 荷物 の 整理 を 担当 し て いる 。 


本 カカ の 娘 回" 41 3 因 技術 顧問 = 還 " 技術 主任 


忘却 の 渓谷 で 発見 され た マ ・ ノ ン 人 の 一 人 。 


IS ツ ム ジ に 憧れ 、 0 
態度 を 取る 。 






男 | ブレ イド 較 還 に 
コレ ベ デ ィ ア ン 所 属 。 発明 品 を 売る た め NLA に 来 た 。 
ー 握 千金 を 狙 3 ため ブレ イド に な っ た 。 






男 食 の 求道 者 | 43 


ツ ム ジ の 弟分 。 ツ ムジ に つい て 来れ ば 、 お いし いも の が 
食べ られ る と 思っ て いる 食 の 求道 者 。 








地球 の 企業 に 所 属し 、 奮闘 する 技術 者 。 






宙 。 | 収集 係 | 20 


マテ リア ル を 集め る の が 仕事 。 マ ・ ノ ン 人 を 嫌う と いう 
地球 人 が いる こと に 、 少し 居 え て いる 。 









女 | 設計 士 | 34 
建築 に つい て 詳し い マ ・ ノ ン 人 。 死 ん だ ふり を する の が 








mr (ター ン に 、 nn 
持っ て いる 。 





女 | 食事 係 | 20 





住宅 エリ ア で シェ アハ ウス し て いる 。 変 な も の を 
トッ ピン グ し た ピザ が 好物 。 






男 





忘却 の 渓谷 で 発見 され た マ ・ ノ ン 人 の 一 人 。 


商売 人 | 22 
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Xeno り /ggeX 了 カ ne Secrer Fe AO7 ルル MA 





人 272 
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用 7777O/ 


人 サク ラバ 重工 ミド ルス ー ツ 設定 画 








バッ テリ ー、 通信 機器 、 射撃 支援 コ 
ンピュータ 等 を 内 蔵 し た 戦闘 式 シ 
ステ ム の 個人 用 端末 。 掌 の デバ イ 
ス で 火器 や 車両 、NLA の 設備 な ど 
を 遠隔 操作 で きる 。 と いう 設定 。 






ウェ ポン マウ ント 


/ 


eo 
断面 : ちょ っ と 湾曲 し て ます 
右 朋 だ けつ いて いま す 





筑 サク ラバ 重工 ライ トス ー ツ 設定 画 





差し 替え 長袖 ヴァ ー ジ ョ ン 


ー イリ リリ だ ん ん / ア 、 人 EYEogs 引 に 写 2aWo 引 ls 





W A/7o/ an A/77S 短 





イン ナー 部 分 は カー ボン ナノ チュ ー ブ で 
出来 た 人 工 筋肉 的 な 素材 で す 。 


で 7 リリ リ だ ルル / ア 人 EYEYogs 目 に 写 289ollsf パ 273 





乾 A/o/ ag A/77S 





替 クラ ナダ ・GG ライ トス ー ツ 設定 画 埋 クラ ナダ ・GG _ へ ヴィ スー ツ ( 男 性 ) デ ザイ ン 案 





徐 グラ ナダ ・GG _ へ ヴィ スー ツ ( 女 性 ) デ ザイ ン 案 
く イ ラス ト : 雲谷 興 一 (CHOCO) > 


アノ 置 後 うか ら 引っ 張れ る エマ ー 
” 疹 / | ジェ ン シ ー タ グ で す 。 髪の毛 っ 


ノ 


に 6 衣 全 ) ノ ぼく 見 せま す 。 
NM 





圏 工 マ ー ジ ェ ン シー タグ 


| ) の ィ 
es ーー の テン ン 
\ N 


| 
圏 コン デン サ 


で 7 リリ だ し /: ア 、 人 を 当 6TERSYEYeigsi 邊 52YaWeo) 目 57 パ | 








起 A/or an A/77S 筐 】 4 









青 ・ 黄 が 一 体 バ パー ツ で 側面 の 
下部 に フィ ン 状 の 緑 の バ ー ツ 
が 付く イメ ー ジ で す 





和夫 ドー ルス ー ツ 設定 画 





一 肩 の 装甲 は ボー ル ジ ョ イン ト で 


圏 大 型 ナ イフ r“ 
| 浮い た 感じ で 装 徒 し て いま す 。 


左肩 の み 装 着 


く イ ラス ト : 麦 谷 興 一 (CHOCO) > 


/ 較 後方 視点 で の 固体 識別 
/ 用 に この あたり に バー ソ 
/ ナル マー ク 入 れる と か ? 





一 圏 ラ ンド セル の 各 
_J パー ツ は 女性 型 と 
同じ サイ ズ な の で 
間延び し た 分 、 フ 
ラッ プ を 大 型 化し 
て あり ます 。 








で 7 ルリ リリ だ ルル アテ 人 邊 BatcRStsidgs 邊 に 写 20aWo 旧 ls た て 2765 参 


【、 276 


替 メ レデ ス & コ ー 


ぐ 標 準 型 ・ 男 > 


印象 と し て 攻撃 的 で 怖い 感じ の 方 向 。 白い 
外装 甲 部 分 は メレ デス 特有 物質 の よう な イ 
メー ジ 。 外 殻 ( 白 パ バーツ 、 紫 バ ー ツ ) 含 め ほ ぼ 
全て 金属 製 の マシ ンス ー ツ で す 。 





く 標 準 型 ・ 女 > 


和夫 メレ デス & コ ー 


ミド ルス ー ツ (男性) 
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KC 
SN の 


ブ A//o/ ag A/77S 展 


設定 画 







地肌 
タイ ツ 状 の 極 到 ウェ ア た る 
、 ひみ 無し ( 肌 の 色 が 透け る と 


タバ 
ここ ん る 


/ 
/ 表面 に 務 膜 を 持っ た 
白っぽい 金属 。 


ア c で 人 多 と 20 ー $17< 


削り だ し の よう な 
質感 の 金属 プレ ー ト 。 


>< 人 で ) 


< イラ スト : 鈴木 康 士 > 


ツノ は お 好み で 。 
( 女 側 や 他 ブ ラン ド と の 対比 次 第 ? ) 


< イラ スト : 鈴木 康 士 > 





月 








埋 メレ デス & コ ー 





177 リリ だ ん: ア 、 人 tsRStsogsi 邊 中 s 王 Saoi 邊 5 











Ja トナ 武器 の アタ ッ チ 位置 
) り ぎ り ま で 出っ張っ て 
〆 いま す 。 





スー ツ デ ザイ ン 案 





に 
の 
に 
こ 
て 
で 
に ご 
いい 
いこ 
〇 
に 
さ 
つ 





笛 メレ デス & コ ー へ ヴィ スー ツ ( 男 性 ) 設 定 画 





恨 


SEX 


和夫 メレ デス & コ ー へ ヴィ スー ツ (女性) 


て 27/ ィ 


た TaWo) 旧 57 パ 


石 
p 
い 
1 の) 
① 
負 
に < 
いり 
で 
で 
ww 
oi) 
〇 
こ 
いり 
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177779/ 導 7 40274 に 


うっ すら エン ボス 
加工 が 入っ た 化繊 
ー デ 風 の 生地 
堆 い で 
『 
に ガ FRP 素 材 ( 光 沢 や や あり ) 
ボディ スー ツ 7 ュ 1 










マッ ト な 感じ の さす 
ウェ ッ ト ス ー ツ ンク 


マグ Ra 
ライ ン 部 分 半沢 編 < 人 






抑え 目 の シ ャ ン ペ ン ゴ ー ル ド 





グン 
ウー に こ m ベル ト 


畑 較 や わら か い 無垢 の 金属 製 









国 泌 め 具 
脇腹 部 分 で す 


- 記 レン ん の 
9 の の ふ *。 
線 モ ー ル ド で は な く 生 地 






ンジ 





電 偽り な き 真 心 堂 スー ツ デ ザイ ン 案 





ベイ ラス ト : 碧 風 羽 > く イ ラス ト : 碧 風 羽 > 





1 ルリ リピ ルル ア 、 人 を 委 BtESYsYdgs 自 品 に 王 21a Wo) 上 り 5 









































NM = ず 誠一 ズバ 
アバ K 
雪 A/77o/ an A/77S A 1 デー 
テー バ 
等 偽り な き 真 心 堂 ミド ルス ー ツ 設定 画 この 辺 、 髪 の 毛 に か くれ る 事 4 | 
前 提 で いい で す ed 
ネクタイ N つと 靖 e、 「 
で は な く こ うい う デ ザイ ン で 頭 部 パーツ / 
す 。 服 と 一 体 化し て いま す サイ リウ ム の よう な 素材 で す 
BS し に 1 に だ た Ya 
2 氏 
裏面 は 銀色 で エッ チン グ が 
施さ れ て いま す 
金色 の と ころ は 金属 で は な く 
オレン の ーッ は 利 還 に 見 えて ほし いで す 
光沢 の ある プラ ス 
チッ ク な 質感 で す 
微妙 な 色 、 こ 
光沢 の 違い を 
入れ て 下さ い 
生 . 
筐 偽り な き 真 心 堂 へ ヴィ スー ツ 設 定 画 
ング 
Cee ' っ と ボー ル 部 分 が 頭 に 埋まる よう な 感じ で … くう ジャ ケッ ト 質 感 
ーー / 白い レザ ー、 し わ の よ 
ら な い 硬 い 生地 と や や 
柔らか い 生地 で 構成 
パン ツ 質 感 
や や サテ ン 風 の 光沢 
の ある 生地 と 金属 風 


の 素材 


で 7 リリ リヒ ルル ア 、 人 Basegs 邊 に : 写 a9o 上 ls 
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起 Aor ang A/77S 


六連 星 ライ トス ー ツ (男性 ) 


Xa 
本 
固 


等 六連 星 ライ トス ー ツ (女性 ) 設定 画 


ベル ト 
金属 削り だ し の 無骨 な デザ イン 





小手 24 ンク 
革 製 の スト ラッ プ で 
と め ま す | 
\ 
ぐ Y \ が い 
ャ ヤン 衝 ヽ 7 
の 人 ご 六 
| N グ 
く と グ 
N ヴ 





うっ すら わか る 程度 に 凹凸 
金 の ライ ン は スペ キュ ラ を 強 
め に お 願い し ます 








腰 ア ー マ ー( 左 右 対称 ) 


リリ た ん ん 人 EStEYegs3 引 に 写 Y886) 邊 57 パ - 


/ 
。 


Aror an AS 厚 








直 オル フェ ・ パ バル フェ ライ トス ー ツ 設定 画 





筑 オル フェ ・ パ ルフ ェ へ ヴィ スー ツ ( 女 性) 設定 画 





凌 持 っ て ポー ズ つ は け 
て み ま し た 


羽根 の 素材 は 肩 や 尿 
な ど 先 端 に 行け ば 行 
く ほ ど 透 き 通 っ た 様 
な 蝶 の 羽根 素材 に 。 





く イ ラス ト : 風間 雷太 > 


(7 リリ リア 人 ESYEYdgsi 引 に 評 A0aollsf パ ー 1 227 開 三 





トー マ ナー 1 アア A/77o/ 7 の 人 A/777S /。 


筑 サク ラバ 重工 ダイ ビン グ ス ー ツ 設 


堪 サク ラバ 重工 スイ ミン グ ス ー ツ 設定 画 





画 
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テー ズ 222 テー 一 Xenop/ageX=The Secret File =Art of MIRA ー 


テーー バ * 





和夫 イン ナー ウェ ア 設 定 画 


起 サク ラバ 重工 (?) イン ナー 装備 





没 ネ タ 









紀 A//mO/ 37 用 /77S 筐 


直 サク ラバ 重工 士官 服 設定 画 


と で イリ リリ だ ん ん: テア EtYodgs 引 に 写 aWeo) 肖 sf パパ 





起 A/7o/r an A/77S 展 





ガト リン グ ガ ン 設 定 画 





需 サク ラバ 重工 










アサ ルト ライ フル 設定 画 
装備 状態 に な る と 再度 の カバ ー が 展開 し ます 





・ ミ サイ ルポ ッ ド 展開 時 
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スナ イ パ ー ラ イフ ル 設 定 画 


スコ ー プ 収納 用 回 転 軸 (外側 の み ) 


信 ス コー プ 後 方 ディ テー ル 









デュ アル ガン 設定 ホー ルド オー プン 状態 


74 と 外側 が ちょ っ と 膨れ て いま す 


N - 
⑨ 





ベイ ラス ト : 松本 秀幸 > 






く イ ラス ト : 松本 秀幸 > 





(リリ リヒ ん ん 人 EYEYeg 引 に ao) 邊 57 パ 


6 4A/77O7 に 74/e/ A/77S ( 
筑 グラ ナダ ・GG 


ガト リン グ ガ ン 設 定 画 


レイ ガン 設定 画 


ロン グ ソ ー ド 設定 画 


等 メレ デス & コ ー 


フォ トン セイ バー 設定 画 サイ コラ ンチ ャ ー 設 定 画 


呈 ) ) ) | ) ) 


ここ コ 


一 替 時 7 ガリ ん: ア 條 EStEYgs 引 に 王 < パ aoiyllsf パ ーーーー 





《 226 ) 





起 A//77o/ gn の A/77S 左 


坦 偽り な き 真 心 堂 








< イラ スト : 松本 秀幸 > グリ ッ プ は 他 の 武器 と 同じ で す 








直 六連 星 スナ イ パ ー ラ イフ ル 設 定 画 


ジィ 


く イ ラス ト : 松本 秀幸 > 


イラ スト : 松本 秀幸 > フォ トン セイ バー 設定 画 


く イ ラス ト : 松本 秀幸 > 


で リ リリ た ん (ん: み 人 EEYdgsia に 評 Amos ー 





AA/777O/ 7 4/777S 穫 


寺 オル フェ ・ バ パル フェ ジャ ベリ ン 設 定 画 


ガト リン グ ガ ン 設 定 画 ルイ ルイ 4 











デー アー 


ニー っ 


bb 、 





く イ ラス ト : 松本 秀幸 > 





需 ノボ ン 商 会 


板 の 厚 み は こ の 繧 一 


ーー - つ ュ ン 設定 画 より も う 少 し 厚く 
ウ 訂 , ル ガ ン 設定 画 し て くだ さい 


< く イラスト : 松本 秀幸 > 


寺 ファ クト リー1.21 





レイ ガン 設定 画 


人 側面 ( 閉 ) 


- 電 7 カガリ た ん みみ 全 IEEE に 計 8ollsf パ 
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アサ ルト ライ フル リサ タマ ヤン ガン 





ショ ッ ト ガ ン 人 の "ルル 。 





DM ラ イフ ル 








スナ イ パ ー ラ イフ ル 







グレ ネー ドラ ンチ ャ ー 


ルル ーー が レー ザー 
ガト リシン シグ 
@ 使 用 時 





軽 迫撃 師 


イプ 7 ルリ だ ん: ア 、 和 を 当 Batsstsieigsi 邊 < 計 S0aWe) 目 り /ET 





用 7/777Or 37 用 /77S 


衝撃 砲 





重力 ガン 





ガ ・ マ bk 






家紋 (パイ ロッ トラ ンプ ) 








/ 


シリ コン 製 の グリ ッ プ スイ ッ チ 
バイ アス 梶 棒 


柄 部 分 : 軟質 ゴム の よう な 質感 





金属 部 分 は メタ リッ ク な 質感 


ガ ・ ボ ウ 召 刀 


で リリ リル ん アア BSYSIodgs 引 (に 守り sf 





Spec/g7 / ジ MA Co/ 太 7 
エー シンシン ンプ バ 
交 族 兄 ソ ズ 人 ら 


種族 別に 50 音 器 で 掲載 。 各 キャ ラ の 


記 昌 又は 看 IP2』 
= ンー に さこ こさ 2 の 
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y 電 


男 元 長 老 | 68 
バイ アス の 大 樹 の 一 族 の 元 長老 。 身体 の 調子 が 


戦士 


首長 の 息子 で あり 、 誇り 高き 戦士 。 


< 化 嫁 修行 中 
編み 物 が 得意 な 心 優し い 女の子 。 


語り 部 に 仕え る 戦士 。 


27 労 戦士 ら 4 


歳 窟 の 一 族 に 捕え られ て いた 兄弟 の 兄 。 勇ましい 
戦士 。 


き 男 戦士 


マ ・ ノ ン 船 の 左 角 入口 を 警備 し て いる 。 


Ne 


元 戦士 で 、 隠居 し な が ら も 新兵 を 鍛え て いる 。 


元 戦 士 


四 戦士 | 19g 
グロ ウス の 手 に か か り 亡 く な っ て し まっ た 。 テア 
恋 人 。 


学 参謀 | 43 


バイ アス の 中 で は 珍し い 、 知性 的 な タイ プ 。 地球 人 の 
戦術 に 興味 を 持っ て いる 。 


@0 


獣 使 い 


大 き な 夢 を 抱く 、 一 流 の 獣 使 い 。 


女 ケモ ノ 使い 。 | 24 


原生 生物 を 、 簡単 に 調教 する 方 法 が な いか 
て いる バイ アス 人 。 


向 


0 
の 


監 


女 | スラ ブ テ ィ 隊 隊長 30 
大 樹 の 一 族 と 敵対 する 上 岩 窟 の 一 族 の バイ アス 人 。 


マ 
や 明 首長 


大 樹 の 一 族 を 取り 仕切 る 首長 。 


女 踊り 子 
恋人 を 想い 、 踊る こと を や め て し まっ た 


「 
人 
C 当 


o 


1 
0 
攻 


3 家事 手伝い ら 5 


親族 か ら 、 い き お くれ と か ら か われ て いる こと に 不満 を 
抱い て いる 。 


id 3 ン 才 た に まで と で っ で ャ イ と DS 


DR 


| 女 | スラ ブ テ ィ 隊 副 隊長 | らら 


大 樹 の 一 族 と 敵対 する 歳 窟 の 一 族 の バイ アス 人 。 


戦士 


ギ ・ ザ ング に 決闘 を 挑ん だ が 、 一 発 で 敗北 し た 。 


^ 葉 


総合 生産 プラ ント の 廃棄 物 処理 模 で 働い て いる 。 


門番 の 仕事 を さぼ り 、 公園 を うろ うろ し て いる 。 


学 


古く か ら の 言い 伝え を 語り 継ぐ 語り 部 。 


『4 男 | 戦士 | ge0 


少々 頼り な い バ イア ス 人 。 そ ろ そ ろ 結 婚 し よう が か な と 
思っ て いる 。 


| 婦 直 天 商 2g 


甲斐 性 無し の 旦那 が 頼り に な ら な いた め 、 シ ョ ッ プ 街 で 
商売 を 始め た いと 思っ て いる 。 


Ss 


妻 の ヘ ハク スナ を 守る た め 、 日 夜 狩 り に 出 て いる 。 


総合 生産 プラ ント 職員 | 2 ら 7 


語り 部 


労 戦士 


力 自 慢 の バイ アス 人 。 小 賢 し い 真 似 が 大 嫌い 。 


女 | 踊り 子 


住宅 エリ ア で シェ アハ ウス し て いる 。 踊り が 得意 。 


女 バジ シ の 妻 


バジ シ ・ ウ ルフ ェ ン の 妻 。 惑 星 ミ ラ に 来 て か ら 、 
を 出産 し た 。 


女 


男 ま し き 女 狩人 。 


女 


面倒 見 の いい お ば さん 。 


女 | バジ シ の 娘 


バジ シ と ヘ へ クス ナ の 間 に 生ま れ た 娘 。 


すま 戦士 に 2 坦 1 


歳 窟 の 一 族 に 捕え られ て いた 兄弟 の 弟 。 朋 病 者 だ が 
変わ ろう と 努力 し て いる 。 


女 | 家事 手伝い 
父親 か ら 大 事 に 育て られ た 一 人 娘 。 
女 | 自称 探検 家 


探検 好き の 元気 な バイ アス 人 。 


筆 


歳 窟 の 一 族 を 憎ん で いる 。 


ド T 


[ ヨ 男 戦士 | 40 


家族 の 長 で あり 、 か つて は 多く の 歳 窟 の 一 族 の 首 を 
取っ た 猛者 。 


回 " ・ 


ニク の こと し か 考え て な い 食 欲 の 塊 。 


男 | 代 兵 団 頭目 30 


ラー ス 人 の 元 王 太子 。 武士 道 と 忠義 を 重んじ る 男 。 


地球 人 の 主 の 元 で 、 隠密 行動 を し て いる ラー ス 人 。 


女 | テル グ の 側近 ら 7 


ラー ス 人 の 女 戦士 。 ガ ・ デル グ に は 幼少 の 頃 か ら 仕え て 
きた 。 


田 白人 失 士 


突然 ケン カ を ふっ か け て きた 謎 の ラー ス 人 。 


男 


ゴ ・ ベ ル グ の 弟 子 。 


男 


ゴ ・ ベ ル グ の 子 。 


男 | 鍛冶 師 見 習い 


刀鍛冶 師 見 習い の ラー ス 人 。 


孝 。 | 武士 


ゾ ・ ジ ナ テ 隊 の 組頭 。 謙 報 活動 を 得意 と する 。 


il 武士 | 要 1 


ネガ ティ ブ 思 考 の ラー ス 人 。 気 は 弱い が 真っ 直ぐ と し た 
気概 を 持つ 。 


地球 人 や マ ・ ノ ン 人 と 共に 生活 し て いる 隠密 。 


女 | 武士 らら 


グロ ウス に 一 太刀 浴び せよ うと し て いる ラー スズ ス 人 。 


女 技術 者 | 31 


ラー ス 人 が 作る 武具 の 材料 を 作っ て いる 職人 。 


男 | 武士 


第 一 線 を 退 い た ラー ス の 武人 。 弟子 が いる 。 


田 部 隊長 


以前 、 百 鬼 士 団 に 命 を 救 わ れ た こと が ある 。 


男 | 謎 の 武芸 者 


ラー ス 武 道 大 会 を ミラ で 開 こ うと 尽力 し て いる 。 


男 | 小隊 長 38 


典型 的 な ラー ス の 武人 。 義 に 厚く 、 女性 に は 少し 
甘い 。 


女 | 武 十 18 


血 気 盛ん な ゾ 家 の お 嬢 様 。 仙 を 打つ た め に 街 を 飛び 
出し た 。 


' 短 
男 | 部 隊長 
奇襲 、 戦術 に 長け た 部 隊長 。 


女 | 


ラー ス 三 保 衆 の 長女 。 


男 | 


ラー ス 三 傑 衆 の 未 弟 。 


男 


フー スズ ス 三 傑 軍 の 長兄 。 


男 | 武士 


忠義 心 の 欠落 し た 異端 の ラー ス 人 。 


男 | 武士 | 43 


ガ ・ デ ル グ の 護衛 を 任 と し て きた 家系 の 主 。 忠義 心 を 
持た ぬ 候 子 を 恥じ て いる 。 


1 


男 | 鍛冶 師 55 


稀代 の 天才 鍛 冶 師 と し て 、 グ ロウ ス に 従属 し て いた 時 も 
重 玉 され て いた 。 


女 | 直 二 | 46 


ガ ・ デ ル グ の 護衛 を 任 と し て きた 家 に 嫁 ざ 、 人 一 倍 そ の 
使命 を 重んじ る 。 忠義 心 な き 息 子 を 恥じ て いる 。 


男 | 武士 26 


ゴ ・ ロ ガン 隊 の 組頭 。 いつ か 百人 鬼 士 の よう な 勇猛 果敢 
な 侍 に な り た い 。 


男 | 武士 | g7 


傷つい た ラー ス 兵 。 グロ ウス に ドー ル を 玲 わ れ た 。 


男 | 武士 


ラー ス 三 傑 家 を 従え る 部 隊長 。 


女 | 細工 師 | らら 


感受 性 典 か な 細工 職人 。 友人 の 帰り を 待つ て いる 。 
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シー ルド キャ ノン 省略 
左肩 一 省略 






・ 魔法 使い 銃 ロ オー プン 状態 
・ 悪 魔 的 








魔法 使い か ら マ ント シル エッ ト 、 
就 魔 的 鱗 装 甲 こと 角 か ら 
日 本 の 詳 風 に し て み ま し た 。 
タイ ヤ は 腰 帯 に 







合 装甲 は 


変形 時 重なる 
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圏 レ ザー ベル ト が 細く な っ て 見 える 部 分 ( マ 印 ) は 
実際 に 幅 が 変わ つっ て いる の で は な く 、 
ベル ト を 押さ える "ひさ し "が 上 に 重なっ て いま す 。 







田 コ ク ピ ッ ト を 外部 か ら 開 ける 
レス キュ ー レ バー で す 。 





圏 レ ザー ブラ ジャ ー の 端 は 
カイ デック ス 製 の フッ ク で 
ボディ に 留め て あり ます 。 






KN 


ま 、] 
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NN 
一 各 部 アー モン ド バ ー ツ は 


上 効 内 の アウ チュ エー ター で すま 。 
伸び た 部 分 は マッ トブ ラッ ク に な り ま す 。 


ゴム の ソー ル で す 。 
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較 ゲ アンテ ナ で す 。 

長く て 邪魔 な の で 丸め て あり ます 。 

ポリ ゴン 表現 に は 不向き だ と 思う の で 
い うま く 表 現 で き な か っ た ら オ ミッ ト し て 


棒 ア ン テ ナ だ け に し て 下さ い 


較 ピ ンク 部 分 は 上 腕 、 

緑 部 分 は 前 腕 、 

肘 と 膝 は それ ぞ れ 中 に 球体 が 
入っ て いま す が 、 プラ ジャ ー で 

シル エッ ト が 少し 広がっ て 見 えま す 。 


較 肘 を 曲げ た と ころ 


圏 ビザ を 曲げ る と 
アク チュ エー ター の 端 が 伸び ます 。 
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一 側面 が 直線 だ と 未 広がり に 錯覚 する た め 
H を つけ て 視覚 補正 し て いま す 。 





胃 ダ ミー ボディ の コック ピッ トド シー ト 
還 参 考 : アプ レス の コク ピッ トシ ー ト 鎮座 し て いる 三角 形 は 非常 用 の ペリ スコ ー プ で す 。 
育 面部 分 、 コ ン ソ ー ル モニ タ な ど は 共通 パー ツ で す 。 
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スル 0 ソー で まぁ 座 面 は メッ シュ 田 ち ょ っ と 古く さい コン ソー ル 


田 カ メラ カバ ー が 閉じ た 時 





田 赤 道 リ ング は シー ト と こ 、 参考 

くっ つい て いま せん 。 

人 ルッ チ の 上 和 面 に 接続 され て NN ・ ss 
/ いま す 。 周り は Ne トー ング ① 上 面 ハ ッ チ が 開く と 
也 全 周 モ ニタ ー で す 。 < さと の 

の ② ベ ルト が スラ イド 





較べ ダル な を 支え て いる ③ 脇 の 下 の 人 
フレ ー ム の 間 は パー ツ も 6 
抜け て いま す 。 後ろ に 回 転 





5 シー ト と フレ ー ム が 回 転 、 
パイ ロッ ト は 直ぐ に 立て る 
姿勢 で 押し 出さ れ ま す 。 





圏 レス キュ ー レ バー 圏 コク ピッ ト 内 部 
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カラ ー リ ング 案 


田 ベ ペー ス の 白い ボディ は グロ スソ リッ ド ホ ワイ ト 、 も し 
く は メタ リッ ク ホ ワイ ト 、 レ ザー ブラ ジャ ー は マッ ト 系 、 
スキ マ や 装甲 の 裏 の 黒い 部 分 は マッ トブ ラッ ク で す 。 
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N 肩 、 腕 、 フ ロン トス カー ト は 
アム ドゥ シア ス の 履 各 


平行 に な り 建材 を 乗せ る 台 に 
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育 中 武器 基部 へ の 
接続 部 。 

用 途 に よっ て 三 つ を 
使い 分 ける 





< イラ スト : 柳瀬 敬 ン 





@ バ イブ 省略 構造 、 変形 は 3D 参 考 で す 。 





急 左側 ユニ ッ ト 省 略 





手前 の バー 
外し た 状態 


ハギ バー レー ルカ ガン と 
同じ セン サー ユニ ッ ト 。 
そちら の デザ イン 画 も 参考 


※ 内 部 ディ テー ル は 外側 の 簡易 版 


く イラ スト : 柳瀬 敬之 > 
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< イラ スト : 柳瀬 敬之 > 
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< イラ スト : 柳瀬 敬之 > 
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259 


で 7 リリ リ だ ん ん アテ 人 EtEodga 引 に: 主 ols が 1 








の ーー た て の ーー と ・ すさ ー で c em an 。 AM 
ーー で ーー ペニー トマ ヘー 年 っ ー っ oy AN ビビ ラマ で が ェ po > ュー a 


7 の コ の だ 4 イア イリ たきの リリ // 
シンシン レン アバ 
短 廃 別 ワ ズム の 


女 | 技術 者 | o 女 | 


オル フェ ・ バ ルフ ェ で 作ら れ て いる 武器 な ど に 使用 する 
部 品 を 作っ て いる 。 


暗殺 者 不明 | ボル タン ト 処理 者 | 


スラ ブ テ ィ を 狙い 、 暗躍 する 。 お し ゃ べり と リボ ル タ ン ト が 欠か せな い 。 
IMIE191<1< 倒 門 し た ユア 二 
研究 者 \ 半 。 暗殺 者 222 不明 宗教 学者 


スラ ブ テ ィ を 狙い 、 暗 躍 す る 。MGO62 : 2 ーー - 
姉 。 ゴル ボッ ガ の こと を 調査 し て いる 。 


男 | 
オル フェ 人 の 身体 に つい て 知識 が ある 。 


女 | 研究 者 | O 説 | | 
So ルン オト ナム と 行動 を 


暗殺 者 不明 | ボル タン ト 処 理 者 | 


うっ か り 屋 さん の ザル ボッ ガ 人 。 地球 流 の 感情 表現 が 
苦手 で よく 誤解 を 生む 。 


屋 技術 者 。 剛 > 喘 . 上 > ボル タン ト 管 理 者 


オル フェ 人 が 使う 道具 を 作っ て いる 。 自分 の 無力 さ を 嘆 いて いる 。 ヒメ リ に 化け て いた デフ ィ ニ ア 人 。 集め られ た ボル タン ト の 管理 を 役割 と し て いる 。 


還 , | オル フェ ・ バ パルフェ 代表 | 35 回 , 


に ーー オル フェ ・ バ パル フェ 人 nm 
共に し た 。 


ブレ イド に な っ た オル フェ 人 。 テス タメ ント 所 展 。 Be po コロ ンダ ス 達 に 手 を 出す デフ ィ ニア 人 。 Otherome 2 4 


強力 な 武器 の 収集 を 行う デフ ィ ニ ア 人 。 


に 3 こき 9 ウシ スリ レロ 


で 地球 人 を 貞 っ て いた デフ ィ ニ ア 


男 | 
最初 に 来 た 5 人 。 5 人 の 中 で は 一 番 偉い 。 


技術 者 男 | 1 滑 | 


いつ も 空腹 で 、 お いし そう な 樹木 を 探し 、 公 園 を うろ うろ 
し て いる 。 


回 , 生物 学者 61 了 , 研究 者 51 


る に オル フェ 人 の うち の 一 人 。 の 細胞 生物 地球 側 で は な く グ ロウ ス 側 に つい て いる オル フェ 人 。 


暗殺 者 


謎 の 異 星 


も 
剛 隊 ′ ブレ イド | gg 


地球 の 危機 を 察知 し 、 警告 と 知識 を 与え た 異 星人 。 


- 神 の 化身 と 偽り 、 フ レジ ィ を 騙し て いた 。 


El の 』 
神 の 化身 


フレ ジィ が 奇跡 の 神 と 崇め る 者 の 化身 。 フ レジ ィ と 同じ 
姿 を し て いる 。 


男 | 技術 者 | 0 男 | 研究 者 | 0 


オル フェ ・ パ ルフ ェ で 作ら れ て いる 武器 な ど に 使用 する 反 オ ー ヴ アァ 革命 運動 に 区 せ られ 、 ル ン オ トナ ム と 行動 を 
部 品 を 作っ て いる 。 共に し た 。 


ザル ポ ボッ ガ 人 男 | 発明 家 | 1260 


マ ・ ノ ン を も 超越 し た ハイ テク 技術 を 持つ 、 謎 の 異 星人 。 
工業 エリ ア の 外れ に 住ん で いる 。 


ボル タン ト 処 理 者 | 31 2] 女 | デフ ィ ニ アマ ザー | ??? 


、 還 ー 、 王 誤 生 EE 


クン エイ ブ よ り 分 裂 し た 個体 。 オー ヴァ に 疑問 を 持ち 始め た / 体 。 


男 | 技術 者 | 47 
2 兵器 の 開発 を 得意 
と する 。 


男 | 管理 補佐 役 | 44 


最初 に 来 オ オル フェ 人 の うち の 一 人 。 指導 者 的 な 立場 
に ある クン エイ ブ を 補佐 し て いる 。 


男 | 無職 0 


クン エイ ブ よ り 分 裂 し た 個体 。 共 に 生ま れ た シン エイ ブ 
より 、 濃く 記憶 を 受け 継い で いる 。 


男 | 技術 者 E 8 


スン オ サ ラ グ か ら 分 裂 し た 。 技術 者 と し て の 知識 を 引き 
継い で いる 。 


男 | ドー 


スン オ サ ラ グ か ら 分 裂 し た 。 技術 者 と し て の 知識 を 引き 
継い で いる 。 


貞 無職 | 0o 


公園 の 草 な ど を 気 が 向 いた 時 に 食べ 、 自由 に 生き て 
いる 。 


ee 


オー ヴァ の 調子 が 良く な い 様 子 。 


女 | 研究 者 | 0 
ナン オ サ ラ グ か ら 誕 生 し た 、 新しい オル フェ 人 。 


イー ざこ Py 


症 | 暗殺 者 | ?2? 
クレ モン ズ の 姿 に 化け て いた が 、 エ リオ に よっ て 正体 を 
明 


か さ 


DV482 : デュ ー ヴ 
アレ ックス と 手 を 組ん で いた デフ ィ ニ ア 人 。 


ヨコ =1619 月 
| 


デフ ィ ニ ア 人 達 を 支配 する 三 姉妹 の 長女 。 


・ エ メロ ア 
alu9198 EA り と < 


デフ ィ ニ ア 人 達 を 支配 する 三 姉妹 の 次 女 。 


女 | 暗殺 者 | ?2? 


グロ ウス の スバ イ と し て NLA に 入り 込ん で いた 。 


JDO01 : ジュ ダ 


デフ ィ ニ ア 人 達 を 支配 する 三 姉妹 の 三 女 。 


女 | 暗殺 者 | 229 


デフ ィ ニ ア 基 地 か ら 解 放さ れ 、 新た な る 人 生 を NLA で 
模索 し て いる 。 


9 


アコ ネ の こ : ァ や F 
ーー ニー ペーー ニ ーー NSRieoauvetuii で rr 3 


いる 。 


不明 | ボル タン ト 処 理 者 | 


ザル ボッ ガ 人 の 中 で も 、 リボ ル タ ン ト 能力 が 優れ て いる 。 
その せい で 欲求 も 他 の ザル ボッ ガ 人 より 強い 。 


不明 | 無職 | 0 


ミラ で 誕生 し た 第 一 号 の ザル ボッ ガ 人 。 ア ラ セ ニ カン に 
吐き 出さ れ た 。 


不明 地理 学者 | 5e 


地理 学者 で 、 惑 星 ベ ドゥ ン で は 大 陸中 に ある ボル タン ト 
地帯 を 示し た 地図 を 作っ て いた 。 


技術 者 | 24 


ミラ アニ マル コレ クシ ョ ン に 八 マ っ て いる 変わ り 者 の 
ザル ボッ ガ 人 。 ミラ の 生態 系 に 興味 が ある 。 


不明 | ボル タン ト 回 収 業 | 


de lo 
め た 。 


不明 | ボル タン ト 処 理 者 | 


ボル タン ト の た め な ら 手 段 を 選ば な い 、 陽気 な が ら 
恐ろし い ザ ル ボ ッ ガ 人 。 


惑星 ミラ に 来 た ザ ル ボ ッ ガ 人 達 の と り ま と め を 行っ て 
いる 。 彼 を 慕う ザル ボッ ガ 人 は 多い 。 


不明 生物 学者 | ge 
人 1 浄化 地区 の 古き 都市 か ら 遺 物 を 


た 。 


と ペー ミン ーー 


に て 
マ 


ww なー ュ ア 


cg テ こ で 回 Tr* こま 
PPE va ペー ペー ニー に ーーー ペ ーーーー AA で 
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" ず と 円 SN Ja _ We 


本 書 を 編 革 す る に あたり 、 モ ノリ スソ フト より 譲り 受け た 脱 天 な 設定 次 料 の 数 々 を 。 
「 ~ その 中 に は ほ は * ゲ ー 記 容 編 に は 登場 し て いな い ” い く つが か の 設定 座 料 が あっ た 。 
し か も その 資料 に 記さ れ て いた 支 言 の いく つか に は 、。 


塗り つぶ され て いる と ころ も 。 これ ら 謎 多き 資料 の 意味 する も の と は ……。 


等 





主人 公 ( 名 称 未定 ) 
0 代 後 半 の 青年 の ラフ 画 を 発見 ! 名 称 未 定 な が 
ら 「 主 人 公 ] と な っ て お り 、 し か も 『XenobladeX」 の 
アバ ター と は 違っ て 個性 を 感じ る 。 と いう こと は 、 
この キャ ラク ター は …… 2 


く ベイ ラス ト : 田中 久仁 彦 > 








コ 
を * 3 _ ネッ の た で 1 人 - 二 
ャ プ を いい ハジ 7 トペ 2 Sci L っ を ピ 人 _ し を 4 二 " 上 き Lo 
補 ロ と こい い ィ か 本 きた 0 < ふう な 7 3 Aya cec 人 ccig 境 あな に CS oo 本 が と きこ zoC っ も を 2 よ 2 で て * ド y 
RS た き 7 の の な の Sc \ の < OCSioxooso 志 1 その で は なこ Nr dE SE、3So の 6 rr し X て 2 を Cg こさ 。 人 居 。 3 D る が 








ゃ 


が 和香 ww を や 





< イラ スト : 鈴木 康 士 > 












黒 騎士 
黒い 鎧 を まとい 、 手 に は 日 本 刀 に 似 た 刀 を 持つ 、 ほ か の キャ ラ 
クタ ー と は あま り に も 雰囲気 が 違い すぎ る 人 物 の デザ イン ラフ 
だ 。 気 に な る の は 、 その 足元 の デザ イン 。『XenobladeX」 の どこ 
か の シー ン で 見 た よう な 気 が …。 
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<: ちい を ー 「d 2 2 た を て ゃ た た ず _ し 
2 が ・ っ * 














クリ ュー の 女性 の 衣装 は 主人 公 達 の 装 
備 よ り も 全体 的 に す つ きり と し た シル 
エッ ト の スー ツ に し て み ま し た 。 モ ル 
フォ 蝶 の よう に 角 や か な 反射 の 素材 を 
使用 し て いま す 。 宝石 や 金属 の 装飾 も 
入る よう な 華やか な 雰囲気 で す 。 


何 が 武器 か バッ ク パ バッ 
ク な ど を つけ て も よい 
か も し れ ま せん 。 


< く イラスト : 塚本 陽子 > 


ニー ル ・ ネ ー ル 
ある クエ スト に 登場 する 謎 の ドー ル 「 ニ ー ル ネー 


ル 」 と 同じ 名 を 持つ 異 星人 キャ ラク ター だ 。 説 明 
文 に は 「 ク リュ ー」 と ある の で 、 セ リカ と 同じ ク 
リュ ー 人 の よう だ が ? 





エミ リー 
アメ リカ 大 統領 の 令嬢 と いう 女性 キャ ラク ター の 


デザ イン 画 。 大 統領 と いえ ば モー リス 行政 長官 が 元 
大 統領 補佐 官 だ が 、 彼 と の 関係 は ? 








主人 公 機 (アレ ス ) 
「 ア レス 」 と いう 名 前 の ドール の 設定 画 。「XenobladeX」 に 登場 する アレ ス と シ 
ル エ ッ ト は そっ くり だ が 、 生物 的 すぎ る 見 た 目 と 各部 に ある 光る 排気 口 (?) ら 
し きも の が 、 地球 製 の ドー ル と は 明らか に 異な る テク ノロ ジー を 感じ させ る 。 








主人 公 機 (アレ ス ・ バ ー ン 状態 ) 


取り 付け た 形態 な の か も し れ な い 。 








バー ン 状 態 が 意味 する と ころ は 不明 だ が 、 装 甲 や 武装 を 








男装 証 雇 譲 の 中 の 背 厨 

国 雇 還 較 が 稼 動 し て 排気 口 が 開口 し て いる イメ ー 
ジ 。 ア イド リン グ 中 で ター ビン の 淡 が チリ チリ 光っ 
て 見 えま す 。 較 雇 証 畔 が 動い て いな いと き は 排気 
ロロ が 閉じ ます 。 シッ ポ は ジタバタ 動き ます 。 





く イ ラス ト : 麦 谷 興 一 (CHOCO) > 


圏 隻眼 ヘッ ド 案 
頭 部 の イン テー ク が ぱっ くり 。 
目 の ひ び 割 れ が 拡大 し た の で ア 
両 肩 に 回 証 雇 較 が 追加 で ご ら 本 生え て きま す 。 イ パ ッ チ で 補修 し て いま す 。 
両 脇 に 広がっ つて いる バイ ンダ ー 状 の 物 は 折り 
た た め ま す 。 
既存 の 還 証 証 較 畔 は イン テー ク が ば ぱっ くり 開 
きっ ぱな し に な り ま す 。 






一 シル エッ ト 的 に 腰 に も 
問題 間 較 を 生やし た い の 
で す が 前 腕 と モロ に 干渉 
する の で 無い 方 が いい で 
し ょ うか ? 


田 各 部 の 黒い バーツ は 革 ブ ラジ ャ ー で す 。 カ イデ ックス 製 フ ッ 


較 イ メー ジ さ れ て いる の は も っ と ボ ク と レバ ー バ ッ ク ル ベル ト で 固定 し て ます 。 コ ク ピ ッ ト の 前 は 
リュ ー ム と トゲ トゲ が 多い 感じ で し ょ う ファ スナ ー。 防 御用 で は な く 較 証 雇 較 の 細胞 が これ 以上 増殖 し 
か ? 2 還 還 昌 間 間 間 症 症 症 昌 (手中 が な い 様 に 較 証 雇 較 の 嫌がる ハー ブ の 香り が つい た 革 で 出来 て い 
伸び て も 良さ そう で す が … 


る 。 革 は カー ボン か が 航 肌 テ クス チャ ー が 入る と カッ コイ イ か も 。 く イ ラス ト : 放 谷 興 一 (CHOCO) > 


















1 
| 還 較 較 較 1 太 が 研究 宝 で 
SR 


| 





一 元 の パイ ロッ 
バー チャ ルコ ン ソ 
肩 が 入っ て まし た 。 
印 さ れ た と 判る バッ テ 
ン の 意匠 。 





田 元 の バイ ロッ ト 用 の 空間 






主人 公 機 (アレ ス ) の コク ピッ ト 
説明 文 に は 、 こ の 機体 に 「 元 の バイ ロッ ト 」 
が いた と 書か れ て いる 。 主人 公 機 は 、 元 は 
別 の 人 物 の 乗 機 だ っ た と いう こと か ? 






田 主 人 公 機 ( ア レス ) 変 身 シ ー ク エン ス 


圏 ノ ー マ ル アレ ス 


主人 公 機 (アレ ス ) 変身 シー クエ ンス 
この 設定 画 に は 、 主 人 公 機 が 変形 … と いう より 変 


身 す る 流れ が 説明 され て いる 。 主 人 公 機 は た だ の 
マシ ン で は な く 、 生物 的 な 何 か な の だ ろう か 。 





元 の パイ ロッ ト 用 の 
バー チャ ルコ ン ソ ー ル 






足 が 入 っ て いた と ころ 。 








ーー - 証 : kg 2 - 
“ いき て re この る ESEEAS 
に X に ar 1 =3 x ぶ 7 3 wi 。 3 
で 日 * ュ ヨコ 
ut ャ ン 1 DNS な て 
っ 3 So と また こく Du の *< あっ と 
ま か で る まさ いつ テ 1 


較 外 部 か ら の 見 た 目 の コ ク ピ ッ ト 球 体 
北半球 は 見 た 目 通 り の ドー ム 空 間 。 赤 道 以下 は オリ ジ 
ナル バイ ロッ ト の 居 た 空間 。 赤 道上 に 地球 製 フ レー ム 
が あり ます 。 こ れ が 無い と 見 た 目 上 「 つ か み 所 の 無い 
空間 」 に な っ て し まう 。 ハ ッ チ を 開け る と き は この リ 
ング と モニ ター が セッ ト で 下降 し ます 。 凍 


田地 球 製 フ ロン トバ ネル 


一 コ クビ ピッ ト の 外 に は み 出 し て いる セン サー タワ ー 
根元 は モニ ター に な っ て いま す 。 

較 シ ー ト は ヘッ ドレ スト と バイ ロッ トス ー ツ の ラン ド 
セル を 5 引 つ かけ て 固定 する だ け の フッ ク 。 


合体 時 の 証 還 還 
ドー ル で は バイ ク 方 式 の ポジ 
ショ ン で すか ? シー ト 自 体 に 
厚み が 無い の で 較 較 と 密着 し た 
位置 に 座れ ます 。 男 














田 グ レー の 部 分 は コク ピッ ト 内 部 

の 圧縮 空間 で す が 、 全 面 モ ニタ な 

の で この 形 の モデ ル は 必要 無い か 

と 思い ます 。 

hi ま の イ ヤー ブレ ウー の 

み の ブ リス ター パッ ク 」 

全面 モニ ター な の で 人 型 を 囲む ラ 

イン の み が 空 間 に 浮 いて いま す 。 

く イ ラス ト : 麦 合 興 一 (CHOCO) > 






田 羽 化し た 蝶 の 羽根 が 乾く 様 に シル エッ ト が 





圏 胸 の 球体 が 割れ て 背中 か ら ア サ 圏 らせん 状 に 折り た た まれ て いた バイ ン 
ガオ の つ ほ み の 様 な 螺旋 の ドリ ル ダー が 開く 。 中 に 包ま れ て いる 還 軒 還 呈 は 固まっ て いく 。 男 証 還 較 は 先端 から ヒビ が 入っ 
が 生え て くる 。 細部 が 分 化し て いな い サ ナギ の 様 な 塊 。 て パー ツ が 分 か れ 始 め る 。 
圏 あ ご が グ パ ッ と 開き ます 。 難 バー ツ は 開い た 
状態 で 成長 し て 固まる の で 完成 後に あめ ご を 閉じ 
て も キレ イ に 閉まり ませ ん 。 
圏 ビ ヒビ が 入り 終わ る と … 





く イ ラス ト : 麦 谷 興 一 (CHOCO) > 








黒 騎士 の ドー ル 


人 型 形態 か ら 、 巡 航 形態 に 変形 し て 飛行 可能 と な る 謎 の ドー ル の 設定 画 。 ドー ル に カテ ゴ ラ イ ズ 
され て いる が 、 地球 製 の も の より 高度 な 技術 で 作ら れ て いる よう だ 。 





く イ ラス ト : 鈴木 康 士 > 








ぐ 人 型 形態 > 長 太 刀 ( 備 前 長船 長 光 )。 刀 身 は 


柄 に 収まっ て いる 分 だ け ス ライ 
ド し ます 。 刃 紋 は 強め の 印象 で 。 


右腕 の びる ? 
動作 の 自由 度 次 第 で 。 


M \& 


① ③ 


1 
ー… 

ご 
さ NM 
補 に 


し 


く 巡 航 形態 > 





NN 
AN 
nn、 NN 
my、 まっ ご 
ヽ NNW 8 tt ペ 
>、 リン ウト ゾー 
の パ ドー NKKwkwuwuug 
還 ン M 
か / - ン りあ 
外観 だ いた し 完成 で す 。 ま だ ずん ぐり し ジン の 電 詳 、ー プ 音 / 
た 感じ が あり ます が 、 あ と は 外 付け 武器 アク ウッ クー ング 8 
で バラ ンス 調整 し た いと 思い ます 。 レプ 2 アン > アフ ンー パ Y7 ZS | 
ーー > アフ mm の / / ョ / ーー。 ン 
eS sss 


頭 部 が 機 苗 に くる の が 特 
徴 で す 。 首 は バッ ク バ ッ 
ク に 繋が っ て いま す 。 
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田 ド レッ ド ノ ー ト 飛行 形態 





ドレ ッ ド ノー ト 
飛行 形態 と 走行 形態 が ある 戦艦 ドレ ッ ド ノー ト の 設定 画 。 名 前 と 見 
た 目 か ら 、 地球 側 の 船 だ と は 推測 が つく も の の 、 その 役割 は 不明 。 主 
人 公 が 乗船 する 母艦 、 と いう の が 妥当 な 線 か …… ? 






田 ド レッ ド ノ ー ト 走行 形態 








c アム ) 2 Me ンプ 5 
Fw Ye Sa 2 あえ の 、 で っ 生 の いい を TS 、 Y 
、 で 。 * 革 
本 と ド | し 。。 と キュ る  - 
こう を AS.2 プ マ の 3 デア! に コ に < * 


田 ド レッ ド ノ ー ト ブリ ッ ジ 01 


ドレ ッ ド ノー ト の メイ ン ブ リ ッ ジ と し て 
前 方 は 窓 で は な く 外 部 カメ ラ & セン サー 
に よる モニ タ 投 影 式 


・ ホ ログ ラム モニ ター 無 参 


ジグ 


ドレ ッ ド ノー ト 艇 橋 

外見 も 中 身 も 地球 の 技術 で 作ら れ て いる よ 
うだ 。 も う 1 つの 設定 画 に ある 「 ア レス 調 
整 模 」 は 、 主 人 公 機 「 ア レス 」 用 の も の で ド 
レッ ド ノ ー ト に 設置 され て いる 。 





アレ ス 調 整 槽 





〇 エア フォ ー ス ワン 
ハッ チ 


装 中 が スラ イド で 後部 へ 、 下 か ら 
エレ ベー タ が 上 が っ て くる 


い 格納 庫 ハ ッ チ 
ec 一 段 下がっ て か ら 角 度 が つい て くる 
ee Ss 
3 ここ 
ーー ーー - 
ン ka 
っ ss ュー デー 


ここ か ら 先 は 上 部 下部 と も 同じ デザ イン 
は いっ た い ど こ に ? く ベイ ラス ト : 柳瀬 敬 > 





惑星 ミラ 全景 

左下 の ほう に NL A が 見 える 。 そ の 周囲 が 「XenobladeX」 に 登場 し た 
大 陸 だ と する と 、 ミ ラ に は ほか に も さま ざま な 大 陸 が ある よう に 見 え 
る の だ が ……。 また 、 極点 に は 巨大 な 塔 の よう な も の が 見 える 。 


本 
世界 の 端っこ や 凄い 高度 の 部 分 な ど に 「 作 りか け 」 的 な 部 分 が あっ た り 、 
この よう な ブロ ッ ク 状 の 地形 が 見 えた りす る 、 と か 





一 菩 彼 の 国 質 感 資 料 


| 
3 に 


Le 本 だ 


の 


上 面 か ら み る と 透明 樹脂 の 下 に 大 都市 の 夜景 を 空 撮 し た 


よう な 幾何 学 バ パターン が うっ すら 浮き 出 て いる 


薔薇 の 園 


【 積 層状 構造 】 

ラン ダム で 複雑 な ウェ ハー スズ ス 状 構造 に 光 の 筋 が 走っ 
て いる 。 上 面 は 透明 な カバ ー が か ぶさ っ た よう な 質 
感 。 で 、 ア ン ピ ビエン スマップ で 輪郭 か ら 内 側 に むか っ 
て ぼん や り 光 っ て いる 感じ を 表現 し て ほし いで す 


ー の よう な 構造 に ザク ザク 薄い 板 を 刺し て ご ちゃ ご 
ちゃ し た 感じ に 


コア 】 
石英 の よう な 質感 の 
コア 部 分 。 光 が 明 減 し 
て いる 


< っ 
光正 前 の 慰 到 有 ス の た め 質 感 坦 軸 囲 生起 本 


に デ c ヾ に じ 坦 
5 


惑星 の 衛星 軌道 上 に ある 人 工 天 体 。 異 星人 の 施設 な の は 間違い な 


い が 、 グロ ウス の も の と も 少し 違う つよ うな 


謎 の 建造 


対比 する も の が な い の で スケ ー ル が 不明 だ が 、 か な り 巨 大 な 建物 の 


よう に 思え る 。 奥 に 見 える の は 階段 と 


款 増 の よ つ な も の か ? 





ィ で も で NE / 
9 2 アモ で し と 、 
N M と er 
3 - - ず 3 イ 
・ Nr mw_ 、 


Ja、。 


画 


32 
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ーー 
セリ カ の 故郷 の 惑星 と 同じ 名 称 の つい た 設定 画 が 、 複 数 見 つ 【509】 メ ル チ 村 / 


か っ た 。| 連 結 エ レベ ー タ ー」 の 下方 に は 、 地 上 に ある 街 の よう 
な も の が 見 える 。 ま た 、 ほ か の ら 枚 の 絵 は 「 ブ リッ ジ 」 と ある 
が 、 つま りこ れ ら は クリ ュー の 宇宙 船 の 設定 画 ? 





600 クリ ュー ブリ ッ ン 内 1 


602 クリ ュー ブリ ッ ン ジ 内 3 





2/5 


アト PT と の で らら 2 王 ーー ゴ 
の 3 ンプ 。 
ep レシ オー eu DE 


5 っ 半 旨 に 8 “ 
HL T「 本 
1 = 計上 引 』 「 朋 

PEg 月 圧 還 還 


きず て リル し レ に キイ イサ イロ ビ 
コレ ニレ ーー 


し し ルル 
スレ ルー ( 商 本 


L。 


岩 lBA WCLCOMK 


| き 


秋葉 原 1 


No ペン 0 
D 


og 


308 サク ラバ 邸 イ メー ンジ 2 
内 部 の エリ ア と し て 秋葉 原 や サク ラバ 邸 な ど と 書か れ て お り 、 名 前 か ら も NL A( ニ ュー 
ロサ ン ゼ ルス ) と 同じ 存在 と 推測 は で きる 。 だ が 、 も ちろ ん 『XenobladeXI に ニュ ー ト ー 
キョ ー と いう 街 は な い 。 これ ら の 設定 


設定 画 が 意味 する も の と は ……!? 





く イ ラス ト : 株 式 会 社 草 如 > 
4) 








M kW 。。 OO ゃ 人 な そそ 之 ev - と ー 6 - ce。 ま 品 ee さ = か チー 
この 人 2 くい MP 2 vc 9 トッ も Py N ご 
1 4 YS の by す 々 4 すこ 2 え 名 叶う て he 。 円 3 1 PR デバ 
と に Ei 2 チコ > し 本 【 3 er & 9 ae - ST 1 人 こ w 
た 。 SO 6 H = の に N ちる) > 5 3 
人 SS る we ド 1 っ _- 
4 日 4 | MM _ nr ー 


pm か ーー の ドー 


日 本 の バト カー を 意識 し て デザ イン され た と 
忌 われ る 機体 。 


AO 
NT Y 


赤 と 青 の 
パト ラン プ 








小ぶり の 
サブ マシ ン ガ ン 


ベイ ラス ト : 柳瀬 敬之 > 


・ タ クシ ー 提 灯 ( 文 字 は 表示 で 


の ・ パ トラ ンプ 1 
・ [空車 ・ 送 迎 etc」 時 は フロ ント 変更 可能 ) e on 


ガラ ス に 表示 し ます 。 









・ 旭 日 章 エ ン ブ レ ム ンタ 


の 0 ファ アウ ー 
(バン パー 埋 込 型 ) 





武器 アタ ッ チ メン ト 
電磁石 に な っ 
り 直 接 何で も イン ナー に は 
スピ ー ド や パワ ー を アッ プ さ せる 様 な 
薄手 の パワ リー ー ツ を 装着 
その 上 か ら ゴ ツイ 頑丈 な 
装甲 を つけ て いま す 


車 の ボディ の 様 な 光沢 を 
も っ た アー マー バ パーツ と メ 
タル 素材 で 出来 た 装甲 。 
耳 義 じ る と 
こん な 感じ で す 。 


ゴー スト 大 較 較 の 光 イ メー シ 


田 人 型 形態 前 面 





= l 
エネ ミー の デザ イン 集 。 で : XenobladeX」 の 
オー ブ プ ニング に お いて 、 白鯨 を 襲撃 本 兵器 と 共通 の 特徴 が ある 


ゴー スト 細部 案 蘭 軒 の 光 


蘭 較 だ いて 模 い ませ ん 





〆/9 


全体 的 に グロ く な い 程 度 に 
肉 や 叶 っ ぽく 生々 し い 感 じ 





角 の 上 部 が 測 れ 内 が 見 
え そ こ か ら 牙 の 様 な 突 
超 が 出 て いる 。 


2 


っ 


ア 


3 


半 
い : 


背中 か ら は 太 の 様 に 広がっ 
た 炎 が 燃え て いる 。 そ の 人 凶 は 
内 の それ で は な く 冷 た い 色 


を し て いる 。 


今にも 人 殺し そう な 顔 で 
す が 目 は 知 的 で 決し て 下 
上 賊 の な 悪魔 の イヌ メー ジ で 
は あり ませ ん 。 


己 甲骨 部 分 か ら 肩 
の 湾曲 し た 突起 と 
響 の 様 な 突起 が 出 


て いる 。 


伝統 的 な あの 悪魔 の シル エッ ト 
に 加え 牙 や 角 を 連想 させ る デザ 


ンタ の k し 生野 


悪魔 風 の 次 を 持つ 謎 の 異 星人 

と て も 異質 な 姿 の 異 星人 。 グ ロウ ス の 幹部 た ち に も 、N L A に いる 異 星人 た 
ち に も 似 た も の は いな か っ た 。 左 ペー ジ の 設定 画 は 前 作 「 ゼ ノブ レイ ド 」 の マ 
シー ナ に 似 て いる 気 が す る が 、 右 ペー ジ は 全然 別物 だ 。「 元 の 姿 ] と いう 文字 
の 前 が 塗り つぶ され て いる の も 、 非常 に 気 に な る が 


シル エッ ト は 高 足 な 感じ 、 性 格 の イメ ー 
ジ も 高 貫 な 感じ 。、 ポ ー ズ も いつ も 腕 を 組 
ん で いる 等 、 高 引き が 感じ られ る と いい 
な と 想い ます 。 





ィ =w。 チ る 


6 ・ 穫 2 チ ロロ ど 玩 . 
オデ マテ あす ポン ーー 
4 だ テー 


mm 
Pr 





(67Z977/6 衣 /77( プ 4 7 ん コリ 


4 に 7/9 に まこ ) (の) / 


ジ パ ョ Me) 
4 ゴ 【:】【6 | 
め あえ 6】 0【- に | 


人 47974 


フィ ー ル ド の デザ イン や キャ ラク ター の 装備 、 ア イ 
テム 、 街 や 店 と いつ っ た オブ ジェ クト な ど 、 ゲ ー ム の 世 
界 観 、 ア イデ ア を 形 に する た め の さ ま ざ ま な デザ イン 
を 行う 「 アート ワー ク 」。 そ の 具体 的 な 仕事 内 容 と は ? 


作品 の 方 向 性 を 決め る 
アー トワ ー ク の 仕事 


ーー アー トワ ー ク と いう 役割 に つい て 、 ま ず は 概要 を 
お 伺い で きま す で し ょ うか が 。 

高見 典 宏 (以下 、 高 見 ) : ゲー ム に 実装 する デー タ を 
作る 前 に コン セプト アー ト を 描い て 、 そ の な か か ら 今 
回 の 作品 が どん な 方 向 な の か を 、 高 橋 を は じ め プ ラン 
ナー や ディ レク ター な ご と 打ち 合わ せ を し て 決め て い 
く 、 と いう 仕 軸 で す 。 今 回 は 、 そ こ が け っ こう 大 変 だ 
っ た よね 

戸田 恒平 (以下 、 戸 田 ) : そう で すね 。 シ ナリ オ の ほ 
つう から コン セプト アー ト を 起こ す の が 必要 な ロケ ー シ 
ョ ン が 出さ れ て くる の で 、 最 初 の 頃 は それ と 並行 し て 
統 の ネタ 出し みた いな こと を や っ て いき まし た 。 み ん 
な で スズ スケッチ 的 な 簡単 に 描い た も の を た くさ ん 持ち ぢ ち 寄 
っ て 「 こ うい う の が 使え る ね 」 と か 、 話し 合い な が ら 
堀 買 史 (以下 、 堀 ):: ます イメ ー ジ ボー ド を 制作 し て 、 
そこ か ら さ ら に 詰め て いく と いつ 感じ で 

高見 : 大 体 の 雰囲気 が 決ま っ て くる と 、 そ こ か ら 3D 
デー タ を 起こ し た り 、 メ カ だ っ た ら 詳 細 な デザ イン を 








か ウ / ノ ル ck ン 人 47/// ゴ クノ たん: ん 


jmlele) に le に 4 ョ ヨク ル 21P あ /= に スッ (リア を 4 ソウ ルリ 7 9/J。 1 っ あこ 
トワ ー ク 、 フ ィ ー ル ド 、 ク エス ト と いう 3 つの 役割 を 担当 し た 
万 た ち に 、 高 橋 哲 哉 総監 督 を 交え て の イン タビ ュー を 敢行 。 ゲ ー 
ム 制 作 の 舞台 裏 に つい て お 話 を 伺っ た 。( 文 中 敬称 略 ) 


設 自画 と し て 起こ し た り 、 外 部 の イラ スト レー ター さ 
ん と 交渉 に 入っ たり し ます 。 そ うし て 見 た 目 が 決ま っ 
て きた ら 、 実際 に デー タ を 作り 上 げ て いく 作業 に な り 
ます ね 。 ア ー ト ワー ク と し て 指 い た 編 そ て の も の は ゲー 
ム に は 実装 ご され な いで すけ ど 、 こ の 作業 の 内 容 に よっ 
て お 客 さ ん の 心 を どれ だ け 惹 きつ けら れる か が 決ま る 
と 言っ て も 周 言 じゃ な いく らい 、 制 作 の キモ と な る 大 
事 な セ クシ ョ ン で す 

ー 制作 開始 当初 の コン セプト アー ト か ら 、 デ ー タ を 
作る 際 に 必要 な 細か い 設 定 画 ま で 、 さ ま ざ ま な も の を 
担当 され て いる ん で すね 。 五大 陸 な どの フィ ー ル ド に 
関し て は 設定 画 は な いと 伺っ つて いま し た が 、 フ ィ ー ル 
ド ら し き 絵 も いく つか あり ます ね 。 
戸田 : これ は フィ ー ル ド 班 の イメ ー ジ を 統一 する た め 
に 所 が か れ た も の で す 。 実際 の デー タ は 、 こ れ を 各 担 当 
が 個別 に 解釈 し た うえ で 、 細 か く 作 り 込 ん で いっ て も 
ら う ん で す 9 よ 。 ゲー ム 制 任じ し て は 、 ちょ よっ @ 碗 おら 
た 進め 方 に な っ て いる と 思い ます が 
高見 : か な り 初 期 の N L A の イメ ー ジ 画 で は 、 周 り が 
草原 で は な く 植 民 地 に な っ て いる ん で す 。「 草 原 に な 
ぜ が 都会 に あめ る よう な ビル が 建っ つっ て いる 」 ぐ らい の ア 
イデ ア か ら 始 まっ て 、 い ろ ん な 設定 が 追加 ご れ て いき 
まし た 。 
戸田 : 最初 に 宇宙 船 が 墜落 し ます けど 、 そ の 宇宙 船 が 
どう な る か は 詳し く 決 まっ て いま せん で し た 。 宇宙 船 
が 上 空 に 浮い て いて その 下 に 街 を 建築 し て いく 案 と 
か 、 地 面 に 斜め に 刺さ っ て いる 案 と か を 出し て 、 そ れ 
を 道しるべ に また 新しい 案 が 集まっ て いっ て …… 
ーー アイ デア を 持ち 寄っ て 打ち 合わ せ を 重ね て 、 何 度 
も 何 度 も コン セプト アー ト や 設定 画 を 描い て いく と い 
うら どですか? 
堀 : そつ で すね 。 一 発 で 決ま る こと は まず な く て 、 ア 
ー ト ワー ク の ほう か らい ろ い ろ ア イデ ア を 出し 、 実現 
可能 な も の だ っ た り 世 界 観 に 合う も の だ っ た り を 詰め 
な が ら 形 が で き て いき ます 。 そ の 間 に 変 更 が ある と 、 
その つど 補 定 し て 描い て いく の で 、 作 業 自 体 は ずっ と 











終わ り ま で 続く … と いつ 感じ で すね 


モノ リス ソフ ト 流 の 
フィ ー ル ド 制 作法 


- フィ ー ル ド 関 連 の 資料 に 、3D デ ー タ の 上 か ら 修 
正 の 指示 らし きも の が 描か れ て いた も の も あり まし た 。 
高見 : それ は 、 フ ィ ー ル ド の モデ ル デ ー タ を スク リー 
ン シ ョ ッ ト で 取り 込ん で 、 そ こ に 「 こ うい う 風 に 調整 
し て ほし い 」 と 加筆 し た も の で す 
堀 : フィ ー ル ド に は 最後 まで 調整 が 入る の で 、 そ れ に 
対し て スケ ッ チ を 継ぎ 定 し て いく ん で す 
高見 : ゲー ム 上 で は 再現 で き な い か も し れ な いけ どこ 
ん な 雰囲気 に し た い 、 と いつ 要望 を 出し て 、 そ れ を 元 
に プロ グラ マー と 話し て 連携 を 取っ て いき まし た 。 
高橋 哲哉 (以下 、 高 橋 ) : その あたり 、 う ち は す ご く 
特殊 な 作り 方 を し て いま し て 。 ほ か の メー カー さん で 
す と 、 フ ィ ー ル ド に 関し て も 精 級 な 設定 男 を 用 意 し て 
[この と お り に 作っ て くだ さい 」 と いう よう な 形 で 進 
行 し て いく と 思う ん で す 。 で も 、 つ ち に は マッ プ フ プ 制 作 
莉 で リー ダー を 務め る 高橋 英治 と いう 者 が いる ん で す 
が 、 彼 の キャ パシ ティ を 超え る も の は 基本 的 に 作れ な 
いん で す よ ね 。 彼 の キャ バシ ティ を 超え る ニプロ ジェ 
クト の バジ ェ ッ ト (※ 注 1) が 破綻 する 、 と いう こと 
な ん で す 。 高橋 は その あたり を 判断 する 勘 が すご くい 
いで すし 、 彼 が で きる と 判断 し た も の は 、 彼 自身 が 細 
か く 作 り 込 ん で いっ た ほう が 早い 。 だ か ら 精 級 な 設定 
画 を 用 意 する 意味 が な い 、 と いつ の が 理由 で すね 
高見 : それ だ け で は な く て 、 プ ロジ ェクト の コス ト 的 
に も 、 ア ー ト ワー ク で 描い た よう に いつ ば ぱい デ ィ テ ー 
ル が ある も の は 作り きれ な いん で す 。 
高橋 : 葉っぱ の 葉脈 を ] 個 1 個 細 か く 作 っ た と ころ で 
意味 は な い だ ろ うつ 、 と いう つこ と で も あり ます 。 そ うい 
っ た バラ ンス 感覚 は ほか の スタ ッ フ も 優れ て いる の 
で 、 必 要 な いも の は 作ら な い 、 と いつ うつ の が モノ リス ソ 
フト の カフ ラー だ と 感じ て いま す 














Ne _ 塾 絡 折 世 
ェ グ ゼクティ ブ デ ィ レ クタ ー 画 橋 折 計 
P 過 OF た 

日 本 ファ ルコ ム 株 式 会 社 、 株 式 会 社 スク ウェ ア ( 現 ・ 株 式 会 社 ス クウ ェ ア ・ エ ニッ クス 


を 経て 、199898 年 の 株 式 会 社 モ ノリ スソ フト 設立 に 参加 。「 ゼ ノ ギ ア ス 」、「 ゼ ノ サ ー ガ 」 シ リー 
スズ ス 、! ゼ ノブ レイ ド 』 な どの 名 作 ゲ ー ム を 世に 発表 し 続け て いる 
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戸田 信平 


P 過 OF 


マ ・ ノ ン や バイ アス な どの 
軍 星 人 や 、 初 期 痛 景 ア ー ト な 
ご ど を 担当 。 モ ノリ スソ フト の 作 


品 で は 本 作 が 初 参加 こ な る 。 


高見 : 背景 に 関し て は 企画 の 要望 を 聞い て 雰囲気 だ け 
を 決め て 、 あ る 程度 の 目 由 度 を つけ た つえ で プロ グラ 
マー に 渡し た ほう が 、 総 合 的 に いい も の が で きる の 
で 。 雰 囲 気 を も っ と 良く し た いと いう 相談 が あれ ば 乗 
り ま すし 、 そ うつ いつ キャ ッ チ ボー ル を 続け て いつ っ て 全 
体 的 に ある 一 定 の 男 団 で クオ リティ を 上 げ て いく 、 と 
いう 作り 方 を し て いま すね 。 


アー トワ ー ク か ら 
生ま れ た 設定 も 


ーー アー トワ ー ク と し て いろ いろ な 絵 を 描か れ た と 思 
いま す が 、 結 以外 の 設定 を 作る こと は あり ます か ? 
高見 : 結 か ら 出 て くる 設定 の キャ ヤッ チ ボ ー ル の よう な 
こと は あり ます けど ご ど ご 、 繧 を 描か ず に 文章 で 設定 を 起こ 
す よ うな こと は な いで す よ ね 。 

戸田 : そう で すね 。 ア ー ト ワー ク 班 な の に 、 絵 を 描か 
ず に 文字 だ け を 書い て きた ら 「 絵 を 描け よ ! 」 つて 言 
われ ちゃ いま す ( 笑 )。 

高見 : プラ ン ナ ー や シナ リオ 担当 が 共有 する 設定 を あ 
る 程度 ビジ ュ ア ル 化 する と ころ が 、 ます 一 歩 目 な の で 。 
ーー イメ ー ジ を 繧 に し て いく 作業 の な か で 「 こ うい う 
も の が あっ た らい いな 」 と 思い つい た も の を 、 打 ち 合 
わせ な ど で 提 示し て いく よう な こと も ? 

高橋 : それ は な くも な か っ た で し ょ ? 

戸田 : ああ め 、 あ り ま し た ね 。 

高橋 : これ は ゲー ム に は 実装 され な か っ た ん で す が 、 
NL A に 自動 販売 機 み た いな も の が あっ て 、 そ こ に お 
金 を 入れ る と 一 輸 車 の よう な 乗 り 物 が 出 て くる ん で 
す 。 そ れ に 乗っ て 広い 街 を 移動 で きる と いう よう な 、 
街 の 設定 を 深め る 繧 を 描い て き て くれ た り も する ん で 
す よ 。 ボ ツ に な っ ちゃ つう ケー ス も 多い で すけ ど 、 新 し 
い ア イデ ア が 出 て くる こと は あり ます ね 。 

谷山 哲也 (以下 、 谷山 ) : 補完 し て いく よう な 形 で 「 こ 
ん な アイ デア は どう で すか ?] と いう こと は あり ます 。 
戸田 : NLA 外 壁 の 周囲 に あめ る 青い トゲ トゲ も そう か 
な 。 誰 が 最初 に 言っ た の か は 忘れ た けど 、 デ ザイ ン の 
話 の な か で 「 未 来 だ っ た ら 不 時 着 時 に 使う 緩衝 材 み た 
いな 謎 の 素材 が ある ん じゃ な いか 」 と いう 発言 が あり 
まし て 、 そ こ か ら で き た 設定 だ っ た と 記憶 し て ます 。 
高見 : 惑星 ミラ へ 墜落 し て いく 大 中 で 、 船 で 使わ れ て 
いる ゼリー 状 の 素材 が 落ち た ら ど うな る か ? と いう 


高見 典 宏 堀 責 史 
PO た PROF ル ビ 
グラ フィ ッ ク 全 体 の 管理 な 本 作 の デザ イン 作業 の 全般 


ど を 担当 する アー トディ レク 
ター。 前 作 『 ゼ ノブ レイ ド 』 
で も 同様 の 役割 を 担当 し た 。 


に 関わ る 。 『 ソ ー マ ブ リン ガー」』 


デザ イン を 担当 。 


話 を し て いた 覚え は あり ます ね 。 


ドー ル 関 係 の デザ イン ワー ク は 
右 労 の 連 多 だ た つた !? 


ーー ドー ル 本 体 の デザ イン は ゲス ト デ ザ イナ ー で ある 
柳瀬 敬之 さん (※ 注 ) で す が 、 ド ー ル の 武器 の デザ 
イン は 谷山 さん が 担当 され た ん で す よ ね 。 

谷山 : ドー ル に 関し て は 柳瀬 ご ん の デザ イン が 最初 に 
あっ た の で 、 そ れ に 合う よう に 、 そ し て 負け な いよ う 
に 武器 を デザ イン し まし た 。 イ ン ナ ー 用 の 武器 に 関し 
て は 先行 し て イン ナー 用 の スー ツ が あっ た の で 、 や は 
り そ れ に 合わ せ て 負け な いよ うに 。 あ と は 各 異 星人 の 
世界 設定 が あっ た の で 、 そ れ に 合わ せ て デザ イン を し 
て いく と いう 作業 で し た 。 僕 が 作業 を し た の は 比較 的 
遅 め だ つっ た の で 、 コ ン セ プ ト デ ザイ ン で は な く 、 完全 
に 実 作業 用 の 設定 と し て 起こ し て いま し た ね 。 

ーー ドー ル 周 り は いろ いろ 大 変 だ っ た と いう こと で す 
が 、 具 体 的 に は どう いっ た 苦労 を され た の で し ょ うか が 。 
谷山 : ドー ル っ て 武器 を 載せ 換え られ る つえ に 、 機 体 
ご と に 違 つ 形 に 変形 も する の で 、 難 題 が 山盛り で し た 
( 笑 )。 武 器 を 載せ る か ら に は 、 や っ ぱり 大 き な が 武器 も 
ほし い 。 で も 、 武 器 は 全部 の ドー ル に 共通 な の で 、 ど 
こま で の サイ ズ な ら 機 体 が 違っ て いて も きち ん と 載る 
の か 、 ど こ に 付け れ ば いい の か な ご ど ご が 難し い 。 デ ザイ 
ン さ れ た も の を 実際 に モデ リン グ す る と 、 ち ょ っ と 関 
節 の 数 が … と か 、 ポ リ ゴ ン の 数 が … と か いろ いろ あっ 
て ( 笑 )。 そ の へ ん を モデ ル 班 の リー ダー 自ら が ゴリ 
ゴリ 作っ て くれ た の で 実現 で きた 、 と いう 部 分 が あり 
ます 。 

高見 : 変形 こ か の 組み 合わ せ を 考え る と 、 も うつ 武器 が 
付け られ な いと ころ が な い ぐ ら いで し た ね 。 武器 を 載 
せ ぜ て 普 形 させ て 、 フ ライ ド バ パッ ク 付 ぎ 一 の 、 大 ぎ な ア 
クシ ョ ン さ せ … の で 、 大 変 で し た ( 笑 )。 

谷山 : 途中 で 「 さ ら に ら カ 所 武器 を 付け た い 」 と 言わ 
れ て 「 も うら 力 所 !?]」 っ て 叫び まし た ( 笑 )。 そ の あ 
と 、 柳 瀬 べ ん に も うら カ所 付け た いん で すけ ど … と 。 
ーー そう し た や り 取 り も 含め て 大 変 だ っ た と ( 笑 )。 
谷山 : 複雑 な 仕様 だ っ つた の で 、 ど つう し て も 社内 だ け で 
は 消化 で き な く な っ て 、 そ の へ ん の 機微 を 察し て くれ 
る 人 と いう こと で アニ メ 業 界 て か の メカ デザ イナ ー の 
方 々 を 中 心 に デザ イン を お 願い し まし た 。 そ の お か げ 


バジ ェ ッ ト (budget) : 予算 を 計上 し た り 、 予 定 を 立 
て た りす る こと 。 こ こ で は プロ ジェ クト の 予定 の こと 
を 指し て いる 。 


や 「『「 ゼ ノブ レイ ド 」 で は マッ プ 





谷山 哲也 
P 有 OF 

イン ナー や ドー ル の 武器 の 
アー トワ ー ク を 担当 。『 ゼ ノブ 
レイ ド 』 で は 敵 や 武器 な どの 
アー トワ ー ク を 担当 し た 。 


稲田 
P 戸 OF た 

イン ナー スー ツ や イン ナー 
S ド ー ル の 武器 デザ イン な ど 
を 担当 し た 。 モ ノリ スソ フト の 
作品 で は 本 作 が 初 参加 。 


で な ん と か 、 こ な すこ と が で きま し た 。 

高見 : 武器 の 数 が ハン パ な か っ た で す も ん ね 。 

谷山 : そう で すね ( 笑 )。 

高見 : 武器 は ほとん ど 全 部 きっ ちり と し た デザ イン 画 
起こ し て いま し た よね 。 

谷山 : 武器 に 関し て は モデ ル 班 の 方 が 作り や すい よう 
に 、 細 部 まで 分 か る 詳細 な デザ イン を 起こ し まし た 。 

ーー た し か が に 設定 画 に は 、 変 形 の ギミック の 説明 が あ 
る も の も 多かっ た で すね 。 

谷山 : ドー ル は 変形 の 関係 で 武器 の 位置 が 変わ っ た 
り 、 人 型 の と き に は この 部 分 は 長く し な いと いけ な 
い 、 と いう よう な ギミック が 必然 的 に あり まし た の 
で 。 インナー 武器 の ほう も 、 語 、 桶 、 盾 と いう つの は S 
F の 世界 っ ぽく な いな … と いう 思い が あっ た の で 、 背 
負っ つて いる と き に は ガジェット (道具 ) に 見 える よう 
に する こと を コン セプト に デザ イン し まし た 。 そ の お 
か げ で 、 目 分 の 首 を 絞め て 余計 に 大 変 だ っ た ん で すけ 
ど ( 笑 )。「 変 形 ベ せる と 、 こ こ に ディ テー ル が な いん 
で すけ どど うし まし ょ う 」 み た いな こと も 発生 し まし 
た の で 、 武 器 に 関し て は 詳細 な 設定 画 を 描い て も ら っ 
て いま す 。 そ の 作業 は アニ メ 業 界 で そう いっ た こと を 
得意 と し て いる 方 々 に お 願い で きま し た の で 、 大 変 助 
か り ま し た 。 


フェ チズ ム と こだわ り の つま っ た 
イン ナー 装備 デザ イン 秘話 


ーー 戸田 さん は 、 女性 の コス チュ ー ム デザ イン で 「 い 
ろ ん な 人 の フェ チ 的 な こだわ り を 淫 む の に 板挟み に な 
っ て 辛かっ た 」 と 事前 に 伺い まし た が 。 

戸田 : これ は 高見 と か が いる 前 で は 話し づら いん で す 
が ( 笑 )。 コ スチ ュー ム の デザ イン に 関し て は 、 み ん 
な で 描い た も の を 高見 た ち に 見 て も ら っ て チェ ッ ク す 
る 発表 会 を 、 ] 週間 お き と か 週 の 回 ぐら い の ペ ー ス や 
う て い た ん で す 。 で と で 、 表 性 の コス チュ ー ム は 孝 出 
度 と か スカ ー ト の デザ イン の バリ エー ショ ン が 見 た 
い 、 と 言わ れ て 描い て いっ た ん で す よ 。 そ うし た ら 今 
度 は 、 ニ ー ソ ックス の 丈 の 長 さ の バリ エー ショ ン が 見 
た いと 。 そ うい っ た や り と り を 経て 、 女 性 の コス チュ 
ー ム デザ イン は 細か く 詰 め て いき まし た 。 そこ で 、「 デ 
ザイ ン っ て 人 の た め に する ん だ な …」| と いう こと を 改 
め て 感じ まし た ね ( 笑 )。 


柳瀬 敬之 (や な せ た か ゆき ) : フリ ー の デザ イナ ー 
と し て 、 数 多く の ゲー ム や アニ メ の メカ デザ イン を 手 
掛け る 。 本 作 で は 地球 側 の ドー ル の デザ イン を 担当 。 
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高見 : ある 程度 は 自分 の 好き に 描い て いた よね ? 
戸田 : も ちろ ん そう な ん で す が 、 そ こ で 僕 の 好き な と 
ころ が 削ら れる の も 辛い で すし ( 笑 )。 で も 、 み ん な 
に は 喜ん で も らい た いと いう の も ある し 。 最終 的 に は 
プレ イヤ ー は どん な デザ イン が 好き な ん だ ろう 、 と い 
う 話 に な っ て いき ます し …。 そ うし て デザ イン が 終わ 
る と 、 次 は モデ ル 班 の まう つが 同じ よう に 細か い 調 整 で 
苦し み 出 す と いう ( 笑 )。 

堀 : イン ナー 装備 に 関し て は 、 企 業 や 種族 に 合わ せ た 
テー マ が ある ん で すけ ど 、 わ り と 自由 に デザ イン させ 
て も ら っ た の で 、 大 変 で は あっ た ん で すけ どす ご く 楽 
し くも あり まし た ね 。 

ーー イン ナー 装備 は 、 企 業 ご と に 担当 する 人 は 違っ て 
いた の で し ょ うか が ? 

堀 : 途中 か ら は 固定 に な り ま し た けど 、 最 初 の うち は 
みん な で 案 を 出し 合っ て いま し た ね 。 異 星人 自体 の デ 
ザイ ン は すでに あり まし た の で 、 そ れ ぞ れ の 異 星人 ご 
と に 、 ど うい う 技 術 が あっ て 、 人 に 着せ た 場合 は どう 
いう デザ イン に な る ん だ ろう 、 と いう と ころ か ら 詰 
て いき まし た 。 

ーー 同じ 装備 で も 男女 で デザ イン が 変わ り ま す が 、 最 
初 か ら そ うい う 方 向 で 考え られ て いた ん で すか ? 

堀 : そつ で すね 。 同じ シリ ー ズ で も 男性 用 ・ 女 性 用 で 
別 で 、 と いう 感じ で し た 。 

稲田 航 (以下 、 稲 田 ) : その 企業 の イメ ー ジ に 合っ た 
ディ テー ル で 、 男 性 用 ・ 女 性 用 の デザ イン 画 を 起こ し 
て 提案 する 、 と いう 形 で イン ナー スー ツ の デザ イン 作 
業 は 進め て いき まし た 。 

ーー 難 企業 の イン ナー スー ツ や 武器 の イメ ー ジ は 、 最 
初 か ら 決ま っ て いた ん で すか ? 

堀 : サク ラバ と グラ ナダ ・GG と いう 地球 の 企業 は 、 
すでに ある 程度 の 設定 が あっ た の で 、 そ こ か ら 外 れ な 
いよ うに 注意 し まし た 。 

戸田 : マ .・ ノ ン 人 が 地球 の アニ メ と か が 好き っ て いう 
設定 は 、 わ り と 最初 か ら あ っ た ん で し た っ け ? 

堀 : な ん か 変 な 宇宙 人 に し よう っ て 話 は あっ た 。 

ーー マ ・ ノ ン 人 は 服 に こだわ っ て な か っ た と いう エピ 
ソー ド が あり まし た 。「 地 球 人 が 好き な も の を が ん ば 
っ て 勉強 し まし た ! 」 と いう よう な 。 

戸田 : マ ・ ノ ン 人 は 服 に 無 頓 六 と いう の は 、 服 が みん 
な 同じ デザ イン だ っ た か ら な ん じゃ な いで すか ね 。 

堀 : ちょ っ と 萌え っ ぽ ぱい も の 、 と まで は いか な いで す 


け ご 、 そ うい っ た 印象 の イン ナー 装備 を 入れ た か っ た 
と いう の は あり ます ね 。 

谷山 : 設定 上 サク ラバ と グラ ナダ ・GG は そう いう 装 
備 を 作る 企業 で は な い の で 、 萌 えっ ぽい も の は 異 星人 
に 回 そう と いう こと に な り ま し た 。 

ーー オル フェ ・ バ パル フェ は 生物 っ ぼ ぽい デザ イン で 、 ア 
メ コ ミ の ダー ク ヒ ー ロ ー 的 な 感じ で す よ ね 。 六連 星 は 
も の すご く 和 風 な 感じ が し ます 。 

谷山 : あれ も 、「SF の 世界 観 で 、 軍 事 企業 で ある サ 
クラ バ と か が 、 ま さか が 鎧 武者 は 作ら な い だ ろ う ……-」 

と ( 笑 )。 武 器 も 同じ で 、 ベ タ な 槍 と か 日 本 妃 と か は 
守 星 人 だ か ら こ そ 作 れる 、 と いう 感じ で すね 。 

谷山 : ノボ ン 商 会 は 最初 「 ど うす る 、 装 備 ?」 と いう 
話 も し て まし た よね 。 

堀 : ノ ポ ン は イン ナー スー ツ を 作ら ず に 武器 だ け で い 
こつ うつ 、 と いう の は 最初 か ら 決 まっ て いま し た 。 た が だ 、 

武器 の デザ イン で は けっ こう 困っ て いま し た ね 。「 ノ 
ポン の ガト リン グ を お 願い し ます 」 と 言わ れ は し た も 
の の 、「 ノ ポン の ガト リン グ っ て いっ た い ど ん な も の 
な の …… ?」 と ( 笑 )。 

谷山 : ピー ムレ イガ ン も ね 。「 ノ ポン の レイ ガン 」 っ 
て な ん だ ろう ( 笑 )。 

戸田 : 装備 の 分 け 目 に も けっ こう 苦労 し まし た よね 。 

腕 の 装備 と 脚 の 装備 な ど を 別々 に プレ イヤ ー が 選ん だ 
と さき 、 バ ラバ ラ の 種類 の 装備 だ と つなが っ た デザ イン 
に 見 えな く な っ て し まう の で 、 そ こ を モデ ル 班 に な ん 
と か うま く 対 応 し て も ら っ た り と か 。 

高見 : 一 般 的 に は 、 上 半身 と 腕 は つなが っ て いる 装備 
で 、 あ と は 下半身 と か グロ ー ブ 、 靴 と いう 分 け 方 に な 
る と 思い ます が 、「『XenobladeX』」 で は 右腕 と 左腕 を 
別に する と いう 、 ち ょ っ と 特殊 な 分 け 方 を し て いま 
す 。 普通 と 違う シル エッ ト に し て みた か っ た ん で す 
ね 。 こ うい う デ ザイ ン は 難し い の で モデ ル 担 当 が 嫌 が 
る ん で すけ ど 、 右 手 だ け 裸 に し て 左手 は ゴッツ イ 腕 と 
か いつ の は 、 ある 意味 S F っ ぽい 感じ で いい だ ろう と 。 
ーー 左右 非対称 と いう の は 、 た し か に SF っ ぽ さ を 強 
く 感 じ ら れ ます ね 。 自 分 の セン ス で 「 変 わっ た 装備 」 
を 演出 で きる と いう の は 本 作 の 楽し め る ポイ ント の 1 
つ に な っ て いる と 思い ます 。 変わ っ た 装備 と いえ ば 、 

水着 や ふん ど し も けっ こう な 数 が あり まし た が ……。 

高橋 : 高見 の 趣味 で すね ( 笑 )。 

高見 : ひと 通り そろ っ た あと 、 僕 の 趣味 で ( 笑 )。 


谷山 : まだ 入る な ら こ れ を 入れ ろ っ て ( 笑 )。 

高見 : ふん ど し は 最後 の ほう で すね 。 サ ラ シ を 装備 し 
た いと か 、 片 腕 が 包帯 で 片腕 が メカ と か を や り た く 
て 、 じ ゃ あ 下 半身 は どう し よう か と な っ た と き に 、 誰 
か が 「 上 ふんどし 」 と 言っ て 。 ん じゃ や る か ! と な り 
まし た ( 笑 )。 で 、 や っ た ら 怒 られ る っ て いう ( 笑 )。 

戸田 : 装備 デザ イン の 打ち 合わ せ で は 長い 場合 だ と ひ 
と 月 と か 平気 で か か る の に 、 あ る 日 ふと モデ ラー の 机 
の 脇 を 通り が か っ た ら そ こ で ふん ど し を 作っ て いて 
「 ど うい うこ と ?」 っ て ( 笑 )。 

ーー そう いう 装備 の デザ イン は 、 ほ か に も 担当 され た 
ん で し ょ うか ? 

高見 : 街 の NPC 用 の スー ツ と 制服 が あっ た の で 、 そ 
の まま 移植 し て リク ルー トス ー ツ に な っ た の も 、 僕 の 
趣味 で す ( 笑 )。 わ り と カチ リ と し た 装備 の な か で 、 
マ ・ ノ ブン 装 備 も そう な ん で すけ ど 、 和 気 を 緩め られ る 瞬 
間 が な いと や っ ぱり いけ な いか な と 思っ て 。… ち ょ っ 
と ね じ 込 ん じゃ いま し た ( 笑 )。 


モノ リス ソフ ト 作 品 の 
裏 の 伝統 と な っ た 水着 


ーー 変わ り 種 の 装備 と は 別に 、 プ レイ ヤー 的 に は や っ 
ぱり 水着 が 受け て いる よう で すね 。 逆 に 水着 ば か り 注 
目 さ れ て 「 せ っ か く こ ん な に イン ナー スー ツ の デザ イ 
ン を いっ ぱい し た の に …」 と いう よう な 気持 ち に な っ 
た り は し ませ ん か ? 

高見 : それ は な いで すね 。 逆 に 、 ほ か の イン ナー ス 一 
ツ が ちゃ ん と し て いる か ら こ そ 水 着 が 面白 いん で す 。 
谷山 : 水着 を 入れ た ら 、 普 通 の 装備 は 絶対 水着 に 負け 
る と いう 気 も する ん で す が ( 笑 )。 

高見 : で も 水着 は 最初 か ら 予定 され て いた も の で すし 。 
堀 : まあ そう で すね 。 

戸田 : 生 回 あり ます し ね 。 

谷山 : モノ リス ソフ ト の 伝統 っ て 感じ で 。 

高見 : 裏 の 伝統 で す ( 笑 )。 

稲田 : … 水 着 の デザ イン を する の が も の すご く 楽 し か 
っ た の は 僕 だ け で すか ? 

谷山 : 僕 は し て な いな あ 。 水着 の デザ イン 。 

稲田 : 僕 は けっ こう ノリ ノリ で 水着 の デザ イン を し て 
いた ん で す よ 。 プ レイ ヤー の 皆さん が それ を 使っ て く 
れる の は 、 も うな ん か 「 よ っ し ゃ 」 と いう 感じ で す 








ね ! 

ーー 水着 は 、 頭 装備 が シュ ノー ケル と か だ っ た りす る 
の が 印象 的 で す 。 

稲田 : 水着 の デザ イン を し て いる と き に 、 イ ン ナ ー 装 
備 に は 5 つの 部 位 が ある の で 、 ど うし て も 頭 の 装備 が 
必要 で 。 水 着 だ っ た ら シ ュ ノ ー ケ ル か な 、 と ( 笑 )。 
高見 : 個人 的 に は 好き だ っ た 。 あ 、 こ うき た か っ て 。 
稲田 : そう で すね 。 幸 い 、 ほ か に な い シ ル エ ッ ト に な 
っ た の で それ は それ で 。 

高橋 : シュ ノー ケル だ けど 、 あ れ は な ん で 口 に くわ え 
させ よう と 思っ た の ? 

稲田 : あれ は モデ リン グ の 都合 上 、 仕方 な く と いう か 。 
高橋 : そう な ん だ 。 

稲田 : 髪型 に 千 渉 する 装備 …… フ ルフ ェ イ ス と か だ っ 
た らい いん で すけ ど 、 髪 型 に よっ て 装備 で きた り で き 
な か っ た りす る よう な デザ イン だ と 、 ち ょ っ と 都合 が 
悪かっ た の で 。 そ れ で 空い て る 部 分 が 口 の 周り し か な 
か っ た と いう つの も あり ます 。 


アー ドド ワー の ツ の 導 の アイ デア 赤 
結集 し た NL A の 街並み 


ーー 本 書 に 掲載 し て いる 設定 画 や 初期 デザ イン 画 は 膨 
大 な 数 に の ぼり ます 。 こ れ だ け の パワ ー を 注ぎ 込ん だ 
だ け あ っ て 、 非 常に リア ル な 究 囲 気 の 街並み に な っ て 
いる と 思い ます が 、 実際 に ロサ ン ゼ ルス な ど で 現 地 取 
材 は され た の で し ょ うか ? 

堀 : アー トワ ー ク 班 は や め っ て な いで すけ ど 、 マ ッ プ の 
モデ ル 班 は 、 街 並み や 壁 な どの テク スチ ャ ー に 使う 素 
材 を 撮影 に 行き まし た 。 

ーー 街 の アー トワ ー ク と いう と 、 ど うい っ た デザ イン 
を する の で し ょ うか が 。 

高見 : 街 で ご は ビル の デザ イン も や り ま し た 。 最 初 は た 
だ の 箱 の よう な も の か ら 始 まっ て 、 し だ い に ビ ル の 形 
に まで 作り 上 げ て いく ん で す 。 宇宙 船 の 中 に ある 街 と 
いう の は どう な っ て いる ん だ ろう と 、 モ デラ ー と 一 緒 
に 苦労 し な が ら 作 業 を 進め て いっ た 感じ で すね 。 

戸田 : 街 全 体 の 大 枠 を 作り 上 げ て か ら 、 た くさ ん ある 
建物 は も ちろ ん 、 出 入口 や 看板 な ども コン バ ペ 形 式 で い 
っ ぱい 描い た 感じ で す 。 

ーー 通路 や 道路 、 壁 、 エ レベ ー タ な どの デザ イン 案 
も 、 い くつ も あり まし た 。 


戸田 : 特に 通路 は SF 感 を 感じ る た め の キ モ に な る と 
ころ だ と 思っ て いる の で 、 ち ゃ ん と コン セン サス を 詰 
め て いこ うと 何 枚 も 描き まし た ね 。 

ーー ゲー ム を 進め る 際 に は 通路 は 重要 な も の で は あり 
ませ ん が 、 ゲ ー ム の 雰 囲 革 は そう いう と ころ で 決ま る 
と いう こと な ん で すね 。 シ ョ ッ プ や 端末 の デザ イン 案 
と いっ た も の も いく つか あり まし た 。 

戸田 : あれ も 3、4 人 で コン ぺ を し た も の で す 。 最終 
的 に 稲田 さん の デザ イン に な っ た ん で し た っ け ? 
稲田 : いや 、 いろ ん な 人 の デザ イン を 混ぜ た も の で す 。 
戸田 : 混ぜ た ん だ 。 

稲田 : は い 。 な に ぶん 数 が 必要 だ っ た の で 。 端末 1 つ 
に し て も みん な で ネタ を 出し 合っ て 作り 上 げ て いっ た 
ん で す よ 。 ブ レイ ド エ リ ア は 、 み ん な が か な り 長 い 間 
が ん ば っ て 作り 上 げ て いっ た と ころ で は あり ます ね 。 
ーー コン テ ナ と か 箱 の デザ イン も いく つも あっ て 、 こ 
ん な も の まで 細か く 、 し か も 複数 デザ イン され て いる 
の か と 驚き まし た 。 

稲田 : そう で すね 。 置 いこ て ある だ け の 車両 と か へ リコ 
プター と か 、 そ うい う の も 1 個 1 個 デ ザイ ン 案 を 出し 
合っ て いま し た ね 。 

戸田 : 地形 と 違っ て 、 そ の へ ん は デザ イン を 作り や す 
いと ころ で も ある の で 、 必 然 的 に 点数 が 多く は な っ て 
いま すね 。 で も 、 そ れ 以 外 の 街並み は 全然 絵 に 描い て 
いな いと いう ( 笑 )。 

稲田 : そう で すね 。 商業 エリ ア や 住宅 エリ ア 、 工 業 エ 
り リア と いっ だ と ころ は 。 ほ と 太 だ ス ケッ チ を 皿 こ し て 
いま せん 。 

ーー た し か に ブレ イド エリ ア 関 係 に まつ わる も の ば か 
り だ っ た よう な 気 が し ます ね 。 

高見 : フィ ー ル ド な どの 自然 物 系 は モデ ル 班 だ け で 作 
業 を 進め て いっ て も 統一 感 を 出し や すい ん で すけ れ ど 、 
SF と いう 世界 観 で 、 街 と いう も の を ] 本 の ライ ン だ け 
で 制作 し な いと いけ な いと な る と 、 み ん な が 違う イメ 
ー ジ を 持っ て し まい や すい ん で す 。 そ うい うと ころ で 
意見 を 統一 する た め に 、 必 然 的 に アー トワ ー ク が 多く 
な り ま し た 。 設定 画 も 何 も 見 ず に 、 横 に ある ビル と 似 
た よう で 違う も の を 作る と いう の は 難し い 、 と いう か 
無理 で すね 。SF 好 き な 人 な ん か か ら 見 る と 「 こ こ だ 
け デ ザイ ン ラ イン が 違う つ 」 と ば れ ち ゃ う の で 。 

ーー 本 書 で は 、 そ の よう に 情熱 と 時 間 を 注ぎ 込ん で 皆 
さん が 描い た アー トワ ー ク の 数 々 を 大 量 に 掲載 させ て 





いた だ いて お り ま す が 、 最 後に それ ぞ れ ここ を 見 て ほ 
し いと いう ポイ ント を お 聞か せく だ さい 。 

戸田 : (テー ブル の 上 を 指し な が ら ) ここ に 広げ て い 
る アー トワ ー ク の イラ スト も 、 こ の 本 に は 全部 掲載 さ 
れ て いる ん で すか ? 

ーー いえ 、 こ こ に ある も の 全部 と いう こと で は な いで 
すね 。…… 本 書 を 作る に あたっ て は 膨大 な 数 の デー タ 
を ご 提供 いた だ きま し た が 、 こ こ で 初め て 見 る よう な 
イラ スト も いく つか が 並ん で ます ( 笑 )。 

戸田 : ボツ ネタ で すね ( 笑 )。 ま あ 、 ア ー ト ワー ク と 
いう も の は そう いう 仕事 な ん で 。 僕 は エネ ミー と いう 
か 、 異 星人 の デザ イン も いく つか 担当 し て まし て 。 エ 
< ミー は 数 が 非常 に 多い の で 、 ア ー ト ワー ク の スタ ッ 
フ は 何かしら デザ イン は され て いる と 思い ます けど 。 
僕 は 街 に や っ て くる エネ ミー と いう か 異 星人 を デザ イ 
ン し まし た 。 例え ば バイ アス 人 と か が そう で す 。 

ーー バイ アス 人 は 、 顔 と いう か 、 口 の あたり の 設定 画 
も バッ チリ 掲載 し て お り ま す 。 

戸田 : 彼ら の 顔 は 、 けっ こう グロ いん で すけ ど ( 笑 )、 
こい つら の 中 で は これ で も イケ メン だ っ た りす る ん だ 
ろう な …‥ と か 考え な が ら 描 いて いま し た 。 そ うい う 
異 星人 た ちの 愛らしい 感じ を 堪能 し て いた だ けれ ば う 
れ し い で す 。 

高見 : ゲー ム 制 作 全体 を 通し て 、 全 スタ ッ フ が も ちろ 
ん が ん ば っ た わけ で す が 、 ア ー ト ワー ク 班 も すご く が 
ん ば り ま し た の で 、 本 書 に 掲載 され て いる 設定 画 な ど 
を 見 て 、 そ の ボリ ュー ム に 圧倒 され て いた だ けれ ば 。 
堀 : そう で すね 。 か な り の 数 の 設定 資料 が 載る と いう 
こと で すし 、 通 常 は 見 る こと の で き な い これ ら の 絵 
を 、 1 枚 1 枚 見 て 、 楽 し ん で くだ さい 。 

谷山 : 武器 の デザ イン に 関し て も 、 イ ン ナ ー 用 と ドー 
ル 用 で 贅沢 な スタ ッ フ さん た ち に お 願い し て 多数 描い 
て いた だ きま し た の で 、 そ れ ら 1 つ 1 つ を 楽し ん で 見 
て も ら え た らい いで すね 。 

稲田 : 水着 に 限ら ず 、 イ ン ナ ー 装 備 の 女性 用 の コス チ 
ュー ム に は けっ こう 気合 を 入れ まし た の で …… い や 、 
も ちろ ん 男性 用 も が ん ば っ て デザ イン は し た ん で すけ 
れ ど も ( 笑 )。 ゲ ー ム 中 で は 見 る こと が で き な い デザ 
イン の 細部 に いた る まで 、 じ っ くり た っ ぷり 眺め て い 
た だ けた ら と 思い ます 。 
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IXenobladeX」 の 大 き な 魅 力 の 1 つ に 、 広 大 で 美 
し い 、 そ し て 数 々 の 謎 を は らん だ フィ ー ル ド が ある 。 
ここ で は それ ら フ ィ ー ル ド の 作成 に 携わっ た スタ ッ フ 
に 集まっ て も らい 、 お 話 を 伺っ て みた 。 


SF 的 な リア リティ と 
違和感 が 両立 する フィ ー ル ド 


ーー プレ イ し て いて 印象 的 だ っ た の が 、 原 初 の 荒野 や 
夜光 の 森 は 自然 物 が 多い の に 対し て 、 忘 却 の 渓谷 あ た 
りか ら 遺 跡 の よう な 人 工 物 、 し か も 桁外れ に 巨大 な も 
の が 突然 出 て きた こと で す 。 こ うし た 人 工 物 が どの 大 
陸 に どう いっ た 規模 で 存在 する か と いう 点 は 、 最 初 か 
ら 決 まっ て いた の で し ょ うか ? 

高橋 英治 (以下 、 高 橋 ( 英 )) : プレ イヤ ー が 最初 に 訪 
れる 原初 の 荒野 は オー ソ ド ッ クス な 植物 と 岩 で 構成 し 
て 、 地 球 の 自然 と は 違う と いう こと を は っ きり 見 せ た 
か っ た の で 、 目 立つ 人 工 物 は 入れ ませ ん で し た ね 。 
新井 考 (以下 、 新 井 ) : 地球 上 の 景色 と 違う の が SF 
作品 の イメ ー ジ だ と 思う ん で すけ れ ど 、 い き な り そこ 
に ポー ン と 放り 込ま れる と 、 ビ ジュ アル 的 な 違和感 と 
が 特殊 性 ば か り を 感じ て プレ イヤ ー は 落ち 着 か な いと 
思っ た ん で す よ 。「NL A 付 近 は 地球 に 近い けれ ど 、 
ちょ っ と 違う ] と いう と ころ か ら 始 め て 、 徐 々 に 違 和 
感 の ラン ク を 上 げ て いこ うと いう こと で 、 原 初 の 荒野 
は デザ イン され まし た 。 続く 夜光 の 森 も 、 樹 と か は 巨 
大 で す が 、 目 立つ 人 工 物 は あま り 見 えま せん 。 

ーー た し か に そう いう 流れ に な っ て いま すね 。 

高橋 ( 英 ) : モノ リス ソフ ト は これ まで ファ ンタ ジー 
と が か SF と か いろ ん な ジャ ン ル の 作品 を 作っ て きま し 
た が 、 今 回 は SF 色 と リ アリ ティ を 重視 し よう と いう 
考え が あり まし た 。 

ーー 原初 の 荒野 で は 、 フ ィ ー ル ド の どこ か ら で も 巨大 
な も の が 何 か 見 える 、 と いう の も 特徴 的 で し た 。 
新井 : それ は ディ レク ター か ら の 要望 で 、 一 番 や り た 
い の が 結局 は そこ な ん だ と 言わ れ た 部 分 で す 。「 大 き 
いも の と いつ の は 、 人 間 の 根本 的 な 部 分 で すご いな と 
忌 える 部 分 で 、 そ れ だ け で 俺 に と っ て は 魅力 的 だ 」 と 
言っ て いま し た ね 。 

ーー プレ イヤ ー も その 点 に は 十分 共感 し て いた よう に 
見 受け られ まし た 。 


新井 : そう で あれ ば あり が た いで すね 。 オ ー プ ン ワ ー 
ルド の ゲー ム と いう の は 、 ス ター ト 地 点 か ら 次 は どこ 
に 行け と いう 指示 と は 別に 、 あ る 程度 は どこ に で も 行 
けち ゃ つう も の な ん で す 。 そ の と き に 周囲 を 見 回 し て 、 
「 あ そこ に 行っ て みた いな 」 と いう も の を 見 つけ て そ 
こ に 向かっ て いく の は オー プン ワー ルド の 根っこ の 部 
分 な の で 、 す ご く 大 事 に し て いこ うと 考え て いま し 
た 。 そ こ に 向かう 途中 に 、 い ろ い ろ な クエ スト で あっ 
た り 遊 び が あっ て 、 そ れ ら が 「 横 に それ て 遊ん で いき 
な さい よ 」 こ と いう 感じ で 誘惑 し て きた り し て 。 好き な 
タイ ミン グ で 好き な こと を し て も いい ん だ 、 と いう の 
が ディ レク ター の 考え と し て あり まし た 。 

高橋 哲哉 (以下 、 高 橋 ) : プロ グラ マー 陣 と し て は ど 
うつ だ っ た の ? 企画 書 に オー プン ワー ルド や り ま す 、 
っ て た っ た 一 行書 くだ け な の は 簡単 だ けど 、 実 際 に プ 
ログ ラム を 組む ほう と し て は 大 変じ ゃ な い 。 

稲葉 道彦 (以下 、 稲 葉 ) : 実際 も の すご く 大 変 で し た 。 
見 えて いる 場所 に シー ムレ ス に 移動 する っ て いう の が 
オー プン ワー ルド の 売り だ と 思う ん で すけ れ ど 、 それ 
を 実際 に や る に は いろ いろ や ら な いと いけ な く て 。 目 
的 地 に 近づい て いく 間 に 必要 な デー タ を ロー ド し て 違 
和 感 な く 表 示す る プロ グラ ム を 入れ な いと いけ ませ ん 
の で 、 何 度 も 試行 錯誤 し な が ら 対 応 し て いき まし た 。 
エン ジニ ア と し て は 、 オ ー プ ン ワ ー ル ド を 作れ る と い 
う の は 非常 に 魅力 的 で は あっ た の で 、 全 然 嫌 で は な か 
っ た で す が 、 や は りす ご く 大 変 で は あり まし た ね 。 
高橋 : 稲葉 は 嫌 で は な か っ た の ? 

稲葉 : 全然 嫌 じ ゃ な か っ た で す 。 

高橋 : お むし ろう うれしかっ た くら い ? 

稲葉 : そう で すね ( 笑 )。 制作 中 に は 、 コ スト 的 ・ 手 
間 的 に オー プン ワー ルド を や め よ うか 、 と いう 話 も あ 
っ た ん で す 。 だ けど 、 自 分 と し て は 作り た か っ た の で 
「 大 丈夫 で す ! 」 と 言っ て 突き 通し た と いう か 、 自 分 
を 納得 させ た っ て いう と ころ が あり ます ( 笑 )。 

高見 典 宏 (以下 、 高 見 ) : ロマ ン で す よ ね 。 オ ー プ ン 
ワー ルド っ て いう ロマ ン に 対し て 一 丸 に な っ て が ん ば 
ら 半 っ て そい) う 。 

稲葉 : シー ムレ スマ ッ プ の プロ グラ ム を 書け る 機会 な 
ん て 本 当 に めった に あり ませ ん し 、 そ うい う プ ロジ ェ 
クト に 関わ れる こと も あま りな い の で 、 自 分 自身 は こ 
の 作品 に 関わ れ て ラッ キー で し た 。 


高橋 ( 英 ) : フィ ー ル ド も 単純 に 地 続き を な だ け で な く 、 
今回 は 空 も 飛べ ちゃ う の で 絵 的 に 一 切 嘘 が つけ な い 。 
そう いう も の に いき な り 挑 戦 し た の で ハー ドル は 高 か 
うだ で す 。 けれ ど や りき っ た と いう こと で 、 挑戦 し た 
だ け の 価値 は 十分 に あっ た と 思っ て いま す 。 

高見 : 空 を 飛ぶ と グラ フィ ッ ク 的 に ご ま か し が きか な 
いも の が た くさ ん あっ て …… 。 普通 だ っ た ら 絵 ] 枚 で 
お こと が 。. 上 から 定 と ぞ れ で ご まかせ な いと いう て 
と も あっ て 、 本 当 に 苦心 し まし た 。 


メモ リ の や りく ぐ くり に 苦労 し な が ら 
フィ ー ル ド や NLA を 作り 上 げた 


ーー 海 に も 最初 か ら 入 れ て 、 か な り 遠 くま で 最初 か ら 
泳い で いけ まし た 。 大 陸 の 周囲 も 泳い で 回 っ た り 。 
高橋 ( 英 ) : 開発 の 最後 に 、 大 陸 の 外周 に 遊び を 入れ 
さる こと が で き な か っ た の が 残念 で は あり ます 。 
新井 : 大 陸 の 側面 に 穴 を 開け て 、 そ こ が 洞 窟 に な っ て 
いる と いう 構造 が 部 分 的 に は あり ます が 、 あ れ を も っ 
と 掘り 下げ て 、 そ こ か ら 見 る と 何 か す ご い 秘 密 が わか 
RT と か も 入れ た か っ た で すね 。 た だ 、 入 れ ば 何で 
詰め 込ん で いい か と いう と 、 そ うい うわ け に も いか 
な い の で 。 イ ン ナ ー、 ド ー ル 、 飛 行 と 移動 の シス テム 
目 体 が 多い の で 、 あ る 程度 マッ プ を シン プル に し て 、 
今回 は この 形 に 収まっ た と いう 感じ で すね 。 
高橋 ( 英 ) : そう で すね 。 な か な か 全体 像 が 見 えな い 
状態 で 作っ て いた の で 、 要 素 を 載せ きれ る か わか ら な 
が から た た 名 の で ……。 ラフ 0 モデル だ ど 短 単に で か し 由 
と か が も 作れ ちゃ うん で すけ れ ど 、 そ れ が あと あと すご 
い 容 量 に な っ て 、 削 ん な きゃ 削 ん な きゃ と いう 調整 を 
ずっ と や っ て いま し た ね 。 
高見 : どこ が ゴー ル か わか ら な いけ れ ど 、 グ ラフ ィ ッ 
ン は ここ まで 、 ブ ログ ラバ は こと こま で 、 企画 は と れ だ 
け 載 せ た い な ど 、 や り た いこ と を 探り な が ら 進 め て い 
た イメ ー ジ で すね 。 グ ラフ ィ ッ ク と し て は 、 こ の 広い 
フィ ー ル ド を 飽き させ ず に 見 せ た い と いう と ころ が あ 
っ て 、NLA 周 辺 も 天候 だ と か 環境 の 変化 を 足し て い 
さま し た 。 夜光 の 森 も 最初 は 寂し か っ た ん で すけ れ 
ご 、 ラ イト と か つけ て 賑やか に し て いっ て 。 そ うい う 
こと を 経て 五大 陸 の 見 た 目 が 固まっ て いき まし た ね 。 
高橋 ( 英 ) : シー ムレ スマ ッ プ も 含め て 描画 で どこ ま 
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フィ ー ル ド マ ッ プ の 地形 の 設 ジー ムレ メ マ ッ プ の シス チム マップ 琴 の リー ダー と し で クオ グラ フィ ッ ク 全 体 の 管理 な ど を 
計 な ど を 行う 。「 ゼ ノ サ ー ガ 』 シ 構築 な ど を 担当 。 「 ゼ ノブ レイ ド 』 リティ や 進行 の 管理 な ど を 担当 。 担当 する アー トディ レク ター。 前 
リー ズ で は マッ プ 、 デ ィ レ クタ ー に は プロ グラ マー と し て 参加 し 「 ゼ ノブ レイ ド 』 で も 同じ 役割 作 『 ゼ ノブ レイ ド 』 で も 同様 の 
な ご ど を 担当 し た 。 て いる 。 を 担当 し た 。 役割 を 担当 し た 。 


で で きる か が か 、 と いう と ころ を エン ジニ ア と 一 緒 に 進め 
て いっ た の で 、 着 地点 が な か な か 見 つか ら ず に 模索 を 
し 続け た 時 期 も 長かっ た で す 。 

高見 : デー タ 量 も 膨大 だ っ た の で 、 プ ログ ラマ ー に 相 
当 負担 を か けた と 思い ます 。 特 に N L A が も う …… o 
稲葉 : NLA は 非常 に マズ か っ た で す ( 笑 )。 本 当 に 
終盤 ギリ ギリ で メモ リ に 入り きら な い 現 象 が 起 ぎ ちゃ 
うと て 。 ご れ は マス し じ y ぞ っ と な りり まし て 。 プロ グラ に で ぞ 
折 理 や り 、 こ こ に 入っ た だ たらこ この デー タ を ロー ド し な 
くす る と いっ た よう な 対応 を し て いま す 。 シ ー ム レス 
受 以 プッ そ だ ど と に 行っ て そ もめ 必要 な デー タダ だ け ロ ー ド 9 
る と いう シス テム な の で 、 デ ザイ ナー 陣 的 に は 好き な 
よう に デザ イン で きる ん で すけ れ ど 、 そ の せい で どの 
くら い の 容 量 に な る か が で き て みな いと わか ら な い 、 
と いう 現象 が 起き た ん で す 。 NL A は 非常 に 密度 が 高 
か っ た の で 、 容 量 を 削る の が 非常 に 大 変 で し た 。 
高見 : と は いえ デザ イナ ー 陣 も 何で も 山盛り 載せ た わ 
け で は な く ( 笑 )。 1 個 の デー タ を な る べく 軽く 、 そ 
れ で いて クオ リティ が 高い よう つ に ギリ ギリ の と ころ ま 
で 作っ て 、 そ の つど プロ グラ マー と 話し 合い まし た 。 
高橋 ( 英 ) : 建物 1 つ に し て も 、 デ ー タ が バラ バラ の 
ほう が 効率 が いい と 言わ れれ ば バラ バラ に し て 、 や っ 
ぱり 1 つの ほう が いい っ て 言わ れれ ば 1] つ に まとめ 直 
し た り 。 NL A は ずっ と 調整 を か け て いま し た ね 。 
稲葉 : こう し た ほう が 効率 が いい と いう こと は 作っ て 
みて か ら わ か る の で 、 あ と か ら こ うし て くれ な いか が と 
いう 仕様 を 伝え て トラ イア ンド エラ ー が 何 度 も 起き て 
し まい 、 デ ザイ ナー に は 大 変 申 し 訳 な か っ た で す 。 
高見 : た だ 、 そ れ を や る と 処理 が 劇 的 に 早く な る と い 
うこ と を わか っ て いて や っ て いた の で 、 そ う 謝 られ る 
ほど に は 感じ て いな か っ た で すね 。 

高橋 ( 英 ) : スポ イル し て いっ た 部 分 と いう の は あま 
りな か っ た の で 、 載 せ さ ざれ た と は 思っ て いま す 。 

ーー NLA と フィ ー ル ド で は どちら が 大 変 で し た か ? 
高橋 ( 英 ): NLA は か っ ちり し た 人 工 物 な の で 、 デ 
ー タ の 問題 は あり つつ も 進行 させ や すい 部 分 が あり 、 
フィ ー ル ド は 常に 調整 し な が ら な の で 分 散 し た 作業 
じい と いう が 天 先 どい うか が ーー 。 人 街 ブ ィ ー リ ル 
ド は 作り 方 が まっ た く 違 いま すね 。 

高見 : フィ ー ル ド は 移動 ルー ト を つなげ て いく と か 、 
遊び に 密着 し な が ら ふ わっ と 仕上 げ て いく と いう 感じ 
で し た 。 NL A の ほう は 、 原 初 の 荒野 の 速く の 地点 か 


3D り ゲー ム に お ける キャ ラク ター や 障害 物 の 当たり 判 
定 の こと 。 


ら で も 見 える ブレ イド タワ ー の 上 の ほう の デザ イン ラ 
イン は どう し よう か と か 、 二 転 三 転 し た 覚え が あり ま 
す 。 船 の 一 部 な の で ここ は こう いう 構造 で な いと いけ 
な いと いう の が あり まし た し 、 街 と し て どう する か 、 

さら に 遊び や すさ は どう か と か 。 キ ャ ラク ター だ け で 
な く ド ー ル も 歩け る の で 、 広 さ の バラ ンス が な か な か 
難し く て 。 た だ 、 こ れ は つう ちの 得意 と する 部 分 で も あ 
っ て 。 過 去 作品 で は 人 専用 マッ プ 、 ロ ボッ ト 専 用 マッ 
プ と いう よう に 分 か れ て いた ん で すけ れ ど 、 こ れ が す 
べ て シー ムレ ス に な っ て 区 別 が な く な っ た と いつ うつ の は 
良かっ た と 思い ます 。 

高橋 : メモ リ の 問題 だ っ つた か 、CPU の 問題 だ っ た か 
忘れ た ん だ けど 、 デ ィ レ クタ ー が 「NL A の 中 で ドー 
ル が 歩け な いよ うに し ちゃ 駄目 で すか ?」 っ て 聞き に 
きた こと が あっ て 。 ま ぁ | ダメ ! 」 っ て 言っ た ん だ け 
ど ( 笑 )。 で 、 悲 し そつ な 顔 を し て 去っ つて いっ た と い 
うこ と が あっ た ん だ よね 。 あ れ っ て プロ グラ マー か ら 
上 が っ た 話 だ っ た の か な ? 

稲葉 : それ は プロ グラ マー か ら 上 が っ た 話 で す 。 た 記 
ん 、CPU、 メ モリ 、 描 画 、 す べ て で すね 。 

貞本 《 粒 ): デー タ も 、 イシ ナー と ドー ル で ぞ れ で ぞ で れ 
コリ ジョ ン (※ 注 1) を 分 け な い と いけ な い の で 、 ら 
倍 大 変 で し た ね 。 

高橋 : コリ ジョ ン は けっ こう 割り 切っ た よね 。 

新井 : デカ い NPC に は 当たり 判定 な いで す も ん ね 。 

高橋 ( 英 ) : イン ナー の ほう が コリ ジョ ン の 設定 が 細 
か い の で 大 変 で し た 。 ジ ャ ンプ カ 力 を 低く すれ ば 調整 は 
楽に な る ん で すけ ど 、 ジ ャ ンプ カ 力 が 高い ほう が 楽し い 
よね 、 と いう と ころ を 感じ て し まっ て 。 建物 と か を ぴ び 
ょ ん ぴょ ん 飛び 越え る の も この ゲー ム の 面白 さだ よ 
ね 、 と いう つう 方向 性 も 出せ た と 思い ます 。 


どこ まで も 行け て し まっ て いい 
マッ プ デ ザ イン 


ーー 前 作 と 違っ て 落ち て も 死な な いで の 、 山登り や ジ 
ャ ンプ で は 大 胆 な チャ レン ジ が 楽し め ま し た 。 プ レイ 
ヤー も イン ナー や ドー ル で どこ まで 登れ る か と いう 挑 
戦 を され て いる 方 も 多い よう で す 。 そ うい っ た 遊び 方 
は 想定 内 だ っ た の で し ょ うか が ? 

新井 : 究極 的 に は 、 ハ ング (※ 注 ら ) し て いる 地形 
と 、 空 中 に ある 地形 以外 は 行け こし まっ て も いい と い 


垂直 以上 の 角度 を 持つ 壁 。「 オ ー バ ー ハ ング 」 と も 。 





う 前 提 で す 。 レ ベル デザ イン 的 に 行か せ た く な いと か 
回 り 込 ませ た い 、 と いう 部 分 は ある ん で すけ ど 、 そ れ 
以外 で 移動 ルー ト と し て 認め な い の は や め よ うと いう 
話 が あっ て 。 設 計 意 図 的 に 移動 で き な く し た 場所 以外 
は 、 細 か く チ ェ ッ ク は し て いま せん 。 そ れ ぐ らい 自由 
に 歩き まわ れる よう に し た い 、 と いう の が 一 番 最初 か 
ら あ り ま し た 。 

高橋 ( 英 ) : 破綻 し な い 限 り は 行け ちゃ っ て も し か た 
が な い 。 行 か せ て は いけ な いと いつ 部 分 を いか に 減ら 
すか 、 と いう こと で すね 。 

新井 : 秘境 や 絶景 も 最初 か ら 狙っ て 作っ た 場所 は あり 
ます が 、 こ こま で 行け た な ら ご 褒美 も 受け 取っ て も ら 
わな いと 、 と いう こと で 決め た ポイ ント も 多い で すね 。 
高橋 ( 英 ) : こう いう ルー ト で 進む だ ろう か ら こ こ に 
宝箱 を 置い に し 、 シ ョ ー ト カッ ト も 作っ て …… と いう よ 
うな オー ソ ド ッ クス な ルー ト 構 造 で は な く 、 プ レイ ヤ 
ー が 自分 で 移動 ルー ト を 開拓 し て いく 。 こ ちら が まっ 
た く 制 御 し て いな い 範 囲 で 移動 し た り 発見 し て いく と 
いつ うつ の を コン セプト と し て 重視 し て いた の で 、 用 意 し 
た 地形 を どう 進ん で いけ る の か と いう の は 、 こ ちら も 
すべ て は 把握 し きれ て は いな いで す 。 な の で 「 登 れ ち 
ゃ うつ か も ね 」 と いう と ころ が けっ こう ある は ず で す よ 。 
新井 : これ は 言っ て いい か どう か わか ら な いで すけ 
ど 、 最 悪 の 場合 、 八 マ っ た ら ス キッ プ ト ラ ベル で 脱出 
し て くれ 、 と いう ( 笑 )。 

高橋 ( 英 ) : 逆 に 、 用 意 さ れ て いな い 遊 び 方 と いう の 
が ふん だ ん に ある と 思い ます ね 。 

新井 : な の で 、 僕 ら が あと か ら 「 こ うい うこ と も で き 
る ん だ ! 」 と 知ら され る ケー ス も あり まし た 。 こ ん な 
と ころ に も 行け る ん だ 、 と ルー ト を 探す の を 楽し ん で 
も ら え る の は 、 こ ちら と し て も うれ し いこ と で すね 。 

ーー 加 大 陸 の 崖 際 に は 、 敵 を 避け て 進め る よう な 足場 
が あり ます が 、 あ れ も 狙 っ て 置い た わけ で は な いと 。 

高橋 ( 英 ) : 敵 を 辻 回 する た め に つけ た 足場 と いう の 
は 、 ほ ぼ な いと 思い ます 。 

高見 : 崖 際 の 表現 と し て 、 あ あい う 形 に し よう と 統一 
し た ん だ よね 。 デー タ で は 、 シ ェ ー ダ ー (※ 注 3) を 
取り 払う と 非常 に 荒い ポリ ゴン が 見 えま す 。 崖 の 下 に 
召 を 置い に シェ ー ダ ー で で こ ぼ こ させ て いる と いう 感 
じ で すね 。 た し か 「 崖 際 処 理 ] と いう 指定 を し た 覚え 
が あり ます 。 崖 に 歩け る 足場 が いつ ぱい あれ ば 、 プ レ 
イヤ ー に も 楽し ん で いた だ ける か な 、 と 。 


要 是 つ 次 了 グ ラフ ィ ッ クス で 光源 や 陰影 の 処理 を 行 つ 機能 。 
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高橋 ( 英 ) : 不都合 が な けれ ば 登れ て ほし いな と いう 
思い も あり つつ 並べ て いっ た と ころ も あり ます 。 

ーー その お か げ で 、 敵 を よ け て 進む ルー ト を 探す と い 
う 楽 し み も 味わう こと が で きま し た 。 

高橋 ( 英 ) : 広い 意味 で 言え ば 、 そ うい っ た 部 分 も 意 
図 し た 通り で し た ( 笑 )。 

ーー NLA の ブレ イド タワ ー も 、 か な り 上 の ほう まで 
登れ る よう で す が 、 そ れ も た また まそ うな っ た と ? 
新井 : た また まとい うか 、 や れ ち ゃ っ て OK と いう 考 
え 方 で すね 。 こ こま で な ら ブ レイ ド タ ワ ー を 登れ て も 
いい あか が 。 ぜひ と と まだ きっ て ぶれ 、 と いう と 選 る ま 
で 制御 は し て いま せん 。 た だ 、 そ うい うこ と が で きる 
ん だ と 面 折 が っ つて いた だ けた な ら ば 何より で す 。 

高橋 ( 英 ) : 登れ た か ら と いっ て シナ リオ スキ ッ プ が 
で きち ゃ う よ う な が 部 分 は な い は ず な の で 。 前 作 「 ゼ ノ 
ブレ イド 』 で も 、 こ こま で 行く と こう いう 景色 が 見 え 
る … と いう 用 意 の 仕方 を し て いた ん で すけ ど 、 今 回 の 
[XenobladeX』」 で も 、 登 っ た り 下 り た り し て いく な 
か で ベス ト な 景観 を 見 つけ て ほし いで すね 。 


個性 的 な 5 つの 大 陸 が 
生ま れる まで 


ーー 原初 の 荒野 と いえ ば 、 多 爪 震 が 生き 物 の よう だ と 
いう 意見 も 多く 見 られ まし た 。 あ の 形 は どの よう に し 
て 生ま れ た の で し ょ うか ? 

高橋 ( 英 ) : あの 形 に 意味 が あっ た か は 、 実 は あま り 
よく 覚え て いな い の で す が ……。 初期 の 頃 は も っ と い 
っ ぱい 岩 が あっ た ん で す 。 容量 の 都合 で 削り まし た が 。 
高見 : 最初 は 無難 な 平原 だ っ た ん で す 。 何 も な か っ た 
ん で あま り に 寂し すぎ る っ て いう の で 、 岩 が に ょ き に 
ょ き 生 えて きた 覚え が あり ます 。 コ ン セ プ ト 通 り だ と 
あま り に も 物 定 りな いと いう こと で 、 シ ン ボ リッ ク な 
も の とし て 釣 爪 者 を 定 し まし た ね 。 

新井 : 実際 に や っ て みた ら な か な か が 形 に な ら な いん で 
試行 鏡 誤 し な が らい ろ い ろ 調 整 を 重ね て いっ て 。 都合 
が 悪い か ら や り 直 し 、 と いう わけ に は いか な い 作 り 方 
を し て いま す の で 、 い ろ い ろ な 条件 と か が 意見 と か が 重 
な っ て 今 の 形 が で きた っ て いう の が あり ます ね 。 た 
だ 、 各 大 陸 が な る べく 似 な いよ うに する と いう の が 大 
変 だ つた ん じゃ な いで すか ね 。 

高橋 ( 英 ) : 白 樹 の 大 陸 と か は 、 ほ か の 大 陸 と 似 な い 





よう に する と いう 部 分 か ら 絵 が スタ ー ト し て いっ た と 
いつ 部 分 が あり ます 。 

高見 : 白 樹 の 大 陸 は だ いぶ 難し く て 、 あ と の ほう に な 
っ て 絵 が でき て きま し た 。 

ーー 5 つの 大 陸 の フィ ー ル ド は 、 ど うい っ た 順番 で 作 
られ た の で し ょ うか 。 や は り 、 ス トー リー の 進行 に 合 
わせ る 形 で 、 順 番 に 作ら れ た と か ? 

新井 : 基本 的 に は 、 ほ ば ぼ 同 時 に 作ら れ て いっ た と 思い 
ます 。 初期 の プロ ッ ト だ と 、 実 は 大 陸 は も っ と た くさ 
ん あっ て 、 1 つの ゾー ン に 1 人 の 設計 者 …… ま あ 、 1 
人 の 設計 者 が ら つ 担当 し た り と いう こと も あり まし た 
が 、 基 本 的 に そう いう 考え 方 で 制作 され て いき まし 
た 。 こ の ボリ ュー ム だ と 全部 は 入ら な いな 、 と な っ た 
と き に 、 厳 選 さ ご れ て この 5 大 陸 の 形 に な っ た ん で す 。 

な の で 、 ] つ ず つ 作 っ て いっ て 、 最 後 が 黒 鋼 の 大 陸 だ 
っ た と いう わけ で は あり ませ ん 。 

高橋 ( 英 ) : 開発 中 は 、 ど の フィ ー ル ド も 同じ くら い 
の ペー ス で 制作 し て いま し た 。 

新井 : それ くら い 、 考 える 時 間 や 試行 錯誤 が 並列 に 必 
要 だ っ た と いう こと で すね 。 

高見 : 原初 の 荒野 だ け は 早い 段階 か ら 露 出す る の が 決 
まっ て いた の で 、 グ ラフ ィ ッ ク が で きた の は 早かっ た 
ん で すけ ど 、 そ れ も 大 陸 の 一 部 だ け で 。 そ こ か ら さ ら 
に 広げ て いっ た の で 、 完成 した の は 結局 ほか の 大 陸 と 
同じ で し た 。 全体 的 に 大 陸 を きれ い に 整 えて いく 感じ 
で 作業 を 進め て いま し た ね 。 


表 に 出る こと は な か っ た 
非 公 式 の 埋 設 定 !? 


ーー 門 即 の 渓谷 の 巨大 な 遺跡 に つい て で す が 、 何 か 特 
別 な 設定 な ど は ある の で し ょ うか ? 

新井 : 高 構 の ほう か ら シ ナリ オプ ロッ ト が 提示 され 
て 、 受 け 持 っ た 人 間 が それ を 壊さ な いこ と を 条件 に 、 
足り な いと ころ に 新しい 設定 を 加え て 厚み を つけ て い 
きま し た 。 イ チ か ら 作 っ た 設定 も や あり ます し 、 プ ロッ 
ト か が から カッ ト さ れ た 部 分 が 残っ て いる と ころ も あり ま 
す 。 ち な み に 、 忘 即 の 渓谷 の 構造 物 に 関し て は 僕 が 考 
えた 完全 に 非 公式 の 裏 設定 が あり まし て ……。 地 球 人 
た ち が 惑 星 ミ ラ に 来る 前 に 忘れ られ た 文明 が あっ た 、 
と いう 意味 で 「 忘 却 ) と つけ た ん で す 。 こ の エリ ア に 
は テラ フォ ー ミ ング で 惑星 改造 を し て いた 者 た ちがい 


た ん で す が 、 あ る と き ぎ 事 件 が 起き て 、 設 備 を 廃棄 し て 
立ち 去っ た …… と いう も の で す 。 こ の 大 陸 に だ け あ 
、 奈 沙 に 落ち る と 一 発 死に する と いう 設定 は 、 そ の 
事件 に 関係 し て いま す 。 と ある 有名 な SF アニ メ に 「 化 
石 の 星雲 に 飲ま れる と 石 に な る 」 と いう の が あり ます 
が 、 そ うい っ た ガス が 地 中 か ら 出 て き て いる ん で す 。 
ーー それ で 沙 ち る と 死ん じゃ うん で すね 。 
新井 : あの リン グ が テラ フォ ー ミ ング し て いた 巨大 な 
土木 機械 だ っ た り と か 、 ア ン ノ ウン サイ ン と いう の が 
ある ん で すけ ご ど 、 そ れ は 彼ら が 去り 際 に 残し て いっ た 
メッ セー ジ だ っ た り と か ……。 まあ 、 完 全 に 非 公 式 な 
の で 、 ゲ ー ム 内 に は 何 も な いん で すけ ど ね 。 
ーー あの 巨大 な リン グ は 、 初 期 の コン セプト アー ト に 
すでに 登場 し て いま すね 。 
高橋 ( 英 ) : か な り ラ フ な も の で す が 、 こ の ぐら いか 
ら フ ィ ー ル ド の モデ ル を 作り 始め て 、 必 要 な も の を 埋 
め て いく と いう 感じ で 作っ て いっ た ん で す 。 
新井 : 忘却 の 渓谷 の フィ ー ル ド 制 作 は 、 こ の アー ト あ 
りき で や っ た と ころ が けっ こう ある と 思い ます 。 か な 
り 初期 に この アー ト を 見 た 覚え が ある の で 、 こ れ を 見 
て 僕 の 中 で の 裏 設定 と 合わ せ て 、 高 橋 と 話し な が ら 制 
作 を 進め て いき まし た 。 
ーー 空中 に 浮い て いる 岩 も いろ ん な と ころ に あり ます 
が 、 こ れ に は 裏 設定 は ? 
新井 : カッ ト さ れ た ロケ ーション に 、 浮 遊 岩礁 地帯 と 
いう 浮い て いる 岩 で 構成 され た 、 立 体 的 に 移動 で きる 
マッ プ が あり まし た 。 今 回 、 ドール に よる 飛行 が 新 し 
い 概 流 と し て 導入 され まし た が 、 そ の 影 絡 も あっ て 見 
送ら れ た ん で す 。 そ の アイ デア は 本 編 の 浮遊 岩礁 と し 
て 残っ て いま す が 、 実験 的 に ちょ っ と だ け あ る ぶん に 
は 問題 な いし 、 喜 ん で も ら え る ん で は な いか と 思っ て 
入れ た も の で す 。 裏 設定 で は な いで すね ( 笑 )。 
稲葉 : 設定 の 話 で は な いで す が 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン ボ ー 
ル は プロ グラ ム 的 に 地 続 き の 場 所 で 使う こと を 想定 し 
て 作ら れ た も の な の で 、 こ うい っ た 浮い て いる も の に 
対応 する の が 大 変 だ っ た の を 覚え て いま す (苦笑 )。 
ーー そ さ ま ざ ま な アイ デア や 地道 な 作業 の 未 に 、 こ の 
五大 陸 は 生ま れ た ん で すね 。 
高見 : ゲー ム を し て いな く て も 、 ず っ と ここ に いた い 
な と 思っ て も ら え る 世界 に し た いと いう こと を 最初 に 
話し あっ て いた こと を 覚え て いま す 。 な の で 、 ど っ 
り と 世界 観 に 浸っ て も ら え れ ば 開発 者 名 利 に つき ます 。 
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中 山 | 和 軸 

の 内 の FI 一 一 ーーーーーー 
クエ スト に 関係 する 、 街 や 

NPC の 設計 な ど を 担当 。 前 作 

「 ゼ ノブ レイ ド 」 で も 同様 の パー 

ト を 担当 し て いる 。 


街 ・ ク エス ト 班 の リー ダー と し 
て クエ スト 制作 全般 に 携わる 。 
「 ゼ ノブ レイ ド 』 で も 同じ 役割 
を 担当 し た 。 





(@/77<J。 


本 作 に は 4 種類 の クエ スト 群 が あ る 。 メ イン スト ー 
リー を 描く 「 縦 軸 ] で ある スト ー リ ー ク エス ト に 対 
し 、 ミ ラ に 住む 地球 人 や 異 星人 た ちの さま ざま な 物語 
を 映し 出す 「 横 軸 」 の 役割 を 持つ の が ノー マル クエ ス 
ト だ 。 こ こ で は クエ スト 担当 の お ら 2 人 と 高橋 監督 に 、 
ノー マル クエ スト に まつ わる お 話 を 聞い て いく 。 


番 恨 な 異 星人 と 
物騒 な 地球 人 


ーー まず は 、 本 作 に お ける ノー マル クエ スト の 役割 に 
つい て お 聞か せく だ さい 。 

岩本 将 拓 (以下 、 岩本 ) : クエ スト に 関す る 基本 的 な 
方 針 は 「 ゼ ノブ レイ ド 」 か ら 変 わっ て いな く て 、 キ ズ 
ナグ ラム を 中 心 に NPC を 描く こと で すね 。 ス トー リ 
ー ク エス ト で は 描き きれ て いな い 異 星人 の 文化 と か 、 
地球 人 と 異 星人 の 交流 と か が ノー マル クエ スト で は 描 
か れ て いき ます 。 そ うす る こと で 、NPC が 身近 な 守 
る べき 存在 に な っ て いく の か な と 思っ て いま すね 。 
ーー 異 星人 関係 の ス トー リー は 、 ノ ー マ ル クエ スト に 
集約 され て いま し た ね 。 

岩本 : そう で すね 。 

ーー 地球 人 の 姿 も そこ で 描か れ て いま す が 、 な ん と 言 
いま すか 、 ひ どい ブレ イド が 多い で すね ( 笑 )。 

岩本 : 高橋 か ら も 「NL A、 け っ こう 物騒 だ な 」 と い 
う コ メン ト を も らい まし た 。 

高橋 哲哉 (以下 、 高 橋 ) : 悪人 し か いな い 。 

岩本 : そう で すね ( 笑 ) 。 

高橋 : どう いう 人 選 で 白鯨 に 乗せ た の か と ( 笑 )。 

岩本 : 各国 で 選ば れ た 人 が 乗っ て いる は ず な の に 、 悪 
人 ば か り じ ゃ な いか と ( 笑 )。 

高橋 : で も 、 ス ペッ ク だ け で 人 を 選ん だ わけ で すか 
ら 、 こ うな る の は 当然 な の か な と も 思い ます 。 

ーー 能力 と 性 格 は 違う と いう か が 。 

高橋 : 身体 能力 と か 学習 能力 だ け で 人 を 選ん で 乗せ て 
いっ た ら 、 あ あい うこ と に な っ ちゃ っ た ( 笑 )。 そ うい 
う 見 方 も で きる と 。 

中 山 香苗 (以下 、 中山) : や っ ぱり 話 を 作る に は 悪い 
奴 が いな いと 。 と いう こと で 悪人 ば っ か り に ( 笑 )。 
ーー ノー マル クエ スト に 出 て くる 悪役 は 、 地 球 人 が 本 
当 に 多い で す よ ね 。 敵対 し て いた 異 星人 が 仲間 に な っ 


て 「 実 は いい 奴 だ っ た ん だ 」 と いう エピ ソー ド も けっ 
こう ある の で 、 逆 に 地球 人 は 悪い 奴 し か いな いと いう 
印象 を 受け て し まい まし た ( 笑 )。 

中 山 : 「 ゼ ノブ レイ ド 』」 は いい 人 ば か り で し た が 、 今 
作 の 世界 観 な ら 、 悪 い 奴 が 多く て も いい だ ろう と 。 


ノー マル クエ スト を 形作る 
0 ロタ セプト 


ーー クエ スト の 内 容 を 決め る 際 に 気 を つけ て いた 点 は 
あり ます か ? 

岩本 : 4 つの コン セプト が 大 元 に あり まし た 。 ま ず 、 
NL A は 広く て 人 も 多い と いう こと で 、 と に か く た く 
さん 作る こと 。 そ れ か ら 、 選 択 肢 を より 多く 入れ る こ 
と 。 プ レイ ヤー が アバ ター で セリ フ が な いぶ ん 、 選 択 
肢 を 増やし て 感情 移入 を し て も ら お うと 考え て いま し 
た 。 そ こ に 連動 し て 、 選 択 に よっ て 発生 する 大 き な ル 
ー ト 分 岐 を 入れ る こと で す 。 キ ズ ナ クエ スト に は 大 き 
な 分 岐 が な いん で すけ ど 、 ノ ー マ ル クエ スト は 選択 に 
よる 分 岐 が あり 、 大 惨事 に な っ たり と か も ……。 

中 山 : NPC が 死ん だ り と か 。 

岩本 : 大 体 、 悪 いこ と し か 起き な いで すね ( 笑 )。 そ 
し て 4 つめ が 、S F と いう こと を 踏ま そえ て 、 シ リア ス 
な クエ スト を 増やす と いう も の で す 。 以 上 の コン セ プ 
ト に も と づい て ノー マル クエ スト を 作っ て いき まし た 。 
ーー 連続 性 の ある クエ スト も 多く 、 メ イン スト ー リ ー 
と は 違う 視点 で 世界 観 を 感じ させ て くれ まし た 。 
岩本 : メイ ンス トー リー の よう な 、 1 つの 長い 話 を 書 
こう か な と いう 意識 は あり まし た 。 た だ 、 長 い 話 を 考 
えて も 解決 済み に な る セグ メン ト は 1 つ し か な いと い 
う シ ステ ム 的 な 都合 も あっ て 。 プ レイ ヤー が が ん ば っ 
て いる わり に は 報酬 が 少な いな … と 。 そ こ で 、 ク エス 
ト を 分 割 し て 、 時 間 経 過 も 演出 し つつ 、 複 数 の クエ ス 
ト が つなが っ て 大 作 に な る よう に と 考え て いき まし た 。 
ーー ノー マル クエ スト の 数 は 、 種 族 別 で 考え る と マ ・ 
ノン 人 と ノボ ポン 人 、 バ イア ス 人 あたり は 多く て 、 デ フ 
ィ ニ ア 人 は 少な い 印 象 で すね 。 

岩本 : デフ ィ ニ ア 人 に 関し て は 味方 に な る の が か な り 
遅い の で 、 ク エス ト は 少な く て いい か な と 。 最 初 は 敵 
と し て し か 考え て いな か っ た の で 。 

ーー ノー マル クエ スト で は 、 よ く 黒 幕 と し て 登場 し ま 


す よ ね 。 変 身 能力 を 駆使 し て 陰謀 を 企ん で いる と いう 。 
中 山 : 何 か め あれ ば デフ ィ ニ ア の せい に し よう と ( 笑 )。 
第 12 章 を クリ ア し た あと も 本 作 は 遊び 続け られ る の 
で 、 そ の あと に どう いう 敵 が いる と 便利 な の か な と 考 
えた と き 、 デ フィ ニア の 使い 勝手 は よかっ た で すね 。 


NL A に 住む 仲間 と し て の 
異 星人 た ちの 姿 


ーー ノー マル クエ スト を プレ イ し て いて 感じ た 特徴 の 
1 つが 、 異 星人 た ちと の 交流 で す 。 彼 ら が どう いっ た 
人 々 な の か 、 何 を 考え 、 ど うい っ た 基準 で 行動 する の 
か な ど が 、 ノ ー マ ル クエ スト を こなし て いく こと で わ 
か っ て きま す 。 例え ば 、 マ ・ ノ ン 人 が と ん で も な く ピ 
ザ 好 き 、 と いう よう な 。 こ うし た 異 星人 の 特徴 や 設定 
は どなた が お 考え に な っ た の で し ょ うか ? 

岩本 : マ ・ ノ ン 人 の 設定 自体 は 高橋 か ら 出 て きた ん で 
す が 、 ピ ザ 好 き と い う 特 徴 に 関し て は クエ スト 班 で 
す 。 彼ら が NL A に 移住 し て き て 街 に な じん で いく な 
か で 、 何 が 好き に な り そ う か を 考え まし て …… ピ ザ か 
な 、 と ( 笑 )。 し か も 冷凍 ピザ が いい と 思い まし た 。 
ーー クエ スト で は 、 マ ・ ノ ン 人 は 冷凍 の まま ピザ を な 食 
べ て いま し た ね 。 う まい うま いと ( 笑 )。 異 星人 の 設 
定 は クエ スト 班 が 行っ た の で し ょ うか ? 

岩本 : いえ 、 メ イン スト ー リ ー に 出 て くる マ ・ ノ ン 人 
や ノボ ポン 人 、 バ イア ス 人 、 ラ ー ス 人 に 関し て 行っ た の 
は 、 ク エス ト を 通し て の 肉 付 け 作 業 だ け で すね 。 オ ル 
フェ 人 、 ザ ル ボ ッ ガ 人 、 デ フィ ニア 人 は 、 こ ちら で 設 
定 し た 異 星人 で す 。 デ ザイ ン を 発注 する と き に 高橋 に 
も 見 て も ら っ て 許可 を 得 た り し な が ら 作 り ま し た 。 
中 山 : ドク ターB も いる よね ? 

ーー ドク ターB は 、 1 人 し か いな い 異 星人 と いう こ 
で 、 変 わり 種 ば か り の 異 星人 の な か で も 特に 異彩 を 放 
っ て ます 。 あ の 独特 の キャ ラ 設 定 は 、 ど ご どこから の オー 
ダー だ っ た の で すか ? 

中 山 : (岩本 氏 を 指 さ す ) 

岩本 : そう で すね 、 こ ちら か ら の 発注 で し た ( 笑 )。 
高橋 : そう だ ね 。 

ーー 岩本 さん が 出し た く て 作っ た 異 星 人 だ と 。 

岩本 : は い 。 ち ょ っ と 科学 者 っ ぼ ば い キ ャ ラ が 飲 し か っ 
た の と 、 い か に も 「 ア メリ カ 」 っ ぽい の を 入れ た いな 
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と いう の も あり まし た 。 日 本 人 が な ん と な く 思 う ア メ 
リカ っ ぽ さ で すけ れ ど 。 

中 山 : フォ オル トゥ ン は 、 見 た 目 が 天球 儀 み た いな 形 と 
いつ うつ ネタ を 私 が 出し て 、 そ こ に 岩本 が 設定 を 乗せ て き 
て 生ま れ ま し た 。 は じ め は 高飛車 だ けど 、 ノ ー マ ル ク 
エス ト を 進め て 性 格 が 変わ る と 「 お 母 さ ま と 呼び な さ 
い 」 と 言い 出す 変 な キャ ヤラ に …… o 

ーー フォ ルト ゥ ン は 分 岐 に よっ て 性 格 が 変わ り ま す 
ね 。 私 の プレ イデ ー タ で は 、 フ ォ ル トゥ ン は ブレ イド 
タワ ー の 上 で さら し も の に な っ て いま す 。 

岩本 : その へ ん の 配置 は (中 山 さ ん を 指 さ す )。 

中 山 : タワ ー の 上 と か が 好き 勝手 に 配置 し まし た ね 。 
ーー ノボ ポン 人 は 商人 種族 と いう こと で 、 け っ こう が め 
つい キャ ラ が 多かっ た 気 が し ます 。 

中 山 : こん な 星 で 生き て いる 商人 種族 で すか ら 、 し た 
た か と いう か 、 い や し い 性 格 に な る の か な と 。 

ーー グロ ウス と も 商売 を し て いま すし ね 。 た ま に 食 べ 
られ た り も し て いる よう で す が 。 

岩本 : 第 3 章 で バイ アス 人 の 砦 に 行っ た と き 、 タ ツ が 
食料 と し て コン テ ナ に 入れ られ て ます けど 、 本 当 に ひ 
どい シー ン は 見 せ て いな いか な と 。 

ーー バイ アス 人 は 、 ら つ あ る 一 族 同士 が 憎み 合っ て い 
る と いう 設定 が あっ て 、 い くつ か の ノー マル クエ スト 
で も それ に つい て 語ら れ ま す よ ね 。 

岩本 : バイ アス は 大 樹 の 一 族 と 岩窟 の 一 族 に 分 か れ て 
いる ん で すけ れ ど 、 故 卿 の 星 で ずっ と 戦争 を し て いた 
ん で す 。 一 万 年 くら い 週 ぎ た 頃 に グロ ウス か どら 武器 を 
も ら っ た 岩窟 の 一 族 が 強く な っ て 、 大 樹 の 一 族 が 劣勢 
に な っ た 。 そ の へ ん の こと も ノー マル クエ スト で は 少 
し 語ら れ て いま す 。 

中 山 : あと は ザル ボッ ガ 人 と か 。 

ーー 本 書 で は 彼ら の 顔 の 設定 画 も 掲載 し て いま す が 、 
「 こ ん な 顔 を し て いる ん だ 」 と 驚き まし た 。 

岩本 : ゴミ や 廃棄 物 が 好き な ん で す よ ね 。 あ れ 、 ヘ へ ヘル 
メッ ト を 外し た 状態 で 陽 を 浴び る と 死ぬ ん で す よ 。 
中 山 : だ か ら 昼 間 は ヘル メッ ト 外 し て な いん で す よ 。 
夜 に だ け 出 て くる キャ ラ は 外し て た り し ます 。 


意外 と 気づか れ な い 
NLA 住 人 の 変化 と つぶ や き 


ーー オル フェ 人 も 印象 に 残る 異 星人 で すね 。 ノ ー マ ル 


クエ スト 「 種 の 継続 ]」 で セ ニ ラ バ 水 を 与え る 選択 が あ 
り ま す が 、 そ こ で 分 岐 が 発生 し て 、 そ の 後 の 展 開 が 大 
きく 変わ り ま す 。 

岩本 : 先ほど も お 話し し まし た が 、 コ ン セ プ ト と し て 
大 き な 分 岐 を 入れ た いと いう の が あり 、 オ ルフ ェ 人 の 
ー 連 の クエ スト で は 、 は じ め の つ ち に 大 きい の を 上 ぶち 
か が まし て お こう と 思っ て 入れ まし た ね 。 た だ 、 セ ニ ラ 
バ 水 を 探す の は 簡単 すず た の で 、 も っ と 難し く て も よ 
か っ た か も と は 思い まし た 。 

ーー あれ は 、 探 す 場所 に 関し て クエ スト 中 に ヒン ト が 
出 な い の で 、 ど こ に 探し に 行け ば いい か わか ら な く て 

苦労 する 人 も いた と 思い ます よ 。 

岩本 : 実は 、 街 の 人 の つぶ や き を 聞い て いる と 、 そ れ 
に つい て ヒン ト を 話し て いる 連中 も いる ん で す 。 

ーー そう だ っ た の で すか 。 そ うし た 街 の 人 の つぶ や き 
も 、 岩 本 さん た ち が 担 当 さ れ て いた ん で すか ? 

岩本 : 僕ら が 担当 し まし た 。 テ キス ト 量 が ハン パ じ ゃ 
な く 多 か っ た の で 、 デ バッ グ は 大 変 で し た が 。 

ーー NL A 内 に は 人 が 多い の で 、 セ リフ の 数 も と ん で 
も な いこ と に な り そ う で すね 。 

岩本 : 我々 と し て は 「 全 員 に 話し か け て くれ 」 で は な 
く 、 偶 然 会 っ た 人 に 話し か け て くれ れ ば いい と いう つ 考 
え 万 で し た 。 街 の 人 た ちの セリ フ を コン プリ ー ト する 

の は 大 変 で し ょ う ね 。 

ーー つぶ や き に は 、 ス トー リー の 進行 に 合わ せ て 変化 
し て いく 連続 モノ も ある よう で す が 。 

中 山 : 住宅 エリ ア に ドー ル が いて 、 そ こ に バイ ク が 応 
つか っ て 修理 し て いる 、 と か で すね 。 

岩本 : あれ は 最初 か ら 通し て 見 て いな いと わか ら な い 
思い ます ね 。 途 中 の 一 部 分 だ け を ば っ と 見 て も 、 何 

の 変 弟 も ない セリ フ に し か が 感じ られ な いと 思い ます 。 

ーー そこ に 気づい て 注目 し て いく と 、 変 化 が わか る 。 

岩本 : 街中 の つぶ や き を 聞い て いて 楽し い の は 、 そ う 
いう と と ある あ です の で 。 

中 山 : そう で すね 。 な か な か 気づか れ な いけ れ ど 。 

岩本 : プレ イヤ ー の な か で 、 お お むね 59% ぐ らい … い 
や 、 も っ と 気づか れ な いか も し れ な い 。 そ れ で も 入れ 
て お きた いな と 思っ つて 仕込 み ま し た 。 

中 山 : あと 、 セ リフ は な いけ れ ど そこ で 何 か が 起き て 
いる 、 と いつ うつ パター ン も あり ます 。 NL A に 異 星人 が 

増え て いく と 、 路 地 裏 で バイ アス 人 と ノボ ポン 人 が 取引 
ささ を し て いる と いう よう な 場面 を 見 る こと が で きま 


す 。 で も これ 、 特 に 何 も し ゃ べ っ て は いな いん で す よ 
ね 。 

ーー そう いっ た も の も クエ スト 班 が 設定 を ? 

中 山 : 勝手 に 置い て まし た ( 笑 )。 


クエ スト 班 が オス ス メ す る 
珠玉 の 作品 は ? 


ーー お ら 人 が 手掛け られ た クエ ス ト の な か で 、 澤 身 の 
作 と いう か 、 オ スス メ の クエ スト を 教え て くだ さい 。 
岩本 : けっ こう 多い で すけ ど ね 。 

中 山 :…… 浄水 場 ? 

岩本 : ピア ー ノ 浄水 場 で すか 。 

中 山 : よく 悲惨 な 事件 が 起き ます が 。 

ーー た し か に 浄水 場 は 、 重 い 話 が 多い で すね 。 

中 山 : 浄水 場 っ ぽい 場所 で そう いう クエ スト を や り た 
いっ て いつ うつ の は 、 も の すご く 初 期 の 頃 か ら 話し て い 
て 。 特 別 な 建物 を 作る な ら 、 そ こ に は いろ いろ お 話 を 
人 入れ な ぎゃ っ て 作っ て いた ら 、 あ ん な こと に な っ て 


( 笑 )。 
大 本 : これ は ノー マル クエ スト で は な く キ ズ ナ クエ ス 
ト に な っ て し まい ます が 、 ミ ー ア と トラ が 関わ る クエ 


スト 「 ミ ー ア の 孝行 」 が イチ 押し に 近い で すね 。 あ と 
は 一 連 の ミー ア 関 連 の クエ スト と か 。 

ーー ミー ア は ノー マル クエ スト を 進め て いく と 仲間 に 
な る と いう 流れ が 、 ほ か の 仲間 キャ ラ と 違っ て いて 印 
象 的 で し た 。 ミ ー ア の クエ スト は 、 フ ィ ー ル ド で 受け 
る 連続 クエ スト な ん で す よ ね 。 

岩本 : あれ は 薄く 長く つなが っ て いっ て 、 最 後 ま で 隠 
し 通 け た か ら 良 か つっ た か な と 。 狙い どおり で し た 。 も 
っ と フィ ー ル ド の クエ スト を 増やし た い 気 も し まし た 
けど 、 外 に は ベー スキ ャ ンプ が あっ た り 、 ソ ー シ ャ ル 
NPC (自分 以外 の プレ イヤ ー の ブレ イド ) も 立っ て 
いま すし 、 各 地 の ノ ポン キャ ラバ ン の クエ スト ぐら い 
で いい か な と いう 配分 で し た 。 

ーー 「 デ フィ ニア 蔵 滅 ] が 、 い くつ か の 連続 クエ スト 
と つなが っ て 最後 に た どり 着く と いう 仕掛 け に な っ て 
いて 、 複 雑 さ と ボリ ュー ム に 圧倒 され まし た 。 

岩本 : 「 デ フィ ニア 砥 減 ] は 、「 ゼ ノブ レイ ド 」 の バー 
ン の クエ スト より も 長い も の を 作り た いと いう 気持 ち 
が あっ て 、 い ろ い ろく っ つけ て みた と いう 感じ で す 
ね 。 ア レッ クス や フレ ジィ 、 ド クタ ー 日 関連 の クエ ス 











ト も 終わ ら せ な いと いけ な いで すし 。 

ーー デフ ィ ニ ア の クエ スト の 最初 が 、N L A に 普通 に 
立っ て いる だ け の スリ エラ に 話し か ける こと 、 と いう 
の も 隠し 要素 的 で す よ ね 。 

中 山 : アナ ログ な 仕込 み が 多 いん で す よ ね 。 あ ん まり 
シス テマ チッ ク に 仕込 ん で な いん で す 。 


印象 的 な NPC は 
あの 美人 姉妹 !? 


ーー ノー マル クエ スト の NPC の な か で 、 特 に 記憶 に 
残っ て いる キャ ラ は いま すか ? 

岩本 : アク アル と か 覚え て ます ね 。 

ーー 殺人 事件 に 巻き 込ま れる お 話 で す よ ね 。 

岩本 : そこ も ピザ が 絡む ん で すけ ど 。 

高橋 : ビザ が 原因 で 殺人 事件 っ て すご いよ ね 。 

岩本 : ピザ 屋 の 人 気 が あ りす ぎ て 店 員 が 過労 死 し て 、 
それ が きっ か け で 連続 殺人 が 始ま る と いう 事件 。B. 
B. が 周 労 多 す る の か ? と いう 疑問 も あり ます が 、 精 
神 的 に つら か っ た ん で し ょ う ね 。 

中 山 : あん まり 深く 考え ちゃ いけ な いで す 。 

岩本 : 高橋 さん は 記憶 に 残っ て いる キャ ラ は いま す ? 
高橋 : キャ ラ が 多 す ぎ て 覚え て な い ( 笑 )。 ドクター 
B み た い に 目 立つ や つ は 覚え て いる ん だ けど 。 

岩本 : 地球 人 の 一 般 人 キャ ラ の 見 分 け 方 な ん て 、 相 当 
難し いで すか ら ね 。 実は 、 NPC も キャ ラメ イク し て 
いる の で 、 1 人 1 人 の 顔 は 違う ん で す 。 

ーー じっくり 見 る と ちゃ ん と 違う ん で すか が !? 

岩本 : NPC 専用 キャ ラメ イク の 仕組 み を 作っ て も ら 
っ た ん で 、 名 前 が ある キャ ラ は 全員 、 顔 と か 髪 の 色 と 
か も 全部 違っ て いる は ず で す よ 。 

中 山 : クエ スト に 合わ せ て 、 こ いつ キツ いや つ だ か ら 
キツ め の 顔 に し よう と か 。 一 緒 に 出 て くる の は こう い 
3 人 だ お ひら 。 こう し よう と か 、 チマ チマ 作っ で まし た 。 
ーー その な か で も 、 特 に お 気に入り は ? 

中 山 : じゃ あぁ 、 ラ ー ラ さん で 。 

岩本 : な る ほど 。 ラ ー ラ ・ メ ー ラ と ラー ラ ・ ナ ー ラ 。 
ーー この ら 人 は 、 ど ん な 関係 な ん で し ょ う 。 ク エス 
ト で は 絡ん で いな いと 記憶 し て いま す が ……。 
中 山 : この ら 人 か 関係 する 全部 の クエ スト を クリ ア し 
て 、 第 12 草 を クリ ア す る と 、 ダ イナ ー に ら 人 並ん で 
立つ よう つ に な る ん で す よ 。 


ーー え ! らら 人 そろ っ て 立っ て いる ん で すか が !? 
岩本 : 気づか な いで す よ ね 。 

中 山 : そこ で 、 実 は 私 た ち 兄弟 な の よ 、 と 。 

ーー ああ 、 や っ ぱり ( 笑 )。 

中 山 : と いう の を 勝手 に 仕込 ん で いま す 。 あ まり 知ら 
れ て いな いで す が 。 

岩本 : そう で すね 、 知 ら な い 方 も 多い で すね 。 

中 山 : DLC キ ャ ラ で ある H 日 関連 の クエ スト も 終わ 
ら せ な いと いけ な いで すし ね 。 そ こ で ラー ラ ・ メ ー ラ 
ど ラ ー ラ ナー ラ 0 の キメ ナグ ラム が コ な が る ん で す よ 。 
ーー それ は 知り ませ ん で し た ! 

中 山 : ラー ラ ・ ナ ー ラ は 、 オ カマ を 1 人 くら い 作 り た 
いな と 思っ て 設定 し た ん で す よ 。 そ うし た ら HB の ク 
エス ト で 使え そう 、 と いう 話 に な っ て 、 声 も 当たり 
…。 使い や すい っ て いう 理由 で いろ ん な クエ スト で 使 
われ は じ め て 。 つ い に は 1 人 じゃ 足り な いっ て こと 
で 、 じ ゃ あ 妹 も 作ろ う 、 と な っ て 。 

岩本 : 妹 じ ゃ な いで すけ ど ね ( 笑 )。 弟 で す よ ね 。 

中 山 : で 、 兄 弟 を 作ろ うと な っ た と き に 「 名 前 は どう 
する ?」「 字 面 が 似 て る か ら メ ー ラ に し よう 」 と 。 プ 
レイ ヤー に も ちょ っ こと 見 間違っ て ほし いな 、 と も 思っ 
た ん で す よ ね 。「 あ れ ? あっ ち に も こっ ち に も いる 
ぞ ]| と いう 感じ で 。 

高橋 : ラー ラ 姉 妹 の 中 身 は 、 お っ さん な の ? 

中 山 : 心 は 女 で すね 。 

岩本 : と いう こと は や は り 男 と いう こと ? 

中 山 : 男 で す 。 お っ さん で す 。 男 は キャ ラメ イク の ツ 
ー ル で 口紅 と か を 塗れ な い の で 、「 口 紅 を 塗り た いん 
で す 」 と 言っ て 特注 し まし た 。 

ーー 本 体 は 男 で 、 オ カマ の B.B. に な っ て いる と いう 
こと で すか が 。 

高橋 : オカ マ だ っ た ら B.B. を 女 に し な い の か な 、 と も 
思う けど 。 な ん で 男 に こだわ る の か な ? 

中 山 : それ は 肉体 美 が ! 

高橋 : 大 事 な の ね ( 笑 )。 な る ほど 。 

岩本 : BB. で 女 に な る こと は 選ば な か っ た と ( 笑 )。 


惑星 ミラ ラリ ー と 
フォ ルト ゥ ン ア イド ル 化 計画 


ーー た くさ ん クエ スト を 作ら れ た な か に は 、 ボ ツ に な 
っ た クエ スト も あっ た と 思い ます が 、 こ れ が 実現 で き 





た ら 面 白かっ つた だ ろう な 、 と いう も の は あり ます か ? 
岩本 : ボツ に な っ た の で 僕 が 覚え て いる も の で す て と 、 
| ミラ ラリ ー」 と か いっ て 惑星 ミラ 全土 を ドー ル や 車 
で 走り 回 ら せ よ う 、 と いう つの が あっ た ん で す 。 で も 、 
車 に 乗 つて 走れ る 仕様 が な い の で あき ら め ま し た 。 
中 山 : マ ・ ノ ン 人 を 主人 公 に し て 八 リ ウッ ド 風 に 映画 
を 作ろ うつ 、 っ て いう の も あり まし た 。 で も 映画 館 と か 
そん な ん な いわ 、 っ つて 言わ れ て ( 笑 )。 NL A 自 体 に 
まだ そん な 才 裕 も な い 時 期 で すし 。 ミ ラ に や っ て き て 
か ら 、 ま だ ら か 月 で すか ら ね 。 

岩本 : まあ ら 一 3 年 も し た ら で き そう で は あり ます 
が 。 あ と は 、 ア イド ル っ ぽい キャ ラ が 出 て くる クエ ス 
ト も や り た いと 思っ て いま し た ね 。 

中 山 : | 宇宙 アイ ドル 」 み た いな 感じ で 。 そ の 頃 の 設 
定 で は 、 フ ォ ル トゥ ン が アイ ドル の 1 人 だ っ た ん で す 。 
ーー ……: あ の 丸い 金属 の 体 で で すか ? 

中 山 : か わい い 女 の 子 た ちの な か に 、 な ぜ か 1 人 だ け 
丸い の が いる っ て いう ( 笑 )。 

ーー それ は 見 て みた か っ た 気 も し ます ね ( 笑 )。 で は 
最後 に 、 本 書 を きっ か け に あら た め て ノー マル クエ ス 
ト に 挑戦 し て いこ うと いう プレ イヤ ー に 、 ク エス ト の 
楽し み 方 を ひと こと お 願い し ます 。 

中 山 : ノー マル クエ スト に は 選択 肢 が 出 て くる も の が 
多い ん で すけ ど 、 そ こ で 選ん だ 答え に よっ て は その 後 
の 展開 が ガラ っ と 変わ り ま す 。 し か も 、 リ セッ ト し て 
選択 肢 を 選び 直 そ うと し て も 、 け っ こう 前 まで 戻ら な 
いと いけ な い … み た いな も の も 仕込 ん で いる ん で す よ 
ね 。「 ] 回 や っ て みて 、 う まく いか な か っ た ら も う 1 
回 や り 直 そう 」 と いう の を いか に 阻止 する か と いう 感 
じ で 作っ て ます 。 そ れ を 意地 悪 と 思わ ず 、 そ うい う 運 
品 な ん だ な 、 と 受け 入れ て 、 楽 し ん で も ら え れ ば いい 
か な と 思い ます 。 

岩本 : オー プン ワー ルド の ゲー ム な の で 、 い ろ ん な ク 
エス ト を 受け て は 、 敵 が 強い と ころ に 無謀 に 突っ 込ん 
で いっ て 死 ぬ 、 と いつ の も 魅力 の 1 つ で す 。 レ ベル が 
低い の で 挑戦 し な か っ た り 、 ク エス ト の 目的 地 が 行っ 
た こと が な い 場 所 だ か ら 後 回 し に し よう 、 と いう の で 
は な く 、 未 開 の 地 へ も どん どん 行っ て ほし いで すね 。 
それ が 「XenobladeX』 の 特徴 で あめ る 「 自 由 さ 」 を 
楽し お むと いう こと に な る と 思い ます 。 

中 山 : そし て ぜひ 、 ラ ー ラ 姉妹 の 秘密 の トー ク を 見 て 
ほし いで すね ( 笑 )。 
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/ 人 ん ル 衣 の め 記 と の か 騙し ) セ ソフ を 紀 比 


7g/ W7 妨 ag7G//OW 


バト ル 後 に チー ム メ ン バ ー が ラン ダム に 発する セリ フ の な か か 
ら 、 チ ー ム メン バー 同士 で 行う も の と 、 ア バタ ー と チー ム メ ン 
バー で 行う 「 か け 合 い 」 の セリ フ を ビ ピックアップ 。 会 話 か ら う っ 
すら と 見 えて くる 、 各 キャ ラ の 性 格 や 関係 も 面白 い 。 





今日 の 献立 は 決ま っ た ? リン 





は い ! タツ ・ 田 揚げ に し ます ! 





うむ 、 実に 美味 か っ た ぞ ! 





も 行き ませ ん か ? 





いい わ ね 。 確か マル ・ ク ルー ズ が 
今 セ ー ル 中 らし いわ よ 


こん な ん じゃ 駄目 だ 。 
イリ ー ナ 中 尉 を 守れ る 強 さ ー 一 。 
程 速 いな 





切 條 均 磨 、 日々 精進 ! 
な ぁ に オメ ヌシ な ら 強 く な れる さ ! 





ラオ 、 こない だ いい 店 見 つけ て な 。 
た ま に は ゆっ くり 昔話 な ん て どう だ ? 





わり いけ ど 、 バス だ 。 あの 女 と 行け よ 





あと も う 500 グ ラム 増え た ら 、 
食べ 頃 で す ! 





ダグ さん 、 私 の 発明 品 、 
使い 心地 は いか が で すか ? 





俺 は 賠 光 弾 が 飲 し か っ た ん だ ! 
あれ は 、 曳 光 弾 ! 
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ナギ お じ さ ま 、 お 弁当 どう で し た か ? 





エル マ て 大佐 、 戻っ た ら ま た ショ ッ ピ ング で 

















リン 、 あの 丸っこい の いつ 食え る ん だ ? 











ルー、 あな た の それ 、 いっ た い 何 語 な の ? 


地球 で 言う と ころ の 、 ルー 語 で すね 


セリ カ さ ん ! 今度 ドー ナッ ツブ プラ ネッ ト で 
日間 限定 スイ ー ツ 食べ 放題 や る らし いで 
プ す よ ! 


ドー ナッ ツ プ ラ ネ ッ ト で で すか !? 
行き まし ょ う ! ロッ ク も 一 緒 で も 
大 丈夫 で し ょ うか ? 


喜べ 、 グイ ン ! 
流 日 は 特別 に あたし が 夕飯 作る よ ! 


ヤッ ター、 楽し み ッ スー( 棒 読み ) 
… 胃 薬 1 ダ ー ス 買っ と く か な 


アク セナ 、 また ドー ル の 操縦 で 
教わり た いこ と が ある ん だ 。 頼む よ 


も ちろ ん ! イリ ー ナ 先輩 を 驚か せる よう 
な テク ニッ ク 、 こっ そり 教え ます よ ! 


や り 方 っ て も ん が ある だ ろう ? 


相変わらず 甘い で すね 。 
求め られ る の は 結果 の み で す よ 


マー ドレ ス 、 イリ ー ナ が 怒っ て た ぞ 。 
な ん か あっ た の か ? 


あぁ 、 報酬 の 取り 分 の こと で ね 。 
98 対 ] っ て 言っ た ら 、 怒っ ちゃ っ た の 。 
心 が 狭 いわ よね 


何 か い い 発明 が 生ま れ そ う で す ! 


よ 、 よ せよ ! 俺 は 確か に 熱い が 、 
人 間 発 電機 な ん て 冗談 じゃ ね え ぞ ! 


























HB よ お 。 お 前 さん 、 も うち っ と こう 、 














フラ イ さ ん 、 あな た の 熱い 戦い っ ぷり …。 








私 が 教え た こと 、 忘れ て し まっ て る みた い 
ね ー 一 。 イエ ル ヴ く ん ? 


い 、 いや … す っ 、 すみ ませ ん !! 
エル マ 教 官 





ミー ア さ ん の 撃つ っ て いつ も つや つや し て 
ます けど 何 使っ て いる ん で すか ? 


リッ 


マ ・ ノ ン 油 配合 の シャ ンプ ー! 
今 、 NLA 女 子 で は 一 番 人 気 だ よ ! 





ヒメ リ ! この 前 は 飯 届 け て くれ て あり が 
と な ! 美味 し か っ た よ ! 


食べ た く な く て も ちゃ ん と 食べ な いと 
任務 で 怪我 し ちゃ いま す よ 





長官 、 ハ ン パ な く 強 い ッ ス ね ! 
あ 、 憧 れる ッ ス ! 


グイ ン 、 何事 も 道 を つけ る の は 自分 だ 。 
励 め よ ? 





ルー ヒビ 。 あー、 ヒメ リア 
その … つ まり あれ だ 、 えー… 元 気 か ? 


は い ! ダグ さん に 元気 を も ら っ て ます か 
ら 。 いつ も お 気 遺 いあ り が と う ご ざ いま す ! 





お 前 に は 人 望 が 定 り ね ぇ 。 
それ じゃ 、 あの 親父 の 後釜 に は な れ ね ぇ ぞ 


僕 は 実力 主義 な ん で す 。 
すぐ に この 力 で 、 皆 を 黙ら せ て みせ ます よ 





セリ カ さ ん 、 ご 注文 の ロッ ク さ ん へ の 
プレ ゼン ト 、 完成 し まし た よ ! 


あり が と う ご ざ いま す ! で も ロッ ク に は 
内 緒 で す よ ? サプライ ズ な ん で すか ら ! 











ラオ さん 、 ロッ ク が また ラオ さん の 射撃 、 当 い の な い 世 界 一 一 。 
見 た いっ て 言っ て まし た きっ と いつ か は 作れ る よね 、 ロッ ク 


この 星 で 生き て いく た め に 、 
戦い は 避け られ な い の で し ょ うか …… ? 





は 


あん な ん で よけれ ば 





悩み すぎ な いで ? 今度 、 ロ ッ ク く ん と 一 


72 N こ | f・ ゼ ー ン で ぁ ニー ニ 
悩み が ある な ら 家 に 来い ! ザ ・ ゼ ー ン で 緒 に ピク ニッ ク 行 こう よ 。 








いつ で も 見 せ て や る ぜ 無 我 の 境地 に 至ら せ て や る ぞ ! "ET 

「 _ に “ どう も 暴れ 足り ん 。 アク セナ 君 、 例 の ドー ル 兵 器 開発 予算 の 

が \\ N = 
こん な と ざき 、 ア イツ が いた ら な お 前 も そう だ ろう ? イエ ル ヴ 件 。 あれ な 、 掛け 合っ て お いた ぞ 

Ez: ナギ ナ キ 
ギ 

いな い 人 の 話 は し な い 約 束 で し ょ うぅ ? 時 請 較 較 | あん た 軍務 長官 だ ろ ? わ お ! さっ す が ナ ギ 長 官 ! … ぷ ぷ 。 

ナギ 俺 と 一 緒 に な っ て 暴れ て て いい の か よ ? 日 本 酒 の 差し 入れ が 効い た みた い だ 





夜 、 戦い を 思い 出し て 眠れ な いん で す 
ー ラ オ さ ん は そう いう 時 どう する ん で す 
か ? 


銃 を 抱い て 寝 り ゃ いい ん だ よ 。 と か 言っ て さあ ぁ な 。 
みた り し て な それ を 決め る の は お 前 自身 だ ろ 、 フォ グ 
と と 』 


宛 ご ん 、 
ボク は 兄さん に 追い つけ た か な ーー? 


いう の 「 冷 や 汗 握 る 戦い だ っ た 」 っ て 


ッ 
うん で す よ ね ? 


ん 
言 





お っ と 、 違い ます よ フ ォ グ さん 、 
「 手 に 才 る 戦い 」 で す よ 





そろ そろ ドー ル 以 外 に も 色気 を 出す 気 に 


俺 た ちの 名 を また 広め た な 、 フォ グ ! な っ た か ? 





うん 、 父 さん も きっ と 喜ん で くれ て る よね 、 
宛 さ ん ! 


示 計 な お 世話 だ よ 。 
フラ イ こ そ 、 酒 と 弟 ば っ か り じ ゃ な いか 





ユミ エル マ さ ん 。 この 間 は 美味 し い 紅 茶 、 グイ ン さ ん 、 この 間 の 恋愛 相談 の 


ご ち そ うさ ざま で し た ! こと な ん で すけ ど … 今 お 時 間 あ り ま す ? 
ヒメ リ ヒメ リ 


今 、 新しい ブレ ンド を 試し て いる の 。 れ 、 恋愛 !? それ っ て ヒメ リ ち ゃ ん と 
また いら っ し ゃ い ボ 、 僕 の !? … あ あぁ そう 、 違う の 


フォ グ さ ん 、 どう され まし た !? 
も し か し て 、 お 用 が 痛い の で すか が !? 





ずっ と 前 か ら この 顔 な ん で す …… 
ご めん な さい …… 





ダグ 、 一 撮 千 金 の 儲け 話 は まだ 見 つか ら 
な い の ? 


二酸化 炭素 みた いな 男 だ と 思っ て た けど 、 
な か な か 役立つ じゃ な い 


目下 調査 中 だ 。 まあ 、 あと 千年 くら い 待っ - 語 8 酷い ……。 
て くれ や で も 、 ちょ っ と 嬉し いよ うな …… 
ルン ン 


可憐 な 活躍 だ っ た わ よ 、 
お ・ ひ ・ め ・ さ ・ ま 





ゴー ジャ ス な 活躍 で し た ね ! 





電 
ヒメ リ 


今度 、 知り 合っ た 異 星人 の 子 た ちと 女子 
会 や る ん で す よ ! 一 緒 に どう で すか ? 


勝利 し た 記念 に 筋肉 航 っ て いい で すか ? 
な ん だ か お 父さん の に 似 て る ん で す 


グイ ン さ ん ! 次 の 戦闘 で 私 の ほう が 活躍 
し た ら 、 ケー キ お ご っ て くだ さい !! 








3 1 / 
記 肪 !? 筋肉 !? … つ た く 。 ええ っ !? いい けど ーー 一 。 分 か っ た 。 任務 し だ い だ け ど 、 顔 出 せ そう の 
ほれ 、 こう か ? ムン ! な ん だ か 負け そう な 予感 … な ら 出 す よ 。 場所 と か メー ル く れ 
タツ と リピ ビッ 。 
どう で すか マー ドレ ス 、 この 美しき エリ ー ボ ゼ さん 、 僕 を お 手 本 に 、 成長 し て くだ さい ね 。 
ト の 技 ? そろ そろ 僕 を 認め た ら ど う で すか ? ーー さん Ay 


HB 





は ーー い 。 で も 、 HB さん て な ん だ か が 堅 苦 し 
いし 、 面 折 味 が な いか ら あ まり 見 習い た く 
な いよ うな ! 


悪く な いわ ね 。 「 
で も 、 謙 且 っ て 言葉 も 覚え な さい な 、 坊や 






まだ まだ 甘い わ ! この 未熟 者 が ! 





リン ! 今度 の ドー ル 展 示 会 、 HB っ て よく ヴァ ンダ ム 司 令 の 前 で 腕立て 
先行 予約 始ま っ た っ て ! 申し 込ん だ !? し て る よね ? あれ っ て 何 ? 
アク セナ アク セナ アク セナ 


今度 の サク ラバ の 新作 すご いで す よ ! 
あと で 試射 し に 来 ま せん か ? 





えっ !? も う 始 まっ て ん の ? 
戻っ た ら 予約 す る ! 


ぶつ 。 あ の 天才 的 な 腕立て 伏せ を 見 れ 
ば 、 どちら が 上 か 一 目 瞭 然 で し ょ う ? 


撃た せ て くれ る の か ? 広告 で 見 て か ら 
ずっ と 気 に な っ て た ん だ よ ! 





や る じゃ ね ぇ か 、 イリ ー ナ ! 
女 と は 思え ね ぇ えよ 、 アン タ ! 


うお っ し ゃ ああ あ ! 
…… っ て …… そ う 信 え ん な よ 、 セリ カ 


相変わらず 、 え げ つ ね ぇ 戦い 方 し や が る 
ぜ ! マー ドレ ス ! 





イエ ル ヴ イエ ル ヴ 


オン ナ だ か ら な ん だ っ て ん だ ! 
寝言 言っ て る と 、 ソイ ツ を ぶっ 潰す よ 


ほめ 言葉 ね 。 クソ っ た れ た 状況 を ブチ 破る 「 


い 、 いき な り 大 声 あ げ な いで 下さ い ! 
た め な ら 、 どん な 手段 で も 使う べき で し ょ 


ぐす ッ 。 ぴ び つ くり し た ん だ か ら ぁ … 





地の利 は 、 人 の 和 に し か ず と いう や つ だ 
な ! な ぁ ル ー よ ! 


ぶ ふ ふつ 、 フ ライ よ ! 
今 肖 は うま い 酒 が 飲め そう だ の ォ ! 


まだ まだ だ な 。 オ ヌ シ も 弟子 に し て 
や ろう か 、 イエ ル ヴ よ ! 





状 り で す 。 ボ ゼ 殿 、 己 合 の 衆 の 団結 、 
これ が 肝要 な の で す 


お う ! ボ ゼ と 俺 、 ど っ ち が 酒 豪 か 
今日 こそ 決着 を つけ よう ぜ ! 


や め と くわ ! あん た の 説教 、 
寝 な いで 聞け る 気 が し ね ぇ ! 
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| この 俺 に 刃 向 か いし 哀れ な 者 た ちよ ー 一 。 眠 れ … 安 ら か に ! 


そう いう の 一 一 古い 地球 の スラ ング で 何 て 言っ た か し ら 。 
… 中 二 ? 


よく わか り ま せん けど 、 な ん か か っ こい いで す ! 
そっ ち 系 は お 断り だ よ 


それ っ て 中 二 っ て や つ ッ ス よ ね ! 確か 大 昔 の 地球 で 
流行 っ た っ て や つ 


気 取 る ん じゃ ね えよ 。 ま 、 腕 は 確か みた い だ が な ! 
お まえ … 言 っ て て 恥ず か し く な い の か が ? 
で は 、 私 も 。 冥 府 に 堕ち し 者 た ちよ 、 我 が 力 の 糧 と な れ ! 


じ 、 目 分 で 倒し た 相手 に 安らか に … な ん て ひど いと 思う ん で す ! 
私 ! 


君 の 物言い 一 。 い や 言う まい 。 誰 に も 若い 時 期 は ある 


子守 唄 歌 いま し ょ うか ? ボク うま いん で す よ 、 自 分 で 寝 ち ゃ う 
くら い 


お い お い 、 眠 ら せ る だ け じ ゃ ダメ だ ろ ! ぶつ 倒さ な いと な ! 
お 優し い の で すね 。 私 も 一 緒 に 抽 い まし ょ う … 
な か な か の 詩人 ね 。 今度 、 ゆ っ くり と 聞か せ て ほし いわ 


この わた し に 橋 突 く 俗 物 よ 、 罪 が 許さ れる まで パン ケー キ を 
焼き 続け ろ る 、 つ っ て の は どう で すか ? 


死者 へ の 手 向 け と いう わけ で すか 。 嫌 いじ ゃ な いで す よ 
あはは ! キミ っ て 面白 いこ と 言う ん だ ね ! 

な に 寝言 言っ こん だ ? と っ と と 行く ぞ ! 

死者 を 素 う オ ヌ シ の 心意気 ! あっ ぱ れ だ な ! 


っ た く 、 と ん で も ね え 星 だ ぜ 、 こ こ は ! 


同感 。 刺 激 的 に も ほど が ある 星 ね 。 フ フフ 
分 か り ま す ! 食材 の 宝庫 で す よ ね ! 料理 好き の 腕 が 鳴り ます ! 
だ か ら っ て 熱く な りす ぎる な よ 。 寿 命 を 縮め ちゃ 意味 な いか ら ね 


いや 、 僕 的 に は 、 そ ん な 星 に 移住 する 人 類 の ほう が 
と ん で も な いっ て いう か … 


ち げ ぇ ね え 。 驚 疲れ た よ 、 俺 あ 

声 が で け ぇ ! 気づか れる だ ろ ! 

100 デ シベ ル !? あな た の 声 も こん で も な いで すね 
ほん と で すね …。 穏 や か だ っ た 私 の 故郷 と は 大 違い 

ああ 、 男 を 存 分 に 発揮 で きる 最高 の 舞台 だ な 

早く すべ て を 調べ 尽く し て 、 ボ ク た ちの 故郷 を 作り まし ょ う 


だ が 俺 た ち は こ こ で 生き て いか な きゃ な ら ね え 。 
街 と 家族 を 守る た め に な ! 


地球 も 原初 の 頃 は 、 こ の 星 の よ うだ っ た の で し ょ う ね 

私 は 好き よ 。 あ の クソ ッ タ レ の 地球 より も ね 

地球 より も エキ サイ ティ ング で 置 険 者 の 血 が た ぎる よね ! 
し か し 僕たち な ら 、 き っ と 乗り 越え て いけ ます よ 

ほん と 、 エ キサ イ テ ィ ング な 毎日 だ よね ! 

だ な ! ホン ト 、 面 白い と ころ に 来 ち まっ た も ん だ ! 
案 ず る な 。 我 ら な ら 生 き 延 び て い け る さ ! 


に まま も パコ の ささ コ ルン 2 の 13: と の デル て pk 


そう 2? いつ も どおり 、 と て も 冷静 に 見 えた けれ ど ? 


熱く な っ て た ん で すか ? ヴァ ンダ ム 司 令 は も っ と 
署 苦し いで す よ ! 


気 を つけ な 。 ア ンタ が ミス っ た ら ほ か の や つが 死ぬ か も 
し れ な いん だ 


そう っ ス ね ー! あそこ で あの アー ツ は な いっ ス よ 。 え ? 
… な ん で 上 昭 ん で る ん で す ? 


な か な か どう し て クー ル だ っ た ぜ ? 見 習い た いね 
そう だ な 。 だ が 戦略 は 間違っ て な か っ た ぜ 

で も 、 私 に は いつ も 冷た いで すね … 

実は 私 も 熱く な っ て し まい まし た 。 お 恥ず か し いで す … 
熱い くら い が ち ょ うど いい 。 男 っ て の は そう いう も ん だ 


クー ル ダ ウ ン が 必要 で すね 。 水 浴び で きる と ころ 、 あ れ ば 
いい ん で す が 


も っ と 熱く な ろう ぜ ! 一 一 よし 、 飲 み に 行く ぞ ! 


いえ 、 冷 静 で 的 確 な 判断 に 助け られ まし た 。 あ り が と う 
ご ざい ます ! 


気 に け は る こと は な いわ 。 熱 く な っ た あな た を 見 れ た か ら 、 
私 は 満 定 よ 


も っ と も っ と 熱く な っ た セン バイ が 見 た いで す ! 

それ も と き に は 必要 な こと 。 悪 く は な い 戦 いぶ ぷり で し た よ 
あれ っ 、 風 邪 3! い て る の ? 大 丈夫 ? 

な 一 に 気取っ て ん だ か ! 素直 に な れ よ 、 相 棒 ! 

災 の よう に 燃え 上 が れ よ ! それ が 人 生 と いう も の だ ! 


対象 の 処理 を 完了 。 こ の 作戦 、 俺 は 仲間 に 恵まれ た な 


それ は こち ら の セリ フ 。 頼り に し て る わ 

そん な こと な いで す よ 、 立 て た 作戦 が 良かっ た ん で す ! 
そん な 歯 の 浮く よう な セリ フ 、 よ く 言 える な 

いえ ! こち ら こ そ 、 勉 強 に な り ま し た ! 

どう いた し まし て 。… え ? 俺 じゃ な い ? 
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俺 と こ 違っ て あん た は いい リー ダー に な れ そ うだ な 
知っ て ます よ ! この あと 、 ム チ が くる ん で す よ ね ! 
仲間 っ て いい 言葉 で す よ ね 。 仲 間 カ 350… 
謙 線 する な 。 君 の 活躍 は この 目 で 見 て きた さ 


こん な に ほめ られ る な ん て 久しぶり 一 一 。 具 体 的 に は 一 一 
え 、 言 わな く て いい で すか ? 


いい こと 言う じゃ な いか 。 俺 も お 前 さん に つい て き て 良かっ た ぜ 
私 に で きる こと が あれ ば 、 何 で も お っ し ゃ っ て くだ さい ね 
仲間 っ て …… あ まり ふざけ た こと 言っ て る と ぶっ 飛ば すわ よ 
優秀 な 後 童 に 優秀 な セン バイ ! まさ に 最高 の チー ム だ よね ! 
こち ら こ そ 。 君 も な か な か の も の で し た よ ? 

え へ へ 、 キ ミ の 役に立て て 、 あ た し も うれ し いよ ! 

そう だ な 相棒 ! これ か ら も ヨロ シク な ! 

お う よ ! オ ヌ シ と 俺 に 倒せ ぬ 責 な ど な い わ ! 





どう に も 、 綺 麗 に 終わ ら な い 任 務 ば か り だ ね 。 ブ プレ イド っ て さ 


綺麗 か そう か で な いか は 歴史 が 決め る 一 一 。 そ うじ ゃ な い ? 
で も 、 み な さん と こう し て 一 緒 に いる だ け で 私 は 楽し いで す ! 
任務 に 綺 枚 も 汚い も な いよ 

そう いう と ころ も 含め て 、 僕 は ブレ イド っ て 好き ッ ス よ ? 

まっ た く 。 俺 みた いな 男 に ゃ 向い て な い 人 仕事 さ 

ブレ イド だ け じ ゃ ね ぇ 、 こ こ に 綺麗 な 任務 な ん て な いさ 

それ で も 前 に 進む あめ な た た ち は 素 晴らし いで す よ 


そう で すけ ど …。NLA の 方 々 の お 手伝い は 素敵 な こと だ と 
思い ます 


不満 か ? 綺麗 に いか な い の は 俺 の 性 分 で な 。 す まん 、 
この と お り だ 


いろ いろ 経験 で きる っ て 考え れ ば 、 前 向き に な れ ま す よ 
その た め に 俺 が いる ん だ 。 ワ 頼れ よ ! 


NLA の 人 た ちの お 役に立て る の で あれ ば … ど ん な 仕事 で も 
こなし て みせ ます ! 


素晴らし いじ ゃ な い 。 私 た ち が 汚 れる か ら こ そ 、 救 われ る 人 が 
いる 


汚い 仕事 な ら わ た し に 任せ て ! よく トイ レ 掃 除 と か させ られ た 
か ら 慣 れ て る ! 


それ を 美しく 終わ ら せ る の が 、 エ リー ト た る この 僕 で す 
ドー ル の 整備 も そう だ よ 。 簡 単に は いか な いよ ね 
っ つた り め ぇ だ ろ ! 砂 ぼ こり に まみ れ て いこ う や ! 
そう だ ! 醍 く あがい て 、 我 ら の 明日 を つか み 取る の だ ! 


これ は 現実 な ん だ 。 だ か ら 、 俺 た ち おはこ こ で 生き る 一 一 ! 





ええ 。 そ の 気持 ち 、 忘 れ な いで 
は い ! 頑張 り ま し ょ う ! 一 生 懸 命 サ ポー ト し ます ! 
そう だ 、 す べ て 現実 だ 。 だ か ら 何 が 起こ っ て も 目 を 背け る な 


そう で す よ ね 。 白鯨 に 乗れ な か つっ た 人 た ち 、 そ し て アイ ツ の 
ぷん も 一 一 


そう だ な 。 頑 張っ て いこ う ぜ 、 お 互い に よ 

あん まり 気 負 う な よ 。 寿 命 を 縮め る ぜ 

人 生 、 楽 あれ ば 苦 あ り 。 泣 か な いで 、 さ あま いり まし ょ う ! 
私 と ロッ ク も 、 そ ん な 皆さん の お 力 に な れ た ら と 思っ て いま す 
その 意気 だ 。 俺 に ご きる こと が あれ ば 言っ て くれ 

過去 か ら は 逃げ けれ ませ ん 。 ボ ク た ち は 未 来 を 見 る だ け で す 
そう 、 そ し て 生き る た め に は 酒 が 必要 だ ! 飲む ぞ ! 


どん な に 苦し く て も 希望 を 見 い 出す こと が で きる … これ が 
私 た ち 人 間 の 強 さ で すね 


ええ 。 ど ん な 逆境 で も 諦め な い 心 が 大 切 よ ね 


地球 を 脱出 し た 頃 に 比べ た ら 、 た くさ ん の 希望 が あめ る 。 だ か ら 、 
大 丈夫 だ よ 、 き っ と ! 


その と お り 。 そ し て 皆 の 明日 を 守る の で す 

うん 、 そ の た め に も あたし た ちか が 頑張 ら な いと ね ! 
お つう! 死ん じ ま っ た 奴ら の ぶん も な ! 

極楽 浄土 に 行っ た 、 仲 間 の た め に も …… な ! 





さあ 、 行 きま し ょ う 。 終わ っ た 戦い を 振り 返る の は 今 じ ゃ な い 


いい 心構え ね 。 一 一 行き まし ょ う 、 先 は 長い わ 
そう で す よ ね …。 く よく よ な ん て し て いら れ な いで す よ ね …… 
ああ 、 振 り 返 っ て も いい こと な ん て な いか ら な 

ー 一 僕 の 場合 、 振 り 返 っ て る 暇 も な い … つ て 感じ で すけ ど … 
そう いう の 、 シ ンプ ル で 嫌い じゃ な い ぜ 

ああ そう だ 。 今 は 前 だ け 見 と け 


あの お ぉ 、 沙 し 物 を し た よう な の で 、 少 し 振り 返っ て も よろ し いで 
し ょ うか ? 


そん な 風 に 割り 切れ た ら …。 ご めん な さい 、 湿 っ ぽい で す よ ね 
そう だ 、 そ の と き は いつ か 必ず 来る 。 そ れ ま で は 前 に 進む だ け だ 
まとめ て 寝る 前 に 反省 する ん で すね 、 わ か り ま す 一 一 

酒 を 飲ん で る と き の 笑 い 話 に する の が 一 番 だ 。 気 負う な よ 
ええ 、 そ の と お り だ と 思い ます 。 共 に 戦い まし ょ う ! 

そう 、 前 を 向く べき よね 。 後 ろ に ある の は 悔恨 だ け な の だ か ら 


ーー だ 賛成 ! 反省 も 後悔 も 日 記 つ ける の も 苦手 な の で 、 前 し か 


見 ませ ん ! 
HB ええ 。 未 来 に は 僕たち の 栄光 が 広がっ て いる の で す ! 
アク セナ そう だ ね 、 大 事 な の は 過去 より も 今 だ ! 
イエ ル ヴ ゴチ ャ ゴチ ャ 言っ て る と 、 置 いて く ぞ ! 


ボ ゼ そう だ な 。 やら ね ば な ら ぬ こと が 我ら に は ある ! 


関西 弁 ( 男 ) | 人 類 の た めい う て 一 一 。 こ ん な ん 意味 ある ん か 











エル マ 迷い が ある な ら 相 談 に 乗る わ 。 遠 慮 な くど う ぞ ? 

リン 今 は ペスト を 尽く し まし ょ う ! 意味 は 、 後 の 人 々 が 必ず 見 つけ て 
くれ ます ! 

チー チ 意味 あめ る か だ と !? 訓練 所 か ら や り 直 し た ほう が いい ん じゃ 
な いか が ? 

グイ ン あり ます よ ! 少な く と も 、 僕 は そう 思い ます ! 

の の お 前 さん みた い の に は な 、 俺 が 、 女 ぁ 紹 介し て や る ! 

ラオ 意味 ? そん な の は 自分 で 探す ん だ 

ルー 関西 弁 っ つて いう ん で すか !? お も ろ い で ん な ! 

セリ カ 戦う こと の 意味 一 一 で すか …。 私 は そこ か ら 逃 げ て し まっ た …… 

ナギ 意味 一 一 か 、 高 尚 だ な 。 俺 に も わか らん よ 

フォ グ すべ て は 経験 で す 。 自 分 が 一 一 人 類 が 成長 する た め の 

フラ イ 今 、 俺 と お 前 さん が 生き の び ぴた 一 一 それ じゃ ダメ か ? 

ヒメ リ あな た の 働き で 救 わ れる 人 が いま す 。 ど うか 力 を 貸し て 
くだ さい … 

マー ドレ ス 大 義 名 分 を 振り か ざす 必要 は な いん じゃ 

ーー ゲ あり ます ! 

HB 大 丈夫 。 僕 の 言う こおり に すれ ば 、 意 味 は 生ま れ ま す 

アク セナ だ め だ め 、 そ ん な こと 考え ちゃ ! あたし た ち は ブ レイ ド だ よ ! 

イエ ル ヴ 邪魔 な 奴ら は ブチ の めす 。 そ れ だ け だ ろ ? 

ボ ゼ 意味 な ど 後 か ら つ いて くる さ ! 今 は 進む の だ ! 


戦い の 積み 重ね が 己 を 磨く 一 一 


の マート と っ と 1 の / さ コリ リド 





立派 な 考え ね 。 見 習い た いも の だ わ 
リン 料理 と 一 緒 で すね ! 料理 も 積み 重ね が 大 事 な ん で す ! 


イリ ー ナ あい つと 似 た よう な こと 言う な 。 あ た し も 同感 だ 

グイ ン よっ し 、 が ん ば ろう ! 大 切な 人 を 守れ る 自分 に な り た い ッ ス か ら 

家 グ お 、 お う ! そう な る と 俺 あめ ピッ カ ピ カ っ て こと だ な 

ラオ 戦い が な い の が 一 番 だ けど な 。 こ こじ ゃ 無理 だ が 

ルー そし て 百 戦 達 磨 と な る の で すね 

セリ カ そう で し ょ うか ? 優し さ の 積み 重ね で も 人 は 成長 で きる 
は ず で す 

ナギ 同感 だ な 。 君 と は 一 杯 や り た く な っ た 

フォ グ ボク も いろ いろ な 任務 を 受け て 、 早 く 宛 さん や あな た に 
追い つき た いで す 

フラ イ そし て 磨い た 己 に 酒 を ぶち まけ る 一 一 。 い い 人 生 だ 


ヒメ リ は い 、 私 も お 父様 か ら そう 教わり まし た ! 


マー ドレ ス 道理 で いつ まで た っ て も 争い が な く な ら な いわ け ね 
ーー セン バイ は そう や っ て 強く つっ な っ た ん だ ね ぇ 。 勉 強 に な る な 


HB 凡人 は そう で し ょ う が 、 僕 の よう な 天才 は 違い ます よ ? 


シン スイ 難し いこ と 知っ て る ん だ ね 。 勉強 に な る な ぁ … 
イエ ル ヴ 小 難し いこ た わか ん ね ぇ が 、 次 は も っ と うま く や れ る ぜ ! 
ボ ゼ 鍛錬 ある の み だ な ! オ ヌ シ は よく わか っ て お る よ 


ざさ あて 、 み ん な 無事 だ な ? NLA に は みん な そろ っ て 





帰る ん だ か ら な ぁ ! 


みん な 無事 よ 。 あ な た の お か げ で ね 
リン は い ! そろ っ て 帰還 し まし ょ う ! 


イリ ー ナ ああ 、 あ ん た 面白 いね 。 嫌 いじ ゃ な いよ 、 そ うい う 性 格 

グイ ン も ちろ ん ッ ス ! NLA で みん な 待っ て ます し ね ! 

ダグ よ お し 、 戻 っ た ら 俺 が 一 杯 お ご らし て も ら う ぜ 

ラオ むし ろ お 前 は 無事 か ? 派手 に 一 人 で 転ん で た が …… 

ルー 家 に 帰る まで が 遠 定 で すね ! 

セリ カ は い ! ロッ ク だ っ て 待っ て ます か ら ! 

ナギ ああ 。 俺 た ち ブ レイ ド は 家族 だ か ら な 

フォ グ は い 、 兄 さ ーー あ っ 、 ご めん な さい 、 間 違え まし た ! 

フラ イ お う ! 無事 に 帰る まで が 仕事 だ か ら な ! 

ヒメ リ ぶつ 、 あ な た が 一 緒 だ と 、 チ ー ム の 雰囲気 が 和やか に 
な り ま すね ! 

マー ドレ ス は い は い 。 い ざと な れ ば 私 一 人 で も 帰る か ら 、 そ ん な 
意気 込ま な く て いい わ よ 

ミー ア は 一 い 。 そ れ で NLA に 帰っ た ら 、 み ん な で お 風呂 に 
行き まし ょ う !! 

HB 当たり 前 で す 。 誰 も 死な せ や し ませ ん よ 

アク セナ あっ 、 ち ょ っ と 待っ て ! 忘れ 物 し て る よ ! 

イエ ル ヴ へ っ 、 こ ん な と ころ で くだ た ばっ て た まる か よ ! 

ボ ゼ ああ ! も う 誰 一 人 と し て 死な せ は せん よ ! 








アバ ター 

| リ レ 4 に 

和風 格闘 を 極め る か 、 射 撃 を 突き 詰め る か 道 は 遠い な 
エル マ 訓練 な ら 付 き 合 うわ 。 い つ で も 言っ て ちょ うだ い 


リン 私 は 料理 の 腕 も メカ ニッ ク の 技術 も 極 の たい です! 


リーナ 経験 積め の ば いつ か 分 か る さ 。 焦る 必要 は な いよ 

グイ ン わか り ま す よ 、 そ の 悩み ! 僕 の オス ス メ は 両方 で す ! 

ダグ どん な 道 に も 近道 っ て の が ある ん だ 。 考 えす ぎる な よ 

ラオ 終わ りな ん か ね ぇ よ 。 近 道 も な 

ルー 私 の 勝手 で す が 、 格 闘 に し まし ょ う ! 

セリ カ も う ! 戦う こと ば っ か りな ん で すね ! 

ナギ ト る か ト ら れる か 。 と どの つま り 、 ど ちら か が かさ 

フォ グ 右手 で 銃 を 、 左 手 に ナイ フ を 持て ば 、 効 率 が いい か も し れ な い 
で す よ 

フラ イ スコ ッ チ に する か 、 バ ー ボ ン に する か 一 。 俺 も 迷う ぜ 

ヒメ リ あの 今度 訓 練 を つけ て も ら っ て も よろ し いで すか …? 

マー ドレ ス 真 欲 に 成長 し て ちょ うだ い 。 そ し て 私 を ラク に し て 

ミー ア 遠く 険しい か ら こ そ 、 楽 し いん じゃ な いで すか 。 戦 闘技 術 も 
冒険 も ! 

HB ぶ い ふつ 。 エ リー ト は それ を 両立 させ る の で す よ 

アク セナ 大 丈夫 、 キ ミ な ら ど っ ち も マ スタ ー で きる よ ! 

イエ ル ヴ お 前 と 俺 な ら 、 才 裕 で や れる さ ! 

ボ ゼ ハル ハッ ! それ が 求道 者 た る 、 オ ヌシ の 生き 様 か ! 


nu の krk さ と と た さ まう この = に 負う っ イコ 


ある ん だ か ら ! 





エル マ 頼も し いわ ね 。 で も 、 頑 張り 過ぎ は 禁物 よ ? 

リン は っ 、 は い ! …… 私 や や り た いこ と 山 ほ ど あ る ん だ けど な 

イリ ー ナ ん 一 一 。 誰 か に 似 て ん だ よ な 、 そ の 言い 方 

グイ ン い ー!2 山 ほ ど ッ ス か が か ? いや 、 行 きま す ! 行き ます よ 。 
… そ ん な 昭 まな く て も 

ダグ オー ケー。 1 つ ず つい こう や 

ラオ 勘弁 し て くれ よ 。 そ ろ そ ろ 休 も う ぜ 

ルー 具体 的 に 標高 に し て どの ぐら いで し ょ うか ? 

セリ カ ボ 、 ボ ヤ ボ ヤ な ん て し て ませ ん ! さあ 行き まし ょ う ! 

ナギ お う ! 一 兵卒 と 思っ て 、 こ き 使っ て も ら お うか ! 

ピン トン 全音 た ま に は 景色 を 見 な が ら 、 ゆ っ くり 行き まし ょ う 。 ミ ラ は 
きれ いで す よ 

プラ イ ああ 、 と っ と と 済ま し て 、 ダ イナ ー へ 行か な きゃ な 

ヒメ リ は 、 は いっ ! すぐ に 出発 し まし ょ う ! 

マー ドレ ス 貧 之 ヒ マ な し っ て ヤツ か し ら ? まい っ た わ ね 

ーー も うち ょ っ と 休み た い の に 一 。 セ ン バ パイ っ て せっ か ちな ん だ か ら 


HB そう で すね 。 そ し て いずれ は ブレ イド の トッ プ に -……! 


アク セナ は 一 い 。 あ た し た ち に 立ち 止ま っ て いる 時 間 は な いよ ね 
イエ ル ヴ 分 か つて る っ て ! だ か ら そ う 切 か す な よ 
ボ ゼ お う ! 1 つ 1 つ 片付け て し まわ ね ば な ! 





点 う …。 こ の 星 は すぐ 此 が バサバサ に な っ て し まい ます わ 


エル マ いい トリ ー ト メン ト を 紹介 する わ 。NLA に 戻っ たら 、 ね 

リン マノン 油 配合 の シャ ンプ ー が いい っ て ミー ア さ ん が 
言っ て まし た よ ! 

イリ ー ナ お 嬢 様 で も あっ ちの お 嬢 様 と は ずい ぶん 違う な 

グイ ン 確か に パサ バ サ ッ ス ね 。 つ か ボサ ボサ ? え ?2 … な ん で 怖い 顔 
し て る ん で す ? 

ダダ バッ サリ や る の は どう だ い 。 俺 みた い に ビ シッ と よ 

ラオ な ら 切 れ 。 そ ん な こと で 気 を 散ら し て た ら こ こじ ゃ 死ぬ ぞ 

ルー 私 の 発明 品 使っ て こみ ませ ん か が か? ノ ポ ン 油 配合 シャ ンプ ー で す ! 

セリ カ で す よ ね !? この 星 に 来 て か ら 枝 毛 が 増え た な っ て 一 一 

ナギ そう いえ ば 、 モ ー リ ス 行 政長 官 も 同じ こと を 言っ て いた な …… 

フォ グ ボク の 髪 も バサバサ で す 。…… まあ 、 地 球 で も 同じ で し た が 
サッ パリ する ぜ 
た いで す 

マー ドレ ス そう ね 。 今 度 一 緒 に サロ ン に で も 行き まし ょ うか 

ーー そん な あな た 様 に 、 マ ノン 油 配合 の シャ ンプ ー を オス ス メ 
し ます わ ! 

HB 任務 に は 関係 あり ませ ん 。 行 きま す よ ? 

アク セナ へ ぇ え 、 そ ん な こと 和 気 に し た こと な か っ た な ぁ … 

イエ ル ヴ ん な も ん どう で も いい だ ろ 。 行 く ぞ ! 

ボ ゼ な ぁ に 、 坊 主 に すれ ば 心配 事 は な く な る ぞ ? 


… こ れ で お し まい 。 う まく や れ た 一 一 気 が す る 





ええ 、 い い 動 きだ っ た わ 。 こ れ か ら も その 調子 で ね 
リン すご か っ た で す よ ! 私 の 出る 幕 な か っ た で す ! 


す ゴリー アナ ああ 、 よ か っ た ん じゃ な いか が ? も っ と 自信 持っ て いい と 思う ぞ 
グイ ン いや いや いや ! 僕 の ほう が うま く や れ て まし た よ ! ええ ! 
4 ああ 、 上 手 に で き て た ぜ 。 こ の 俺 が 保証 する 

ラオ 目 信 持 っ て いい ぞ 。 な か な か いい 動き だ っ た ぜ 

ルー 気 が す る どこ ろか 目 に も 留まら ぬ と いう の は まさ に 


この こと で す ! 
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今度 は 一 緒 に お 料理 し まし ょ う ? きっ と 戦い より 、 ず っ と うま く 
や れ ま す よ 


も っ と 目 信 を 持て 。 君 は 立派 に や り 有 遂げ た ん だ 

確実 に ボク より うま く 戦え て ます よ 。 安 心して くだ さい 
気 が す る だ け じ ゃ な い 。 俺 が し っ かり 見 届け て や っ た ぜ 
ええ 、 と て も 助かり まし た 。 自 信 を 持っ て くだ さい ね ! 
ええ 、 う つま く や れ て た 。 大 活躍 よ 

うん 、 カ ン ペ ベ キ に パー フェ クト だ っ た よ 、 セ ン バ イ ! 

及 第 点 で す 。 悪 くる は な い 戦 いぶ り で し た 

ん 、 い ま 何 て 言っ た の ? よく 聞こ えな か っ た よ 

上 等 だ 。 さ す が 俺 が 見 込ん だ 相棒 だ よ 、 お 前 は ! 

自信 を 持て 。 オ ヌシ は よく や っ て お る よ ! 


ルッ クス 59%6 低 下 。 戻 っ て 洗浄 が 必要 ね 





ルッ クス だ な ん て 一 一 。 ちょ っ と 意外 ね 

ルッ クス っ て な ん で すか が ? 

へ ぇ 。 あ ん た で も そう いう 冗談 言う ん だ ね 

洗浄 っ て つま り 一 一 あ 、 い や ! な ん で も な い ッ ス ! 
この 汚れ こそ が 勲章 。… つ て 時 代 じ ゃ ね え か ぁ 

596 も か ! すぐ 戻る ぞ ! つて 馬鹿 言っ て こない で さっ さと 行く ぞ 
そう で すね 、 下 が っ て いま すね 。596 ほ ど ソ ックス 

私 も お 風呂 は 大 好き で す 。 地 球 の 方 の 文化 で 一 番 素 敵 で す ! 
身だしなみ だ っ て 大 事 だ よ な あ 。 な に し ろ 俺 た ち は 人 間 な ん だ 


596……? すご い 、 あ な た の ルッ クス 、 数 値 化 さ れ て 
いる ん で すね ! 


汚れ た 兵士 つて の が 一 番 か っ つこ いい と 思う ぜ 、 俺 は な 
それ は いけ ませ ん ,! 帰 つ たらす ぐに 手当 て し まし ょ う ! 


まだ 戻ら な いで お きま し ょ 。 1 009%6 低 下 し た あな た を 
見 て みた いも の 


グロ ウス に 捕え られ て た と き の わ た し は ルッ クス ー5000% 
だ っ た よ …… 


汚れ た 君 も 、 悪 くる は あり ませ ん よ 
あはは っ 、 大 丈夫 ! 196 も 下がっ て な いか ら ! 
誰 も 見 て ね ぇ か ら 、 気 に けん な そん な も ん ! 
顔 を 洗っ て 出 直 す か ? 殊 勝 な 心構え だ な ! 


あー チョ ー 疲 れ た ! あたし ば っ か り 頑 張っ ちゃ っ た か も 一 ? 


ご 苦労 さま 。 次 も 期待 し て る わ 
お 役に立て ず 、 す み ま せ ん … 次 は 頑張 り ま す ! 


僕 だ っ て 頑張 り ま し た よ ! 見 て まし た よね ?2 ね ? 

っ た く 、 ほ ら ! チョ コ や る か ら 元 気 出せ ! 

サポ ー ト が 優秀 だ か ら そ う 思 える ん だ 。 感 謝 を 忘れ ん な よ 
そう で すね ! 途中 の へ ん て こ な ダ ンス よかっ た で す よ ! 


チョ ー? ああ … す ご いっ て こと で すか 。 最 近 ロ ッ ク も 
言う ん で す よ ね 


ハッ ハッ 八 、 正 直 で いい 。 俺 も チョ ー 疲 れ た よ 


お 疲れ さま で す 。 あ の 、 ボ ク も 少し 頑張 つ …… あ っ つ 、 生 意気 
言っ て すみ ませ ん 


よう し ! 疲れ を 取る に は 酒 だ ! 飲み に 行く ぞ ! 


ええ っ と … チ ョ ー お 疲れ さま で し た ! … こ の 使い 方 で 合っ て 
ます ? 


作 力 言わ な いで 。 私 だ っ て 少し は 働い た わ よ 


わた し も が ん ば っ た し ! セン パイ 、 ち ゃ ん と わた し の こと も 
見 て ! 


自惚れ は よく あり ませ ん 。 頑 張っ た の は 僕 で す 
ええ っ ! そう は 思え な か っ つた けど … ま 、 い っ か 
次 も その 調子 で 頑張 つて 、 俺 を 楽 さ せ て くれ よ ! 
カ ァ ーー ッ ツ ! た わけ た こと を ぬか す で な い ! 


今日 も ブレ イド 任務 に 明け 暮れ る 、 か 一 一 。 


な ん か 楽し く な っ て きた か も 





何事 も 楽し い の は いい こと よ 。 物 事 を や り 有 遂げ る 秘訣 ね 
お 腹 す きま し た ね 。 ご 飯 の 準備 し ます ね ! 

楽し い の は いい こと だ けど 、 油 断 だ け は する な よ 

あ 、 同 じ ッ ス ! 辛い の が 一 周 し て 楽し さ に … み た いな ? 
いい ね え ! 俺 も 楽し く な っ て きた 


気 を つけ ろ 。 そ うい うと き に 足 を すく われ る や つ を 何人 も 見 て 
きた か ら な 


私 は 地球 の 方 々 に 出会え て 毎日 楽し いで す ! 
皆さん と いる と 、 私 も 楽し く な っ て きま す 


楽し ひこ と は いい こと だ 。 今 の 俺 た ち は 軍 人 じゃ な い 、 ブ レイ ド 
だ か ら な 


これ くら い 楽 し く な っ て きた の は 、198 歳 の 頃 一 一 あ 、 待 っ て 
くだ さい よー 


いい 傾向 だ 。 う ちの 弟 に も 見 習っ て ほし い ぜ 
任務 を 楽し め る な ん て … そ れ っ て 才能 だ と 思い ます ! 
うら や まし いわ 。 天 職 な の か も ね 


セン バイ 、 リ ラッ クス も 必要 だ よ 。 今度 、 み ん な で バー ベ キ ュー 
し よう ! 
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男性 voice/ 中 二 病 : 保志 総一朗 、 熱血 : 宮下 栄治 、 優等 生 : 立花 慎之 介 、 軍人 : 浪川 大 輔 、 了 美 : 柿原 徹也 、 王道 : 浅沼 音 太 郎 、 ラ イ バ ル : 内 山 爺 輝 、 関西 弁 : 小野 坂 昌也 、 古 武士 : 田中 秀幸 、 ア ニキ : 関 俊彦 
女性 voice プ 和風 : 鈴木 麻里 子 、 ツ ン デ レ : 佐藤 利奈 、 お 嬢 さま : 勝田 詩織 、 ささ やき : 小倉 唯 、 軍人 : 田中 敦子 、 ア ホ ド ジ : 上 坂 す みれ 、 王道 : 前 田 愛 、 関西 弁 : 白石 涼子 、 甘え 声 : 内 田 真 礼 、 セク シー : 小清水 亜美 


君 は いつ も 、 楽 し そう で いい で すね ? 

うん 、 あ た し も キミ と 一 緒 の 任務 だ と 楽し いよ ! 

お 楽し み は こ れ か ら だ ぜ ! デ ケ ェ 山 あて よう や ! 

ほ ぅ 。 楽 し お 奈 裕 が で きる ほど 、 成 長 し た と いう こと か ? 





も う 終 わり な ん ? 残念 や わ 。 う ちの 本 気 、 こ れ か ら や っ た の に 


うそ 。 本 当 は 怖かっ た 一 一 そん な 顔 し て る わ よ ? フフ フ 
そう な ん で すか !? 私 な ん て 1209% 本 気 で し た よ 

また あん た の 本 気 、 見 逃し た よ ! 悪い な 、 全 部 倒し ちゃ っ て 
ま 、 ま だ 終わ り じ ゃ な い ッ ス 。 本 気 は 次 、 次 見 せま すか ら ! 

いい じゃ ね え か 。 本 気 つ て の は ここ 一 番 ま で 取っ て お くも ん だ 
アー ツ 外 し た の お 前 じゃ な か っ た っ つけ? 

関西 弁 を 話さ れる 女性 、 い いで すね ! 


そう いう 本 気 は 、 も っ と 文化 的 な こと に 発揮 する べき だ と 
思い ます ! 


お い お い 、 お 手 柔 ら か に 頼む よ 


… まだ 本 気 出し て な か っ た ん で すか ? いつ 見 れる か 
楽し み に し て ます ね 


その 本 気 、 い ざっ て と き の た め に 取っ て お き な ! 

まあ 、 頼 も し い ! 準備 運動 ぐら い に は な り ま し た か が ? 

本 当 に 残念 よね 。 私 も や まだ まだ 殺し 足り な いわ 

わ 一 、 本 気 見 た い ! 見 た いよ 、 本 気 ! 次 は 本 気 で 戦っ つて ね ! 
同感 で す 。 こ の 程度 と 思わ れ て は 心 外 で すね 

じゃ あ 、 次 の 「 本 気 」 に 期待 し ちゃ お っ か な ? いい よね ? 

な ら 次 の カモ 見 つけ よう ぜ ! 俺 も 暴れ 定 り ね ぇ ! 

ほう ぅ 。 そ れ じ ゃ あ ひ と つ 、 稽 古 で も や つけ て や ろう か ? 





私 た ちの 一 歩 が ブレ イド の 一歩 ! 私 、 頑 張り ます ぅ ! 


ブレ イド の 一 歩 は 人 類 の 一 歩 に な る 。 私 も 頑張 ら な いと ね 
私 も 一 緒 に 進み ます ! よろ し く お 願 いし ます ! 

ゆっ くり 歩い て 行き な よ 。 サ ポー ト は 任せ と け 

僕 も 頑張 り ま す ! な ん つっ て 

元気 が 良く て よろ し い ! … な ん て な 

そう だ な 。 ゆ っ くり 歩い て 行き な 

ええ 、 三 歩 進ん で 二 歩 下がり まし ょ う ! 

私 の 一 歩も 旨 さん の 一 歩 に な つて いま すか が ? 

あり が と う 。 君 た ちの た め に 俺 も 気 を 引き 締め る と し よう 


あな た の 前 向き さ 、 ボ ク も 見 習い た いで す 一 一 。 何 を 食べ れ ば 
いい ん で し ょ う ? 


弟 も それ くら い 前 向き だ っ た ら な 
仕方 な いか 


は い 。 同 じ ブ プレ イド と し て 、 一 緒 に 頑張 り ま し ょ う ね ! 
あら 、 か わい いこ と 言う つ わ ね 。 応援 し た く な る わ 


わた し も 負け な いか ら ね ! セン バイ は 先輩 だ けど 、 
ライ バル で も ある ん だ か ら ! 


その 意気 で す 。 共 に 地球 人 の 未来 を 守り まし ょ う 
その と お り だ ね ! あたし も 負け て られ な いな ー! 
お う ! 俺 様 の ゲ ボ ク …… い や 、 相 棒 と し て 頑張 っ て くれ や ! 
いい ぞ 、 そ の 意気 だ ! 報 わ れる 日 は いずれ 来る さ ! 


s お 前 さん に 言っ て も 


まっ た く 、 あ な た た ち 頑 張り すぎ よ 。 負 け て られ な いじ ゃ な い 





あな た に 認め られ た い 一 一 。 み ん な そう 思っ て いる の か も ね 
これ が 大 人 の 魅力 つて や つ で すか … 私 に は まだ わか り ま せん 
あん た が キャ ー キ ャ ー い つて 動か な いか らし ょ う が な い だ ろ ! 


そん な ほめ な いで くだ さい っ て 。 い や まあ 確か に 僕 は 
頑張 り ま し た けど 一 


その 意気 だ 。 こ っ ち も 負 け な い ぜ 

そり ゃ 、 あ ん な け …… 戦 い を みせ られ ちゃ な ! 
あな た の た め な ら 、 こ の ルー シル フエ 、 命 を 捧げ ます ! 
SvSu ふ 。 じゃ あど っ ちか が 頑張 る か 競争 で すね ! 

切 人 辻 磨 か 。 番 き 哉 善 き 哉 

ボク 、 頑 張っ て まし た ……? つれ し い 、 ほ め ら れ ま し た 一 一 
お ほめ に 預かり 光栄 だ ぜ 。 次 も 見 て くれ よ な 


えっ と … ほ め て くだ さっ て る ん で す よ ね ? あり が と う 
ご ざい ます 


じゃ あ 、 次 は 休ま せ て も ら お うか が しら? 期待 し て る わ よ 


ちょ っ と 頑張 りす ぎ ち ゃ っ た か ぁ 。 セ ン バ パイ の ぶん 、 残 し て お け ば 
よかっ た ね 


頑張 ら な けれ ば 、 あ の 人 は 越え られ ませ ん か ら ね 
も ちろ ん 、 い つ だ っ て あたし は 全力 だ よ ! 

へ っ 。 た ま に は ビシ ッ と 、 ヤ ル と こ 見 せ ね ぇ と な ! 
フッ 、 ま だ まだ 若い 奴ら に は 後 れ は と らん よ ! 
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老 場 忘 縮 コンテ 代 


ご 7 (2747/6【 の に /42/ 





NLA の 工業 地帯 を 進む お カメ ラ に 
IN する エル マ の 足 


カメ ラ を 佑 い 抜か し 
スタ スタ 進む エル マ に 
カメ ラフ ォ ロ ー 


4+00 


切り 返し 、 
工業 地帯 に 続く 通路 を 歩く 
PC と エル マ 


3+00 


前 カッ ト ポ ボン 寄り 


何 か に 気付 く よ う に 
空 に 視線 を 送る エル マ 


PC、 エ ル マ の 仕草 に 気づき 


カメ ラ 、PC に Pan 





エル マ の 視線 の 先 に 目 を や る 





まそ の 先 に ドー ル が 之 航 飛行 し て いる 。 
最後 少し ZoomTU を 入れ て 下さ い 
2+15 
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本 作 を 彩る イベ ント シー ン の 数 々 。 そ の な か で も 特に 盛り 上 が 
り を 見 せ た 、 ス トー リー クエ スト や キズ ナク エス ト の 名 シー ン 
の 絵 コ ン テ を 掲載 する 。 実際 の 映像 と は また 違う 、 繧 コン テ な 
ら で は の 独特 な 雰囲気 を 感じ 取っ て ほし い 。 











| | acson Cr me 


コク ピッ ト か ら の 見 た 目 。 
人 音 が 只 り 四 く 中 、 
に ゴロ 同 放 か 嘱 煙 が 視界 を 履 っ て いく 






飛行 し て いる ドー ル の 






望 可 アッ プ が 
暫 に 、 そし て 一 気 に 体勢 を 願 し 、 
め る よう に A 
へ ーー * = 画面 が 降下 し 始め 、 
へ 、。 この カッ ト か ら 上 %- ふ NLA の 地上 が 眼前 へ と 迫っ て くる 


警告 音 SE が 
大 きく 入り 込む 


3+00 


コク ピッ ト か ら の 見 た 目 。 
警告 音 が 噂 り 署 き 、HUD が グル グル 


co ct1 






海上 スレ スレ に 
/ / NLA の 道路 の 梁 の 間 を 
ル / 煙 を 吹き な が ら 滑空 する ドー ル 。 
ー ns 最後 ちょ っ と 上 昇 し て 
と ほ 






ーーーーーー 


2+15 







w cr wme 
ャ !I 建物 の あい だ か ら 
ボム ンド ひび ょ こっ と 現れ る 
っ と 飛行 ドー ル 
背中 の ノズル か ら 
煙 が 吹き 出 た か と 思う と 
ひき 返し て きた か の よう に 


エル マ と PC の 目 の 前 を 
ぇ フラ イ バ ス し て いく 様子 を 付け Pan で 





一 穫 に 失速 し 
フラ フラ と 降下 し て 
フレ ー ム か ら ア ウト し 始め る 








飛行 姿勢 を 明 し て 地上 に 迫る ドー ル が 
ギリ ギリ 推力 を 持ち 面 し て 
エル マ と PC を フラ イ バ ス 











:- それ を 見 送る ルル マ と PC 


ドー ル が 消え た 方 向 に 
野次 島 的 に 二 三 上 近 礎 る PC 


5 ぶれ 15 





煙 を 引き な が ら 
工業 地帯 の 向こう 側 へ と 

# 消え て いく ドー ル 

(カメ ラ 付け て 追っ て 下さ い ) 
それ を 見 送る エル マ と PC 


ーー カッ ト 尻 、 ギ ュ ッ と ZoomTU 









3+00 




















と 召 落 音 らし き 上 音 が 
橋 の 向こう か ら 聞 こえ て きた か と 思う 


大 きく ドリ フト し て くる 車 責 が 一 台 、 5 ス 
スピ ー ド を 上 げ て 人 迫っ て くる < 7 


PC、 声 の 方 に 振り 向き 、 \ ン 
一 歩 下がっ て 車両 に 違 を 語る か の よう に 


|C14 切り 返し 、 
車両 の 方 を 見 つめ て 下がる PC 


cO> 


A 。 
Y _ ま 2 


PC を 違い 拓 か す 惑 じ で カメ ラ 
ちょ っ と スロ ー モ ー な 感じ で 


PC か ら の 見 た 目 風 。 
ご つい 車両 が 多 ス ピー ド で 
爵 を すり 抜け て いく 様 を ちょ い ス ロー 属 で 
-、 さら に 、 そ の 運転 族 に は 
明らか に 20 此 に 満た な い 少女 が 
有 の エル マ た ち に 目 も くれ な い 
真 刻 な 表情 で 運転 し て いる 


付け バン で 
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カメ ラ 低 い 位置 か ら 、 
車両 が 給 か ら 走り 込ん で くる 


スピ ー ド を 上 げ て 
橋 の 向こう へ と ドリ フト し な が ら 
消え て いく 重責 


PC が 少し 違う よう に 前 へ と 進む 


る +00 
切り 返し 。 
PC の 給 を 通り 過ぎ 、 





地 
ン 上 方 か ら 条 枝 で 。 
落し く ド リフ ト を し て 、 

\、 橋 桁 に 優 入 し て くる ジー ブ 


その まま 急 制 動 で 
横付け ブレ ー キ で 重体 を 止め て 


問 羅 いれ ず に 、 座 廣 を 業 り 越え 、 
記 も 開け ず に 、 
道 交 に 飛び 出る リン 


攻 座 し て いる ドー ル に 
走り 褒 る リン 













C17 


Yon メア 


切り 返し 、 走 り 礎 る リン 


ドー ル の 足元 に 
し ゃ が みこ み 









次 座 し て いる ドー ル の 
上 半身 に PanUp し た 骸 間 


"ポン ッッ !!" 
と コク ビット ハッ チ が 吹き 飛び 


黒 煙 が 舞い 上 が り 
画面 を 覆う 



























煙 を か き 分 け は い 出 て くる 
バイ ロッ トス ー ツ の 男 


慌て て ヘル メッ ト の 
あご 紐 を ゆる め 


カッ ト 尻 

ヘル メッ ト を 

は ぎ 説 ぐ 感 じ で 、 

カッ ト 尻 ヘル メッ ト を 振り か ぶり 







ヘル メッ ト が 


) グ 


| プ | 丈 ね 返る 様 を 
な 


付け て Pan 








読 ね 返っ た ヘル メッ ト が 
激しく 回 転 し て 
橋 の 中 央 付近 で 止ま る と 


その 向こう か ら 
PanUP エル マ と PC が 歩い て 
近づい て くる 


カン カン ! っ と 

ヘル メッ ト を 投げ た 反動 か ら 
体勢 を 加え る 

ダグ の 下半身 


PanUP+ TU する と 


「 や れ や れ 、 死 ぬ と こ だ っ た ぜ 」 
的 な 表 慣 の ダグ が 
顔 を 上 げ て 
一 思 つ いて いる 


何かしら の 操作 を 行う リン 


ma 


地上 に 投げ 持て られ 
橋 の 緑 に ぶつ か っ て 


1+00 


2+15 


2+00 


あお り の 空 に 





リン が 立ち 上 が りつ つ IN 


携帯 凍 末 を 操作 し つつ 
キョ トン と し た 顔 で 
モニ タ を 見 つめ て 


な ん か 納得 し な い 感 じ で 
頭 を か きか き 





コン ソー ル バ ネ ル に 
集中 し 、 な に か 
納得 で き な い 風 に 
歩き 出す リン 


TB する と 、 そ ん な り リ シ の 様 9 
7 見 て いる ダグ が 

/) ドー ル の コク ピッ ト 部 に 
立っ て いる 










3400 | 
的 座 する ドー ル の 
コク ビッ ト 有 に 
立つ ダグ 。 
明らか な 不満 顔 
チッ … と 舌打ち 風 に 
顔 を か し げ 
aton に we 
よい し ょ っ と 
ドー ル か ら 飛 び 降 り る ダグ が 
フレ ー ム か が から 0ut 0 し HH 





29/ 
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ーー me jmme i 
手前 か ら 身 へ 流れ る 海面 

カメ ラ TB し っ ぱな し 
水 飛 洒 を 上 げ て 低空 層 行 する ドー ル 


編隊 を 組ん で 次 々 IN | 


二 コク ピッ ト 内 エル マ 
基 信 音 が 鶴 き 、 通 信 思 線 が 開く 
。 リン OFF「 エ ル マ さ ん ! あ れ を 』」 
9w15 - 
ドー ル か ら の 見 た 目 風 ア ング ル | 


水平 線 の 向こう に 
巨大 な 建造 物 らし き 妄 


望 可 で TU( 手 プレ 大 きく )。 
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ルク ザー ル 組 と 、 セ ント ラル ライ フ と の 間 に は 


搬 狂 用 レー ザー や セン トラ ル ラ イフ へ の 電 黄 圭 で 
チカ チカ と 光 が 嗣 いて いる 


ニーーー 2t15 


ダグ 身 を 乗り 出し て 


ダグ 「 ち っ ! 一 足 遅 か っ た か !」 


通信 バネ ル が 開き 
エル マ か ら 交 信 


エル マ 「 い え 、 ま だ よー 一 」 
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エル マ 「 一 一 ご 覧 な さい 、 あ の 海面 を 」 


源 し く 立 ち 上 が る 水 飛 潜 の 向こう 、 
放 き 上 が る よう に 光 を 放つ エネ ルギー シー ルド 


光 の 膜 の 向 こ ご * 
セン トラ ル ラ イブ の 水 画 近く の 下部 構造 が 見 える 
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ビー ム の 先 に セン トラ ル ラ イブ の 大 価 識 


周り に は 、 そ の 他 の 娠 撃 と フィ ー ル ド の 光 が チ カチ カ 


ビー ム の 着弾 の チカ チカ の 直後 
1+15 


切り 返し 、 フ ィ ー ル ド 内 部 か ら 
セン トラ ル ラ イフ の 大 アオ リ 


N、 、 ド ドド ドド ドーーーーー!! 
と フィ ー ル ド に 昭 まれ た 爆破 が 
セン トラ ル ラ イフ を 上 ら す 


QPANUP 


3+15 


ドー ル 、 コ クビ ピット 内 リン 
リン 「 防 御 フィ ー ル ド !?] 


エル マ 、 正 箇 受 け で 
カッ ト 一 杯 ジワ TU 


エル マ 「 セ ント ラル ライ フ は 、 
人 類 に と っ て 最も 大 事 な シ ステ ムーーー」 


グロ ウス ドー ル が 上 空位 置か ら 
セン トラ ル ラ イフ に 身 け て 主 交 を 較 朝 
右上 方 PanUp 

エル マ 

「ー 一 その 中 枢 を 


2+00 











iC13 


いく 
ラグ グ 。 
じ 


が 


ン 








あの 防御 フィ ー ル ド ]」 


2+00 


打ち 下ろ され る 
ビー ム が 

次 々 

エネ ルギー シー ルド に 
当たっ て 
読 ね 返さ ぐれ る 


エネ ルギー フィ ー ル ド の 向こう に 
あ 全 こち か ら 攻 撃 を 受け る 


ギン トラ ル ラ イフ エル マ 


「 一 あれ が 


人 破 られ て いな い ーー 
下部 構造 が 沈む 海面 は 
潮 し く 白 送 が 立 っ て いる 


と いう こと は 


手前 に も 爆発 や 、 


PT 


ミエ エエ ミエ ミミ ミミ ミネ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ネネ ネネ ネネ ミネ ミ スミ 


TTYEETEESI 


EEELLLLLLLKALLLLLLLLLAAAAALLLAAAAAALLAAAAALSLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLSLLLLSSSDSDS 



































コク ピッ ト 内 グイ ン 


グイ ン 「 も し か し て 一 一 一 」 


1+00 


コク ピッ ト 内 イリ ー ナ 、 
グイ ン の 言葉 を 受け る よう に 


イリ ー ナ 
「 ラ イフ は 


まだ 無事 !?」 


セン トラ ル ラ イブ の 方 に 向き 直る 


エル マ 

「 え え 。 一 一 
ーー ニー ES で も それ も 時 間 の 問題 。 
糧 発 と 肝 く いずれ 防御 フィ ー ル ド の 
エネ ルギー フィ ー ル ド エネ ルギー も 尽き る 。 


215 


エル マ 「 そ うな る 前 に 一 一 」 


エル マ の セリ フ を 受け て 
決 量 の 閑 を あげ る PC 


QTB の 後 に 
人 【 ブ プレイヤー 選択 

*【 強 気 】「 人 類 の 希望 の た め 、 

グロ ウス を 上 ぶっ飛ばす! 

、 素 [積極] 「 人 類 の 未来 の た め 、 

グロ ウス を けっ 飛ば す !』」 


2+15( リ ビート) 


コク ピッ ト の 向こう エル マ 。 
主人 公 機 に 失 線 を 移し て いる 
その 表情 は 、 ど こ か 生 し そう に 


エル マ 「 上 頼も し いわ ね 。 一 一 」 
、 セ リフ と 共に 正面 に 向き 下る 


4 


エル マ 

エル マ か ら 見 た 目 。 {そう 、 こ れ は 、 

クビ ニタ 越し に 人 類 の 希 
are ラ トラ ーー 


カメ ラ 外 れ 、 コ クビ ピッ ト 給 に 


本 コク ピッ ト グ リ ッ プ に ある ギミック を いじ っ て 
通 代 回線 を 開く 弄 に モー ショ ン 詩 束 


エル マ 「 引 く こ と は 
出来 な い !!」 


5+15 


エル マ 「 私 は エル マーー」 


操 終 レバ ー に 手 を 戻し な が ら 


ーーーーー マ 


315. 


エル マ 「 〇 〇 、 〇 〇 は 
セン トラ ル ラ イフ に 


攻撃 を 加え て いる 


その ポン 宙 り 。 委 大 了 ニ 兵 器 を 撃破 」 


30/ 

















海上 を ひ た 走 る 
エル マ 部 隊 と は また 別 の 部 隊 


エル マ 「 〇 


手前 何事 か 機体 に 指示 を 出し た 後 
エル マト [一 一 身 艦 の 砲台 を 」 


の 二 


人 手前 に 向かっ て 加速 


の 2+00 
高度 航空 中 の 
また 別 の 部 隊 
「 残 り の 部 隊 は 
周辺 の 敵 を 掃討 !」 
奥 か ら 順 番 に 左 飼 回 を し 、 


ロー ル し な が ら 、 左 下方 向 へ 向け て 急降下 。 
画面 か ら Out し て いく 


] 手 重機 体 Out ここ ら 辺 まで 
| 








・ Script : me 


コク ピッ ト 内 エル マ 、 
カッ ト 一 杯 ジワ TU 













エル マ 
「 以 上 、 全 部 隊 一 一 、」 


15 


エル マ ポ ン 寄 り 


エル マ 「 進 軍 !!」 


1+00 


一 同 
エル マ 機 (ダブ 、 イ リー ナ 、 グ イン 、 ル ー) 


コク ピッ ト 後 方 か ら 

| 
水平 線 の 向こう に 「 了 解 " ] 
セン トラ ル ラ イフ 、 
その 手前 に は 通信 モニ タ に 、 
ダグ 、 イ リー ナ 、 グ イン 、 ル ー の 姿 
号令 の 後 、 
通信 モニ ター が 切れ る 





1+15 


通信 に 答え る よう に 、 
レバ ー を 前 に 入れ て 加速 体勢 に 入る PC 


加速 を 追う よう に カメ ラ PAN 











2 3+00 2+00 
arion wcrYPt ne C pec 、.Dolly PAN_ ァ Sri Weme echon cr We 
寺 よ り 高い 位置 か ら の カメ ラ 。 の 2 本 こ 
大 条 隙 の 海上 バ ノ ラマ エー ン 水平 線 の 向こう に 攻撃 に さら され る 主人 公 機 の バー ナー の アッ プ か ら 
- セン トラ ル ラ イフ 
「 そ の 際 に 右上 に 高度 航空 中 の ドー ル 部 隊 が 
に 軌 巻 を た な び か せな が ら 
海上 を 症 る 部 際 が 上 か ら 岳 半 で きる セン トラ ル ラ イフ に 向かっ て 進軍 し て いる bo 
ドン っ !! 
私 の 部 隊 が 
そこ へ 、 っ ジ 
次 々 Bank 陸 下 そこ に 、 水 上 を 高速 推進 する ドー ル が In と 水しぶき を 上 げ て 
し て くる 機体 が IN 内 部 へ と 突入 、 攻撃 が 続く セン トラ ル ラ イフ に 
の 向け て 大 きく 加 
「 敵 を 掃討 し つつ 、 
間髪 お か ず 、 
Eee 編隊 を 組ん で いる の で あろ う ド ー ル が エル マ 隊 の 編隊 軌道 が 
語 下 し た ドー ル 部 隊 が 了 備 シス テム を 次 々 、 避 大 に 水しぶき を 上 げ な が ら 加速 し た 先 で 
編 衣 を くん で 、 隊 列 を 調整 セン トラ ル ラ イフ に 向かっ て 進軍 し て いる セン トラ ル ラ イフ に 向け て 
上 昇 の 軌跡 を 描く 
起動 せる 」 大 佐 の 進路 を 
4+15 上 昇 軌跡 を 人 違い 越し て 
ルク ザー ル 艦 まで カメ ラ PanUp 
IN し て は 、 次 々 右 に Out し て 履け て いく 
水上 の 水 飛 涼 ルク ザー ル 艦 の 機 影 が 
大 きく 立ち ふさ が る よう に 
フレ ー ム に IN 
確保 し ます !」 
その 周り に は 、 
寺 重 も の 飛行 機 雲 の 軌 門 を 描き 
左 か ら も 、 高 空 か ら 続々 集結 し て くる NLA ド ー ル の 大 編隊 。 
セン トラ ル ラ イフ に 向け て 飛行 し て いる グロ ウス と NLA の 戦火 が 
1 ドー ル の 大 編 剛 が 、 次 々 IN し て くる カッ ト じ り に 周囲 に 拡 敢 し て いっ た と ころ で 
(カッ ト 一 杯 、 こ こま で F.O 0 
プ * カメ ラ 進 行方 向 に 向かっ て 右 一 左 に 
Dolly し っ ぱな し で す ) 
4+00 
ょ ご on ニーw ア ン テ ム H ー Pac Con CT4 Weme 
各 ブ レイ ド チ ー ム の チー ムリ ー ダ ー が エル マ 
テン ポ よ く 各 機 応答 「 ダ グ !|」 
~ 海面 を 疾走 する エル マ 機 
「 〇 〇 了解 」 
1+00 
「 イ リー ナ ! 
カメ ラ 、 エ ル マ 機 を フォ ロー し な が ら 
トラ ッ ク バ ッ ク 。 
デル タ 編 隊 で 両論 を 飛ぶ 僚 機 達 が 次 々 IN 
「 〇 OO 了解 
1+00 
カメ ラ の 動き 参考 
「 グ イン !」 
「 〇 〇 了解 に 
/ けけ 
1+00 
TB 
「 ル ー は 一 一 、」 
最後 周り 込ん で 、 
セン トラ ル ラ イフ が フレ ー ム に IN する まで 
「 〇 OO 了解 」 
1+00 
「 私 の 部 隊 の 援護 を 」 
4+15 
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CO01 一 CO9 
NLA 街並み 切り 出し 


早朝 5:00 一 6:O0 


まだ 街 が 活動 する 前 の 
雰囲気 で 


陽光 が 差す 





C08 


街 の 切り 出し ここ まで 


C10 


611 


C12 


C14 



















ん / だ 7//= っ メグ / 三 た: 





ブレ イド ホー ム の キッ チン の 向こう 、 


レイ ーーー ー 人 パッ ド で メニ ュー を 検索 中 の リン 


























テラ ステ ー ブ ル で 
食事 を 終え た 
イリ ー ナ と グイ ン 
SOrrOW In 
their eye ぉ in 
に 4 カメ ラ 、 ハ ン デ ィ 風 。 
Cant や り 取 り の 合間 に Crowd 
take カメ ラ 、 
難 芝居 に 寄っ て 
Pan し て 下さ い 
と | レシ ー ト を し れ っ と 
リ た グイ ン に 
カメ ラ 、Dolly で リン に 麻 り な が ら "8 
Al 
レシ ー ト を the 
Dolly 中 の カメ ラ に 受け 取っ て 
駆け 奇 る タツ が フレ ー ム イン 納得 で き な い 顔 people 
You 
キッ チン に よじ し 登り right へ そこ へ 
「 リ ン さ ん リン さん 、 < いき な り 
』 何 作っ て る で す も ?」 Eo テー ブル に 
ニー ニセ タツ レシ ー ト を 置く 
EE マー ドレ ス の 手 
ん 
クノ | リン 、 気 が 付き F ん ?J と な る ! 0 
ン イリ ー ナ 
ピン ・』 me | H CE  !pem cwon _ or wme | 
お も お ろ に 9 
バッ ド を イリ ー ナ 目線 
タツ に 向け る 
PanUp す る と 
It seems 不 琶 な 笑顔 の 
マー ドレ ス DaSS 
タツ に 似 た 料理 が . 0 
バッ ド の 画面 に OL by 
ビン 送り で 
「?」 な タツ 
リン より 目線 カメ ラ た 
ちょ っ と PanUp 
ハン ディ PunUp 
プイ ッ と 
レシ ー ト を 置い て 
歩き 出す 
トー 始 っ て 立ち 上 が る イリ ー ナ 
ニ ユ 橋 わ ず 歩 き 出す 
き 
行き 交 う 人 々 マー ドレ ス 
No 
OTG 
Out する 
マー ドレ ス に oeree 
レシ ー ト を ヒラ ヒラ させ て 
NLA 
沿い の カフ ェ ラ ウン ジ な に か 怒 噂 っ て いる 
ー イリ ー ナ 
も う 我 慢 な らん 
と いう 感じ で 
マー ドレ ス に 
歩み 寄る イリ ー ナ 
歩み 始め に 
レシ ー ト を 
] グイ ン に 向かっ て 指 で は じ く 
You feel the 
思わ ず レ シー ト を me 
Same way 受け 取る グイ ン に ポン 寄り 
怒り 肩 の イリ ー ナ が 
フレ ー ム アウ ト 


手元 に 二 枚 の レシ ー ト が 残り 
ます ます 納得 で き な い 残念 顔 の グイ ン 


909 
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コク ビット 内 、 


建 機 ド ー ル を 起動 する 
アク セナ All 
the 
fun times 
「 ガ シャ ン !!」 
と 立ち 上 が り に 合わ せ て 
リフ ト ア ッ プ 風 
Now 
還 GE Ja 
ガ シ ャ ン ガ シ ャ ン と 
カメ ラ を 横切る 
建 機 ドー ル 
『ml 
not 
-』 フレ ー ム アウ ト す る と SU「@ 
そこ に 、 建 築 資 材 を 
運ぶ ロッ ク の 姿 が Cey 


- 何 か に 気付 いた 
ロッ ク が 
不意 に わき 見 


の 。 っ 歩く ロッ ク の 目線 風 カ メラ 
ドラ 23 上 か ら 脊 職 で : were 
1 回 り 込み 
(4J! true 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ルー の 出店 
商品 見 て いる 
ヒメ リ 


It's a voice 
1 heard 


他 の 客 の 相手 を し て いた 
ルー が それ に 気付 き 


「 や あや あ 、 い らっし ゃ い 」 的 に 
歓迎 の ポー ズ で ヒメ リ に 近付き 


一 字 付 け Pan K 
SN can 


CU「@ 


お も お ろ に 
商品 を 取り 出し 
ヒメ リ に 
商売 ドー ク 
W my 


困っ た 顔 で heart 
ルー の 商品 を 


断る ヒメ リ 


ーーーーー 


1 
! 
1 
| 
! 
1 
1 
1 
| 
1 
| 


トーー] 











PLLLELLLLLLLLLLLLLLLLLLLAGSSELLLLLLAL 


PTTTTEEYX は XXI】 


PLDELEELEL は は 】 


PT さよ 】 














/ 時 es 


NN の 


こ ミ ジ ャ ング ル を This rain 
と ズン ズン 通り 過ぎ る hurts 
原生 生物 
me 
か ら PanDown 
する と 、 
アン ブッ シュ し て 


原生 生物 に 
襲い 掛か る 機会 を 伺う 
コク ピッ ト 内 

ダグ と ボ ゼ (モニ ター) 


And 
緊張 し た 面持ち で 
意 を 決する 
ニー ソ い 


in 


YOUFr 
立ち 上 が り 、 
カメ ラ に 向かっ て くる 
ダグ 機 と ボ ゼ 機 


mind 






終了 
> 


The 


mi の only thing 


these 
WOrdS 
Ser 
1 
高 = __」mww je 」 
遇 NLA に 到着 し た 3 
1 ノ ポ ン 族 隊商 ・ 
| mn | 
| la Save 7 
| ここ ンー 1 旭 
TSN 9 の 2 ト 。 H : 
| / EC 胡 3 
| 放 計 て | | 
| 
ノボ ポン 商 隊 を 
R 迎え る た め ゲ ー ト に 控え る 
タツ と ミー ア 。 ja 
長 タツ 、 
| 喜ん で ジャ ンプ 
PanUp 
| 






















カメ ラ に 向かっ て 
行進 し て くる 
1 ノ ポ ン 商 隊 一 団 


三 
ご 


先頭 の 
ノ ポ ヒッ ポ が 
突然 こう べ を 垂れ て 


口 を あけ る 


舌 が 伸び て 


お も むろ に 画面 に 向かっ て / 
その 奥 か ら ( 
転がっ て くる 

丸い 物価 

画面 手前 に 来 て 
広がる トラ 


タツ に 
体 当たり を 食らわ し 
弾け る 二 人 


その 向こう に 
驚き 顔 の ミー ア . Just 


Make 
QTB す る と 
当たっ た 反動 で 
弾け て いる 

多 ツ と ドラ と 


その 周り で 

な ぜ か が 跳ね て いる 
ノ ポ ボン 商 隊 の 

ノ ポ ン 人 た ち 


awake 


ーー Fo" Seeepasosg 


ーーーーー マ 


ーーーーーーーーーーーーーー ゴ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー つ 


EE 








P か QTB す る と 


NLA の ハイ ウェ イ を 疾走 する 
リン の ジー ブ を Follow 


ェ -- 運転 する リン 、 
| 前 か ら 
3 有 please 


tell 


何 か に 気付 いた 風 に 「“ 
左上 方 に 目 を や る 


ジー プ を 運転 する リン 。 ( り h [ 


ee 
























フォ グ の 様子 を 見 て 
「 や れ や れ 、 







| し ょ ー が ね ー な 」 | 半 
must MM 的 に あき れ た 様子 で | 
we face | と N | 
| * \ Oh | 
サ ジー プ 裏 、Follow か ら に 、 恒 ) 
上 空 を 通過 し て いく | : ! 『 please | 
ドー ル の 編隊 の 軌 ド 尋 。 3 / | 
| ドー ル 編 隊 を PE ま フォ グ の 方 に 向かっ て 


微笑 まし く 見 送る 


5 歩き 出す ヴァ ンダ ム 
リン | < 


/ 
| 
ee 


向き 直っ て 


車 の スピ ー ド を 上 げ る  「Grd 


ーーーーーーーーーー ィ ーーーー 


ーー ニー に ーー ーー ニーーーー ニ ーーーーーー 一 


PTEELLLHALLLLLILLLLLLLLLAALLLLLLLL LM 


ーー 3 人 に ご 琴 
走り 去る - 
リン の ジー プ ブ を 1 e ! 
上 方 か ら 個 箕 で ト ・ [ 
間 ] H always 

3 heard you 
最後 | H | 
アフ タ ヌ ー ン の 陽光 を 受け た 。 ーー  : ーー 

Sa | 切り 返し 、 Believe | 
|: ナギ と モー リス hat she said 

: today 

| 庄 落日 の 陽光 に 照ら され る NLA か ら 

kd 半 日 の 光 に 照ら され て 立ち 尽く す 二 人 


ee 





通路 を 歩く 
エル マ の 足元 


AC で 
同 エル マ 後 方 





で ] ヴァン ダム に 見 守ら れ 
- 腕立て 伏せ を し て いる 
隊員 一 同 






カメ ラ PanAC で 
フォ グ 、 イ エル ヴ 、 フ ライ に 
ポン 奇 り 


西 日 が 差す NLA。 
ゲー ト 距 り 場 、 欄 干 に 向かっ て 


EL 
いい | 


吉 






カッ ト 尻 、 
腕立て 伏せ が 一 回 も 
で き な か っ た フォ グ が 
へ ば っ て 床 に 崩れ る 


ミミ ミミ ミミ トミ ミミ ミミ ミミ ミネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ まま まま 


ETTTLLE は AI 


EEEEELELSI 





本 
切り 返し 。 
欄干 に 近付く エル マ 


























欄干 に 手 を 置き 、 
NLA の ほう を 仰ぎ 見 る 
エル マ 


歩み 寄っ て くる エル マ に 


ンプ カット 尻 、 
風 に な びく 髪 


1 
ーーーー ゴ 


前 カッ ト ポ ン 寄り 
NLA の 眺望 を 見 る エル マ の アッ プ か ら 


カメ ラ 回 り 込 み 


へ リ の 通り 過ぎ る 音 と 
切り 替え る よう に カメ ラ 、 
Dolly で 引い て いく 


カメ ラ の 引き と 
合わ せる よう に 
貨物 を 運ぶ へ リ が 
上 空 を 通過 


NLA ブ レイ ド タ ワ ー に 

上 昇 し な が ら 近 付く 

ヘリ に 付け て 

ヾ マ カメ ラ PanUp 

航空 警告 灯 が 退く へ リ の 傍ら に 
> そびえ 立つ プレ イド タワ ー 


被写体 が 徐々 に 
持 サン セッ ト 間際 の 

暗く 落ち た 空 に 
浮か び 上 が る 

ブレ イド タワ ー に 移行 する 


ーーーーーーーー 


アニ ーー ニー ニー ニー 


前 カッ ト ポ ン 寄 り 


そびえ 立つ ブレ イド タワ ー。 
カウ ント ダウ ン の 数 字 は 
今 は 消え て いる 


エン ドロ ー ル 





ルク Zr36 の グミ ブル アァ 2 ン )/ マ 2 ば ダー ニン 








クレ ー ン Down 


洋上 に 浮か ぶ 
セン トラ ル ラ イフ 


ババ ババ ババ ババ 







双発 へ り の エン ジン 音 が 大 きく 罰 き 渡り 、 
カメ ラ の 前 に 大 きく 舐め て 

到 発 へ リ が 降下 し て くる 

(IN 時 ピン ほか し あり で ) 


セン トラ ル ラ イフ の 発 藩 ポー ト 、 本 
休職 、 空 撮 カ メラ 。 日 
/. 甲板 上 で 作業 し て いる 建 機 ドー ル が 

。、- ビル 内 に コン テ ナ を 運ん で いる 


て 
ャ Y 
! 
1 
1 
1 
1! 


7400 | 


セン トラ ル ラ イフ 内 地下 通 踏 。 
光 も な く 音 も な い 中 、 

前 カッ ト 合わ せ で PANDOWN。 
フェ アリ ング を 付け て 

カメ ラ 止 め て 下さ い 


カメ ラ が 止ま る と 
通路 の 典 で 、 ち か っ と 光 が 骨 き 


フラ ッシュ ライ ト の 光 が 
ふわ っ と 手前 に 伸び る 


探索 謙 の シル エッ ト が 見 え 胡 れ す る 


※※ エ ル マ が 手 に 持つ フラ ッシュ ライ ト は 
左手 に 持た せる 。 


前 カッ ト ポ ボン 寄り 
筐 か ら ゆ っ くり 歩い て くる 一 団 


先頭 に エル マ 、 そ の 後ろ か ら テス タメ ン | 
ト の 一 団 が フラ ッシュ ライ ト で 周囲 を 。 | 
らし な が ら 慎 量 に 歩い て くる | 

1 


_※ エ ル マ が 手 に 持つ フラ ッシュ ライ ト は " 、 
左手 に 持た せる 。 





CO03B さ ら に エル マク ロー ズ ア ッ プ 。 

あたり を 警戒 し な が ら 先頭 を 歩く 

エル マ の アッ プ | 
( 邊 続 に 、 テ スタ メン ト も 続い て 沙 い て いま すず ) | 
※ エ ル マ が 手 に 持つ フラ ッシュ ライ ト は | 
左手 に 持た せる 。 Jl 


PanUp 
エル マ 「 こ れ は 一 一 一 一 


先 の 戦闘 に よる 破壊 じゃ な い 一 一 -」 






ーーーーー ーーーーーーーーーーーー - ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 






(① アク ショ ン つ な ぎ 、 の 
フラ ッシュ ライ ト の 光 に 付け て 
カメ ラ PAN 人 









ええ ええ オオ エス ミオ エエ エス オ オオ オオ エエ ミト オス は は まま まま よ まま オミ トミ ミミ ミミ ミミ まま ます さま ます まま まま 


LILLIIIITEELEIHHREKREKEEKKEKEIII 


た エエ エエ エエ オオ オオ ILIILLLLLELLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLIKKELILLLLKELKELLELEEKKK よ さよ ミミ と ミミ よこ た た ここ 


に 間 科 に ここ ー 。'esson 




























モニ タ 内 で 
セン トラ ル ラ イフ 地下 通路 の 
様子 を 見 つめ る 、 ナ ギ 、 モ ー リ ス 、 ヴ ァ ン ダム 


ナギ 「 1 
た し か に 、 
か な り 損 作 が 匠 し いな 。」 


ーー 


モニ ター 内 映像 
ハン ディ 風 カ メラ で 峡 し 出さ れる 
破損 し た 璧 の 一 部 


(モニ タ 内 映像 で す 。 
暗 視 カメ ラ 風 の ノイ ズ 希 望 ) 


破損 の 程度 を 探る よう に 。。 
壁 を な ぞ る 撮影 者 の 手 が 
フレ ー ム に IN : 


暗闇 に ら され 走る 
フラ ッシュ ライ ト の 殺 り 


立ち 止ま る エル マ の 足元 か ら 
カメ ラ が バン する と 


上 ら し 出さ れ た そこ に は ! | 
馬 磐 記 開 語 用 の 
シス テム コン ソー ル が 


コン ソー ル バ ネ ル の ) 


1 ct 
1 まま - ポン 寄り 


徐々 に 近付く 足 益 と と も に 1 
エル マ 、 フ レー ム IN 


切り 返し 
フラ ッシュ ライ ト を 上 照ら し て 近付く エル マ が ! 
コン ソー ル バ ネ ル に 手 を 伸ばす 1 


エル マ の 手 に 合わ せ て で 付け て Pan 


た た ええ えま まま まま まま エエ は は オオ オオ オオ ます よ すす は は は は IITIIILIIIIIIKIIKEGEIEEYEKEEEENM さ ーー 


ELLELLLLKLELIKREEEEEEKKS) 


PTETYX】 


OOTTHTTIIEEIEIEEEGGEEEEKEEGEK は は は IS] 


た オオ オオ オオ オ ITILEIIILLLEIILEILLELEGEGEKEEEEEEK ミ KK ミミ ミミ よ よ さよ さよ まさよ) 


PEEY 


た た よ エネ オオ オオ オオ オオ オオ オト ILIILELLELKLLLLEEK は は KK は よ よ さよ よさ よ よさ さよ さよ ミミ よ よさ よそ と たと 






、。 ーーー アン | 少し 手 を 引き 、 カ ッ ト ア クシ ョ ン つ な ぎ で 





エル マ の 手 


エル マ 、 1 * 
まっ すぐ コン ソー ル バ ネ ル を 見 つめ 、 人 
力 を 込め る エル マ : し 


ざり ぎり 力 が 入っ て いく 
エル マ の 手 ア ッ プ 1 


ーーーーー - ーー キキ テー 









TU する と 、 そ こ に は 
テス タメ ント の 隊員 、 イ エル ヴ の 次 


エル マ の 合図 を 受け て 、 
首 を 縦 に 振り 


も ここ ここ 3 


振り 返っ て 、 後 方 に 大 きく 合図 を 送る 


sic -w 1 
切り 返し 、 』 
合図 を 送る 先 に は 

、 四 導 ドール" マス テマ "の シル エッ ト 
大 き な 起 動 音 と と も に 
ヘッ ドラ イト が ハイ ビー ム で 。 1 


通 千 の 蘭 を 光 で 誠 ら し だ す 。 
激しい レン ズ フ レア が 乱 む と と も に 
り 手前 に 向かっ て 


ゆっ く 
進み だ す マ ステ マ 


迫る マス テマ に 
違 を 鍵 る イエ ル ヴ 


次 カッ ト ア クシ ョ ン つ な ぎ で 


sh15 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ 





地下 通路 を 進む マス テマ を 仙 陣 で 


肥 に 避け る 
イエ ル ヴ ア クシ ョ ン つ な ぎ で 


カッ ト 一 杯 、 
軽く フォ ロー 気味 で 


マス テマ 1 台 目 、 
カメ ラ を 僅 い 抜か し アウ ト し て 


後続 の 二 台 目 が 
入っ て きた と ころ で 
カッ ト 終 了 


4415 





に me 

サス を 乱 ま せ 
巨大 陳 貢 の 前 まで 進む マス テマ を 
DollyFollow 

扉 の 前 で ゆっ くり 停車 し 、 

隔 長 の 前 で 

グン っ と 車 高 を 低く する 

3<00 








前 方 に 取り 付け られ た トー チ を 
前 に 突き 出し て 


ガ シ ャ ッ と 
四方 に トー チ を 展開 する 
マス テマ 


sr me 


前 方 に 側 え 付け られ た トー チ を 
前 に 突き 出す 


トー チ の 先 か ら レ ー ザ ー が 投射 され 、 
馬 壁 に あたっ て 火花 が 周囲 を 類 ら す 


トー チ が ゆっ くり 時 計 回 り に 回 り 始 め 、 
馬 壁 鹿 を 焼き 切り 始め る 
4・00 
扉 を 焼き 切る 様 を 見 守る 
二 台 目 マ ステ マ 横 の イエ ル ヴ 、 
その 他 の テス タメ ント 上 員 
300 


モニ タ 上 で 作業 の 様子 を 見 つめ る 
ナギ と ヴァ ンダ ム 





Con Cr に 


隔壁 扉 の 向こう 側 。 
マス テマ の 巨大 トー チ の 所 が 
ゆっ くり 真 円 を 描い て 扇 を 焼き 切っ て いる 







切断 面 の 光 が 上 繋が っ た 骨 間 
* バ シュ ッッ !!" 
と 一 瞬 火 花 が は じ け た と 思う と 


隔 豆 麟 の 焼き 切れ た 部 分 が 
ゴロ ン と 手前 に 転がっ て 膚 音 を 立て る 


切断 部 分 の 倒れ た 典 の 穴 か ら 、 
マス テマ の ライ ト が 漏れ て 見 えて いま す 


\ 


属 壁 の 手前 、 
停車 し て いる 2 台 の マス テマ を 
後方 か ら 


筐 か ら 冷 気 の 塊 が 
通路 を 伝っ て ブ ワ ッ と 広がる 


流れ 込ん だ 冷 策 が ゆっ くり 、 
エル マ の 足元 に 結 み つく 


冷気 に 含 わ せ て 軽く PAN 


エル マ 「 ナ ギ ] 


か すか に 水 が 流れ 込む よう な 音 が 
隔壁 の 奥 か ら 署 いて くる 
冷気 に 付け て ジワ Pan 


エル マ 「 こ れ よ り 


デー タベース の 中 へ と 入る 」 


少し 警戒 する か の よう に 
租 を 構え る エル マ 


ちょ っ と PanUp 気 味 に 


1 し 」 
マス テマ 、 左 手付 近 で 
ちょ っ と 不安 げに 作業 を 見 守る 
別 の テス タメ ント 隊 員 
3+00 


3415 


3+15 








cr wm 
ナギ 「 う む お 。 く れ ぐ れ も 注 意 し て くれ 。」 
ーー 
3+00 
ナギ 「 我 々 の 命 の 源 だ か ら な 」 
イン カム に 応答 し て 
前 へ 進み 出る 
エル マ 「 了 和解 」 
4400 
マス テマ 、 


トー チ を 待機 状態 に し て 、 
エル マ に 道 を 記 る よう に 
バッ ク す る 


Dolly+PanUp 
入れ 替わり に エル マ 、 


< //) 9/ 7 『 フラ ッシュ ライ ト を 構え て 


足元 の 瓦 に 注意 を 配り な が ら 
馬 副 の 切断 部 へ ゆっ くり 歩い て いく 


3415 | 


同 壁 の 向こう 側 。 
ゆら ゆら と フラ ッシュ ライ ト の フレ アコ ー ン が 
隔壁 の 断面 穴 か ら 漏れ 出し て いる 


カッ ト 尻 、 
エル マ が 穴 か ら 
出 て くる 


ロー アン グル か ら 
足音 が 聞こ えた か と 思う と 
エル マ の 足元 が IN 


落 地 し て 


前 方 へ 歩き 出す 


中 蘭 の 中 を 、 
フラ ッシュ ライ ト の 光 と と も に 
進ん で いく エル マ 


カッ ト 一 杯 Follow 


2+00 


切り っ 返し 、 
デー タベース 便 か ら の カメ ラ 。 
中 導 の 中 、 


カメ ラ 正 面 か ら 、 
構え た 雇 勢 で 
慣 量 に あたり を 合い な が ら 進 む エ ル マ 


フラ ッシュ ライ ト の こぼれ る 光 に 
エル マ の 卒 が 浮か が び 上 が る 


近づく に つれ 、 
みる みる 藻 層 の 表情 を 浮か べ る エル マ 


エル マ 「 こ 、 こ れ は 一 一 」 


979 





974 


sort We 

















ナギ 「 ど うし た エル マ ? 


> テー タベース に 何 か あ っ た の か ?」 


エル マ 『 こ ん な 一 一 、 


こん な こと っ て 一 一 」 


ze | 
ズ ウ ウ ン !! | 


隔壁 鹿 を 無理 や りこ じ 開 け 
優 入 し て くる マス テマ 


ナギ 「 エ ル マ 」 2+15 


体 を ひね っ て 
エル マ の 方 に 向き 
ハイ ビー ム を 順 ら す 


「 状 況 を 報告 し て くれ 。」 


身 を 乗り 出し 過 点 ナギ の アッ プ に 
QTU 


ナギ 「 エ ル マ !!」 


0+15 


エル マ の 雇 を 、 
強 弄 な ハイ ビー ム が 
バッ クラ イト で 照ら し 出す 


エル マ 「 ナ ギー 
エル マ 、 
耳元 の 携帯 端末 (デバ イス ) に 手 を 当て 、 


事実 だ け を 伝え る わ 。」 


エル マ 後 方 、 

四 足 作業 形態 に 変形 し て 
隔壁 を こじ 開け な が ら 
優 入 し て くる マス テマ 


エル マ 
「 デ ー タ ベー ス は …」 


2+00 


こじ 開け な が ら 、 
エル マ の 方 を モニ タリ ング し て いる 
マス テマ 


エル マ 
「 あ な た 眉 の 意識 が 

1x00 
保存 され て いる 符 の …」 


マス テマ の 見 た 目 風 
Pan 後 ZoomTU で 


モニ タ 越 し の エル マ 


エル マ 「 シ ステ ム は -」 
2+00 


エル マ 「 ず っ と 以前 に 


カメ ラ 、 エ ル マ の 位置 か ら 


大 きく 回 り 込 ん で クレ ー ン アッ プ 


マス テマ の ヘッ ドラ イト に 浮か び 上 が る 


1 
ei 


デー タベース 室 の 惨状 

| 天井 の 基部 が 破壊 され 、 

| 幾 本 も 滝 を 作っ て 大 量 の 水 を 流し 込ん で いる 

| 浸水 に 侵さ れ た デー タベース 構造 体 は 、 | 

| 明らか に 機能 を 停止 し て いる | 

エル マ 「 壊 れ て いた 一 一 !」 

| | 

| 
415 | 





ET) 


























wc も on タテ ymne JJ 
モニ タ に も デー タベース の 惨状 が 

映し 出さ れ 、 

呆然 と する 三 人 


ナギ 「 壊 れ て いた だ っ て ? 


どう いう こと だ 」 
ナギ の 言葉 を 目 を 閉じ て 聞い て いる エル マ 
ナギ 「 詳 し く 説 明 し て くれ !!」 


セリ フ 終わ り 、 カ ッ ト 万 開 じ て いた 目 を 開け 2190 


エル マ 「 デ ー タ ベー ス は 」 


破壊 され た デー タベース の 
基部 の 切り 取り 。 
いた る と ころ に 天井 か ら の 温水 が 


デー タ 基 部 の 上 あたり か ら 
バ ノ ラマ で 2+00 | 


別 位置 で の 切り 取り 。 
水面 付近 か ら の あお り で 


エル マ 「 稼 働 停止 し て いる 」 


1+15 
別 位置 で の 切り 取り 。 
デー タベース 基部 の 
低い 位置 か ら あ お り で 
Pan で 滝 を 抜け る と 


月 れ か けた 手 千 部 分 と 
そこ に た た ず む エル マ の 姿 が 





身構え 下がる ナギ 


エル マ ポ ン 寄 り 


動揺 する 気持 ち を 抑 えつ つ 
絞り 出す よう に 叶 く 


E. MR 1 の -Wme | 
ベー ス の 惨状 を ! 
真っ 四 ぐ 見 つめ な が ら 
エル マ 「 ミ ラ 落 着 の 時 に 、 
すでに 失わ れ て いた の よー!」 | 
-400 
C55 | 
ナギ 「 そ ん な 馬鹿 な !」 | 
葉 さ の 表情 を 浮か べ 、 


ナギ 「 で 、 で は 我々 は 一 一 」 


>ーーーーーーーー キ 


動揺 を 隠し きれ な い 感 じ で 
身 を 乗り 出し 、 エ ル マ に 詰問 する よう に 


ナギ 「 今 、 こ こ に こう し て いる 


( 


我々 は 一 一 」 6+15 | 


ーー 


エル マ 「 そ う 一 一 」 


エル マ 「 み ん な は 何故 、 


動い て いら れる の ?]」 
5+00 | 

















PanUp 


バッ クラ イト に 照ら され た 
エル マ の シル エッ ト | 


エル マ 
「 シ ステ ム は 壊れ て いる の に 一 一 」 


エル マ 「 意 識 も 記憶 も 


照ら し 出さ れ た 
無残 な デー タベース 室 の 全景 に 
カッ ト 一 杯 ジワ TB 


存在 し な い ss | 
は ず な の に 一 一 」 | | 


司令 室 の ナギ と モー リス 
顔 に 動揺 を 浮か べ 身 じ ろ ぐ モー リス 
2400 


な ん て こっ た と いう 感じ で 
た め 息 を つい て 頭 を か く ヴ ァ ン ダム 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー サ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー サ ーーーーーー パ 


デー タベース 室 の その 先 を 見 つめ る よう な 
エル マ の アッ プ か ら 


エル マ 「 何 か ある と いう の 一 


カメ ラ 大 きく TB 


この 星 に 一 一 」 





デー タベース 室 の 奥 い っ ぱい まで 引い て 


ゆっ くり 暗転 





ETTEEEEEEESI 


COTE は は SI 


EEEEEES は SS 


EE は II よ 】 






各 星 ミラ の 海岸 線 を 空 揚 
カメ ラ PanUp 


か も め ら し き 鳥 が 
あちこち で 清 空 し な が ら 
噂 き 声 を 審 か せ て いる 


PanUp の その 先 に 
フー ド を か が 点 っ た 話 の 人 物 の 次 


ーー ニニ ーーーーーーーーーーーmーーー ペ wwwーーー マ ヤー ペニー で = ニー ニニ トニ ーー 


倒れ て いる 男 の ア ッ プ 
肢体 を 寿 め る よう に カメ ラ Pan 
その 男 の 顔 は 、 
死ん だ は ず の ラオ 


そこ に 夏 浜 を 歩く 足音 が 
に 近づき 


ラオ の 上 半身 に 
影 が 落ち る 


ーー ラオ の 顔 の アッ プ 


は っ と 気が付く ラオ 。 
大 きく 目 を 見 開く ラオ の 目 に 
QTU 





画面 暗転 


テロ ッ プ に OL 


「This story is never ending.…」 


975 
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1 うわ ー、 と これ は また 背 い こと に な っ ちゃ いま し 
だ 役 え 」 

リン リー・ ク ー が 泣き そう に な っ た 。 ニュ ー 
ロサ ン ゼ ルス 、 プレ イド エリ ア の 一 角 - 一 ドー ル 
整備 区 画 で の こと だ 
[| ああ 、 リ ン ち ゃ ん 、 そ ん な 顔 し な いで 。 僕 な ら 
平気 だ か ら 」 

左腕 の 肘 か ら 先 を 欠い た グイ ン が 、 あ わ て て 
な ぐさ め よ うと する 。 だ が 、 少 女 の 頭 を な で よう 
と し た 右手 は 空振り し て 、 リ ン は グイ ン の 横 を 通 
り 過 きた 

だ ちか が かく の アー パン 、 も う 直 な いで す ーー 
グイ ン の 背後 に 転 が さ れ て いた 鉄 塊 に 、 リ ン 
は し が みつ いた 。 ほ ん の 数 時 間 前 まで 、 そ れ は 
鉄 塊 で は な か っ た 。UD0220 Urban.ST と いう 
電 式 の ドー ル だ っ た の だ 


ドー ル と は 、 地 球 人 類 が 母 星 か ら 惑 星 ミ ラ ヘ 
持ち 込ん だ 人 型 機動 兵器 の 総称 で ある 。 地球 
外 か ら も た ら さ れ た テク ノロ ジー で 開発 され た 、 
異 星 人 を 迎撃 する た め の 切 り 札 だ 。 い や 、 切 り 
た る こと を 期待 され て いた 

し か し 、 そ の 望み は 虚しく 潰え 去っ た . 
の 量 間 文明 が 地球 近傍 で 激突 する な か 、 人 類 

可能 だ っ た の は わずか な 数 の 恒星 間 移 民 船 
0 こと の み だ 

その 移民 船 の 一 隻 が 、 年 ミ フ に 隆 り 立っ た 
ぐ 白 鯨 > で ある 。 と は いえ 、 そ の 降下 は 着陸 と 
いう より も ゃ 不時着 と 言っ た 方 が 、 実 情 に 近い 
宇宙 空間 で 異 星 文明 の 追撃 部 隊 に 捕捉 され た 
日 秋 は 船体 を 崩壊 させ 、 い くつ か の ブロ ッ ク の 
み が ミ ラ 地 表 へ の 軟着陸 に 成功 し た の だ っ た 

卒 い に も 白人 航 船 内 の 居住 ブロ ッ ク が 、 ほ ば ぼ 和 無 
傷 で ミラ の 地表 に 降り 立っ た 。 モ デル と な っ た 
都市 か ら 、NLA と 名 づけ られ た 居住 ブロ ッ ク 
を 拠点 に 、 白 館 ク ルー は 生存 の た め の 戦 い を は 
じ め た 。 

地球 か ら 飛 び 立 っ た 移民 船 の うち 、 何 隻 が い 


まだ 健在 で ある の か 、 さ だ か で は な い 。 も し か 
し た ら 、 舶 鯨 が 最後 の 一 隻 か も し れ な い の た 

も し そう で ある な ら ば 、 彼ら クル ー こ そ が 、 人 
類 文明 の 唯一 の 後継 者 と な る 。 人 類 が つむ ぎ 
続け て きた 遺伝 子 、 文 明 、 技 術 、 記 憶 一 一 そ 


れ ら を 買 重 に 思う 者 た ち に と っ て 、 い ずれ も けっ 
し て 途絶 えさ きせ て は な ら な いも の だ っ た 。 


地球 近傍 に お ける 会 戦 で は 、 二 つの 星 間 文 
9 有する 戦力 に 敵 し えな か っ た ドー ル も 、 
その 後 の 幾 多 の 戦い で ( 衣 し て いた 期待 に 


ふさ わし い めい 活躍 を 見 せ た 


地球 を 飛び 立っ て より 二 年 後 一 一 追撃 し て き 
た 異 星 文 明 の 生体 兵 徐 群 を 、 白 鯨 に 配備 され て 


いた ドー ル 部 隊 が 撃退 し た 。 その 後 、 惑 星 ミ 
こ お い て 、 原 生生 物 の 和 脅威 か ら ク ルー の 安 3 

確保 し た の も ドー ル 部 隊 だ 。 か つて の 故郷 を 5 
る こと は で き な か っ た が 、 第 二 の 故 郷 を 創り 上 
げ て みせ る ル 部 隊 の パイ ロッ ト た ち に 


NI( 





は 、 そ うし た 気概 が あふ れ て いた 
日 航船 内 に お いて は 、 配 属さ れ た 地球 統合 
政府 軍 の 高級 将校 が 軍事 を 司 っ て いた 。 だ が 、 
LA 開設 後 、 船 長 で あり 、 准 将 の 階級 に あっ 
だ た ナギ ・ ケ ンタ ロウ の 宣言 に より 、 部 隊 は 解散 
氏 士 た ち は 新 設 き され た 民間 軍事 組織 プレ イド の 
- 員 と な っ / こ 
リン の よう な 元 民 間 人 も 、 グ イン の よう な 元 軍 
人 も 、 そ れ ぞ れ ブ レイ ド と し て NLA の 発展 と 人 
類 存続 の た こめ に 働く よう に な っ て いる 。 そ れ が 、 
日 餅 落着 か ら 一 月 ほど を 経た 、 惑 星 ミ ラ で の 


み ナ エ チュ 


2 計 / 





| ライ ト フ レー ム が 歪ん で 再生 不能 一 一 電装 系 も 
オー バー ロー ド で 全 減 使い 回 せ そ うな の 


は 、 膝 下 の サ ー ボ くら いか な ぁ 








ュ レ リ 十 い ンク = ー ン ー ー 

リン は 変 お し そう に 、 そ し て 長 し そう に アー バ パ 
w た の 太 = ・ に 

ン と 呼ん だ ドー ル の 残骸 を な で て いた 。 そう し 


つつ も 、 指 先 と 視線 は パー ツ の 状態 を 確認 し て 
いる 。 日 餅 の ドー ル 生 産 ブ ロッ ク が 回 収 さ れ 、 


生産 体制 が 整っ た と は いえ 、 過 酷 な 環境 下 で 


実 動 し て いる ドー ル の 損耗 は 着 し い 。 修復 不能 


な 機体 か ら で も 、 パ ー ツ を 回 収 し な けれ ば な ら 

な い の だ F 代 前 半 の 少女 で ある リン だ が 、 そ 
た 判断 を 可能 と する 知識 や 技術 の 持ち 主 で 

あり 、 メ カニ ッ ク の 開発 ・ 整 備 を 担当 する ユニ 

オン で ある アー ムズ に 所 属し て いる の だ 

「 ご めん な 、 リ ン 。 グイ ン の ヤツ 、 ま だ まだ 未 吉 


ンー EE y 1 ヾ リー EL ル 。 の し J 還 レ 
に で オォ オー バー ド に 出会っ た 人 y 寅 、 パニ ク っ ち 


大 破 し た ドー ル に 乗っ て いた グイ ン 当 人 に 代 
わっ て 謝っ た の は 、 桃 合 軍 時 代 か ら の 上 上官 で あ 
る イリ ー ナ ・ ア クロ フ だ 。 二 私 と も 原生 生物 を 
討伐 する ユニ オン 、 イ ンタ ー セ プター に 所 属し て 
と は 突然 変異 を 起こ し 、 巨 大 
化 ・ 凶 暴 化 を お こし た 原生 生物 で あり 、 ドー ル 
と いえ どど 苦戦 を 強い られ る 相手 だ 
「 い や 、 不 意 を つか れ た の は 確か で すけ ど 、 パ 
ニッ ク 起 こし た わ ( 硬 且 や な 5 すす よ 。 い 寺 な り ガ 
ス 欠 起こ し て 、 動 か な く な っ た ん で すず 中 
[は あ ? 機体 の せい に し て ん や な いま 
イリ ー ナ は 白い 目 で グイ ン 女 因 。 彼女 が か 
て 所 属し て いた の は 統合 軍 特 殊 作 戦 庫 輌 教 
草 隊 で あり 、 ドー ル と は 開発 段階 か あの つき あ 
い だ 。 ドー ル は 母艦 、 も し く は 母 基地 か ら の エ 
ネル ギー 転送 で 駆動 し て お り 、“" ガ ス 欠 "な ど と 
いう 現象 が 起こ る わけ が な い 
| イリーナ さん 、 グ イン さん の 言う こ 放 に - ホ ント 
か も し れ ま せん 実は 、 似 た よう な 事例 が い 
くつ か 起き て る ん で す 」 
| ええ っ マン 生 日 

リン は うな ずい た 。 和 白鯨 に 搭載 され て で てい た エ 
ネル ギー 転送 基 は 、 現 在 も NLA に お いて 正常 
こ 稼 働 し て いる 。 に も 関わ ら ず 、 グイ ン 機 が 陥 
っ だ たよ うな エネ ルギー 供給 不良 現象 が 数 例 起 き 
て いる の だ 。 
| ミラ に 落ち る まで は そん な こ 
ね え を 生 交 

左 肘 の 傷口 を 右手 で お さえ な が ら 、 グ イン が 
つぶ や く 。 傷口 と いっ て も 、 傷 み を 感じ て は い 
な い 。 白鯨 に 乗っ て いた 地球 人 だ た ば 學 な 還 パ 


いろ る オー バー ド 


ンー 





と な か っ た っ す よ 


Of 人 


ーーer の 2 








噛み ご た え が あ りす ぎ る と 


ER 
2 和 二 の マ 

に 2 和信 . < い / か 

に : っ こ ヤッ 


平 洋 林 >ーー ダ 江 ー 
ら だ 。 


か ら 脱 出す る 際 、 潰 れ た フレ ー ム に 挟ま れ て 、 
グイ ン は 左 及 を 失っ て し まっ た 。 だ が 、 


2 
因 が 特定 で き な い ん で す よ 。 ほん と に どう し ち 
ゃ っ だ ん だ ろう 一 一 あ 、 こ れ 、 予 約 果 です 」 
リン は 残骸 を 調べ る 合間 に 、 小 さ な デ ー タ を 
が 、 も ちろ ん それ は 紙片 で は な い 。 


診断 を 受け られ る 権利 の こと だ 。 


「 グイ ン さ ん の 左腕 の デー タ 送 っ て お きま し た か : 
ら 、 今 ご ろ は 新造 パー ツ 、 調 整 済み の は ず で : 


す 。 行け ば 、 す ぐに つけ て も ら え ます よ 1」 
[「 ほ 、 ほ ん と に | リン ちゃ ん 、 あ り が と う 
| | 


ドー ル に し か 興味 が な いよ う で いて 、 ち ゃ ん 
と 身体 の 方 に も 気 を つか っ て くれ て いた 思い や その 
り に 、 グ イン は 感激 の 涙 を 流し た 。 そ ん な 部 下 : 


の 様子 を 見 な が ら 、 上 官 で ある イリ ー ナ は 思う 
の だ らら ただ 。 

(こい つ 、 涙 腺 の 蛇口 が ゆめ る いん じゃ ね え か ? 
そこ ん と こも 調整 し て も ら え ば いい の に 一 一 ) 


必 


わずか 一 月 ほど の 間 に 、 三 十 二 件 。 


て 、 事 態 の 解決 に 乗り 出し た 。 も と も と 白鯨 に 


お いて は 技師 長 を 勤め て いた 人 物 で ある 。 む し : 
ろ 組 織 運 営 よ り も 、 対処 し が い が あ る 問題 で あ 


っ だ の だ ろう 。 
「 歯 ご - た え の あ る 問題 っ て ぇ 







好物 な ん だ が 、 

も 厄介 だ な ぁ 」 
多少 の 問題 な ら 、 強 規 な で 噛み 砕い て し 

まう で あろ う ヴァ ンダ ム が 、 歯 痛 に 苦し ん で いる 


。 か の よう な 渋 面 を 浮か べた 。 現地 で 失わ れ て し 
衣 2 た 明 休 いい の だ 導 識 (で も ニ 「 以 着 


受信 基 を 回 収 調査 し て みた 。 と ころ が 、 な に 一 
つ 異 状 が 見 当たら な い の だ 。 






Bi おい 、 どっち で も いい け と 月 な 


1 


ムーM2oetesdomscs の \ 
テー 


・ プ ラッ ド で 活動 し て いる か : 
: いる の だ が 、 
オー バー ド に 踏み つぶ され て 大 破 し た ドー ル : 


| 

頻発 する ドー ル の エネ ルギー 供給 不良 現象 : 
は 、 深 刻 な 問題 と を っ て いた 。 プレ イド の 長 で : 
ある ヴァ ンダ ム 司 令 は 、 自 ら 調査 委員 会 を 率い : 
:「 そ うだ ろう な 。 


時 Pe > の 
て ね え ぜ ]」 圭 罰 ョ 。 
|「 き さす が フ 表 人 


ここ で 問題 は シラ フ で め 


| その 通り だ 。 すま ね 


: 令 1 双 


リー ニル が きれ た あい つ は 、 


リー ナ や グイ ン と 同じ く 危 険 な 任務 を 担当 し て 
変わ り 者 の フラ イ は チー ム を 組ま 
ず 、 常 に 一 人 で 活動 し て いた 。 そ の た め 、 ド ー 


: ル な し で は 安心 し て 活動 で き な い 。 実際 、 フ ラ 
B.B で 
ある か ら こ そ 、 そ の 後 も 任務 を 続け られ た の だ : 
[一 一 な ん と か する 。 す る つも り だ が 、 
「NLA 側 の 転送 基 に 問題 が な い 以上 、 ド ー ル : 
側 の 受信 碁 に な ん か ある と 思う ん で すけ ど 、 原 
: の 方 が あわ て た 。 

: 「 お 、 お い お い 、 頭 上 げ て くれ よ 、 あ ん た らし く 
: な い ぜ 。 あ あ 、 そ うい や 、 も う 一 つ 相談 事 が あ 
グイ ン の 端末 に 送っ た 。“ 予 約 票 " と 口 に は し た : 
B.B. を 調 : 
整 す る メン テ ナ ン ス セン ター で 、 指 定 の 時 間 に j デー 


イ の 機体 も "原初 の 荒野 "と 名 づけ られ た 地域 で 
いき な り 稼 働 停止 し て し まっ た と いう 。 


時 間 を くれ 。 す まん 」 
律儀 に 頭 を 下げ る ヴァ ンダ ム の 姿 に 、 フ ライ 


っ た ん だ 。 こ いつ を 見 て くれ 」 


フラ イ は そう 言っ て 、 自 分 の 端末 か ら と ある 


し て 活動 で きる エリ ア と する た め に 、 重 要 な 設 
備 だ 。 プ レイ ド で あれ ば 、 ユ ニオ ン に 関係 な く 


最初 に 異変 に 気づい た の は 、 


ロー プ 、 そ の リズ ム に わずか な 


| 員 像 の な か で 7 生 ラフ 


ペン 


。 すか さ ず 、 フラ . 全 「 


「 一 一 地下 に な に 妖 
フーン ノー 
発生 gz Va だ 。 ' 





て 、 酸 化 四 7 
ap。。 衣 ド 。 


き 上 ( 閣 














感心 する リ ン に 、 446. 
:『 あ あ 、 こ つ は 泥酔 し て ね 





こと を ん だ が 一 1 











人 Nd 1 7 


っ を 。 













| 「 ま あ 、 ooo 人 


に 使い 物 に な ら ね えん で 4 
_ 類 を ふく ら ま せ た リ ン を 計 
時 | 。 


: 「 と は いえ 、 


設置 が 義務 づけ られ て お り 、NLA か ら 遠 : 
| 出す る 機会 が 少な い リ ン や ヴァ ンダ ム も 、 そ の : 
: 設置 映像 は 見 慣れ た も の だ っ た 。 

: 「 一 一 あれ 、 な ん だ か お か し な 岩 動 し て ます ね ] 
























ら そろ mer 






けど ね 」 便 寺 
*ー ル 並み 3 "aa し と 議 


ァ : ダム が な だ め | 
: っ て いる 。 sisowci rss ! く 本 
区 【 


こっ ちゃ 深刻 な 問題 だ な 。 パス ファ 
イン ダー に は 情報 を 周知 さき せる と し て 、 デ ー タ プ 
ロー ブ の 改修 を 進め る 必要 が ある か 」 


: 「 そ う で すね 。 爆発 し た 物質 が 特定 で きれ ば 、 
| 対応 も で きる と 思い ます ] 

: 「 そ っ ち は デ ー タ プロ ー プ 開発 チー ム に まかせ る 
も う 少 し : 
: [はい 1 
| 底 的 に 調べ な いと 1] 

: 「 一 一 や れ や れ 、 オ イル に まみ れ て る 方 が 、 な ん 
: ぽか マシ な ん だ が な ぁ ] 


し か な いと し て 、 俺 た ち は ド ー ル の 方 だ な 」 
OS 解析 、 す ぐに 始め まし ょ う ! 竹 


ぼや きつ つも 、 ヴ ァ ン ダム は リン と と も に 端末 


| に 向かっ た 。 ソ フト ウェ ア の メン テ ナ ン ス が 苦手 
| で あろ うと 、 逃 げ る こと は で き な い 。 惑星 ミラ 
タ を 空中 に 投 映し た 。 そ れ は デー タプ ロー : 
: プ と いう 端末 を 大 地 に 打ち 込ん で いる 様子 を 記 
録 し た 映像 だ っ た 。 最適 な スポ ッ ト に この デー : 
タプ ロー プ ブ を 設置 し て お け ば 、 資 源 を 自動 採掘 : 
: する 上 に フロ ンティア ネッ ト の 情報 端末 と し て も : 
: 機能 する 。 未 開 の 大 地 を 、 プ レイ ド た ち が 安 心 


に 隆 り 立っ た 人 材 は 限ら ち れ て いる 。 一 人 一 人 が 


: 専門 外 の こと まで 含め て 、 二 役 三 役 を こなさ な 








けれ ば な ら な い それ が ブレ イド と いう 組織 
の 現実 だ っ た の だ 。 

/) 

\ ブ 
「 う うう 、 気 持ち 悪い 一 一 」 


原生 生物 の 体液 まみ れ に な っ た ドー ル の 前 


で ss メ が つぶ や ゆい だ 。 

: 「 し か し お 前 さん 、 無 茶 し た も ん だ な ぁ ]」 
5 2 また だ 。 定 
: 期 的 な 震動 と と も に 大 地 を っ で て いた デー タプ : 


ヴァ ンダ ム が 顔 を し か め る 。 OS 解析 に よっ て 
和 ほる < ーー っ 


衣 肘 だ けり の 閑 は 4 た よう 相 


懇 す | 

に きち 姓 で リン は 表情 志 
表 導 に の な か で も 一 、 
プ ブレイ ド で ある 。 て 
大 佐 の 階級 を 得 て 、 ヴァ ーー 
な 了 が 発生 し 
り 、 現 部 下 で 須 
日 も 、 現 象 

も に 検証 する < 


マ に 












Ne い 
ま と め た レポ ー ト は 、 
和 湯 問 是 と 、 ライ フ の 爆発 
は を 同時 に 

も 、 同 じ 原 因 だ っ た だ ! 


いい NN 
導 あの 橋 下 に 不運 




































378 


存在 し な い 物 質 ら し く 、 
は 出 て いな い 。 

[だ だ 、 一 つ 青 え る こと は 酸 作 し や すい らし く 
て 、 う か つ に 宅 気 に 触れ る と 急激 に 燃焼 し ちゃ 
うん で す よ 」 

[燃焼 じゃ すま ん だ ろう 一 一 あり ゃ 爆発 、 
大 爆発 だ 」 


「 そ うな ん で す よ ね ぇ ーー 手軽 に 手 に 入る 爆発 : 
な に か に 有効 活用 し た いん で すけ ど : 
:「 お 疲れ 様 。 二 人 と も こっ ち に 戻っ て き て ] 
: ダニ ー と ボリ ス か ら 、 耳 解 の 意 を 伝え る 通信 が : 
帰っ て きた 。 二 人 と も エル マ の チー ム に 属す る 優 : 
作戦 地域 に あっ て 攻撃 的 : 
: 手 は 飛躍 的 に 向上 する わ ね ーー 一 ) 
ドー ル の 操縦 技術 は エル : 
: マ で きえ も ゃ 一目 還 く ダニ ー。 実 は 五 十 代 半 ば の 元 : 
ら 、 少 年 の 姿 の B.B. で 活動 し て : 
: いる ボリ ス 。 二 人 と も 、 エ ル マ に と っ て 頼も し い : 

リン は 携帯 端末 を 操作 し て 、 模 式 図 を 空中 に : 
投 映し た 。 それは 不定 比 化合 物 の 一 種 だ と 思 : 


の モト 、 
| 
「 お い お い 、 穏 や か じゃ ね えな ぁ 」 

ヴァ ンダ ム が 上 打 れ た の も 無理 は な い 。 リン の 
表情 は 科学 的 探 先 心 と いう より も 、 爆 発 に と り 
つか れ た マニ デ の それ に 見 えた か ら だ 。 


「 リ ン 、 あ な た さっ き 、 同 じ 原 因 と 言っ た わ ね : 


ーー つま り 、 フェ ー ジ ング 現象 を 引き 起こ し た 
の も 爆発 が 原因 だ っ た と いう こと ?| 
「 あ 、 は い 、 エ ル マ さ ん の 言う と お り で す 」 


われ だ た が 、 ヴ ァ ン ダム も エル マ も 見 た 覚え が な 
い ほ ど に 複雑 な 構造 を 持っ て いる 。 
MO は また 人 を うな 売 来 だ な ぁ 」 
「 そ うな ん で す よ ね ーー 地 中 に 埋まっ て た 高 エ ネ 


に な っ て 浮遊 する ん で す 」 
[「 た し か に こん な 物質 が 漂っ て た ら 、 フェ ー ジ ン 
グ 現 象 が 発生 し て も お か し く な いわ ね 」 


の エネ ルギー 転送 を 阻害 し て いる 
や く 見 つけ た 結論 だ っ た 。 


= が 25 ル つ 


那 魔 し て くれ て た と は な ぁ ょ ーー 
[仕方 な いわ ー 一 宇宙 に は 様々 な 性 質 の 環境 が 


応 で き な く て も 無理 は な いわ 」 
「 い いえ 、 適 応 さ きせ て みせ ます 1!」 
リン は 挙 を 握り し め た 。 


「 生 物 は 海 で 発生 し て 、 際 に 適応 し て 空 に 羽 ば 
た いて 宇宙 に 出 た ん で す 。 そし て 、 未 知 の 惑星 : 





1 アミ ノ 酸 や 真 核 生物 や 鳥類 に で : 
きだ こと が 、- 私 た ち に で き な く て どう する ん で 
す 1」 
「 おい お い 、 奴 ら だ っ て 数 億 年 の 進化 の 結果 と 

し て だ な ぁ ー 一 」 

ヴァ ンダ ム の 言葉 も 、 リ ン の うち に 燃え 上 が っ 


た 挑戦 する 魂 に 、 水 を か ける こと は で き な か っ 
に 925。 


この ミラ に 適応 し な けれ ば な ら な い 。 その た め 


の タイ ム オ ー ダ ー を 数 億 年 か ら 、 せ め て 数 年 に : 


短縮 する た め 、 知 恵 を し ぼり まし ょ う 」 


エル マ の 言葉 を 聞い て 、 リ ン は ニヤ リ と 笑っ 
7 だ 
「 ほ ん と で すね ? じゃ あ 、 さ っ そく お 願い し た : 


いこ と が 





」 


まだ は っ きり し た 結果 : 


| 秀 な プレ イド で あり 、 


| 軍人 で あり な が ら 


: 高 エ ネル ギー 


: ST の 方 へ 向け た 。 


: ナ で あり 、 
: 目 の 危険 だ っ た 。 な に し ろ 、 こ れ を 背負 うこ と で : 
: エル マ 機 の 機動 性 は 半分 以下 と な る 。 原 生生 物 : 
「 私 た ちの 負け ね 。 リン の 言う 通り 、 地 球 人 は 


4 


: 「 エ ル マ さ ん 、 ど う や ら 片 付い た よう で す 」 
いや 「 こ っ ちゃ 敵性 原生 生物 は 見 当たら な い ぜ 」 


ダニ ー と ボリ ス が 、 そ れ ぞ れ 通 信 を 送っ て き 
た 。 エルマ は よう や く 息 を 吐い て 緊張 を 解く と 、 
二 人 に 呼び か けた 。 


な 原生 生物 を 討伐 する こと に 成功 し て いた 。 
まだ 若い な が ら も 、 


チーム メン パー だ 。 


リン が 頼ん で きた の は 、 


る わけ に も いか な か っ た 。 


予測 され た 危険 は 、 主 に 二 種 類 あ る 。 一 つ は : 
物質 その も の だ 。 地 底 か ら 採 掘 す : 
: る 際 、 取 り 扱い を 誤 れ ば 、 大 爆発 する お それ が : 
「 転 送 基 に も 受信 基 に も OS に も 、 原 因 が 見 つ : 
か ら な い は ず だ 。 まさ か ミラ の 環境 その も の が : 


ある 。 
「 やれ や れ 、 そ ん な 危な っ か し い ゆい 物質 を 回 収 し な 


: けれ ば な らん と は な 」 
: 「 で も ボリ ス さ ん 、 安 全 な 回 収 方 法 を 確立 で きれ 
存在 する 。 地球 圏 で 活動 する 仕様 の ドー ル が 適 : 


ば 、 有 人 益 な 資源 が 確 介 で きる ん で す よ 。 な に せ 、 
この 高 エ ネル ギー 物質 は ミラ の あちこち に 埋まっ 


: て る ん で すか ら 」 


|「 安 全 な 回 収 方 法 だ ? それ が 一 番 大 変 な ん だ 
ろう が 一 一 リー ダー の 機体 を 見 て みろ よ 」 





ダニ ー と ボリ ス の ドー ル が 、 
マ の 機体 一 一 深紅 に 塗装 きれ た AD0330 Wels. 


し た 、 高 エネ ルギー 物質 を 回 収 す る た め の コ ン テ 
これ を 装備 し て いる こと こそ が 。。 つ 


と 戦う に せよ 、 逃 亡 す る に せよ 、 重 い 足 柳 を つけ 
られ た に 等 し い 。 エ ル マ は コク ピッ ト 内 で 肩 を す 
くめ た 。 


で も 、 私 は 信じ て いる 


| 一 私 自身 が 選ん だ 腕利き の チー ム メ イト を ね ] 


| プ で ある 。 地 中 で 高 エ ネル ギー 
i に アク セス し た 後 は 、 外気 に 触れ な いま ま 、 ド ー 
: ル 背 部 の コン テ ナ に 送り 込ま れる よう に な っ て い 


ミラ の 地底 に 眠る 高 | 
: エネ ルギー 物質 の 採取 だ っ た 。 本 来 、 地 質 調査 : 
: は ラン ド バ ン ク の 任務 で あっ た が 、 
: 危険 が 予測 され て いる た め 、 他 の チー ム に 任せ : 

ミラ の あちこち で 発生 し て いる で あろ う 不 定 : 
比 化合 物 の 鹿 草 一 一 それ が NLA か ら ド ー ル へ : 


今回 は 様々 な : 


: ュ オス ・ グ リン ト と 名 づけ られ る 種 だ っ た 計 
上 ダ 


| 「 へ っ 、 中 断 す る 必要 な ん ざね え ぜ 、 リ 0 
| 「 そ う で す ! 3 
: 匹 ! 大 事 な 試験 採掘 を 中 断 す る わけ 草 


| の 言う 通り 、 任 務 の 重要 さも 無視 で き な V 記 
同時 に 頭 部 を エル : ] 
| 普段 な ら ば 、 軽 量 級 の 機体 : 
: が 今日 ば か り は いく つも の 追加 装備 を 背部 に マウ : 
: ント し て 、 鈍 重 そ うに 見 える 。 そ れ は リン が 開発 : 
: 続け る こと に な る 。 


: ス は 、 そ れ を 食らう 
: 動 性 を 活か じ て リ ュ オ ス ・ グリ ント を 翻 罪 する 。 

| 時 に エル マ 機 が 狙わ れる こ と が あっ て も 、 即 座 
:「 こ うい う 任 務 も ある わ 。 い つ だ っ て 万 全 の 状況 : 
: で 戦え る と は 限ら な い 。 
: 揮 を 出す 。 
: 二 人 の プレ イド は 、 そ れ ぞ れ コ ク ピ ッ ト で 敏 笑 : 
: ん だ 。 素 直 な ダニ ー は と も か く 、 ボ リス の 方 は 普 
: 段 な ら 喜 び を 露 わ に する 性 格 で は な い 。 だ が 、 : こ 
: ドー ル の コク ピッ ト 内 部 で な ら 別 だ 。 機 体 の 装甲 
: は 原生 生物 の 攻撃 か ら だ け で な く 、 他 者 の 視線 


: か ら も パイ ロッ ト た ち を 護っ て くれ る の だ っ た 。 


| 「 じゃあ 、 採 掘 を 開始 する わ 。 周 辺 警戒 を よろ し 


くね 」 


エル マ は そう いう と 、 ドール に よる デー タプ ロ 


i ー プ 打ち 込み 作業 を 開始 し た 。 も ちろ ん 、 高 エ 


物質 の 採掘 性 能 を 強化 し た 新型 プロ ー 
物質 の 埋蔵 位置 


ネル ギー 


る 。 
(コン テ ナ を ドー ル に 装備 させ る の で は な く 、 プ 
ロー プ の 方 に 組み 込む こと が で きれ ば 、 使 い 勝 


作業 の 合間 も 、 エ ル マ は 思い つい た 内 容 を メ 
モ し て いく 。 現場 か ら の 意見 が フィ ー ド バッ ク さ 
れ て こそ 、 道 具 と いう も の の 使い 勝手 は 向上 す 
る 。 コン テ ナ の 半数 ほど が 容量 限界 まで 高 エ ネ 


: ルギー 物質 を 充填 され て いき 、 採 掘 作業 は 順調 
NLA の プレ イド 全 チ ー ム の な か で も 、 屈 指 の : 
| 精鋭 と 評 さ れん る エル マチ ー ム が 、 こ の 数 日 、 リ 
: ン か ら の 頼ま れ ご と に 集中 する こと に な っ て い : 
: た 。 も っ と も 、 そ の 重要 さ を 鑑み れ ば 、 そ れ は : 
| 当然 で ある と も 言え る 。 | 
ルギー 物質 が 酸化 する と これ が 発生 し て 、 鹿 草 : 


だ っ た 。 いや 、 順調 に 見 えた その 時 一 一 "そい つ " 


: は 現れ た 。 


@ 


「 こ れ は 一 一 オー バー ド ! ?」 
リュ オス 属 と 名 づけ られ た 原生 生物 群 一 一 そ 
の な か で も 特に 巨大 な リュ オス が 二 体 、 岩 陰 か 』 
ら 姿 を 現し た 。 あ まり に も 巨大 で 、 ぐれ 護 
る パワ ー を 持つ た め 、 こ の 時 の エル マ が 内 
ー ド と 間違え た の も 、 無 理 は な い 。 だ が 請 
ら は ミラ の 大 地 に 普遍 的 に 棲息 し て お り 、 




















、 ボ リス 、 採 掘 作業 を 中 断 す る ね 計 
ジ 完 了 ま で 、 三 〇 OO 〇 秒 護 っ て !」 


ませ ん 1!」 8 
エル マ は 一 瞬 の 和 途 巡 の 末 、 決 断 し た 請 診 


っ 02 


は 人 あ し だ >。 


表せ ず に ま :8 | 了 1 
ダニ ー と ボリ ス は 、 に 了 放 の を 伝え た 
だ が 、 こ の 時 の 決断 を エル マ ( 欠 


リュ オス ・ ダ リン 
し か し 、 熱 練 し た ド 





夫 り そら る ケニー と ボリ 
こと は な か っ た 。 ドー ル の 機 


に 率 制 攻撃 で 注意 を ひき 、 戦線 を 維 


持 / け が こ O 
2 : ュ フ 
を 人生 
ま で 












[いま よ ! 
中 基 こ と 


格闘 アー 


ィ CE 電 


の な い 世 大 原 


ッ ト 内 に 警報 が 響き 
tl 














あま 昌明 


残 量 ゲー ジ が 目 に 見 えて 減っ て いく 。 も と も と 
ドー ル は 母艦 か ら の エネ ルギー 転送 で 駆動 する 
た め 、 機 体 に チャ ー ジ で きる 容量 は 多く な い 。 


ば 、 あ っ と いう 間 に 底 を つく 。 
「 ダ ニー! ボリス! 逃げ て 11」 


機 と も 撤退 し よう と は し な か っ た 。 彼ら に は 護る 
べき も の が あっ た の だ 。 それは 任務 か 、 誇 りか 、 
それ と も 彼ら の リー ダー か 。 エルマ に と っ て も 、 


いな い 。 

ダニ ー 機 は リュ オス ・ グ リン ト に 踏み つぶ され 、 
ボリ ス 機 は コク ビッ ト を 角 で 貫 か れ た 。 一 瞬 の う 
ち に 、 エ ル マ は 二 人 の 部 下 を 失っ た 一 一 


O 


B.B. 一 一 セン トラ ル ラ イフ と いう 巨大 冬眠 装 
置 の 内 部 で 眠る 身体 か ら 、 意 識 を 転送 する こと 
で 動く 人 工 生体 。 そ れ は か り そ め の 了 肉体 で あり 、 
失っ た と ころ で 死 を 意味 する わけ で は な い 。 

だ が 、 一 度 B.B. を 失っ た 者 は セン トラ ル ラ イフ 
で 再 設定 を 行わ な い 限 り 、 新 た な 身体 を 得る こ 
と は で き な い の だ 。 その セン トラ ル ラ イフ が ミラ 
の い ず こ に 落ち た の か 、 


起き ンス テム を SS 


トー も フル 92 の を が “ 
期 を 迎え る 可 
その 事実 相 
も 、 撤 退 する 
だ の だ 。 そ 中 
え に 稼 い だ 時 
終わ ら せ た 。 
| 持ち 帰っ て みあ 
デ ダ を 
エル マ は 記 
脱出 し た 。 「 
た 、 伝 送 不 良 
し て いた か ら ・ 
幸い 、 B.B. 央 / ら 
筋力 を 発揮 する 講 部 に マウ ント ざれ で 上 
る コン テ ナ の う 天 記 譲 く らい な ら か つい で 
出せ る だ ろう 一 連 を 放 考 を た の だ 。 獲物 , 
た た めか 、 リ リン ト た ち は 互い 
いっ き 和 始め た 革 
その 隙 に ・ 


あっ た が [ 
と 二 残 


そ に ー 
っ こる し 5 計 
ー * 
ヽ も 凍 < 
3 内 
















ーー - 穫 
< いた e 7 
それ を 確認 し ょ : 


cr の 0 『 で 
完全 に 機能 停止 し て 


ー デ 


同時 に 、 ーー ソノ 7 ル タ 見 だ け て 
いう 意識 も 、、 [ どこ か に あっ た ee 


: れ た か も し れ な い が 、 
| 重 で は な い 。 
それ は わか ら な い 。 問い か け よ うに も 答え る 者 は : 


: 出せ ば いい 
いま だ 不明 の まま で あ 
り 、 還 り ロサ ゲ が 識 まさ で に 和 を 寿し な 











: 感情 的 な 過ち で ある 。 


稚 静 な 判断 と 感情 的 な 過ち と が 同じ 方 向 に 天 


| 竹 を 傾け た 結果 、 エ ル マ は 危 地 に 陥っ た 。 リ ュ 
巡航 時 な ら ば まだ し も 、 戦 闘 機動 を 行っ て いれ : 


オス ・ グ リン ト た ち が エ ル マ を 新た な 獲物 と みな 
し た の だ 。 左右 か ら 巨大 な 原生 生物 に 挟ま れ た 


: エル マ は 逃げ 道 を 失っ た 。 
エル マ は 通信 機 に 向かっ て 叫ん だ 。 だ が 、 二 : 


( し まっ た いま か ら で は 退避 も で き な い !) 
巨大 な リュ オス ・ グ リン ト は ドー ル な ら 逃 げ 切 





二 体 の リュ オス ・ グ リン ト が 、 角 で 打 突 攻撃 を 


ー 枯 湯 状態 一 一 1) 


リュ オス ・ グ リン ト に 追い 立て られ た エル マ は 、 


| 育 に 堅い 物 が 当たる の を 感じ た 。 駐 機 し て いる 
: AD0330 Wels.ST、 自 分 の ドー ル だ 。 だ が 、 頼 


も し い は ず の 機体 も る 、 動 け な け れ ば 障害 物 で し 


: か な い 。 


(いい え 、 こ れ は “アレ "に 代わ る 今 の 妥 機 。 そ 
う 、 な いも の に 頼る の で は な く 、 代 わり を 見 つけ 
) 





、 ル を 開放 し た 一 一 













Mu ん た 。 あん 2 
時 4 se マ 
大 手 を 打ち 合わ 
ド に 追い 詰め ら 』 8 
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E』 
oyA 
コ か ん 


1 





を に な 


4 
楽 を 、 クム が ロ 


ング / ロン 
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の の で 
的 『 還 糧 思 て いた も : 


weMNP に だ 


| か らし て 、 和 名付け親 が 誰 で ある の か 、 
B.B. で 振り 切れ る ほど 鈍 : 








| 防衛 す 大 


' の 惑星 ミ ラ と いう 地 で 








0 


Me 1 
NN 
5 た ん て | H 是 *※ ど うし 明 


納め る 。 白鯨 の 船内 に : 


ee ィ 
| マ は 内 
前 の 代 時 概 @ 


: 癌 加 


ん て 1」 


: 「 ミ ラニ ウム ー 一 も し か し て 、 あ の 高 エ ネル ギー 
: 物質 の こと ?| 

: 「 あ あ 、 そ うだ 。 エ ル マ に は まだ 言っ て な か っ た 
: か 。 こ の 惑星 ミラ 固有 の 物質 一 だ か ら 、*“ ミ ラ 
| ニウム "だ 。 わ か りや すく て いい だ ろう 」 


ヴァ ンダ ム が 自慢 げに 語っ て みせ る 。 そ の 表情 
ママ に 
めか っ の た よう な 気 が し た 。 


(まっ た く 、 本 当 に 地球 人 と いう 種族 は 、 名 付け 


| 親 に な る こと を 誇り に 思う の ね ー 一 ) 
| し か け て くる 。 エ ル マ は それ ら を か わし つつ 、 現 
: 状 を 打開 する 方 法 を 探し て いた 。 
: (手持 ちの 武器 で は 、 あ の 硬い 皮膚 を 貫く こと は : 
: で き な い 。 い え 、 お そら く ド ー ル の 武器 で も 無理 
| ーー な ら ば 、 戦 術 的 に は 撤退 し か あり 得 な い 。 

: で も B.B. の 脚力 で は か な わ ず 、 ド ー ル は エネ ル 


ミラ ニウム を パッ ケー ジン グ す れ ば 、 ドー ル の 
主 動力 と な る 一 一 エル マ の 行動 で 確認 で きた 事 


: 実は 、 プ レイ ド 全 体 に 大 き な 希望 を も た らし た 。 


すでに 、 エ ル マ の 提言 を 採り 入れ た コン テ ナ 


| 内 蔵 型 の アー タプ ロー プ 、 す な わ ち 採掘 プロ ー プ 
: の 開発 が 進 


進め られ て いる 。 それ が 投入 され れ 
ば 、 ドール の 動力 源 は 無尽 蔵 と いえ る ほど の 供 


: 給 を 得 ら れる よう に な る の だ 。 
: 「 ま る で 、 
邪魔 し て ご めん ね 』 っ て 言っ て る みた いで すね 」 
: 「 お 、 な に や ら 乙 女 チ ッ ク な 表現 を 使い 出し た ぞ 」 
| 「 は あ ? 
: 表現 で す よ 、 ヴ ァ ン ダム 司令 |」 
: 「 ふ ん 、 二 十 一 世紀 初頭 は まだ 現役 だ っ た ん だ 。 
迫り 来る リュ オス ・ グ リン ト を 前 に し て 、 エ ル マ : 
は ドー ル 機 体 表 面 に 設置 され て いる アク セス パネ : 
3 な ] | 本 


ミラ ニウム 自身 が 「 エ ネル ギー 伝送 を 
と 女 チ ッ ク ? それ 二 十 世紀 の 遺物 の 


まあ 、 人 ーー あお 


アン テム は 


隊 再 店 を 果 だ し だ な < 
いえ 、 また で すま 』 - 
胸 を ほる リン 価 
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